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昭和 31 年 9 月 (1956)] 


山口 県 産 「 ガニ 」 の 吸虫 被 の 寄生 


(第 四 回 


高 橋 


山口 県 立 医 大学 病 理学 教 (指導 細川 教授 ) 
(昭和 30 年 9 月 29 日 受領 ) 


山口 県 産 「 ツ ガ =」 の 肺 吸虫 被 庫 幼虫 の 分 布 状況 に 就 
いて 現在 迄 に 吉田 川 , 栗野 川 と 各 河 川 別に 報告 し て 来 た 
が , 今回 は 錦川 (岩国 市 ) を 調査 し た の で 第 四 回 と し て 
報告 する 。 検 査 材料 は 昭和 29 年 11 月 中 旬 ょ より 同 80 年 1 月 
下旬 の 間 に 錦 川 に 於 いて 無傷 に 捕獲 し た 「 ツ ガ =」 で あ 
る 。 又 検 査 方 法 は 前 回 報告 や に 準じ て 行っ つた 。 

検査 蟹 52 の 中 , 被 の 寄生 を みた 4 , 即 
ち 寄 生 率 は 7.69% で あつ た 。 1 匹 に ける 被 の 
最多 寄生 数 は 5 個 , 最少 は 1 個 で あつ た 。 検査 
対す る 一 匹 平均 寄生 数 は 0.21 個 で あぁ つた 。 被 寄生 角 と 寄 
生 被 と の 関係 は 被 寄生 4 匹 の 中 , 赤色 粒 を 
熟 型 びに 普通 の 成熟 型 虫 の 混合 寄生 1 
匹 , 他 の 38 匹 は 赤色 和 題 粒 を 合 む 成熟 型 の み 寄 生 の 角 で あ 
つた 。 検出 し た 被 概 幼虫 は 総数 11 個 , その 中 赤色 題 粒 を 
型 被 は 10 個 , 普通 の 成熟 型 は 1 
個 で あつ た 。 調査 に と いて は 未熟 型 幼 型 
虫 は 認め な か つた 。 

C1) 蟹 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 は 40~45mm 大 の 蟹 


は 検査 82 に 対し て 被 寄生 角 は 2 (6.2522) 46~ 
50mm 大 の 舞 は 検査 数 20 匹 に 対し て 被 寄 生 蟹 数 2 匹 (10 
26) で あつ た 。 (第 1 表 参 照 ) 

(2) 蟹 の 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 は 40~45m 大 の 角 
は 1>~5 個 寄生 が 2 匹 , 46~50m 大 の 蟹 は 1 ~ 5 個 寄生 
が 2 匹 で あつ た (第 2 表 参 照 )。 

(38) 虫 の 体内 分 布 状 況 は 足 筋肉 に 寄生 し て 
いた が 最も 多く 4 (7.69 次 いで 匹 
2%) 足 関 節 部 2 匹 (3.852%) 体 関 節 部 並び に 体 筋 肉 は 各 
1 匹 (1.92%) で あつ た 。 尚 , 他 の 臓器 に は 認め な か つ 
た 。 (第 8 表 上 段 参照 ) 

検査 数 に 対す る 被 の 一 平均 寄生 は 足 筋肉 
0.08 個 , 人 0.06 個 , 足 関 節 部 0.04 個 , 体 関節 部 並び に 体 
筋肉 は 各 0.02 個 で あぁ つた 。 (第 8 表 下段 参照 ) 

(4) 赤色 粒 を 被 の 体内 分 布 は ゃ はり 
足 筋肉 と 寄生 し て いた が 多く 3 匹 (5.772%), び 
に 足 関 節 部 は 2 匹 (8.852%) , 体 関節 部 並び に 体 筋肉 は 
1 匹 (1.92%%) で あつ た 。 (第 4 表 参 照 ) 

(5) 普通 の 被 虫 の 体内 分 布 は 寄生 し て い 


第 1 表 蟹 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 検査 蟹 数 52 匹 


数 

最大 横 検 査 数 陰 性 数 寄 率 
19 2 17 10.53 

40~45 mm 32 1 2 1 30 1 6.25 { 
16 2 14 12.5 

46~50 mm 201 18 1 10.0 


Ichiro Takahashi : On Paragonimaus westermanii 
Metacercariae in Eriocheir japonicus Yamaguchi 
Prefecture. (Report 4). 

(Department of Pathology, Yamaguchi Medical 
School.) 


た 1 匹 だ け で 検査 52 に 対し 1.92% で あつ た 。 寄 
生 数 は 1 個 だ け で あぁ つた 。 (第 5 表 参 照 ) 
2. 総括 並び に 者 接 
山口 県 下 錦川 の 「 ツ ガ =」52 匹 に 就 い て 蟹 の 大 小 と 被 
虫 の 寄生 率 , 寄生 数 と の 関係 , 虫 の 種類 , 


で : 
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【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 5 巻 ・ 筑 3 号 


第 2 表 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 検査 52 


Metacercaria 寄 生 数 


甲殻 最大 横 筆 0 1~5 個 5 個 以上 
40~45 mm 30 { 2 { 0 
46~50 mm 0 
第 3 表 Metacercaria の 内 分 布 検査 52 
) 


寄 生 


下 ) 
寄生 Metacercaria $ 4 5 
検査 に 対す 
% Metacercaria 0.08 {80.08 0.06 {80.08 0.04 {80.04 0.02 0.02180.6 0 
一 平均 寄生 数 
第 4 表 赤色 題 粒 を 合 Metacercaria の 体内 分 布 検査 52 
CE ) 
基 の 
C 下 段 ) 
生 Metacercaria 4 2 2 $ 1 1 
検査 人 落す 
% Metacercaria 0.08 {80.08 0.04 {80.04 0.04 {80.08 0.02 {80.08 0.02 780.02 0 0 


「 ツ ガ =」 体 内 分 布 状況 を 調査 し た 。 錦川 は 山口 県 東 低く 7.69% で , の 最多 寄生 数 も 5 固 , 検査 数 

部 山岳 地帯 に 端 を 発し 東 へ と 流れ 安芸 離 に 注い で いる 。 に 対す る 一 匹 平均 寄生 数 は 0.21 個 で あっ つた 。 山口 県 下 の 
(1) 蟹 の 大 き さ と 被 概 幼虫 の 寄生 率 と の 関係 は 検査 各 河 川 共 に 約 50 以 上 の 寄生 率 で ある に 拘ら ず , 19 の 1 

蟹 が 大 体 同 大 で 小さ いた め 此 の 関係 に は 特異 な 点 は 明確 錦川 の み が 衛 く 低 率 で ある 点 は 極め て 奇異 で ある 。 本 河 


に 見 出し 得 な か つた 。 


尚 。 今後 の 追試 に 待ち た いと 思 川 は 広島 県 境 に 近い 関係 で 水質 , 陣 境 に 若干 の 差異 ある 


う 。 寄生 数 と の 関係 の 同 場合 も 様 で ある 。 為 に メス タ セ ルカ リア ! の 寄生 が 困難 で あろ うか , 或 は 捕 


(2) 錦川 に 於 ける 「 ツ ガ =」 の 被 宴 幼虫 の 寄生 率 は 獲 時 期 と にょ よる か は 今後 更に 調査 し た い 。 三浦 (1952) 
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第 5 表 普 授 の Metacercaria の 無体 内 分 布 検査 数 52 匹 


段 ) 

検査 対す る 
寄生 百分率 ( 0 0 0 0 0 
CF ) 
寄生 Metacercariae 
0 0 0 0 0 0 

ria の — 0.02 {830.2 0 0 0 0 0 0 0 
均 知生 数 


の 高知 県 に 於 ける 調査 で は 41~45 mm 大 の 蟹 が 寄生 率 が 
最も 高い と 報告 し て 居る か ら 蟹 の 大 き さ に よ ょ つて 衛 く も 
低 率 と は 考え が た い 。 寄生 4 匹 の 中 で 赤色 を 
む 被 の み 寄 生 し て いた が 最も 多く 8 匹 (75%) 
赤色 題 粒 を 含む を 成熟 型 , 普通 の 成熟 型 の 混合 寄生 蟹 が 1 
匹 (25%) で あつ た 。 検出 し た 被 概 幼 虫 11 個 の 中 で , 赤 
色 題 粒 を 合 を 成熟 型 ス タ セ ルカ リア は 10 個 で 殆 ん ど 占 め 
て いた 。 被 寄生 人 蟹 数 。 叉 検出 し た メタ セル カリ ア 総 数 は 
少 い が 赤色 題 粒 を 合 む メタ セル カリ ア が 最も 多く , 又 最 
る 広く 分 布 し て いた 事 は 一 応 言 い 得 る と 思う 3。 

(38) 寄生 部 位 に 就 い て は 足 筋肉 と 寄生 し て いた 角 が 
最も 多く , 検査 匹 に 対し 7.69%, 次 いで 5.772。, 
足 関 節 部 8.852%, 体 関節 部 と 体 筋 肉 は 1.92 の 順 で あつ 
た 。 検査 銀 数 に 対す る 一 匹 平均 寄生 数 は 足 筋肉 が 0.08 個 
で 以下 , 外 , 足 関 節 部 , 体 関 節 部 , 体 筋肉 の 順 で あつ 
た 。 特に 急 に 寄生 し て いた 部 位 は 全 べ て 第 三 葉 で 三浦 
(1952) ”" が 第 三 葉 が 寄生 率 も 寄生 数 も 最高 と 報告 し て 
いる が , 私 の 場合 も 其 の 点 は 符合 し て いる 。 

(4) 赤色 粒 を 含む 被 は や ゃ は り 足 筋肉 に 寄生 
し て いた 最も 多く 5.772。 次 いで びに 関 
が 8.85 体 体 関節 部 が 1.92 順 で あつ 
た 。 検査 角 数 に 対す る 一 匹 平均 寄生 数 は 足 筋肉 0.08 個 , 
以下 候 と 足 関節 部 , 体 筋肉 と 体 関節 部 の 順 で あつ た 。 

(5) 普通 の 被 電 幼 虫 の 被 寄生 角 は 1 匹 で 寄生 部 位 は 
右 第 三 葉 の 失 端 部 で 1 個 だ け 寄 生 し て いた 。 

(6) 本 調査 に 於 いて 検出 し た 被 概 幼虫 は 総 て 「 ウ ェ 
ステ ルマン 肺 吸 虫 」 で あつ た 。 

3. 
(1) 山口 県 下 錦川 の 「 ツガ =」 に 於 ける の 


寄生 率 は 7.69% で あつ た 。 

(2) 蟹 の 大 小 と 寄生 率 , 寄生 数 と の 関係 は 検査 蟹 の 
大 き さ が 一 定 し て いた 関係 上 特異 な 点 は 見 出し 得 な か つ 
た 

(8§) 寄生 部 位 は 足 筋肉 に 最も 多く , 関 部 
体 関節 部 と 体 筋 肉 の 順 で あつ た 。 

(4) 検出 し た 被 用 幼 虫 は 総 て 「 ウ ェ ル ステ ルマン 和 肺 
上 」 で あつ た 

本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 補助 に 依る 。 即ち 細川 修治 
教授 担当 課題 「 肺 吸虫 症 の 研究 」 の 分 担 研 究 で ある 。 倍 
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参考 文献 


1) 江口 季 雄 , 岩田 箇 雄 (1949) : 寄生 虫 病 の 診断 と 治 
療 . 一 2) 森下 閣 , 横川 定 (1949) : 人 体 寄 生 虫 学 提要 , 一 
3) 宮崎 一 郎 (1944) : 日 本 産 肺 吸虫 被 枚 幼虫 3 種 の 区 
別 点 。 医学 と 生物 学 , 10(4), 223-225。 一 4) 宮崎 一 郎 
(1954) : 肺 吸虫 症 , 臨 床 と 研究 , 31(5). 一 5) 三浦 義 
徳 :((1952) : 肺 吸 虫 の 研究 , 第 二 報 , 高知 県 下 の 主 要 
河川 の 「 も くず に ける メタ ケル リア に 就 い て , 

高知 県 立 衛生 研究 所 報告 . 一 6) 中 川 幸 庵 (1915) : 肺 
二 ロ 虫 中 間 和 宿主 発見 概 報 , 東京 医事 新 誌 , 第 1910 号 
8-13. 一 7) 内 野 (1954) : 山口 県 産 「 ツ ガ =」 の 
吸虫 被 力 虫 の 寄生 状況 に 就 い て (第 一 回 報告 ), 寄生 
虫 学 雑誌 . 3 (4) 255-257. 一 8) 高橋 一 郎 (1954) : 
県 下 「 ゃ くず の 肺 吸虫 被 寄生 状況 に い て , 
寄生 虫 学 雑誌 , 3(4) 265-269. 一 9) 高橋 一 郎 (1955) : 
愛媛 県 下 「 ゃ くず の 肺 吸 被 寄生 状況 に 就 
いて 報 寄生 学 雑誌 , 4(4), 343347. 一 10) 高 
橋 一 郎 (1956) : 山口 県 産 「 ツ ガ =」 の 吸 寄 
生 状況 に 就 い て , (第 二 回 報告 ) 寄生 虫 学 雑誌 , 5(1), 
1819. 一 11) 高橋 一 郎 (1956) : 山口 県 産 「 ダ ガ =」 


(3) 


の 
)11) 
は ] 


の 肺 吸虫 被 寄生 状況 た い て (第 三 回 報告 ) 
生 学 雑誌 , 5(1), 22~25. 


Summary 


1. The Author investigated on distribution of 
the metacercariae of Paragonimus in 52 Eriocheir 
japonicus on the Nishiki River in Yamaguchi 
Prefecture, from November 1954 to January 1955. 
‘The Author obtained the result of 7.69% in them. 
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2. The total number of metacercariae obtained 
were 11. 

3. One crab harboring the most numerous 
metacercariae was possessed of 5. 

4. On parasitized region, parasitism in foot 
muscles were the most ; in succession, gills, foot 
joint region, body joint region, body muscles. 

5. All of metacercariae investigated this time, 
were Paragonimus Westermanii. 
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県 産 「 ゾ ガニ =」 の 肺 虫 被 寄生 
(第 五 回 報 


山口 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 (指導 教授 
(昭和 30 年 9 月 29 日 受領) 


山口 県 産 「 ツ ガ =」 の 肺 吸 虫 被 の 寄生 状況 に 就 普通 の 成熟 型 被 の み 寄 生 の は 1 匹 C 1.8%), 
いて 吉田 川 , 栗野 川 , 錦川 と 各 河 川 別 に 報告 し た が 今回 幼 弱 型 被 喪 幼虫 の み 寄 生 角 は 2 匹 ( 8.6), 未熟 型 被 
は 佐波 川 を 調査 し た の で 第 五 回 報告 と し て 報告 する 。 電 幼 虫 の み 寄 生 の 角 は 認め な か つた 。 検出 し た 被 宴 幼 虫 
佐波 川 は 山口 県 中 央 部 に 端 を 発し 西南 下 し て 周防 灘 に 総 は 267 個 で , 其 の 中 , 赤色 題 粒 を 含む 成熟 型 287 
注い で いる 。 佐波 川 (佐波 郡 出雲 村 ) に 於 いて は 昭和 30 個 , 普通 の 成熟 型 25 個 , 未熟 型 1 個 , 幼 弱 型 4 個 で あつ 
年 2 月 上 旬 よ り 同 8 月 上 旬 の 間 に 無 傷 で 捕 科 し た 「 ジ ツガ た 
=」 を 前 報告 "m1? と 同様 な 検査 方 法 で 調査 し た 。 (1) 蟹 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 は 40~50m 大 の 島 
1. 成 は 6 匹 に 対し て 被 寄生 6 ( 1002% , "51~60mm 大 
検査 65 匹 で の 中 , 被 の 寄生 を みた は 55 の は 48 匹 に 対し 被 寄生 87 匹 (.86.052%), 61~70 
即ち 84.6 寄生 率 を 示し て いる 。 1 匹 に ける m の は 18 匹 に 対し 被 寄生 84.622%), "1 
虫 の 最多 寄生 数 は 34 個 で 最少 は 1 個 で あつ た 。 検 へ ~80 mm 大 の 3 匹 に 対し て 被 寄生 数 1 38.33 
査 蟹 数 に 対す る 一 匹 平均 寄生 数 は 4.11 個 で あつ た 。 次 に . 2%%) で あつ た 。 (第 1 表 参 照 ) 
寄生 と 寄生 被 虫 と の 関係 は 被 寄生 55 中 , 成 (2) 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 は 40~50m の 
熟 型 。 未熟 型 , 幼 弱 型 の 各 型 混合 寄生 蟹 16 匹 (29.1%), は 1~10 個 寄生 が 5 匹 , 11~50 個 寄生 が 1 匹 , 51~60mm 
赤色 和 題 粒 を 含む 被 電 幼 虫 の み 寄 生 の 蟹 は 36 匹 (65.5%), 大 の 解 は 1 ~10 個 寄生 が 88 匹 , 11~50 個 寄生 が 4 匹 , 61 


第 1 表 大 きき さと 寄生 率 と の 関係 検査 


数 


甲殻 最大 横 生 数 陰 性 数 寄生 率 (%) 


大 の は 1 ~10 個 寄生 が 10 匹 , 11~50 個 寄生 が 1 
Metacercariae in Eriocheir japonicus in Yamagu- 

chi Perfecture. (Report 5). た 。 (第 2 表 参 照 ) 
(Department of Pathology, Yamaguchi Medical (C8) 「 ツ ガ =」 体 内 に 於 ける 被 概 幼虫 の 分 布 状況 は 


School.) 検査 匹 (中 , 陰性 +10 ) 中 , 寄生 が 最も 多く 41 
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第 2 表 大 き さ と ょ と 寄生 と の 関係 検査 65 


Metacercaria 生 数 
甲殻 最大 横 0 1~10 1~50 
40 ~ 50 mm 0 
0 8 0 
51 ~ 60 mm る 
61 ~ 70mm 
~ 80mm 21 1 0 
第 3 表 Metacercaria の 人 内 分 布 検査 65 
(上 段 ) 
体 関節 部 関節 足 筋 体 筋 肝 消化 
検査 に 対す る 
生 63.1 61.5 41.5 27.7 15.4 7.7 4:5 1.5 


18 {8 16 { 


) 


寄 生 

Metacercaria 123 {8 108 58 18 22 12 7 4 1 1 
Metacarcaria 1.89 0.44 0.18 09.02 0 
の 一 匹 平均 寄生 数 1.58 0.74 0.46 0.34 0.15 0.11 0.02 0.02 

第 4 表 赤色 粒 を 含む Metecatercari の 分 布 検査 65 
(上 段 ) 

体 関節 足 関 節 部 足 筋 体 筋 心 消化 
検査 蟹 数 に 対す る 
生 分 56.9 56.9 40.0 26.2 13.8 7.7 


段 ) 


寄 . 生 20 10 


= 


検査 に 対す る 
の 一 匹 平均 寄生 数 1.37 0.63 0.38 0.31 


8 8 

0 03 0 02 0 
0 
0.12 o 0.02 
0.14 0 0 


326 
8 7 40 27 
被 数 41 34 30°" 1\e 
| 
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第 5 表 普通 の Metacercaria の 内 分 布 検査 


(上 
検査 に 対す る 
寄生 百分率 ( 12.3 10.8 6.2 3.1 1.5 0 0 0 
被 生 数 も 0 0 0 
( 下 段 
寄生 Macercaria 総 数 
検査 蟹 数 に 対す る 
Metacercaria 0.14 0.11 0.09 0.03 0.02 0 0 0 
の 一 平均 寄生 数 {$0.14 (48:06 {80.0 
(68.12%) う , 次 いで 体 関節 部 (40 匹 61.522), 足 関 節 部 27 体内 分 布 に も 留意 し た 。・ 


匹 (41.5%), 足 筋肉 18 匹 (27.722), 体 筋 肉 10 匹 (15.4 
2%), 肝 5 匹 ( て 72%), 心 と 消化 器 は 各 1 匹 C1.5%) 
で あつ た 。 (第 3 表 上 段 参照 ) 

次 に 検査 に 対す る 被 の 一 平均 寄生 は 
1.89 個 , 体 関節 部 0.89 個 , 足 関 節 部 0.58 個 , 足 筋肉 0.4 
個 , 体 筋肉 0.18 個 , 肝 0.12 個 , 心 と 消化 器 は 各 0.02 個 で 
あつ た (第 8 表 下 段 参照 ) 

(4) 赤色 粒 を 含む 成熟 型 虫 の 体 内 分 布 は 
びに 体 関節 部 に 寄生 し て いた 夫々 87 匹 (56.9%) 
で 足 部 26 (40.0%), 筋 肉 は 17 匹 (26.2%), 体 
筋肉 9 (18.8%), 肝 5 (7.72%), と 消化 器 は 
各 1 匹 (1.52%) で あぁ つた 。 (第 4 表 上 段 参照 ) 

次 に 被 幼虫 の 一 匹 平均 寄生 数 は 1.68 個 , 体 関節 
部 0.78 個 , 足 関 節 部 0.49 個 , 足 筋肉 0.87 個 , 体 筋肉 0.17 
個 , 肝 0.12 個 , 心 と 消化 器 は 0.02 個 で あつ た 。 (第 4 表 
下段 参照 ) 

(5) 普通 の 成熟 型 被 虫 の 体内 分 布 は 人 寄生 
し て いた 蟹 が 最も 多く 8 匹 (12.8%), 次 いで 体 関 節 部 
7 匹 (10.822), 足 関 節 部 4 (6.2%), 足 筋 肉 2 
(8.12%), 体 筋肉 1 (1.5%) で 他 の 臓器 に は 認め 
な か つた 。 (第 5 表 上 段 参 照 ) 

次 に 一 匹 平均 寄生 数 は 候 0.14 個 , 体 関節 部 0.11 個 , 足 
関節 部 0.09, 足 筋肉 0.08 個 , 体 筋肉 0.02 個 で あつ た 。 
(第 5 表 下 段 参 照 ) 

2. 総括 並び に 考 接 の 1 

今回 は 山口 県 下 佐 波川 の 「 ツ ガ =」 65 匹 に 就 い て 蟹 の 
大 小 と 被 の 寄生 率 びに 寄生 数 と の 関係 , 被 
虫 の 種類 蟹 体内 と 於 ける 分 布 状況 に 就 い て 調査 し た 。 


特に 赤色 粒 を 成熟 型 普 の 成熟 型 虫 の 


(1) 蟹 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 は 寄生 率 1000 で 
ある 40~50m 大 の 人 蟹 は 例 数 が 少な る 為 , 正確 を 期し 難く 
51~60mm 大 の 蟹 は 例 数 も 他 の 大 き さ の 蟹 に 比べ る と 多く 
叉 寄生 率 も 高い の で 此 の 大 き さ の 人 蟹 が 寄生 率 は 最も 高い 
ぁ も の と 考え る 。 前 回 の 吉田 川 **, 栗野 川 や の 調査 も 略 司 
様 な 結果 で あつ た 。 

(2) の 大 き さ と 寄生 と の 関係 は 上 や やはり 51~ 
60mm 大 の 蟹 が 最も 多い 。 従 つて 寄生 数 は 51~60mm 大 の 狂 
を 頂点 に 大 小 共に 減少 し て いる 点 は 先 の 栗野 川 の 調査 
と 同じ 結果 を 得 た 。 

(8) 山口 県 下 佐 波川 に 於 ける 「 ジ ツガ =] の 肺 吸 虫 被 
雲 幼 虫 の 寄生 率 は 84.62 の 高 率 を 示し , 当 教 室 の 内 野 
(1952)” の 調査 に 信 75% り 上 つて 居り , 当 教 室 
の 調査 "や や? に 依る 山口 県 下 各 河川 に 於 ける 寄生 率 に 
比 し て 川 の 96.72 の 次 に 位 し て いる 。 匹 に 於 け 
る 被 概 幼虫 の 最多 寄生 数 は 当 教 室 調査 に 依る 山口 県 下 各 
河川 に 比べ る と 下位 を 占め 84 個 で あつ た 。 又 , 検査 蟹 数 
に 対す る 一 匹 平均 寄生 数 は 4.11 個 で 山口 県 下 各 河川 に 比 
べ る と 下位 に 属す る 。 寄生 55 中 で 赤色 を 
むき 成熟 型 被 震 幼虫 の み 寄 生 の 蟹 が 最も 多く 65.5%, 次 い 
で 成熟 型 未 型 , 幼 弱 の 各 型 混合 寄生 が 29.1%, 
幼 弱 型 の み 寄 生 が 普通 の 成熟 型 の 
1.8 の 順 で あつ た 。 

, 検 出し た 被 は 267 個 で その 中 , 赤色 題 粒 を 
むき 成 熟 型 は 88.72% (て 287 個 ) を 示し 最も 多い 。 未熟 型 , 
幼 弱 型 に は 赤色 色素 が 平等 に ある も 征 粒 状 の も の は 認め 
な か つた 事 は 前 回 報告 !"!!? と 同様 で ある 。 

(4) 寄生 部 位 に 就 い て は 検査 蟹 65 匹 (中 , 陰性 10 匹 ) 
で 寄生 し て いた 最も 多く 68.12%, 次 いで 体 関 
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部 61.5, 足 関節 部 41.52%, 足 筋 肉 27.722, 体 筋肉 15.4 
26, 肝 『.72, 心 と 消化 器 は 1.5% の 順 で あつ た 。 双 , 
検査 数 に 対す る 被 幼虫 の 一 平 均 寄生 数 は 
個 , 以下 , 体 関節 部 , 足 関 節 部 , 足 筋肉 , 体 筋肉 , 肝 , 
心 と 消化 器 の 順 で あつ た 。 

寄生 し て いた 被 は 導入 血管 の み で 端 部 に 
多く , 筋肉 に 寄生 し て いた も の は 筋肉 と 皮下 の 間 , 筋肉 
繊維 の 間隙 に 認め た 点 は 前 回 報告 1! と 同様 で あつ た 。 

(5) 赤色 粒 を 含 熟 型 被 の 体内 分 布 状 
況 は 体 関節 部 に 寄生 の が 夫々 56.9 最も 多く , 
次 いで 足 関 節 部 足 筋肉 96.2%, 体 筋肉 18.8, 肝 
7.72%, と 消化 器 1.5%% の 順 で あつ た 。 一 平均 
寄生 個 で 以下 , 体 関節 部 , 足 関節 部 足 筋 肉 
体 筋肉 , 肝 , 心 と 消化 器 の 順 で あつ た 。 

(6) 普通 の 型 虫 の 体内 分 布 状 況 は 
生 の 蟹 が 最も 多く 12.8%, 体 関節 部 10.8%, 足 関節 部 
6.22%6, 筋 肉 8.12%, 体 筋 肉 順 で あつ た 。 
一 匹 平均 寄生 数 は 個 , 以下 , 体 関 節 部 足 関節 
部 足 筋肉 , 体 筋肉 の 順 で あつ た 。 

以上 の 事 か らし て 赤色 和 題 粒 を 含む 成熟 型 被 棒 幼虫 は 検 
出し た 被 井 幼虫 の 中 で 最も 多く , 又 最 も 広く 分 布 し て い 
た 事 は 前 回 報告 11? と 同様 で あつ た 。 

(7) 検出 し た 被 埋 幼虫 は 総 て 「 ウ ェ ス テル マン 肺 吸 
で あつ た 

3. 結 論 

(C1) 山口 県 下 佐波 川 の 「 ツ ガ =」 に 於 ける 肺 吸虫 被 
の 寄生 率 は 84.6 あつ た 。 

(2) 蟹 の 大 小 と 寄生 率 , 寄生 数 に は 一 定 の 関係 が あ 
つた 。 

(8) 検出 し た 被 の 中 で 赤色 を 成熟 弄 
が 最も 多く , 最も 広く 分 布 し て いた 。 

(4) 体内 分 布 は 体 関節 部 が 最も 多く 寄生 し 
足 関 節 部 , 足 筋肉 ,. 体 筋肉 , 肝 , 心 と 消化 器 の 順 で あつ 

(5) 佐波 川 の 被 は 総 て 「 ウ ェ ス テル マン 肺 
」 で あぁ つた 。 


本 研究 は 六 部 省 科 学研 究 旨 補助 に 依る 。 即ち 細川 修治 
教授 担当 課題 「 吸虫 症 の 研究 」 の 分 究 で ある 。 
県 当局 並び に 防府 市 の 神徳 の 御 助 に 対し 
意 を 表す 。 本 研究 は 集 24 回 日 本 寄生 上 学会 総会 で 発表 
し 。 
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Summary 


1. The Author investigated on distribution of 
the metacercariae of Paragonimus in 65 Eriocheir 
japonicus on the Saba River in Yamauchi Pre- 
fecture, from February to March 1955. The 
Author obtained the result of 84.6% in them." 

2. The crabs bing 51-60 mm in size showed 
the highest percentage and the most numerous 
number of parasitism. 

3. The total number of metacercariae obtained 
were 267, in which the mature metacercariae with 
redish granula were the most numerous. 

4. One crab harboring the most numerous 
metacercariae possessed of 34. 

5. On parasitized region, parasitism in gills 
were the most; in succession, body joint region, 
foot muscles, body muscles, liver, heart, and 
digestive organ. 

6. All of metacercariae investigated in this 
report were Paragonimus Westermanii. 


3 
- 
% 
養 
1 
r( 
Ir 
1 
} 


昭和 31 年 9 月 (1956)〕 


Leishmania donovant の 電子 微 氏 形態 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
(部 長 森下 授 , 指導 猪木 正三 教授 ) 
(昭和 30 年 12 月 21 日 受領 ) 


言 

電子 顕微 鏡 の 実用 化 に 伴 な い , 原虫 類 の この 方 面 に お 
ける 研究 も 最近 数 多く 行わ れ て 来 つ つ あ る 。RKala azar 
の 病原 体 Leishmmania donovani に つい て も る 既に Em- 
mel: Jacob 及び Gdlz (1942), Sen Gupta : Das Gupta 
及び Bhattacharya 等 (1951) に と にょ つて 報告 され て いる 
が , その 成績 と よれ ば 電子 線 通 過 に 対し て 原虫 体 が 余り 
に 厚く 。 た くそ の 輸 廊 を 示す に と どまり , また shadow- 
ing 法 に よ ょ つて る も 貝 体 の 高低 を 知る に 過ぎ ず , 原虫 の 内 
部 構造 は ほとん ど 明 ら か に され て いな い 。 その 後 Das 
Gupta : Guha 及び DE 等 (1954) は , 原虫 体 に 塩酸 
処理 を 施す こと に ょ つて 興味 ある ら か の 写真 を 発表 し 
た 。 

今回 私 は 各種 濃度 の オス ミウ ム 酸 に よ ょ る 固定 , 塩酸 に 
ょ る 加水 分 解 , 酵素 ペプシ ン に ょ る 消化 , 更に 1948 年 
Pease 及び Baker に よっ つて 創始 され た 超 薄 切片 法 な ど 
を 応用 し , Leiskhmania donovani の 電子 顕微 鏡 に ょ る 外 
表 及 び 内 部 構造 に 関し , きわ ゎ わ め て 興味 ある 知見 を 得 た の 
で 報告 する 。 : 


材料 及び 方 法 

材料 は 1948 年 , 大 阪 大 学 病院 入院 患者 より 分 離し た 北 
川 株 の 培養 第 182 代 な いし 第 147 代 の も の を 使用 し た 。 
培養 基 は 電子 顕微 鏡 観 察 時 , 赤血球 の 混入 を 避け る た 
め , 田辺 液状 培地 を 沈 た その 上 清 部 を 用 い , 
温度 24~25C で 原虫 接種 7 な いし 14 日 目 の も の を 
祭 し た 。 す な わ ち 原虫 数 の 最も 多い マ ~14 日 目 の 供 試 培 
を 遠心 沈 ( 約 8000r.p.m.) し , その 上 清 部 を 
し , 沈 淫 原虫 を 8 回 生理 食塩 水 で 洗 浴 し た 後 , 種々 の 操 
作 処 理 を 試み た 。 

固定 剤 と し て は 1 及び 0.5 % オ スミ ウム 酸 pH 7.4 
Kew’'ichi Nakanishi : On the fine structures of 
Leishmania donovani as ishown by electron mic- 
roscope. (Department of Parasitology, Research 
Institute for Microbial Diseases, Osaka Univer- 
sity, Osaka, Japan.) 
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灯 酸 緩 衡 液 , 2 % オ スミ ウム 酸 生 理 食塩 水 を 用 いた が , 塩 
酸 加 水分 解 及 び ペ プシ ン 消 化 を 施し た 標本 で は 固定 剤 を 
用 い ず , 生理 食塩 水 で 洗 浴 し た 沈 湖 原虫 を あら か じ め コ 
ロ ヂ ォ オン 膜 を 張っ つた mesh の 上 に 戴 せ , 室温 で 乾燥 固定 
を 行 つ た 。 更 に この 乾燥 固定 し た 標本 を mesh ご と 1 規 
定 塩酸 中 で 60°C830 分 あるいは pH 1.8 の 0.8% ペ プシ 
ン 生 理 食塩 水中 で 88°C30 分 間 処 理 し た 。 と この 場合 所定 
の 了 時間 処理 し た 標本 は , 1 秒間 蒸 水 中 で 洗 浴 後 再び 宣 
温 で 乾燥 し た 。 こ と これ ら の 標本 の 一 部 と に は クロ ー ム shado- 
wing 法 を 利用 し た も の も ある 。 

超 薄 切 片 標本 の 作製 に は 同様 な 培養 法 , 洗 浴 法 に よ つ 
て 得 た 原虫 を 材料 と し , その 固定 に は 2 % オ スミ ウム 酸 
生理 食塩 水 , 及 び 1 2% オ スミ ウム 酸 pH 7.4 半 酸 緩 衡 液 を 
用 い , 20 分 ~ 4 時 間 氷 室内 で 固定 し , これ を 蒸溜 水 で 3 
回 洗 し た 後 ノール 列 の 20% 液 20 分 間 , 40 20 
分 間 , 60% 液 20 分 間 , 802% 液 20 分 間 , 1002 液 20 分 間 の 
順に 処理 し 脱水 し た 。 と この 場合 本 材料 は 一 般 の 組織 と 異 
り , 原虫 の 集まり で ある た め , 種々 の 操作 に は 東 (1952) 
の 「 細 菌 を 切る 方 法 」 に な らい 常に 遠心 沈 滅法 を 利用 
し , 上 清 を 廃棄 し て は 沈没 原虫 に 次 の 濃度 の EtOH を 注 
入 し て いつ た 。 ; 

包 埋 剤 は n-butyl methacrylate の 単独 使用 ある い 
は n-butyl methacrylate に 対し methyl methacry- 
late を 10~80 の 割 に 混 じ た も の を 用 い , 重合 に は 
o-chlorobenzoyl peroxide を 1~3 の 割 に 入れ て 触媒 
と し レ た 。 

すなわち 100% EtOH で 20 分 間 脱 水 後 , 既に perox- 
jide の 入 つ て いる .502% 一 5022 EtOH-Monomer で 1 時 
間 室 温 放 置 し , 次 いで 1002%% Monomer で 1 時 間 水 客 
内 更に 1002%% Monomer で 4 ~ 8 時 間 室内 , 次 に 
Lilly の No. 0 ゼラ チン カプ セル に 分 注 し 45*C 恒温 器 
中 で 8~ 7 時 間 重 合 し た 。 更 に 重合 を 進め る た め , 2~ 
8 日 室温 に 放置 し た 後に 切断 し た も の も ある 。 以 上 の 操 
作 を 図示 すれ ば 第 1 図 の 如く で ある 。 

切断 に 際 し て の ミク ロト ー ム は Spencer の 820 型 , 


- 
~ 


3 
2 を たん オス 
teetEton Et 
20 
4 


Menemer 
1 1 


ある い は 日 本 ミク ロト ー ム 研究 所 型 で = ナイ 
串田 (1954) の 提唱 せる 硬質 ガラ ス の 破片 ゃ も つ ぱ ら 用 
い , 切断 され た 切片 は 60C 前 後 の 温 湯 上 に 浮遊 し , これ 
を あら か じ め = コ ロデオ ォ オン 膜 を 張 つ た mesh の 上 に すく つ 
た の で ある 。 
脱 包 埋 は 電子 線 の 照射 に よる 昇華 を 利用 し た 。 
使用 し た 電子 顕微 鏡 は 日 立 製 作 所 製 古 U 6 型 。 加速 電 
圧 50 包 .V. の も の で ある 。 
成 

本 原虫 の 培地 内 の 一 般 形 態 は , 横川 : 森下 等 (1953) 
の 成 書 に よれ ば 無 の リー シュ マニ = ニア 型 か ら , 
腔 毛 紡 畠 状 の レプ トモ ナス 型 に 至る あら ゆる 発育 型 が 
見 られ , 縮 毛 の ある も の も その 長 幼 に と ょ り 短 列 子 状 形 の 
も の か ら 長 紡 氏 形 の も の まで , あら ゆる 形態 の も の が 見 
られ る 。 更 に 核 は いずれ の 形態 に お いて も ほ ゞ 体 の 中 央 
に 位 し , 運動 校 質 は 体 の 前 端 に あつ て ,。 それ か ら 体 の 前 
方 に 向 か つ て 1 本 の 遊離 凌 毛 が 出 て , 大 いさ も 種々 で あ 
る が 成長 し た も の は 通常 長径 15~254, 幅 径 1.5~ 8.5g 
遊離 凌 毛 15~28 々 で ある 。 た だ し 私 が 1 2 オスミウム 酸 
pH 7.4 酸 緩 衡 液 で 25~385 分 間 固 定 し , Giemsa 染色 を 
施し た も の で は , 虫 体 の 長径 , 幅 径 , 遊離 球 毛 は 各 6.9 
へ ~20.8m, 1.5~ 8.0u, 8.0~20.0m で あつ た 。 本 実験 
に お いて は も つば ぱら 縮 毛 型 を 対象 と し た 。 

1) 1% オス ミウ ム 酸 pH 7.4 酸 衝 , ある い は 
2 オス ミウ ム 酸 生理 食塩 水 で 2040 分 間 固 定 し た 場合 
電子 線 に 対 原虫 は 余り に 厚く , 虫 体 部 及び 凌 和 毛 部 と 
も その 輪 廊 を 表わす だ け で 内 部 構造 は ほとん ど わ か ら た な 
い 。 凌 毛 は 人 失 敵 まで 大 体 同じ 幅 を な し て の び , 余 端 は 大 
多数 鈍 に 終っ て いる . (Fig. 1) が , Fig. 2 の 如く 
に 膨大 し て いる も の も 見 られ る 。『Fig. 1 及び Fig. 2 に 
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お ける 体 の 長径 , 幅 , 遊 離 は 各 約 12.24 : 11.5, 
2.6g: 1.5m, : 14.5m で あつ た 。 
2) 0.5 オ スミ ウム 酸 PH 7.4 液 て 同時 


園 定 し た 場合 


原虫 金 体 が 薄膜 で お お われ て いる の が 見 られ , その 薄 
膜 に は 貝 体 部 で 縦 に 走る 繊 軟 を 透視 する とこ と が で きる 
(pig. 3, Fig.4)。 レ し か し 虫 体内 部 構造 は 未だ 明らか で は 


・ ない 。 


3) 1 規定 培 酸 60°C 30 分 問 の 処理 を 施 し た 場合 

虫 体 部 の 内 容 の ぬ けた と 思わ れる 像 も 得 ら れ , 貝 体 を 
終 に すなわち 貝 体長 軸 に 平行 に 走る 幅 約 20mz の 繊維 が 
多数 認め られ て (Fig. 5), ある 像 で は その 繊維 を 約 80 本 
数 える と こと が で きる (Fig. 6)。 その 他 細 胞 綿 が ほとん ど 
破壊 され , 核 (A), parabasal body (B ), blepha- 
roplast 部 (C) 及び 凌 毛 (D) を 残し て いる か の ょ う 
な 写真 も 得 ら れ て (Fig. 7), この 写真 で は 核 は 橋 円 形 で 
赤血球 の うに 中 央 思 , その ほ 中 心 に 核 小 体 
も 認め られ る 。 核 の や や 前 方 に や は り 小 析 円 形 の para- 
basal body を 認め , 更に その 前 方 凌 毛 起 始 部 に ある 
blepharoplast は めい りょう に 識別 し に くい 。 この Fig. 
7 に お ける 校 の 長径 は 約 1.24 ヶ , 短 径 約 1 々 で 核 小 体 の 径 
約 0.8z で ある 。 縮 毛 は 幅 約 50mz の 繊維 の 東 よ り 成 り , 
私 の 得 た 像 で は その 数 が 7 ~11 本 で あつ た (Fig.8, Fig. 
9)。 

4) 0.3% ブシ ン 生理 食 pH 1.8 38°C 30 分 間 
の 処理 を 施し た 場合 

六 毛 (『 う は ほとん ど 消 化 さ れ そ の 痕跡 を 残す の み で , 
虫 体 . る か な り の 影響 を うけ て いる (Fig. 10)。 特 に 述 質 
(G) は 細胞 綿 よ り も 強く 作用 を うけ 電子 線 を 比較 的 よ 
く 通 て いる が , 小 体 に 相当 する 所 は 逆 密 で 
医 眉 円 形 を な し て 見 られ る 。 Fig. 10 に お ける 三 つ の 校 
の 平均 の 長径 は 約 2.44, 短 径 約 2.0x で 核 小 体 は 約 1.2 
で あつ た 。 

5) 2% オス ミウ ム 生理 食 固定 に よる 超 切片 

細胞 膜 の 厚 さ は 約 80 mx, その ある 所 に は 数 多く の 繊 , 
毛 (1) が は えて いる か と 思わ れる も の が ある (Fig. 11) 
細胞 質 に は 数 個 の 空 胞 ら し いも の が 見 られ , また その う 
ちの ある も の で は , 中 に きわ め て 密 な 直径 約 100mx の 
ほぼ 正 円 形 の 題 粒 (7) を 認め る も の も ある 。 細 胞 質 は 
無数 の 不 均等 な 題 粒 の 集合 状 , また は 網目 状 に 見 え , あ 
る 所 に は 数 個 の 均等 な 構造 を 有する 径 約 250mz の 逢 料 
状 の 像 (KK) も 認め られ る (Fig.12)。 核 は 不 規則 な 形 を 
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な し レ , 50mg 内 外 の 核 膜 を 明らか に 区 別 し , 中 央 に は 核 
小 体 を 認め , その 他 核 小 体 と 同様 に 密 な 矯 粒 () も 見 
られ て いる (Fig. 13)。 縮 毛 が 虫 体 部 を 遊離 する 部 分 の 構 
造 は , 細胞 膜 が 直接 凌 毛 に 移行 て ず , 細胞 膜 の 続き が 虫 
体内 部 の 方 向 に 思 み 毛根 部 の ょ うに 小 管状 と な り , その 
中 を 毛 が 走 つ て いる (Fig. 14, Fig. 15)。 Fig. 14 に 
お いて 凌 毛 の 起 始 部 と 不 規則 な 形 を な し た 核 と の 間 に 見 
える 堅 形 の 境界 めい り よ うな 部 分 (M) は , その 位置 ょ 
り し て parabasal body の 断面 か る も しれ な い 。 その 他 
凌 毛 起 始 部 附近 に は , 往々 た し て か な り 大 な る 空 胞 らし 
いも の が 見 られ る 。 和 鞭毛 は 数 本 の 繊維 の 束 よ り 成 る と 前 
に の べた が , 超 薄 切片 像 に お いて も それ が 認め られ て い 
る (Fig. 14)。 


6) 1 オ スミ ウム 酸 pH 7.4 液 定 に よる 
超 切片 像 

前 者 に 比 し 細胞 質 に 裕 胞 は 少な い (Fig. 16) が , 不 規 
則 な 形 を し た 比較 的 大 な る きわ め て 秘 な 題 粒 (CN), 及 
び こ と れ ょ より 大 きく や は り 不 規 則 な 形 を な し て , 細胞 質 
の 所 々 に 散在 する 比較 的 密 な 像 CO) う , 更に 紐 状 の 影像 
(P) 等 が 認め られ る 。 そ の 他 細 胞 暫 で 空 胞 状 に 見 える 
も の の 中 に , 凌 毛 の 横断 面 と 推察 され る 像 (Q) も 見 ら 
れ , 鞭毛 を 構成 し て いる 繊維 が 輪状 に 配列 し て いる よう 
で ある 。 


1) 固定 , 包 埋 , 切断 に つい て 

生物 試料 の 電子 顕微 鏡 観 察 の た め の 固 定 剤 と し て は , 
現在 pH 7.4 に 緩 条 され た 1 % オ スミ ウム 酸 が 最良 の 固 
定 液 で ある と 言わ れ て いる 。 そ を それ は 固定 時 酸性 固定 液 で 
は 細胞 令 白 体 の 凝固 を 引き 起 し , 空 胞 を 作り や すい た め 
と 言わ れる 。 私 の 経験 で も 1 2% オ スミ ウム 酸 pH 7.4 炊 
坪 緩 衡 液 で 固定 し た 時 の ほう が , 2 オス ミウ ム 酸 生理 
食塩 水 で 固定 し た 場合 より その 超 薄 切片 像 に お いて , 細 
胞 質 に 空 胞 が 少な か つた 。 し か し 非 切 標 本 観察 に は , 1 
2% オ スミ ウム 酸 pH 7.4 緩 衡 液 , 2 オ スミ ウム 
生理 食塩 水 更に donovani を 生理 食塩 水 で 洗 後 
乾燥 固定 し た 三 つ の 場合 の 写真 像 と は , 特別 の 差違 を 明 
ら か に 指摘 する こと は で き な か つた 。 

超 薄 切 片 に と ふ す べ き 試 料 の オス ミウ ム 酸 に よる 固定 時 
っ いて は , 一 般 に 言わ れん て いる 内 4 時 間 を 
せ ず と る も, 私 の 行 つ た 最短 20 分 間 で も 充分 で あつ た 。 と こと 
れ は 本 材料 が 単 個 細胞 の 原虫 で ある た め , オス ミウ ム 酸 
の 作用 が 迅速 に 達せ られ る た めで あろ う 。 


C11) 


331 


優秀 な 超 薄 切片 像 を 得る た め に 包 埋 剤 の 硬度 が 問題 と 
され , n-butyl methacrylate の 単独 使用 , ある い は 
n-butyl methacrylate 及び methyl methacrylate を 
適当 な 割合 に 混 じ 使用 する 等 , 種々 言わ れ て いる 。 串田 
(1954) は 特に 硬質 ガラ ス 破 片 を 用 いて 切断 の 場合 は , 
n-butyl1 metha. 7 に 対し methyl metha. 8 の 割合 が 
良好 な 結果 が 得 ら れる と 言っ つた が , 私 は 包 埋 剤 の 硬軟 よ 
り 。 む きしろ 東 (1951) の 強調 し た よう に 使用 する ナイ フ 


. の 鋭利 さ が , 良き 超 薄 切片 を 得る 最大 の 要件 と 考え る 。 


な お また 切断 面積 が 小 な る ほど 薄 き 切片 が 得 ら れ や すく 
一 度 切断 され た 切片 を 60°C 前 後 の 温湯 上 に 浮遊 させ た の 
は , 切片 を 伸展 させ , 電子 顕微 鏡 観 察 に 好都合 な らし め 
た た めで ある 。 

2) 電子 顕 懲 鏡像 に つい て 

非 切 標 本 @ 無 処理 固定 の 像 は , Emmel 等 (1942) の 
言 つ た 如く , た し か に 電子 線 通 過 に は 原虫 体 は 余り に 厚 
く ,。 内 部 構造 は ほとん ど わ か ら な い 。 し か し 堀井 (1955) 
は rybanosoma gambiense を 観察 し た 時 に 内 部 構造 が 
わずか に 見 られ る も の が あり , これ は 変性 と に 陥 つた 7. 
gambiense で ある か も 知れ 六 と 言 つ た が , 私 の 実験 で は 
と の よう な も の は 全然 見 る こと が で き な か つた 。 

Fig. 1 及び Fig。2 に お ける 計測 値 は , 横川 : 森下 等 
(19583) が 記載 し て いる 所 より 小さ い が , 私 が オス ミウ 
ふ 酸 で 固定 し , Giemsa 染色 を 施し 光学 頭 微 錯 で 計測 し 
た 所 に は , だ いた い 合 致し て いる 。 い ずれ に し て も 一 枚 
の 写真 に 一 原虫 の 全容 を 収め ん と し た た め , 自然 比較 的 
小 な る 原虫 を 選ん だ 結果 に よる も の と 考え る 。 

無 処理 固定 で は 凌 毛 も また た さく ゞ 1 条 の 繊維 と し て 観察 
され , その 人 失 端 が 多く の 場合 鈍 に 終 つ て いる が , と き に 
鼓 笠 状 を な し て ふく れ て いる も の も 見 られ た 。 こ と の 標本 
は 塔 養 10 日 目 の る あの で あつ た が , これ は 培養 中 の 発育 時 
期 と よる も の か も 知れ な い 。 

0.5% オ スミ ウム 酸 炎 酸 緩 衡 液 固定 標本 で 虫 体 を お お 
うぅ 薄膜 を , また 塩酸 処理 標本 で 虫 体 長 軸 に 平 走 する 多数 
の 繊維 を 認め た が , か か る 所 見 の うち 薄膜 に 関し て は , 
既に Meyer 等 (1954) が Trypbanosoma cruzi (に つい 
て る も 観察 し て いる 。 こ と の 薄膜 は 原虫 の 最 外 層 を 形成 する 
と 考え られ , その 下 に 縦走 する 繊維 が ある と 思わ れる 。 
Fig. 16 に お ける や や 細長 き 一 断面 像 て CR) は と の 事実 
を 物語 つて いる と 言え よう 。 他方 この 繊維 に つい て は 
Lofgren (1950) が Leishmania tropica に 同じ よう な 
構造 を 認め , 生 原 虫 で は この 繊維 に ょ っ つて elastic me- 
mbrane が 形成 され て いる と 述べ , また Leishmania 
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donovani に つい て は Das Gupta 等 (1954) 及び 吉井 
(1954) も と の 繊維 を 認め , 特に Das Gupta 等 は my- 
oneme fibrils と 呼ん で いる 。 と も か くさく 貝 体 に 対し 繊維 
が 縦 に 走る 。 す な わ ち 貝 体長 軸 に 平行 に 走 つ て いる と ゆめ 
うと と は , 本 原虫 体 の 紡 氏 形 の 形態 上 に も , また その 運 
動 に も 大 い に 関係 ある と 思わ れる 。 と の 観点 に 立つ て 
Das Gupta 等 , 吉 井 等 の 知見 を 確認 する と と も に , Lof- 
gren の elastic membrane 形成 説 を も 首 衣 せん と する 
も ぁ も の で ある 。 


より 成る こと は , Exuglena gracilis 等 に つい て Pitelka 
等 (1949) が 既に 報告 し て いる 。 本 原虫 に つい て は 私 は 
塩酸 処理 標本 で 鞭毛 が 7 ~11 本 の 幅 約 50mz の 繊維 東 よ 
り 成 る 知見 を 得 た 。 一 方 Das Gupta 等 (1954) は や は 
り 本 原虫 で 5~ 9 本, 吉井 (1954) は 同じ ~ 9 本 の 
繊維 東 構 造 を 見 て いる 。 こ と の 繊維 数 に お ける 相違 は , 材 
料 の 処理 法 , 得 た 標本 の 選択 等 に よる 相違 に 基づく も の 
と 考え られ る が , と これ を 要する に 本 種 原 虫 縮 毛 が 数 本 の 
繊維 束 ょ り 構 成 さ れる 事実 は 疑う 余地 が な く , また Fig. 
14 に お ける 超 薄 切片 写真 の 鞭毛 の 縦断 面 像 は , この 知見 
を 明らか に 裏づけ て いる 。 更に Fig. 4 及び Fig.16 の 
横断 面 像 て Q) か ら , これ ら 繊 維 束 は 輪状 に 配列 し , 全 
体 を お お う 薄 輔 内 を 縦走 する も の と 考え られ る 。 

塩酸 加水 分 解 に より Fig. 5, Fig. 6 の 如く 外 表 部 を 
残し た も の と , 時 に は Fig. 7 の ょ うに 細胞 の 中 心 部 を 
残し た 写真 も 得る こと が で きた 。 と これ は 原虫 の 処理 時 に 
受け る 影響 の 差 に よる た めか も 知れ な い 。Fi 記 . 7 に お い 
て 見 られ る 核 は 中 央 陥 思 し て 見 える が , これ は 処理 に ょ よ 
り 受 けた 変形 と 考え られ , また 細胞 質 は ほとん ど 破 壊さ 
れ て いる が が 核 , parabasal body 及び blepharoplast 部 , 
鞭毛 等 の 形態 は 比較 的 よく 保存 され て いる 。 と これ に 反し 
ペプシ ン 処 理 の Fig. 10 に お いて は 細胞 質 よ り 核 の 
受け る 影響 大 きく , 鞭毛 も ほとん ど そ の 痕跡 を 残す 程度 
で ある と と は , 塩酸 処理 の Fig. 7 と 比 し まこと に 対 路 
的 と 言え よう 。 な お Fig.10 に 見 られ る 核 小 体 は 核 の 大 
いさ に 比 し や や 大 き な 形 態 を 有 し て いる が , Fig 13 の 
超 薄 切片 所 見 より 核 小 体 も また 大 きく 見 えて も いつ とう 
に 差 え な いと 言え る 。 

超 薄 切片 像 の Fig.11 に お いて 細胞 膜 に 付着 し て いる 
繊毛 状 (1) の も の は , 虫 体 を 縦 に 走る 繊維 を 切断 し た 
所 と 考え られ , Fi 所 . 13 に 見 られ る 核 小 体 と 同様 に 密 な 
(DL) は , クロ マチ ン と 思わ れる 。Fig. 14 
に お いて 細胞 質 と 同 程度 の 密度 で 境界 めい りょう な 覧 形 
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の 像 (M) が 認め られ る が , と これ は 明らか に 直接 鞭毛 に 
連絡 し て は お ら ず , 凌 毛 は 細胞 質 よ り 発生 し て いる か の 
観 を 呈し て いる 。 こ とこ の 原虫 の 核 は 細胞 質 の 中 央 に 認め ら 
れる の で , 堅 形 像 は その 位置 か ら み て , parabasal bo- 
dy と みな され る べき だ ろう か 。 一 方 blepharoplast の 
切片 像 は , 明らか に し 得 な か つた 。Fig. 16 に お ける 空 
胞 状 の 中 に 輪状 に 見 える 所 (Q) は , 鞭毛 の 横断 面 で あ 
ろう 。 そ の 他 細 胞 質 に は 核 以 外 に 種々 の 逢 粒 , ある い は 
逢 料 状 の 像 が 見 られ る が , これ ら の うち に は ヴ オ ルチン 
題 粒 の 断面 も 含ま きれ て いる の で あろ う 。 更 に 形 き わ め て 
不 規則 な 比較 的 密 な 像 , 及び 紐 状 の 像 な ども 認め て いる 
が , と これ ら が 如何 な る も の か を 断定 する に は 至 つ て お ら 
ず , この よう な 所 見 より 原虫 の 内 部 構造 は ) きわ め て 複 
雑 で ある と こと が うか くわ れる 。『Fig. 14, Fig. 15 の 如く 
細胞 膜 が 直接 凌 毛 に 移行 て ず , その 続き が 虫 体内 部 の 方 
向 に 凹ん で 小 管 状 を 呈し , その 中 を 鞭毛 が 走 つ て 毛根 状 
あぁ あるいは 関節 状 を な し て いる こと こと, 及び 鞭毛 が 数 本 の 繊 
維 の 東 よ り 成 つて いる と と は , 凌 毛 運動 に まこ と に 好 都 
合 な と こと と 考え られ る の みな ら ず , 特に 叶 乳 動物 の 毛根 
の 構造 と 相似 し て いて 興味 が ある 。 
結 

1) 各種 濃度 の オス ミウ ム 酸 に よる 固定 , 塩酸 に と よる 
加水 分 解 , 酵素 ペプシ ン に ょ る 消化 及び 超 薄 切片 法 に 
よる Leishmania donovani の 電子 顕微 鏡 的 観察 を 行 つ 

2) 試料 作成 時 の 固定 , 包 埋 , 切断 に つい て も 械 ら か 
の 見 解 を の べた 。 

8) 無 処理 固定 標本 で は 原虫 の 内 部 構造 は ほとん ど わ 
か ら ず , 縮 毛 失 端 は 多く 鈍 に 終る が , ある も の で は 喜 欄 
状 に ふく れ て いる 。 

4) 細胞 膜 は 明らか に 区 別 し 得る ( 厚 さ 約 80 m) が 
と の 役 細 構造 に つい て は 最 外層 に 原虫 体 を お お う 薄 膜 が 
あり , その 下 に 貝 体 を 縦走 し 原虫 の 運動 に 関係 する と 思 
われ る 幅 約 20mz の 多数 の 繊維 が 存在 し て いる 。 

5) 細胞 は 種々 の 粒 , 胞 及 び 不 規則 な 形 を な 
し た 比較 的 密 な 構造 , 更に 紐 状 の 像 な ど が 認め られ , と 
れ ら ょ り 原 虫 の 細胞 質 構 造 は 題 粒状 ある は い 網 状 を な し 
きわ め て 複雑 ぶな も の と 考え られ る 。 

6) 各 処 理 に ょ り 核 , 及び 核 構造 を 認め た 。 そ の 計測 
に ょ り 核 の 長径 約 1.24~ 2.4 x, 核 小 体 の 長径 約 0.8~ 
1.2z, 核 膜 の 厚 さ は 約 50mz で parabasal body も 指 
摘 し た が blepharoplast の めい りょう な 像 は 得 て い な 
い 。 
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7) 縮 毛 は て ~11 本 の 幅 約 50 mz の 繊維 束 よ り 成 り , 
これ が 薄 縛 内 を 輪状 に 配列 し っ つつ 縦走 する 。 凌 毛 起 始 部 
は 細胞 膜 の 陥 思 に と に よ つ て 生ずる 小 管 内 を 独立 し た 構造 と 
し て 走行 する 。 

を 終る に 臨み , 御 指導 御 校 を 賜 わ つっ を ょ を 森下 
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Electron and photomicrographic studies of the 
Filagellate Form of Leishmania donovani. Nature, 
167, 1C63-1C64. 一 14) 田辺 操 (1923) : 「 ラ イシ ュ マ 
= アド ノ ニ イ 」 培養 基 内 発育 条件 = 就 キ テ . 細 
学 雑誌 , (333) , 425-436. 一 15) 安 沙 権 八郎 (1954) : 
欧米 に 於 ける 電子 顕微 鏡 応 用 の 現況 。 学術 月 報 , 17 
(3), 166-168. 一 16) 横川 定 , 森下 墓 (1953) : 最新 
人 体 寄 生 虫 学 提要 。 第 4 販 , 336p., 東京 . 一 17) 吉井 
(朝倉 ) 作 (1954) : Leishmania donovani の 電子 
鏡 的 研究 . 電子 学会 10 回 演 会 . 


Summary 


Electron-microscopic observations of Leish- 
mania donovani were carried out by using several 
methods; the fixations with various concentra- 
tions of osmic acid solution, hydrolysis with HCI, 
digestion with pepsin and ultra-thin sections. 
The techniques of fixation, inbed and section 
needed for making specimens were related. On 
the cases of non treatment, the internal stru- 
cture of protozoa can hardly be seen and the 
top of flagellum become mostly round, but there 
are in a few cases that its end swells up. The 
cell-membrane is about 30mg thick and the 
uppermost layer forms a thin sheath covering 
protozoa. Under the sheath there are a number 
of fine fibres about 20 mg in width along the 
longitudinal axis of body, and it was thought that 
they should have a role in the protozoa move- 
ment. In the cytoplasm, many kinds of granules, 
various vacuoles, irregular formed images. rather 
dense or string-like images could be seen. It is 
considered that tle cytoplasm is composed very 
complicatedly. The longest-diameter of nucleus 
is about 1.24 to 2.4 p, also nucleolus is about 0.3 
to l.2p and the nucleal-membrane is about 50 mg 
thick. I could point out parabasal body but not 
exactly blepharoplast. The flagellum consist of 
a bundle of seven to eleven fibres about 50 mg 
in width, which are arranged into a ring inside 
the thin sheath on a sectional diagram and trace 
through inside the sheath from beginning to end. 
At the position where the flagellum seperate from 
protozoa body, the cell-membrane becomes hollow 
and forms a narrow pipe. The flagellum pene- 
trate into the body through the pipe. 
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写 説 明 
原虫 は 輪 廊 だ け を 表わし , 内 部 構造 は ほとん ど わ か ら な 
。 失 端 は た に 終っ て いる 。 (x3250) 
Fig. 2: 2 オォ スミ ウム 生 理 食塩 水 固 定 . 毛 失 
端 が に 膨大 し て いる 。 (X3000) 


Fig. 3: 0.5% オ スミ ウッ ウム 酸 pH 7.4 緩衝 固 


定 。 原虫 全体 が 薄膜 で 3 , 体 を 走る 繊維 を 
で きる 。 (X7000) 

Fig. 4: 0.5 スミ ウム へ 酸 pH7.4 液 固 
定 。 部 の を 示す 。 (Xx6500) 

Fig. 5: 1 規定 塩酸 60°C 30 分間 処理 。 虫 体 部 の 内 
容 の ぬけ た と 思わ れる 写真 。 虫 体 を に 走る 繊維 が 多数 
認め ちら れる 。 (x10500) 

Fig. 6: 1 規定 塩酸 60°C 30 分 間 処 理 . 虫 体 部 を 終 
に 走る 繊維 を 示す 。 (x11000) 

Fig. 7: 1 規定 塩酸 60°C 30 分 間 処 理 。 核 (A), 
parabasal body (B) , blepharoplast 部 (C) 及び 縮 毛 
(D) を 残し た 写真 . 核 は 赤血球 の ょ うに 中 央 陥 凹 し , そ 
の ほほ 中心 に 核 小 体 (EE) が 認め ちら れる (x7500) 

Fig. 8: 1 規定 塩酸 60°C 30 分 間 処 理 。 凌 毛 は 幅 約 
50mz の 繊維 の 束 ょ り 成 る と を と ところ を 示す 。 こ と の 写真 は 7 
本 の 繊維 ょ より 成 る 。(x9000) 

Fig. 9: 1 規定 塩酸 60°C 30 分 間 処 理 . 鞭毛 を 形成 
する 繊維 。 11 本 認め られる. (x10500) 

Fig. 10 : 0.3 ペプシ ン 生 理 食塩 水 pH 1.8 38°C30 
分 間 処 理 。 凌 毛 (F) は 痕跡 状 で , 細胞 質 , 核 質 (G) と ゃ も 
に か な り の 影響 を ら け て いる 。 特に 核 質 は 強 く 作 用 を ら ろう 
け て 電子 線 を ょ く 通 し , 核 小 体 ( 了 ) に 相当 する 所 は 送 


に 密 で ある 。 (Xx3000) 

Fig. 11: オス ミウ ウム 酸 生理 食塩 水 固 定 に た ょ る 
薄 切 片 像 。 細胞 質 は 無数 の 題 粒 の 集合 状 ま た は 納 目 状 に 
見 え , 空 胞 ゅ らし きも ゃ の る も 認め られ て , その うち の ある る も 
の で は , 中 に きわ あめ て な ほぼ 正 円 形 の (J) ゃ 認め 
られ る 。 細胞 膜 の 所 に は , 貝 体 を 総 に 走る 繊維 の 断面 
(I) が 見 ちら れる 。 (X6000) 

Fig. 12 : 2 オス ミウ へ ム 酸 生 理 食塩 水 固 定 に ょ る 超 
薄 切 片 像 , 細胞 質 中 の 数 個 の 均等 な 構造 を 有する 題 粒 状 
の 像 ( 氏 ) を 示す 。 (x14000) ; 

Fig. 13 : 2 オ スミ ウム 酸 生 理 食 塩水 固定 にょ る 超 
薄 切 片 像 . 核 の 中 央 に は 核 小 体 が 認め あられ, 核 と 同様 に 
(L) は ョ マチ で あろ う 。( X18500) 

Fig. 14: 2 オォ オスミウム ぇ 酸 生 理 食塩 水 固 定 に た にょ る 超 
薄 像 。 は 細胞 膜 の 凹み た に た ょ り 生 じ る 小 管 内 
つて 体 部 か ら 離す る 。 た は 毛 を 形成 する 繊維 
の 桁 断 像 が 認め らち れ , 緒 毛 起 始 部 附近 に は , と この ょ うに 
か な り 大 な る 容 胞 らし いも ゃ の が 見 られ や すい 。 (M) は 
parabasal body の 断面 か と 思わ れる 。 (x11500) 

Fig. 15: 2% オ スミ ウム 酸 生 理 食塩 水 固 定 に ょ る 超 
薄 切 片 像 。 Fig. 14 と 同様 に 縮 毛 起 始 部 の 構造 を 示す 。 
(x14000) 

Fig. 16 : 1 え ミウ 酸 pH 7.4 緩 液 固定 
に ょ る 超 薄 切片 像 。 細胞 質 は 2 必 オス え ミ ウム 酸 生理 食 塩 
水 固定 に ょ る も ゃ の より 守 胞 少な く , 比較 的 大 な る きわ め 
て 蜜 な 題 料 (N), 不 規則 な 形 を な し た 比較 的 密 な 像 (O), 
更に 経 状 の 像 (P) な ど が 認め らち られ, また 綾 毛 の 横断 面 と 
思わ れる 所 (Q) 見 られ る 。 は 原虫 の が 最 外 
を 形成 する と 考え られ る と と ろ を 示す 。( メ x10000) 
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幼少 年 虫 感 に 対す る 年 の それ の 


比率 の 存在 様式 に つい て 
ァ メ リカ 多 優 占 地区 ピ = 優 占 地 区 の 比率 の 相 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 30 年 12 月 22 日 受領 ) 


釣 虫 感染 の 広 さ と 深き と の 実体 を 把握 する こと こと は , そ 
の 予防 対策 樹立 上 基礎 的 に 重要 な こと で ある こと と は 言 を 
作 た な いと こと ころ で ある が , 現在 で は その 実態 把握 の 指標 
と し て 検 に と よる 卵 保有 者 率 が 用 いら れ て い 
る 。 勿論 釣 虫 感 染 者 の 林 く が 釣 虫 卵 保有 者 を 以 て 表示 し レ 
うる も の で は な い が , 少く と も 前 者 の 大 部 分 が 後者 と し 
て 把握 し うる と と は 考え られ , また と の 限り に お ぉ おい て は 
釣 虫 卵 保有 者 率 を も つて 釣 虫 感染 率 を 代表 せしめ る こと と 
は , 妥当 で も あり また 簡便 で も ある 。 

し か レー 般 に 認め られ て いる よう に 多 虫 感染 が 主 と し 
て 農耕 に 従事 し て いる 青 壮年 層 に 多発 し て いる 一 方 , と 
れ ら の 階層 の 人 々 の 一 斉 検 卵 は 比較 的 困難 だ と いう 社 
会 事情 が ある 。 で , も し も その 検 九 が 比較 的 容易 に 施行 
し うる 幼少 年 層 ( 小 , 中 学生 ) の 検 卵 成績 か ら そ の 地 の 
青 壮年 層 の 釣 虫 感染 率 を 推算 する こと が 可能 で ある と す 
れ ば , 便利 で ある 。 本 報 は 主として と の 目的 の た め に , 
検 卵 成績 を 材料 と し て 幼少 年 層 の 釣 虫 感染 率 と 青 壮年 飛 
と の それ と の 間 の 関係 を 検索 し た 結果 , アメ リカ 釣 虫 優 
占 地 域 と ツア ビ = 多 虫 優 占 地 域 と で は , 上 の 両者 の 関係 が 
必ず し も 同一 で は な いこ と と を 見 出し た 。 以 下 こ と の 問題 に 
関す る いき さき つと, 既存 の 材料 と も と づく こと の 問題 の 検 
討 の 結果 を , か ん た ん に 報告 する 。 

今 ま で の いき さ つ と 検討 の 方 法 

か つて 箇 の 1 人 小宮 ら (1958) は , アメ リカ 感 
染 優 占 地区 た る 埼玉 県 某 モ デル 部 落 に お いて 冬期 集団 駆 
虫 を 反復 する こと に よる 釣 虫 撲 減 に 関す る 野外 試験 を 行 
つた の で ある が , その 際 駆 虫 に より 全 住 民 の 釣 虫 感染 率 
が 低下 する に し た が つて , 主として 学齢 層 を 含む 6 ~15 


Yoshitaka Komiya and Noriji Suzuki;: On the 
ratio of the percent of the hookworm infection 
among the adult to that among the younger. 
(Department of Parasitology, National Institute 
of Health, Tokyo.) 


歳 の 年 齢 層 の 感染 率 に 対す る 成年 層 (21~60 歳 ) の それ 
の 比率 が 潤 次 増大 する と と を 認め た 。 と これ に 関連 し て 小 
宮 ら は , 同様 の 関係 は , 同時 に 釣 虫 感染 の 濃厚 な 地区 と 
多 薄 な 地区 と の 間 に 概 括 的 と あて は まる の で は な か ろう 
か と の 予想 を の べ , この と と が 考え えれ る 理論 的 理由 と 
し て , 一 応 経 皮 感染 を 想定 し 「 感 染 の 場 」 に お ける 感染 
の 危険 の 濃淡 と 両 年 齢 層 に 属す る も の の 「 上 感染 の 場 」 に 
立入 る 機会 の 多少 と の 組合 せ の 問題 を 旦 出 し た 。 次 いで 
小宮 山 (1954) は 同じ く ア メリ カ 多 虫 優 占 地区 た る 川崎 
市 内 の 2~ 8 の 地区 に お いて 小宮 ら と 同様 に 幼少 年 層 

(5 ~14 歳 ) の 釣 虫 感染 率 に 対す る 成年 層 20~59 歳 ) 
の それ の 比率 を 検 し , 一 般 住 民 の 釣 虫 感染 率 の 小さ い ほ 
ど 右 の 比率 が 増大 し レ し て いる と と を 確 め , 前 者 ら の 推論 を 
裏書 き を した 。 また さい きん 同じ く 箇 者 の 1 人 た る 鈴木 
(1956,a) は , 宮城 県 に お ける アメ リカ 多 虫 優 占 地 区 に お 
ける 幼少 年 層 の 釣 虫 感染 率 に 対す る 成年 層 の それ を 検 
し , 前 2 者 が 認め えた と 同様 な 関係 が 成立 する と こと を 認 
め た 。 

し か る に その 後 鈴木 ら (1956, b〉 は 同じ く 宮 城 県 に お 
ける ジン ビー= 多 虫 優 占 地区 の 住民 に お いて 同様 の 関係 を 検 
し た と と ろ ,。 その 結果 は 必ず し も る 如 上 の 諸 地 域 の 結果 と 
一 致し な いと と を 見 出し た 。 考 えて みる と 従来 の 如 上 の 
関係 の 所 見 は アメ リカ 多 虫 優 占 地区 の それ で ある の た に, 
と れ は ジン ビー= 釣 虫 優 占 地区 の 関係 で ある 。 こ と の 差異 か ら 
し て 当然 起 る 考え と し て , 上 記 両 年 齢 層 感 染 比 率 間 の 関 
係 そ れ 自 体 の 存在 様式 が , ある い は 右 の 釣 虫 の 種差 に ょ 
り 異 る の で は な いか と いう と と で ある 。 こ と の 考え は 同時 
に 両 種 釣 虫 の 感染 様式 の 主要 方 法 が 異 る の で あろ うと い 
う 想 定 を も 内 包 す る も の で は ある が , この 点 に 関し て は 
また 改め て 触れ る と し て , と ゝ で は 上 上 記 両 種 釣 虫 の 差異 
に ょ り 両 年 層間 比率 の 関係 の 存在 様式 の 異同 の 有無 と い 
うこ と と を 目的 と し て 更に 検討 を 進め て みた 。 

その た め の 材 料 と し て は 1950 年 以降 本 邦 各 地区 に お い 
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第 1 表 アメ リカ 鋼 虫 優 占 地区 の 青 壮 年 層 と 功 少 年 層 の 感染 率 の 比 
82.4 1.26 6 ~15 : 16~60 0: 43: 52 486< 5127 埼 玉 太田 村 小 富 52 
67.5 1.22 6 ~15 : 21~60 517<2695 ヶ 行田 市 ? 453 
58.7 2.97 学 童 : 成 人 2348< 4861 宮 山 中 新川 郡 伺 田 51 
49.4 2.10 小 人 : 成 人 12:63: 12 648<3057 宮 崎 大 島 小村 52 
48.1 1.57 6 ~15 : 21~60 玉 還 
37.5 2.25 5~14:20~59 23: 85: 80 798<4481 宮 域 金 ヶ 瀬 村 鈴 木 756 
31.6 2.30 6 ~15 : 21~60 33< 44 埼玉 行田 市 小宮 53 
30.5 2.30 ~15 : 16~59 2: 53: 49 376<4928 宮 崎 福島 町 新 門 51 
29.5 3.2 5~14:20~59 39: 36: 8 556<2523 東 京 南 多 摩 郡 小 宮 755 
20.2 5.54 学 村 民 27:147:168 2076<11391 埼 玉 東松山 55 
1 6.2 5 ~14 : 20~59 16: 19: 41 78< 374 神奈 川 川崎 市 小宮 出 754 
9.4 6.4 小学 生 : 村 民 24: 39:145 広 島 芦田 川 域 減 田 755 
第 2 表 ツマ ビ = 多 虫 優 占 地 区 の 青 壮年 層 と 功 少 年 層 の 感染 率 の 比 

分 布 
55.7 1.43 中 学生 : 村 民 40: 4:4 645>109 財田 村 53 
50.0 1.61 中 学生 : 佳 民 331> 1 大 分 飯田 村 岡部 52 
49.4 1.47 8~14 : 15~59 55: 3:0 833>10 兵 庫 広 野村 淡路 栗 林 7/55 
38.9 1.91 3~15 : 15~ 352> 31 協和 村 56 
36.3 1.80 11~20 : 21~60 283 :10: 0 島 根 松江 市 外 山 54 
33.3 1.85 3~15 : 15~ 21: 0: 0 姉 馬 名 久田 村 水野 55 
33,3 1.53 8~14 : 15~59 36: 1:0 225> 1 兵庫 本 庄村 栗 林 456 
28.3 1.35 中学生: 一 37: 1: 0 616>'1 大 分 由布 川村 岡 部 55 
23.1 1.99 11~20 : 21~60 298:12:0 117> 1 鳥取 外山 55 
22.0 1.57 中 学生 : 成 人 59: 6:6: 168>27 長崎 小佐 々 町 岡部 53 
21.3 2.66 8~14 : 15~59 23: 1:0 117> 1 兵庫 広野 村 中 野 栗 林 755 
20.3 1.68 8~14 : 15~59 159: 3:2 2283> 24 広野 ? 755 
19.6 1.66 5~14 : 20~59 319> 6 宮 城 村 鈴 木 "56 
15.6 1.60 8~14 : 15~59 60: 1:0 1097> 1 村 55 
11.1 中 学 189> 0 京都 左京 区 吉 田 55 


て 集 卵 に 基く 検 卵 にょ よ つ て 明らか に され た 釣 虫 卵 保 有 率 
の 報告 の うち , 両 種 釣 虫 の 分 布 関係 の 明らか な も の 27 例 
を えた 。 と これ ら を 更に と アメ リカ 多 虫 優 占 地区 事例 と ツン ビ 
= 釣 虫 優 占 の それ と に 分 ち , 各々 12 例 お よび 15 例 を 得 , 
と れ を 右 関係 検討 の 材料 と し た 。 

検討 結果 
表 1 は アメ リカ 多 虫 優 占 地区 に お ける 幼少 年 層 の 感染 
率 に 対す る 成年 層 の それ の 比率 を , 全 感 染 率 の 順序 に 排 
列 し た も の で あり , 表 2 は ン ツン ビ = 釣 虫 優 占 地区 に お ける 


デー タ を 同様 に 整理 , 表示 し た も の で ある 。 

いま と の 表 を 見 る と , アメ リカ 釣 虫 優 占 地区 間 に あ つ 
て は , 全 住 民 の 感染 率 の 低下 する に し た が つて , 幼少 年 
層 の 感染 率 に 対す る 成年 層 の それ の 比率 は 概ね 莉 次 増 
大 し つつ ある と いう 関係 が 見 られ , と この 点 に お いて 既 記 
小宮 , 小宮 山 等 の 予想 な いし 所 見 と ほぼ 一 致す る 。 し か 
し 表 2 に お ける ン ツ ビ = 多 虫 優 占 地区 に お いて は , 如 上 表 
1 に 示す よう な 全 感 染 率 の 低下 に 伴う 両 層 の 感染 比率 の 
比 の 増大 と いう 傾向 は 全く 認め られ な い 。 但し こと で も 
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幼少 年 層 の 感染 率 に 比 し て 成年 層 の それ の 方 が 常に 大 で _ 


ある こと と は 前 者 の 場合 と 同様 で は ある が , こと の 両 層 の 感 
染 率 の 比率 は , しろ 全 感 染 率 の 如何 に 拘わら ず ー 定 で 
ある と 見 た 方 が より で あろ う 。 い ま 両 種 釣 の 
各 優 占 地 区 に お ける 両 層 感 染 率 間 の 比率 を 図示 し て みる 
と , 図 1, 2 の ど ごとく な り , 両 種 釣 虫 の 各 優 占 地区 に お け 
る 感染 比率 間 の 関係 の 如 上 の 差異 が , 明らか に 看 や すく 
な る 。 


第 1 図 アメ リカ 多 虫 優 占 地区 の 青 壮年 層 と 押 
少年 層 の 感染 率 の 比 の 想定 図 


nd 


以上 私 た ち が 検 討 し た 結果 に よれ ば , アメ リカ 釣 虫 が 
優 占 的 に 分 布 し て いる 地区 に あつ て は , その 全 住民 の 感 
染 率 が 高 率 の 場合 に は 幼少 年 層 の 感染 率 に 対す る 成年 層 
の それ の 比率 は 一 般 に 低く (前 者 70~80 の 場合 後者 は 
約 1.2~ 1.8), 全体 の 感染 率 が 低下 する に し た が つて 
と の 比率 は 蘭 次 増加 し , 例え ば 上 記 の 事例 で は 全体 の 感 
染 率 が 10~20 の 場合 に は 右 の 比率 は 大 略 6 強 と な つて 
いる 。 私 た ち が 利 用 し た デー タ は 必ず し も る 本邦 全 都 県 に 
また が つて お ら ず , また 例 数 も 少な い の で ,。 と の 結果 か 
ら 了 断定 し きる と こと は で き な い が , 図 1 は 全体 の 感染 率 の 
減少 と つれ て 右 の 両 層 の 感染 率 の 比 は あぁ る 規則 性 を も つ 
て 増大 する 傾向 が ある 示 し て いる 。 

ツン ビー 釣 虫 に お ける 両 層 感 染 率 間 に お ける 如 上 の 人 関 
係 は アメ リカ 多 虫 の 場合 の を それ と は , 全く 趣き を 異 に し 
て いる 。 す な わ ち 表 2 の 全 事 例 は 全体 の 感染 率 が 約 56%% 
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か ら 11% に 及 ん で いる が , と これ ら の 各々 の 場合 の 両 層 の 
感染 率 の 比 は , へ その 中 の 1 例 を 除い て 林 く 1 ~ 2 の 間 に 
ある 。 換言 すれ ば ツン ツ ビ = 釣 虫 の 場合 に あつ て は , 幼少 年 
層 の 感染 率 と 成年 層 と の 関係 は , 図 2 が 示 し て いる よ 
うに , その 全 住 民 の 感染 率 の 如何 に か か わら ず , 常に ほ 
ば 一 定 し て いる 傾向 が 看 取 さ れる 。 

と の 場合 各地 区 に お ける 両 種 混合 の 度合 は 必ず し も 一 
様 で な く , また 年 齢 層 の 区 分 に つい て は 各 報 告 者 に 従わ 


第 2 図 マビ = 多 虫 優 占 地区 の 青 壮年 層 と 功 少 
年 層 の 感染 率 の 比 の 想定 図 
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ざる を 得 な い が , 一 定 地 区 に お ける 幼少 年 層 の 感染 率 と 
青 壮年 層 の それ と の 比率 と その 地区 の 全 感 染 率 と の 関係 
の 存在 様式 は 感染 虫 種 が 異 る 場合 に お いて 全く 異 つ た 様 
相 を 示す も の の 如く で ある 。 

以上 の 現 また , 必然 的 に 両 種 の 感染 経路 の 間 
題 に 触れ て くる 。 ア メリ カ 釣 虫 感 染 の 場合 に あつ て は , 
その 感染 経路 が 主として 経 皮 感染 で ある と 仮定 する な ら 
ば , と の 場合 に お ける 幼少 年 層 と 青 壮年 層 の 比率 と 全 感 
率 と の 如 上 の 関係 は , 小宮 ら (1958 の 云う が 如く , 
間 に お ける 感染 の 場 た る 畑 画 え の 立 入り の 頻度 の 差異 と 
全 感 染 率 の 変動 に し た が うぅ う 畑 画 に お ける 感染 危険 度 の 変 
動 と の 関係 に お いて 容易 に 説明 レ う る 。 し か る に ジン ビニ = 
釣 虫 優 占 地 区 に お ける 如 上 の 関係 が ほ ゞ く 一 定 で ある と 云 
う 現 人 象 は 経 皮 感 染 を 主 道 と 仮定 する 立場 より は 説明 困難 
で あり , 勢い この 仮定 を 否定 せ ざ る を 得 な い 。 が , と の 
問題 に 関し て は 稿 を 改め て 論ずる こと と する 。 


20 ) 


50 
| 
考 


up 


31 年 9 月 (1956)] 


な お 柳沢 (1954) は , 一 定 地 区 8 ヶ所 (後に 6 カ所 ) 
に と お ける 総 釣 虫 感染 率 を 1 と な し その 各 年 齢 階級 別 の 鋼 
虫 感染 曲線 を 作 つ て みる と , いずれ の 地域 に あつ て も 年 
毅 階 級 16~20 歳 の も の の 感染 率 が ほ く ゞ 一点 に 会 し こと が 
概ね 総 釣 虫 感染 率 の 1.0 を 示す と な し , こと の 年 齢 層 の 一 
定 地 区 の 総 釣 虫 感 染 率 を 推定 する 手 掛 り と な し うる こと と 
を 示唆 し て いる 。 し か し 氏 の いわ ゆる 釣 虫 感染 曲線 作成 
に あ た つ て は , ツ ビ =, アメ リカ 両 虫 種 の 区 別 は 全く 考 
吊 さ れ て お ら ず , また と の 結論 を 導き 出し た 基盤 の 例 数 
も や や 少 き に 失 す る よう で あり , 更に 再 検討 の 必要 が あ 
る と 考え られ る 。 

要 約 

小 , 中 学年 齢 層 ( ほ く 6 ~15 歳 ) の 釣 虫 感染 率 か ら 青 
壮年 層 ( ほ く ゞ 20~60 歳 ) の それ を 推定 し えな いか と の 目 
的 の も と に マビ = 優 占 地区 15 ケ ヶ所, アメ リカ 
優 占 地区 12 カ ヵ所 に お いて , それ ぞ れ 前 者 に 対す る 後者 の 
比率 を 求め て みた 。 そ の 結果 マビ = 多 虫 優 占 地域 に お い 
て は 地域 平均 感染 率 の 如何 に か か わら ず そ の 比 は ほ く 一 
定 し て いる 傾向 が 見 られ た が , アメ リカ 釣 虫 の それ に あ 
っ て は 平均 感染 率 が 増大 する に し た が つて 右 の 比率 は 減 
少 す る 傾向 が 看 取 さ れ た 。 な お こと の 比率 の 性 質 に 両 種 多 
虫 と より 差異 が 存する とこ と は , 農村 に お ける 両 種 釣 虫 の 
現実 的 な 感染 主 道 に 差異 の 存する こと を 示 唆 する よう で 
ある 。 
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Summary 


It would be convenient. when the rate of hook- 
worm infection among adult population (practi- 
cally 20-59 years class) could be able to estimate 
from that of school age (practically 6-15 years 
class) . 

In order to know the relation between both 
rate of hookworm infection, the ratio of the 
percent of the younger to that of the adult was 
arranged according to the total percent of infec- 
tion in different 12 Ancylostoma duodenale preva- 
lent and 15 Necator americanus prevalent areas 
respectively. 

As a result of such procedure it was found that 
the ratio of the percent of the younger ‘to that 
of the adult, remained constant in Ancylostoma 
duodenale dominant places. regardless the percent 
of. total infection, whereas in Necator americanus 
dominant place it was found this ratio increased 
as. the percent of hookworm infection of total 
population became smaller. 
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体腔 液 に よる Arthus 現象 に 就 て 
(2) 家 用 いた 実験 研究 


山 本 


好 明 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (主任 森下 閣 教授 ) 
(昭和 31 年 1 月 4 日 受領 ) 


言 

先 に 私 は 体腔 液 を モル モッ ト の 内 に 反復 注射 
し て 出血 班 を 伴う Arthus 現象 を 認め た が , 無 感 作 モル 
モッ ト が 体腔 液 内 注射 と より 全身 性 は 局所 性 反 
応 を 起す 場合 が 少く な い の で 今回 は 家 兎 の 皮膚 反応 に 就 
て 性 アレ ルギー を 検討 し た 。 

実験 材料 及び 実験 方 法 

環 虫 体腔 液 は 前 回 に 詳 述 し た よう に 活発 に 運動 する 雌 
豚 映 虫 よ り 採取 し Seitz 濾過 器 で 無菌 に し て 水 室 に 貯え 
1 ヵ月 以内 に 使用 し た 。 

約 3 kg の 白色 の 雄 を 用 いた 。 

皮 内 注射 量 は 0.1cc と し 皮 内 注射 部 位 は 背部 を 選び 注 
射 3~5 日 前 に 約 8 cm 直径 の 円 形 に 毛 を 刈っ た 後 市 販 脱 
毛 剤 て エバ クレ ー ム ) を 使っ つて 脱毛 し 当日 充血 , 外傷 等 
異常 の な い の を 確 め て 後 実験 し た 。 

皮膚 反応 は 注射 直後 , 5 分 , 10 分 , 15 分 , 80 分 , 45 
分 。60 分 及び 基 後 1 時 間 毎 に 8 時 間 後 迄 , 更 に 24 時 間 ,48 
時 間 , 72 時 間 の 状態 を 観察 し , 浮腫 , 硬 結 充血 及び 出 
程度 は 所 。 , 士 一 で 示し 浮腫 及び 出血 は 
横 経 及 縦 経 を m 位 で 測定 し た 。 尚 充血 は 出血 生じ 
た 場合 は 其 の 周囲 の 浮腫 部 位 と に 於 て 認め た も の を 記載 し 

沈降 反応 は 重層 法 に より 抗原 即ち 体腔 液 は 生理 食塩 水 
を 以 て , 抗 血清 は 1 アラ ビア ゴム , 0.52 石 炭酸 加 生 
理 食塩 水 を 以 て 2 倍 連続 稀 株 法 を 行い , 室温 2 時 間 後 判 
定 し 抗原 価 , 抗体 価 は 稀 宋 倍数 1 : 2" の 指数 を 以 て 示 
し た 。 

組織 標本 は フ オ ル マ リ ン 固 定 > パラフィン 包 埋 を な 
し , へ マト キシ リン ・ エ オマ ジン 重複 染色 及び Mallory 氏 
法 を 行 つ た 。 


Yoshiaki Y@&mamoto: On the Arthus phenomenon 
due to body fluid of Ascaris. (2). Experimental 
studies in rabbits. (Department of Parasitology, 
Institute for Microbial Diseases, Osaka Univer- 


sity.) 


実験 成績 

1. 無 感 作家 兎 の 体腔 液 皮 内 反応 

何等 前 処置 を しない 家 兎 9 匹 に 就 て 体腔 液 皮 内 注射 を 
行 つ た 結果 全身 症状 は 全然 認め られ ず , 皮膚 反応 の 成績 
は 第 1 表 に 示す よう に 浮腫 の 持続 時 間 は 生理 食塩 水 皮 内 
注射 と 同様 に た 15~80 分 後 消 退 す る も の 2 例 , 2~4 時間 
に 消 退 する も の 38 例 , 24 時 間 和 認 め ら れる も の 38 例 , 48 
時 間 包 認め られ る も の 1 例 で あり 長短 が ある 。 持続 する 
充血 は 8 時 間 以 内 と に は 認め られ ず 只 1 例 に 5 ~10 分 後 一 
過 性 の 発赤 が ぶ が み ら れ た に 過ぎ な い 。24 時 間 後 に も 変化 を 
示す る も の は 殆 ん ど 無 く 軽 度 の 充血 が 2 例 に 現れ た が 48 了 時 
間 後 に は 消 退 し た 。 出血 斑 は 全然 認め らち られ な い 。 

無 感 作家 兎 血清 の 体腔 液 を 抗原 と する 沈降 反応 は 認め 
られ な い 。 

組織 学 的 に 8 時 間 後に は 結合 織 が 生 粗 冶 と な り 24 時 間 
後に は 単 核 細胞 及び 多 形 核 細 胞 が 散見 され る 。 

2. 感染 家 兎 の 体腔 液 皮 内 反応 (第 2 表 参 照 ) 
種々 な る 数 の 仔 虫 包 蔵 卵 を 投与 し , 一 定 日 数 後 体腔 液 
を 以 て 皮 内 反応 を 試み る に 仔 虫 包 蔵 敵 虫 卵 約 Y5000 個 を 
6 回 と 分 け て 経口 的 に 感染 せしめ た 2 例 は 惹起 注射 後 8 
時 間 包 は 無 感 作家 兎 と 同様 の 経過 を 示し た が 24 了 時 間 後 に 
は 及 び 顕著 な 充血 が 現れ 48 時 間 後に も 残 存 
た 。 出血 斑 は 全然 現れ な か つた 。 虫 卵 約 20000 個 を 1 回 
に 感染 せしめ た 例 で は 反応 は 生 弱 く 8 ~24 時 間 に 浮 腫 , 
充血 が 現れ た 。 貝 卵 約 15000 個 以下 を 感染 せしめ た 38 例 
に は 浮腫 は 認め られ る が 充血 は 不 閉 明 で ある 。 感 染 家 兎 
の 血清 は 体腔 液 に 対し て 沈降 反応 を 示さ な い 。 

組織 学 的 に 観察 すれ ば 24 時 間 後 に は 結合 織 が 甚 し く 粗 
毅 と な り 結 合 織 線維 の 膨 化 が 起り 。 主として 単 核 細胞 の 
み ら れ る 。 

8. 体腔 液 反復 皮 内 注射 (第 8 表 , 第 4 表 参 照 ) 
初回 皮 内 注射 後 第 2 回 の 体腔 液 皮 内 注射 と よる 皮膚 反 
応 は 2 週 及 び 8 週間 隔 で は 浮腫 及び 明 具 な 出血 斑 が 現 わ 
れ , 10 日 及び "週間 隔 で は 浮腫 は 明らか で ある が 出血 夷 
は 不明 瞭 で ある 。 夫 々 の 間隔 で 行 つ た 第 8 回 後 の 注 射 に 
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第 1 表 無 感 作家 兎 の 体 腕 液 度 内 注射 
家 兎 番号 1 2 3 4 5 
直後 + 11x11l — + 12x11 + 13x14 — + 12x12 + 11x8 
10 分 | + 12x12 + 12x12 17x16 一 16x16 13x10 一 
60 分 | + 16x16 + 16x16 一 - 18Xx17 15X15 
8 時 | 32x33 一 20x20 一 17x14 30x30 一 24x24 一 
24 時 + 18x18 18x18 一 0x0 0x0 35Xx28 一 
48 時 ー ー 0x0 ー 0x0 ー 0x0 一 0X0 
対照 (生理 食塩 水 ) 
家 兎 番号 6 7 8 9 1 
直後 + 10x10 — 10x9 一 11x10, 一 11x10 一 + 12x12 
60 分 | + 18XxX17 一 18x18 一 16x17 一 15X15 一 | 15x15 一 
8 時 + 23x23 — ー 0x0 + 23x23 17x17 一 ー 0x0 
24 時 28x28 一 15x15 十 25x25 一 0x0 一 | 0x0 
48 時 ー 0x0 0x0 35x35 一 0x0 一 | 一 0x0 
第 2 表 感染 家 の 体腔 液 皮 内 反応 
家 兎 番号 11 12 13 14 15 16 
数 75000 75000 20000 15000 5000 3000 
投 王 回 数 1 週間 隔 6 回 1 週間 隔 6 回 1 回 1 回 1 回 1 回 
直後 +10x10 一 一 +12x12 一 十 11x11 一 11x11 一 11x11 一 
10 分 +16x15 一 15xX14 一 +16x14 一 +15XxX15 一 +12Xx11 一 
60 分 17xX15 一 士 18xX18 一 17xX15 一 18x18 一 +20x18 +13x13 一 
8 時 土 25x25 一 25Xx25 一 27Xx35 十 二 35X34 十 30x30 一 20x20 一 
24 時 33x33 二 40x43 50x51 十 十 60X55 士 55x60 25Xx23 一 
48 時 土 35x35 士 35Xx36 一 0x 一 一 0x0 一 一 0x0 一 一 0x0 
72 時 ー 0x 0—ー 0x0 0x0 


ょ つて は 出血 何れ も 明瞭 で ある 。 出血 注射 針 を 
講 し た 個所 を 中 心 と し て 浮腫 の 中 心 部 に 出現 し , 基 の 発 
現 は ヵ ~ 3 時間 よ り 始 り 8 時 間 で 最高 に 達し 基 後 24 時 間 
で は 同様 の 状態 に ある か 又は 消 退 の 傾向 が み ら れ る 。 出 
血 斑 の 強度 に は 差異 が 認め られ る が , 横 経 及び 縦 経 を 計 
測 し た 結果 その 拡がり に は 一 定 の 強度 で は 著しい 差異 は 
認め らち られ な い 。 従 つて 出血 斑 の 判定 に は 8 時 間 目 の 強度 
を 観察 すれ ば 充分 で ある と 思う 。 浮腫 , 硬 結 及び 出血 竹 


周囲 の 充血 は 8 時 間 よ ょ りゃ も 24 時 間 に 更に 強く な る 場合 
が ある 。 

注射 後 10~15 分 に み ら れ る 一 過 性 の 充血 は 第 2 回 注射 
以後 の 皮膚 反応 39 回 中 11 回 即 28.2 に , 初回 反応 で は 
前 述 の よう に 9 回 中 1 回 即 11.12 に 認め らち られ, と この 二 っ 
の 百分率 は 直接 確率 計算 法 に ょ り 検 定 し た 結果 5 の 危 
険 素 に 於 て も 差異 は 認め られ な い 。 従 つて 遇 虫 アレ ル ギ 
ー の 特 媒 反応 と は 考え 難い 。 
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第 3 表 体腔 液 反復 皮 内 注射 例 ( 家 兎 No. 1, 10 日 間隔 ) 


+ 12x12 — 0x0 + 12x12 0x0 

14Xx14 十 ー 0x0 + 14x14 — ー 0x0 

+ 16x16 + ー 0x0 15x14 + — 0x0 

+ 16x17 0x0 + 15x14 0x0 

+ 16x17 4 — 0x0 ま 

+ 18x18 + 18x18 + 0x0 

+ 28x28 + + 6x8 27x32 7x7 

+ 30x32 + 6x8 35X34 + 8x7 

30x32 + ー 7x8 35x40 8x7 

+ 32x32 + 7x8 40x40 8X7 

+ 32x32 + 7x8 8x7 

+ 32x32 + 44x50 + 8x7 

第 4 表 体腔 液 反 復 皮 内 注射 

10g {1 +32x32 + 10 2 iH40x40 + 10 4 

2 73 +27x30 + + ti7x12 10 2 +82x32 + + HOx9 9 2 

7 


第 2 回 注射 直前 の 血清 に は 体腔 液 に 対す る 抗体 が 認め 
られ る が , 然し 初回 注射 後 10 日 に 於 て は 尚 抗体 が 充分 で 
な い 場 合 が ある 。 

反応 の 最も 強い 8 時 間 後 の 組織 学 的 所 見 と し て は 出血 
が 強く 細胞 浸潤 が 特に 血管 周 多く み ら れ る 。 主 
と し て 多 形 核 委 血球 の 浸潤 で あつ て 好 酸 球 が その 中 に 多 
数 に 現れ て いる 。 ? 

4. 長期 反復 皮 内 注射 に よる Arthus 現 祭 

体腔 液 反復 皮 内 注射 を 10 日 間隔 で 1 回 連続 し た 2 例 の 
成績 は 図 1 , 2 に 示す よう に 家 1 で は 出血 は 第 


2 回 と は 十 で ある が 第 8 回 ~ 第 10 回 は 概ね 持 で あり 第 11 
回 以後 は 廿 が 多く 開 分 反応 が 弱く な る 傾向 が み ら れ る 。 
沈降 反応 の 抗原 価 は 10~18 で あり 抗体 価 は 第 2 回 より 第 
5 回 包 階段 状 に 上 昇 し 其 後 大 体 5~ 6 の 価 を 持続 し て い 
る 。 家 No. 2 で は 第 2 回 の 出血 , 第 8 回 ~ 第 10 
回 は 扶 乃 至 十 の 反応 を 量 し て いる が 第 11 回 以後 は 弱 反 応 
と 強 反応 が 不定 に 出現 し 第 14 回 の み は 浮 腫 , 充血 は み ら 
れ た が 出血 認め られ な か つた 。 沈降 反応 に は 
原価 は 8 ~13 の 間 を 変動 し , 抗体 価 は 第 2 回 と は 0, 第 8 
回 へ ~ 第 12 回 は 多く は 5 を 示し , それ 以後 2~ 8 に 下降 し 
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第 1 図 長期 反復 皮 内 注射 例 家 兎 No. 1: 第 2 図 長期 反復 皮 内 注射 例 家 兎 No. 2 
13 
* 
体 
数 
て いる ぁ 、 ょ よう で , 反復 皮 内 注射 第 2 回 ~ 第 3 回 以後 の 出血 北 の 強 
: 即ち No.1 で は Arthus 現象 , 沈降 反応 共に 概ね 同 度 と 比較 し て 差異 が 認め られ ず , 血清 の 抗原 価 , 抗体 価 
様 の 強 さ を 持続 し て いる が .No. 2 で は 後半 に 両 反 応 基 に は 反復 皮 内 注射 第 8 回 の 価 と 大 差 な い 。 
低下 の 傾向 が み ら れ た 。 ‘ 6. 沈降 反応 と Arthus 現 象 
5. 腹腔 内 注射 後 の 体腔 液 皮 内 反応 反復 皮 内 注射 時 に 於 ける 家 兎 血清 の 抗原 価 , 抗体 価 は 


体腔 液 0.5cc 宛 隔 日 に と に 4~ 5 回 腹腔 内 注射 を 行っ つて 感 前 掲 の よう で (第 4 表 ) 出血 贅 士 の 場合 の 抗体 価 は 0 で 
作 し た 家 兎 に 体腔 液 の 皮 内 注射 を 行 つ た 結果 は 第 5 表 の あり 出血 夷 を 明らか に 認め た 場合 に は 抗体 価 の 最小 値 


第 5 表 腹腔 内 注射 後 の 体 腔 液 皮 内 反応 
家 兎 番号 24 21 22 . 25 26 23 


注 射 量 0.5cc 4 回 0.5cc 5 回 0.5cc 5 回 0.5cc 5 回 0.5cc 5 回 0.5cc 5 回 
注射 隔 間 隔 日 隔 日 隔 隔 隔 隔 
間 隔 15 日 後 17 日 後 17 日 後 15 日 後 15 日 後 15 日 後 
抗 原 価 10 11 11 12 11 12 
抗 体 価 6 6 5 5 5 6 
出 8 時間 値 を 示す 


第 表 出血 の 張 反応 
例 数 標本 平均 


出 抗体 価 4 5.07 0.75 
抗体 価 0 4.46 1.72 
謀 抗原 価 3 3 2 9.00 6.86 

抗体 価 2 4 2 3.25 1.36 


倍数 1: 2" の 指数 


(2) 


| 
- 
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第 7 表 Arthus 現象 に ける 反応 の 


家 番号 12.| 11. 

抗 / 注 射 前 10 10 12 10 10| 9113 
原 amma 10 10 12 10 9| 9 
価 24 時 間 後 11 10 13 10 191 9 
3| 4 

3| 4 

3| 4 


ま 
© 


価 間 後 


家 番号 2. 3. 
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定 し た 成績 は 第 7 表 の ょ う で 変動 は 殆 ん ど 認め ちら れ な 
い 。 
7. Arthus 現象 に よる 白血球 , 好 酸 球 の 変動 
体腔 液 度 内 注射 に よる 白血球 数 の 変動 は 第 8 表 の ょ う 


に 各回 注射 直前 の 数 は 区 々 で あつ て 一 定 の 傾向 は 認め 難 


い 。 各 回 の 注射 前 後 の 白血球 数 を 比較 する と 注射 後に 大 
多数 は 増加 する 。 

好 酸 球 数 は 第 2 回 以後 の 体腔 液 皮 内 注射 に より 消失 し 
再 出現 する 場合 , 増加 後 消失 し 後に 再 出現 する 場合 及び 
増加 後 閣 減 する 場合 が あぁ つて 多く は 一 旦 増加 し 其 後 何れ 
も 一 時 的 に 消失 或 は 減少 する 。 注射 回 数 に よる 好 酸 球 の 
変動 は 殆 ん ど 無 い が No. 1 に 於 て 第 4 回 目 に 増加 が 認 


910 12 1 10 総括 及び 考察 結論 
原 13 時 間 後 9 10 13 12 11 13 10|10 。 
無 感 作家 体腔 液 内 注射 に より 何等 全身 症状 を 
0 5 4 5 6 5 6| 2z ず , 注射 に は 8 時 間 以 内 に を 示し た も の 無 
柱 48 商 間 商 0 5 5 5 5 5 6|2 く , 一 過 性 の 発赤 が 1 例 に み ら れ た の み で 24 時 間 後 に も 
価 24 時間 後 NO 殆 ん ど 変 化 を 示さ ず 出 血 斑 は 全然 認め られ な か つた 。 無 
感 作 モル モッ ト が 初回 皮 内 注射 に と より 19.8% (27.7 受 P 
第 8 表 Arthus 現象 た にょ る 白血球 , 好 酸 球 の 変動 
家 兎 番号 1 2 3 
注射 回 数 1 2 3 4 1 2 3 4 5 ) 2 
15900 11600 9500 7800 11600| 7200 10300 


直 数 9400 7900 8300 10300 


好 酸 球 a 56.4 47.4 16.6 206.0 
数 12100 18800 21000 10600 
好 酸 球 a 242 75.2 42.0 159.0 


数 11400 11500 9900 
3° % 0 0 0 
血球 数 14100 8400 7500 
24° 1.0 0.6 
好 酸 球 ed 28.2 84.0 45.0 


0 0 3.7 半 4 3.0 0 0 
0 0 839,9 154.7 261.0 0 0 
11700 14900 9700 10100 8300 27600 


0.5 0.7 1.0 0.5 05 9 
58.5 104.3: 97.0 50.5 41.5 0 
10700 6900 7300 8200 7700 8100 
0.5 1.0 0.5 0.5 0.5 0 
53.5 69.0 36.5 41.0 38.5 0 


2, 最大 値 で ある 。 出血 の 強 度 と 抗原 価 。 抗体 価 と 
の 関係 は 第 6 表 の ょ う で 出血 衝 の 強度 が 強い 程 抗原 価 , 
抗体 価 の 平均 値 が 高い よう に 見 える が 分 散 比 が 異 る の で 
比較 が 出来 な い 。 

Arthus 現象 の 沈降 反応 に 及ぼ ほす 影 響 を みる た め に 惹 


起 注射 前 , 3 時 間 後 及 び 24 時 間 後 の 抗 原価 , 抗体 価 を 測 


室 18.7) に 劇 烈 な 全身 症状 を 量 し 第 死す る 例 さ え あ る の 
に 比べ て 家 兎 に は 全然 之 を 認め な い 。 局 所 反応 に 就 い て 
も モル モッ ト は 381.5% (41.1 28.5) に 異常 反応 が 
み ら れ 甚 し い 場 合 は 出血 班 を 生ずる の に 反し て 家 兎 で は 
8 時 間 以 内 に は 持続 性 の 充血 は 全然 見 られ ず 24 時 間 後 に 
少数 例 に 軽度 の 充 庫 が み ら れ る 場合 が ある に 過ぎ な い 。 
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18200 11500 22700 9100 8700 | 15900 6800 
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仔 虫 包 蔵 銅 虫 卵 の 大 量 数 回 反復 経口 投与 と ょ り 感 染 さ 
せ た 家 束 に 体腔 液 皮 内 注射 し た 結果 は 24 時 間 後 に 浮腫 及 
び 顕 著 な 充血 が 現われ 48 時 間 後に も 残存 し 無 処 置 家 兎 の 
反応 に 比較 し て 明らか に 強度 で ある 。 然 し 体腔 感 作家 兎 
に 見 られ る よう な 出血 斑 は 全然 認め られ な か つた 。 砲 も 
比較 的 少数 卵 の 感染 に と に ょ っ て は 以上 の 反応 は 不明 瞭 で 
つた 。 

体腔 液 初回 皮 内 注射 後 第 2 回 皮 内 注射 に と よる 皮膚 反応 
は 間隔 2 週 及び 3 週 で は 浮腫 及び その 中 心 部 に 出血 斑 が 
明瞭 に 見 られ , 10 日 及び " 週 で は 出血 斑 が 軽度 で ある 。 
夫々 の 間隔 で 行 つ た 第 8 回 以後 の 注射 で は 何れ も 反応 が 
強く 出血 で ある 。 こ と この 出血 は 注射 後 8 時 間 に 
極 期 を 示し 24 時 間 後 に は 同 程 度 の 場合 と 消 退 の 傾向 が み 
られ る 場合 と 。 浮 , 硬 結 及び 出血 囲 の 充血 は 8 
時 間 よ りゃ る も 24 時間 の 方 が 強い と と も ある が 体腔 液 反復 皮 
内 注射 と よる Arthus 現象 に は 殆 ん ど 毎 常 出 押 班 が み ら 
れる の で 其 の 判定 の 基準 に は 8 時 間 後 の 出血 匠 の 強度 を 
以 て する の が 適当 と 考え られ る 。 モ ル モ ッ ト は 前 報告 に 
述べ た よう に 2 週 , 3 週 の みな ら ず 10 日 間隔 第 2 回 注射 
に よ ょ つて る も 明瞭 な 出血 班 が み ら れ , 出血 斑 の 最高 は 4 ~ 
6 時 間 後 で あり 家 兎 に 比べ て 潜伏 期 が 生 短 く 反 応 の 極 期 
が 早く 現れ る 。 

体腔 液 と にょ る Arthus 現象 は 殆ど 全て の 例 に 出血 考 
を 伴 つ て いて 浮腫 の み の 場 合 或 は 更に 充血 を 伴う 場合 即 
ち 緒 方 の 第 1 度 , 第 2 度 の 反応 を みる と と は 殆 ん ど 無 い 
の で , 体腔 液 は Arthus 現象 に 関し て 強い 抗原 性 を 有 す 
る も の と 考え られ る 。 

惹起 注射 後 5~10 分 に 現われ る 即時 反応 に 就 て 池田 
(1952) は 抽出 物 と ょ る Arthus 現 祭 観察 し 従来 
注射 80 分 前 後 の 反 応 は 殆 ん ど 看 過 さ れ て いる が 之 は Ar- 
thus 現象 の 発現 機 訂 の 考察 に 特に 重要 と 思う と 述べ , 
森下 ・ 小 林 (19583) は 感染 モル モッ ト に 就 て 遇 虫 抗原 の 
多糖 類 分 割 は 注射 後 80 分 で 烈 し い 発赤 を 惹起 し 6 時 間 位 
継続 し て 消 退 し , 蛋白 分 割 で は 2~ 3 時間 後 か ら 水 腫 を 
伴 つ て 発赤 を 起 し 72 時 間 継 続 す る と 報告 し て いる 。 然 し レ 
私 の 実験 に 於 て 皮 内 注射 後 5 ~10 分 に 現われ た 一 過 性 の 
充血 は 無 感 作 , 感 作家 兎 共 に 夫々 11.1% 及 び 28.2% に み 
られ 之 は 5 の 危険 率 に 於 て も 差異 は 認め られ ず , 長期 
反復 注射 の 場合 こも 同一 家 兎 の 一 過 性 充血 の 出現 は 不定 
で ある の で 遇 虫 アレ ルギー の 特異 反応 と は 考え 難い 。 

Coventry (1929) の 白 抽 出 物 を 用 いた 実験 に 
ょ れ ぽ 感染 及び 感 作家 兎 の 皮膚 反応 は 同様 な 現われ 方 を 
し て いる が 私 の 実験 に と 於 て は 上 述 の ょ うに 体腔 液 皮 内 注 
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射 に より 無 処置 は 認 む べき 反応 を 示さ ず , 上 感染 
家 加 は 24 時 間 後 に 浮腫 , 充血 を 現し , 体腔 液 感 作 家 兎 は 
8 時 間 を 極 期 と する 出血 斑 の 出現 が 特徴 で あつ て , 組織 
学 的 に は 無 処置 家 兎 の 局所 に は 軽度 の 結合 織 粗 毅 及 び 軽 
度 の 細胞 浸潤 が 認め られ , 感染 家 束 で は 結合 織 の 粗 毅 , 
結合 織 線 維 の 膨 化 及び 単 核 細胞 の 浸潤 が み ら れ る 。 之 に 
反し て 感 作家 系 に は 出血 が あり , 主として 多 形 核 白血球 
に ょ る 細胞 浸潤 が 殊 に 血管 周囲 と 限局 性 と に と み ら れ 好 酸 球 
が 多数 に 現われ て いる 。 即ち 以 上 の ょ うに 環 虫 感染 家 現 
及び 体腔 液 感 作家 兎 の 皮膚 反応 に は 極 期 , 性 状 , 血清 の 沈 
降 反 応 及 び Dienes & Mallory (1932), 小野 江 (1958) 
山中 (1958 う が ッ ベ リク リン 反応 と Arthus に 就 て 
べ て いる よう な 組織 学 的 所 見 に 差異 が 認め られ る の で 上 感 
染 に ょ つて は ツベルクリン 型 , 感 作 に ょ つて は Arthus 
型 の 反応 が 遇 虫 に 就 て も 起 る も の と 考え られ る 。 又 以上 
の 実験 に より 家 モル モッ ト に 比べ て 性 アレ ル ギ 
ー の 皮 上 冒 反応 実験 た 適当 な 動物 と いう と と が 出来 る 。 

10 日 間隔 で 17 回 反復 皮 内 注射 し た 2 例 の 家系 の 出血 班 
は 第 2 回 注射 で は 軽微 で ある が 第 8 回 以後 の 注射 で は 強 
く 出 現し 其 後 No.1 で は Arthus 現 象 , 沈降 反応 共に 
概ね 同様 の 強度 を 示し て いる が No. 2 で は 後半 に 両 反 応 
共に 低下 の 傾向 が み ら れ た 。 即ち 反復 皮 内 注射 に と よる 
Arthus 現象 は 殆 ん ど 同様 に 現われ る か , 生 低 下 の 傾向 
を 示す が 著 明 な 脱 感 作 は 認め られ な い 。 但し No. 2 で は 
反復 注射 に と による Arthus 現象 の 中 に 緒方 の 第 2 度 の 場合 
が 只 1 度 あ つた が 之 が 脱 感 作 に ょ る も の か 否 か は 1 回 の 
み で ある の で 断定 し 難い 。 

腹腔 内 注射 4 ~ 5 回 を 行っ て 感 作 し た 家 兎 の Arthus 
現象 は 反復 皮 内 注射 23~ 8 回 以後 の それ と 比較 し て 出血 
夷 の 強度 に は 殆 ん ど 変 り 無 く 抗体 価 も 略 々 同値 を 示し て 
いる 。 従 つて 体腔 液 に と よる Arthus 現象 に 関し て は 皮 内 
注射 は 感 作 方 法 と し て 極め て 強力 な も の で ある と と が 明 
膝 で ある 。 

無 感 作 家 兎 及び 感染 家 兎 の 血清 は 体腔 液 を 抗原 と し た 
沈降 反応 を 示さ な い 。 体腔 液 1 回 皮 内 注射 に より 感 作 さ 
れ た 家 兎 は 2 週 後 に 沈降 反応 に ょ り 血 中 に 抗体 が 証明 さ 
れ 抗 体 価 は 2z?~4* で ある 。 10 日 後 で は 抗体 の 生成 が 充分 
で な い 場 合 が ある 。 長 期 反 復 注 射 し た 2 例 の 抗原 価 は 早 
期 よ り 高い 価 を 持続 する が 抗体 価 に 就 て は 1 例 は 階段 状 
に 第 5 回 迄 上 昇 し 其 後 大 体 変 動 が 無く , 他 は 第 8 回 へ 第 
12 回 は 略 々 同値 を 示し 其 後 下 降 し て いる 。 緒 方 ・ 石 田 て 
1941) に よれ ば 単位 的 な 反応 系 に 於 ける Arthus 現 祭 に 
就 て は 抗原 皮 内 注射 に より 家 加 の 体内 で 抗体 の 中 和 が 起 
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り 抗 体 の 減少 を 来 し 24 時 間 に 最も 著しい と 云わ れ て い 
る 。 体腔 液 に と よる Arthus 現象 に 於 て は 惹起 注射 前 及び 
8 時 間 後 , 24 時 間 後に 沈降 反応 を 実施 し た 結果 抗体 価 の 
変動 は 見 られ な か つた 。 体腔 液 は 複雑 抗原 で ある の で 
Arthus 現象 に よる 抗体 価 の 減少 が 現われ 難い も の と 恩 
われ る 。 
Coventry(1929) は 質 の 抽出 物 と より 作 さ 
れ た 家 及び 感染 家 に 就 て 皮 内 反応 と 血清 中 の 
沈降 素 含量 と は 平行 し な いと 述べ て いる が と の 場合 は 抗 
原価 の み 測 定 し 抗体 価 は 考え られ て いな い 。 緒 方 ・ 石 田 
(1941) に ょ Arthus 現象 の 強 さ は 家 流血 示す 抗 
体 価 に 比例 する こと が 明らか に され て いる が 体腔 液 に よ 
る Arthus 現象 に は 各 段 階 の 強 さ が み ら れ ず 殆 ん ど 常 に 
出血 斑 を 示す と とろ の 緒方 の 第 8 度 の 強 さ で あつ て 稀 に 
壊死 を 来 す 場合 が み ら れ た 。 従 つて と の 場合 出血 贅 の 強 
さき が 家 兎 血清 の 抗体 価 に 比例 する か 否 か に 就 て 検討 し た 
が 出血 班 の 強 さ の 上 昇 に 従い 対応 する 抗原 価 , 抗体 価 の 
平均 値 は 僅 に 高く な つて いる が 分 散 比 が 異 つ て いて 比較 
は 出来 な い 。 出血 斑 を 伴う Arthus 現象 が み ら れ る 場合 
の 抗体 価 は 1 : 2! 以上 で あつ た が 長期 反復 注射 の 場合 
1 回 の み 抗 体 価 1 : 2* で あつ て Arthus 現象 第 2 度 の 
例外 が み ら れ た 。 
アレ ルギー 過程 に と は 好 酸 球 の 増加 が お こり, 
モル モッ ト の アナ フィ ラキ シー に 際 し て は 血液 内 に 常に 
好 酸 球 の 増加 が 証明 され て いる が , 環 虫 に 関し て も 高久 
(1949) は その 抽出 物 に と より 感 作 され た モル モッ ト は シ 
ョ ッ ク 惹 起 注射 後 未 醒 血 中 に 著 明 な 好 酸 球 増加 を 報告 し 
て いる 。 又 池田 (1951 う は 環 虫 抽出 物質 の 家 兎 静脈 内 注射 
に ょ り 顕 著 な 好 酸 球 増加 を みて いる 。Campbell (1942) 
に ょ れ ば 好 酸 球 増加 は 抗原 抗体 反応 に ょ つて 惹 起 さ れる 
も の で あつ て , 貞 虫 体 の ケラ チン 人 分割 は 不溶 解 性 , 抗原 性 
及び S 耳 一 群 の 存在 に と ょ り 唯 1 回 の 注射 に と に よ つ て も 好 酸 
球 増加 を 来 す が 映 虫 の 水溶 性 抽出 物 に 就 て は 感 作 さ れ た 
動物 は その 再 注射 と より 始め て 著 明 な 好 酸 球 増加 を 起す 
と 云う 。 体 腔 液 の 皮 内 注射 に よ つ て は 注射 量 が 極少 量 で 
あり 体腔 液 の 溶解 性 の た め に 顕著 な 好 酸 球 増加 が 起 ら ず 
反復 注射 の 場合 第 4 回 注射 前 に 始め て 増加 が 見 られ る に 
至 つ た も の と 考え られ , 注射 後 抗原 抗 体 反 応 に より 増加 
し た 好 酸 球 が 流血 中 か ら 一 時 的 に 消失 或 は 減少 し た の は 
好 酸 球 が 注射 局所 へ 急速 な 移動 を 起 し た 旋 と 思わ れる 。 
結 論 

1. 遇 虫 体腔 液 を 一 定 の 間隔 を 以 て 家 兎 に 皮 内 注射 を 
行え ば 第 2 回 以後 の 注射 に より 出血 班 を 伴う Arthus 現 
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出現 する 。 に 反し て 感染 家 は 体腔 液 内 注 
射 に より ツベルクリン 型 の 反応 を 示し 出血 斑 は 認め られ 
な い 。 無 感 作家 束 は 認 む べき 反応 を 示さ な い 。 

2. 体腔 液 を 抗原 と する 沈降 反応 に より 体腔 液 皮 内 注 
射 に よる 感 作家 加 の 血清 に は 一 定 の 潜伏 期 の 後 抗 体 が 証 
明 さ れる が 感染 家 及び 無 感 作家 に は 証明 され な 
い 。 

8. 体腔 液 反復 皮 内 注射 に と より 惹起 され る Arthus 現 
人 象 及び 沈降 反応 は 長期 間 閉 し い 変 動 を 示さ な い 。 

4. 体腔 液 に より Arthus 現象 が 惹起 され た 場合 多く 
の 例 で は 流血 中 の 好 酸 球 は 一 過 性 の 増加 を 示し , 其 後 減 
少 乃 至 消 失 す る 時 期 が ある 。 


本 論文 の 要旨 は 昭和 29 年 4 月 日 本 寄生 虫 学会 第 28 回 総 
会 に 於 て 発表 し た 。 
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研究 所 洞 太郎 教授 た に 謝意 を 表す る 。 


1) Campbell, D. H. (1942): Experimental eosi- 
nophilia with keratin from Ascaris suum and 
other sources. J. Infect. Dis. 71 (3 ), 270-276. 

—2) Coventry, F. A. (1929) : Hypersensitiveness. 
to Helminth proteins. II. Cutaneous and Preci- 
pitin Tests with Ascaris Extracts in Infected and 
Immunized Animals. J. Prev. Med. 3, 43-62. — 
3) Diens, L. & Mallory, T. B. (1932): Histolo- 
gical studies of hypersensitive reactions. Amer. 
J. Path. 8 (6 ), 689-709. 一 4) 池田 稔 正 (1951) : 息 
虫 抽 出 物質 の アテ アレルゲン 性 並び に 抗 元 性 に 関す る 実 
験 的 研究 , 第 1 編 環 虫 物 質 の 抽出 方 法 と 性 状 , 医学 研 
究 , 21 (12), 1481-1486. 一 5) 池田 稔 正 (1952) : 邊 
虫 抽 出 物質 の . ア レル ゲン 性 並び に 抗 元 性 に 関す る 実 
験 的 研究 , 第 3 編 環 虫 物 質 に ょ る Arthus 現象 , 医学 
研究 , 22 (1 ), 66-74. 一 6) 森 下 哲 夫 , 小林 瑞穂 (19 
53) : Experimental Studies on Ascaris and Hook- 
worm Immunity. Acta Scholae Medicinalis in 
Gifu, 1 (2), 153-171.。 一 7) 緒方 富雄 , 石田 栄次 
郎 (1941) : Arthus 現象 を 規定 する 因子 の 研究 (第 1 
報告 ) 抗体 と 抗原 と 組織 の 反応 性 と の 相関 性 , 血 注 学 
免疫 学 雑誌 , 2 (4 ), 453-486. 一 8) 石田 栄次 郎 (19 
41) : Arthus 現象 を 規定 する 因子 の 研究 ( 第 2 報告 ) 
第 報告 多種 反応 系 に 半 け る Arthus 現象 の 観察 , 血清 
学 免疫 学 雑誌 2 (4, 487-502. 一 9) 小野 江 為 則 
(1953) : 細 アレ ルギー と 種 アレ ルギー, アテ 
レル ギー, 2(2) 57-62. 一 10) 高久 芳 (1949) : 
体 抽出 液 注射 に ょ る 実験 的 テオ ジン 細胞 増 多 
に い て , 道 女子 医学 専門 学校 紀要 1C(1), 41. 


C28 ) 


- 


昭和 31 年 9 (1956)] 


一 11) 山中 辰 (1953) : 皮膚 の アレ ルギー 反応 に 
就 て , 日 本 病理 学会 々 誌 , 42( 総 会 号 ), 147-148. 一 
12) 山本 好 明 (1956) : 体腔 液 に ょ る Arthus 
人 象 た に 就 て (1) モル モッ ト を 用 いた 実験 的 研究 . 寄生 
虫 学 雑誌 , 5(1), 78-83, 


Summary 


(1) By the first intracutaneous injection of 
Ascaris body fluid into normal rabbits, any severe 
reaction such as those seen in normal guinea- 
pigs is not observed, and when the injections are 
repeated at regular interval, the Arthus pheno- 
menon with hemorrhagic area is demonstrated 
since the second injection. On the other hand, 
in the rabbits infected with Ascaris larvae the 
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tuberculin type reaction without hemorrhage is 
observed by the same injection. 

(2) The anti-body towards the body fluid is 
produced in rabbits injected intracutaneously with 
the same material, while no such anti-body does 
develop in those animals which have been infected 
or are insensitized. 

(3) TheArthus phenomenon and precipitation 
reaction are seen without marked ,change for a 
long duration in the rabbits into which the injec- 
tions with body fluid are repeated. 

(4) 
shown Arthus phenomenon to body fluid, the.: 
eosinophiles may increase temporally, being,. 
followed by its decrease or practical disappear- 
ance. 


In the majority of the rabbits which have. 


. 
に 
: 
- 
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体 液 に よる Arthus 現象 に 就 て 
て 3) 抗原 性 及び 特異 性 に 関す る 研究 


山 本 


好 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学 部 (主任 森下 攻 教 授 ) 
(昭和 31 年 1 月 4 日 受領) 


言 

物質 に る Arthus の 発現 因子 に 関す る 諸家 
の 研究 成績 は 一 致 を 見 て いな いよ ょ よう で ある 。 即ち Cam- 
pbell(1986) は 全 映 虫 物質 抗原 より も 其 の 多糖 類 抗 原 に 
ょ る Arthus 現象 が , 反応 部 位 は 小さ い が よ り 強 く 現 わ 
れれ 壊死 を 来 し た と 述べ , 宮川 (1950) は 映 虫 体 成 分 の 中 
皮質 抗原 に ょ る 反応 が 最も 顕著 で リポ イド 及び 其 の 他 の 
油脂 に こ に よる も の が に 次 ぎ , 蛋白 質 , 糖 を 含有 する 
体 主 成 人 反 応 が 最も 弱い と 云い , 池田 (1952) は 
抽出 液 の 含水 上 炭素 を 主体 と する 割 分 が 反応 を 支配 し , 昼 
白質 を 主体 と する 視 分 と に ょ つて は 殆 ん ど 現 われ な いと 報 
じ て い る 。 森 下 ・ 小 林 1958 は 抗原 の 多糖 類 分 
及び 蛋白 分 割 に よる 夫々 の 反応 は 出現 時 間 が 相 異 する とこ 
と を 認め , 小宮 山 (1954) は 環 虫 乳剤 及び 其 の 加熱 物質 
に ょ る 反応 を 比較 し , 煮沸 に ょ り 抗 原 性 が 大 部 分 失わ れ 
る と 報告 し て いる 。 

Arthus に 於 ける 性 物質 の 特異 性 は 従来 Co- 
ventry (1929) が 旋 毛 虫 に と 。 池田 (1952) , 森下 ・ 小 林 
(19583) が 釣 虫 に , 松本 ・ 石 垣 ・ 稲 垣 (19583) が 縮小 条 
虫 に 対し て 認め て いる が , 環 虫 体腔 液 の 特異 性 に 就 て は 
知ら れ て いな い 。 

先 に 私 は 豚 液 に より 家 び モル モッ ト に 
Arthus 現象 が 出現 する , 即ち 体腔 液 を 10 日 乃至 8 週間 
の 間隔 で 反復 皮 内 注射 を 実施 すれ ば 家 束 で は 第 2 ~ 第 8 
短 よ り , モル モッ ト で は 第 2 回 より 出血 斑 が 明瞭 に 現 わ 
れる こと と を 報告 し た 。 今 回 は Arthus 現 祭 に 関 選 する 体 
腔 液 成 分 の 抗原 性 及び 上 虫 並び と に 他 の 映 虫 類 よ り 抽出 し 
た 抗原 を 用 いて 体腔 液 の 特異 性 に 就 て 検討 し た 成績 を 報 
人 告 す る 。 

実験 材料 及び 実験 方 法 

虫 体腔 液 : 前 報告 に 詳 し た ょ うに り 
Yoshiaki On the Arthus phenome- 
non due to body fluid of Ascaris. (3). Studies 


on the antigenicity and specificity. (Department 
of Parasitology, Institute for Microbial Diseases, 


Osaka University) 


取 し Seitz 濾過 器 を 用 いて 無菌 と し た 。 

10 倍 稀 体 腔 液 は 生理 食塩 水 を 用 いて 稀釈 調製 し た 。 

体腔 液 加 熱 上 清 : 25 隻 以上 の 豚 映 虫 の 尾 端 を 切 つ て 潤 
下す る 体腔 液 を 約 15 分 間 採 取 し た 後 直 ち に 沸騰 する 水浴 
中 で 携 拝 し な が ら 80 分 間 加 温 し , 凝固 物 を 1 分 間 4000 回 
転 15 分 間 凛 心 沈 淫 に より 除去 し た 褐色 透明 の 上 清 で あ 

EE 液 : 体腔 液 の 硫酸 安 門 全 飽 和 に ょ り 得 た 沈 激 を セロ 
ファ ン 紙 を 用 いて 蒸溜 水中 で 遂 析 し た 後 , 生理 食塩 水 を 
加え て 原 量 と な し 相 7.0 に 修正 し た 液 。 

G 液 : 体腔 液 の 硫酸 安 門 46 飽 和 に ょ り 生 じ た 沈 滑 を 
蒸溜 水中 で セロ ファ ン 紙 を 用 いて 透析 し た 後 , 生理 食塩 
水 を 加え て 原 量 と な し 匠 7.0 に 修正 し た 液 。 

A 液 : 体腔 液 の 硫酸 安 門 46 飽 和 に ょ り , 生じ た 沈 混 
を 除去 し た 上 清 に 更に 硫酸 安 門 68 迷 飽和 を 行い , 生じ た 
沈 蒸 水中 で セロ ン 紙 を 用 いて し 生理 食塩 
水 を 加え 原 量 と な し 中 7.0 に 修正 し た 液 。 

寄生 虫 抗 原 の 抽出 法 : 貞 虫 全 抗 原 は 豚 腸 内 より 採取 し 
た 各 2 隻 よ り 体 腔 液 を 除去 ず に , 体 液 
を 除い た 抗原 ( B 抗原 と 呼ぶ う は 雌 8 隻 の 体 
腔 を 開き 生理 食塩 水 で 充分 に 洗 浴 し 体腔 液 を 除い た 虫 体 
ょ より 抽出 し た 。 釣 虫 は 釣 虫 症 患 者 を 駆虫 し 其 の 濾 便 に ょ よ 
り 採 取 し , マビ = 釣 虫 A 抗 原 に は 22, ? 28, 同 B 抗 原 に 
は 4312, 21 を 。 アメ リカ 多 虫 抗原 に は る 99, 111 を 
使用 し た 。 ・ 犬 糸状 虫 Diloflaria immitis は 撲殺 され た 
犬 の 心臓 内 より , ベネ デン 条 虫 Moniezia benedeni は 
層 殺 場 で 解体 し た 牛 の 腸管 より , 肝 蜂 は その 肝 よ ょ より , 犬 
Toxocara canis は 犬 を 駆虫 し て 採取 し た 。 和 寄生 
虫 体 は 採取 日 或 は 翌日 に 生理 食塩 水 で 充分 に 洗 浴 し た 後 
細 切 し 10% に 貝 体 湿 量 を 含有 する よう に 生理 食塩 水 を 加 
え 乳 鉢 , 次 に Homogenizer を 用 いて 泥 状 と な し 凍結 融 
解 ( ド ライ アイ ス , アセ トン 逐 87?C)10 回 反復 後 , 毎 分 4000 
回 転 30 分 間 遠 心 し 上 清 に 0.01 と に マー ゾ = ン を 加え 皿 
7.0 に 修正 し て 夫々 の 寄生 虫 抗 原 と し た 。 但 レツ ビ = 鋼 
虫 B 抗 原 は 1 cc 中 に 貝 体 10 隻 分 を 合 有 する よう に な し , 
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うに 生理 食塩 水 を 加え た 。 各 抗原 は 可 及 的 無菌 操作 を 以 Arthus 現象 の 判定 は 家 麹 で は 注射 後 8 時間 , モル モ 
て 抽出 し , 氷室 に 貯え 1 ヵ月 以内 に 使用 し た 。 ッ ト で は 6 時間 後 の 出 血 夷 の 強度 及び 反応 度 を 以 て 示し レ 

家 は 約 3 モルモット は 約 800 g の 何れ も 白色 た 。 出血 その 強度 に より , 士 一 を 以 て 
を 使用 し た 。 各 抗原 の 惹起 皮 内 注射 量 は 0.1cc と し , 和 注 現し , 横 経 及び 縦 経 を mm で 計測 し た 。 反 応 度 は 何等 反応 


第 1 表 10 倍 体腔 に ょ る 反応 


} 貞 虫 B 抗 原 及 び 犬 銅 虫 抗原 は 202% 虫 体 湿 量 を 含有 する よ 射 は 市 販 脱 毛 剤 を 用 いて 脱毛 し た 背部 に 行 つ た 。 


Arthus 現 
体 液 10 倍 沈降 反応 
番号 感 作 方 法 間隔 浮腫 出血 浮 出血 抗原 価 抗体 価 
1. 0.1cc 皮 内 11 回 10x10 4 x3 11 5 
21. 0.5cc 腹腔 内 5 回 17 日 13x11 + 十 10x13 11 6 
22. せ + + 7x 6 11 5 
26. + 6 十 11x10 11 5 
923. 16 + 士 5x4 0x 12 6 
1。 0.1cc 皮 内 1 回 6x8 0 
+ 所 12x 9 7 0 
10. 4 回 10x10 + 2x 2 6 3 
2 回 9X 7 5x 3 6 3 
6. 2 21H 20x18 6x 6 
モ 6. 7x 7 十 3x 3 8 
0.5 一 1.0cc 皮 下 3 回 
0.5~3.0cc 皮 下 7 
23, 0.lcc 皮 内 1 回 10H せ HH10x10 + ー 0x 0 8 
8. 21 + 5x 4 0x 0 0 
4. 2 回 + HI1x9 ー 0x 0 6 
5. 21H + 0x 0 3 
7. 2 4 回 + ー 0x 0 7 2 
ト 10. 2 回 + ー0x 0 5 1 
7. 2 + 8x6 0x 0 8 2 
a 2 3 回 12H + +10x 7 一 ー 0x 0 3 3 
5. 21 日 せ 12x12 十 0x 0 4 1 
22, 4 回 8x8 ー 0x 0 
3 回 + "13X9 + 7 
2. 2 ー 0x 0 6 
1 回 6 ー 0x 0 6 


抗原 価 , 抗体 価 は 数 1:2" の n を 以 て 示す 
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を 示さ ぬ も の 0O, 浮 腹 の み 認 め ら れる も の 1, 発赤 が 認 
め ら れる も の 『』『, 中 心 部 に 肉眼 的 出血 が 認め られ る も の 
』 と し , 程度 の 弱い 場合 は ' を 附 し て 示し た 。 

沈降 反応 は 重層 法 に より 室温 で 2 時間 後 判定 し た 。 抗 
原 , 抗 血 は 2 倍 連続 稀釈 法 に より 稀釈 し , 1 : 2" の 
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は 原液 た 比べ て 小さ い 。 モ ル モ ッ ト で は 10 倍 液 と ょ り 出 
を 生じ な いも の 56%,。 原液 に 比べ て 弱い 出血 示 
し た も の 40%, 同 程度 は 1 例 の み で ある 。 

10 倍 液 に と よる 出血 夷 の 出現 及び 強度 は 沈降 反応 の 抗原 
価 。 抗体 価 の 高低 と は 関係 が な い 。 


2) 体腔 液 加 熱 上 清 に と ょ る 反応 (第 2 表 ) 

出血 斑 は 体腔 液 に と より 全 例 に 出現 する が , 加熱 上 清 に 
ょ つて は 全然 認め ちら れ な い 。 浮腫 は 両者 共に 略 々 同 程度 
に 現われ て いる 。 


n を 以 て 抗原 価 , 抗体 価 を 示し た 。 
実験 成績 

I. 和 畑 虫 体腔 液 成分 の 抗原 性 に 関す る 成績 

1) 10 倍 稀釈 体腔 液 に ょ る 反応 (第 1 表 う 

家 兎 に 就 て は 10 倍 液 と よる 出血 斑 の 強度 は 原液 に 比 し レ 8) 互 液 に ょ る 反応 (第 8 表 う 
て 75% は 弱く , 原液 と 同 程度 の 場合 は 25% で ある 。 浮 風 E 液 に よる 浮腫 及び 出血 斑 は 体腔 液 の 場合 と 同様 で あ 
の 程度 は 弱い も の と 同じ も の と 半数 宛 み られ その 拡がり 0 

第 2 表 体腔 液 加 熱 上 清 に ょ る 反応 


体 加 上 清 
番号 感 作 方 法 間隔 発赤 出血 浮 発赤 出血 
家 0.1cc 皮 内 5 回 10 日 9x 6 27 x27 キ 0x0 
1 0.1cc 皮 内 1 回 日 +25x22 10x 9 +16x15 よ 
/ 3 回 ++25Xx25 13x 9 22x22 0x0 
4 1 回 +33x33 十 9 十 22x22 0x0 
2 回 +22x25 十 5x 5 25x25 十 0x0 
2 回 士 15x12 9x 7 8x 9 0Xx0 
4 3 回 +25x25 + 13x11 +22x22 + 一 0x0 
第 3 表 E 液 に ょ る 反応 
Arthus 現 
E 液 沈 降 反 応 
体 液 10 5 
1.。 0.tcc 皮 内 9 回 10 日 十 45Xx45 士 8X4 45Xx45 12x 8 
体腔 液 11 6 
2. HH35X34 — HI15X13 HH28x32 — #10x 6 


抗原 価 。 抗体 価 は 倍数 1: 2" の n: を 以 て 示す 
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第 4 表 G 液 及び A 液 た ょ る 反応 
Arthus 現 沈降 反応 
号 作 間 抗 原 腫 発赤 出血 抗原 価 抗体 価 
体腔 液 tH10%10 11 5 
家 0.1cc 皮 内 11 10 日 液 +23x24 一 + 
G 液 
液 +25x22 一 二 12 5 
家 . 2 | A 液 8x10 
体腔 液 27x30 + 17x12 10 2 
A 液 +30x25 HH13x 9 
G 液 +24x24 一 二 10x 9 
体腔 7 6 4 
モル モッ ト .51. 4 回 | A 液 x27 +8x 9 
G 液 = 
以下 各 表 の 抗原 価 , 抗体 価 は 稀釈 倍数 1:2"n の n を 以 て 示す . 
第 5 表 環 虫 全 抗 原 に ょ る 反応 
Arthus 現 人 沈 降 反 応 
体腔 液 虫 全 抗原 体腔 液 全 抗 原 
体 腕 液 に ょ 反応 反応 抗原 抗体 抗原 抗体 
4 0O.1cc 皮 内 2 回 10 Hi12x 9 +7xX 8 3 $0 
0.5cc 腹腔 内 5 回 H17x13 5x6 10 6 
2 0.1cc 皮 内 11 回 1 
0.1cc 皮 内 1 回 16x12° III 5 
2 Hl12x 8 III +8x IP 6 3 
第 6 表 体腔 液 を 除い た 抗原 ( 原 ) に ょ る 反応 
Arthus 現 沈 降 反 応 
家 兎 体腔 液 に ょ 反応 反応 抗原 抗体 抗原 抗体 
11 0.1cc 皮 内 6 回 14 日 HH7x5 5x3 
0.1cc 皮 内 3 回 
0.1cc 皮 内 1 回 
13 HH8x7 II 0x0 0 
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4) G 液 及び A 液 に ょ る 反応 (第 4 表 ) 

G 液 に と ょ る 出血 攻 の 出現 は 1 例 に は 全く 現われ ず , 2 
例 に は 体腔 液 に と 比 し て 弱く , 他 の 1 例 は 同 程度 で あつ 

A 液 に と ょ る 出血 斑 は 全 例 に 認め られ 体腔 液 と 同 程 度 の 
も の 及び こと れ よ ょ より 弱い も の が 同数 とみ ら れ た 。 

体腔 液 の 特異 性 に 関す る 成績 
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全 抗 原 に ょ より 浮腫 は 全 に 認め られ る が 出血 は 
体腔 液 に と 比 し て 弱く 1 例 に は 現われ な か つた 。 遇 虫 全 抗 
原 の 沈 降 反 応 に 於 ける 抗原 価 は 体腔 液 に 比 し て 極め て 低 
い 。 

2) 映 虫 B 抗 原 に よる 反応 (第 6 表 参 照 ) 

出血 斑 及 び 発 赤 が 各 1 例 に み ら れ 他 の 1 例 に は 反応 が 
現われ ず , 沈降 反応 は 認め らち られ な い 。 


C(I) 体腔 液 に ょ る 感 作動 物 の 皮膚 反応 8) 釣 虫 抗原 に ょ る 反応 (第 7, 8 表 参 照 ) 
1) 映 虫 全 抗 原 に よる 反応 (第 5 表 参 照 ) 家 兎 で は ツ ビ = 釣 虫 抗原 及び アメ リカ 釣 虫 抗 原 共 に 洋 


第 7 表 ツマ ビ = 銘 虫 及 び ア メリ カ 多 虫 抗原 に た ょ る 反応 


Arthus 現象 
体腔 液 ー= 虫 A 抗 原 アメ リカ 抗原 
家 番号 体腔 液 に 感 作 方 法 間隔 出血 反応 度 出血 反応 度 出血 反応 
8 0.1cc 皮 内 3 回 21H 18x15 III + 7x6 + 9x8 
5 2 4 回 7 日 士 18x16 III ー 0x0 II + 0x0 II 
6 3 回 15 日 7x 6 III ー0x0 0 
7 1 回 + 5x5 +0x0 0 =~ー0x0 0 
沈降 反応 
虫 体腔 液 ビー= A 抗原 アメ リカ 多 抗原 
家 兎 番号 抗原 価 抗体 価 抗原 価 抗体 価 抗原 価 抗体 価 
8 13 5 — 
5 13 5 — 
6 11 4 
第 8 表 マビ = 釣 虫 抗原 に た ょ る 反応 
Arthus 現象 沈 降 反 応 
番 許 に よ 導 反応 度 出血 反応 度 
1 O.lcc 皮 内 11 回 12 10x10 III HE 
家 4 ヶ 3 回 10B III 48x8: IIF - 
5 0.5cc 腹腔 内 5 回 17 IN 
6 9x 8 III ー0x0 11 5 — 
8x 7 III ー0x0 II 11 5 
2 0.1cc 皮 内 11 回 12 +8x9 一 0x0 0 
0.1cc 皮 内 2 回 4 日 HH17x12 III +5x4 6 2 
9 II +2x2 6 2 
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第 9 表 犬 糸 状 虫 抗原 に ょ る 反応 


Arthus 


沈 降 反 応 


体腔 液 虫 抗原 


5 0.5cc 腹腔 内 5 回 17 III £5x6 
家 4 0O.lcc 皮 内 2 回 HH12x9 
兎 6 0.5cc 腹腔 内 5 回 17 日 西 9x8 III ー0x0 0 11 5 ー  — 
0.lcc 皮 内 1 回 M5x10 6 
Hi16x12 II —ー0x0 5 
第 10 ネ デ ン 条 抗原 及び 肝 抗原 に ょ る 反応 
Arthus 現象 
家 体腔 液 に よる 感 作 方 法 出血 反応 出血 反応 出血 反応 
4 0.1cc 皮 内 5 回 9 9 
7 0,5cc 腹 内 5 回 26 日 Hl4X14 ー0x0 
沈降 反応 
家 兎 番号 抗原 価 抗体 価 抗原 価 抗体 価 抗原 価 抗体 価 
7 12 5 5 0 
8 11 4 4 0 
9 12 6 ss 3 0 
第 11 表 犬 抗原 に た ょ る 反応 
Arthus 現象 沈 降 反 応 
体腔 液 犬 虫 抗原 体腔 液 抗原 
0.1cc 皮 内 6 回 14 IH 
0.1cc 皮 内 1 
13 5 回 0x0 0 10° 3 
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第 12 表 体腔 液 を 除い た 抗原 ( BB 抗原 ) に ょ る 作動 物 の 反応 
Arthus 現象 沈 降 反 応 
抗原 抗体 抗原 抗体 


21 0.1cc 2 回 14 日 ー0x0 ー0x0 0 5 2 ーー 


腹 は 半数 に 認め られ , 出血 斑 は 前 者 に 4/12, 後者 に 1/4 再び 原液 に 含有 され て いた 濃度 に し た 互 液 は 体腔 液 と 同 
に 見 られ た 。 モルモット で は ジン ビ = 多 虫 B 抗原 に 対し 2 様 の 反応 を 示し て いる 。 次 に 血清 の 硫酸 安 門 と よる 分 割 
例 共 出血 現れ た 。 こ と これ ら の 出血 体腔 液 に よる も 法 に 準じ て 作 た グロ ブリ ン に 相当 する 液 に ょ 
の に 比 し 軽度 で ある 。 沈 降 反 応 は ツジ ビ = 釣 虫 抗原 に 対し る 反応 は 体腔 液 よ り 弱く , アル プ ミ ン 分 割 に 相当 する 


て 一 部 に 極め て 弱く 現れ た 。 A 液 に よ ょ る 反応 は 略 々 体腔 液 と 同様 で ある 。 従 つて 晒 虫 
4) 犬 糸 状 虫 抗原 に ょ る 反応 (第 9 表 参 照 ) 体腔 液 に よる Arthus 現象 は 体腔 液 の 蛋白 質 殊 に アル プ 
浮腫 , 出血 北 共 に 釣 虫 抗原 に 比べ て 出現 率 が 更に 低く ミン 分 割 に より 主として 惹起 され る と 考え られ る 。 

沈降 反応 は 認め られ な い 。 上 銅 虫 体腔 液 で 感 作 し た 動物 に 他 の 映 虫 類 抗 原 の 惹 起 注 
5) 条 虫 及び 吸虫 抗原 に ょ る 反応 (第 10 表 参照 ) 射 を 行っ つて Arthus 現象 を 観察 する と 浮 腹 は 条 虫 抗原 に 


浮腫 は ベネ デン 条 虫 抗原 に は 認め られ な い が 肝 妊 抗原 は 見 られ な い が 犬 銅 虫 抗原 に は 僅 に , 肝 蜂 抗原 に は 半数 
に は 半数 に 認め られ , 出血 斑 は 両 抗原 共に 認め られ な か に , 糸 状 虫 抗原 , 釣 虫 抗原 及び 遇 虫 B 抗原 に は 更に 多く 
つた 。 沈降 反応 は ベネ デン 条 虫 抗原 に は 陰性 で あり 肝 蜂 遇 虫 全 抗 原 に は 全 例 に 見 られ る 。 出血 斑 は 条 虫 , 肝 蜂 及 


抗原 に は 弱く 現れ た 。 び 犬 庫 虫 抗原 に は 認め られ ず , 糸状 虫 。 アメ リカ 釣 虫 , 
6) 犬飼 虫 抗 原 に よ ょ る 反応 (第 11 表 参照 ) ン ツ ビ ー= 多 虫 抗原 の 順に 僅 に 認め られ る 。 環 虫 全 抗 原 に ょ 
浮腫 が 1/3 に 認め られ た の み で 出血 斑 は 全然 見 られ ず る 出血 斑 は 家 兎 で は 80 有 に , モル モッ ト で は 全 例 に 現 わ 

沈降 反応 は 陰性 で ある 。 れ た ぷ ぶ 体腔 液 を 除い た 上 銅 虫 B 抗原 で は 1/3 に 現われ た 
(I) 体腔 液 を 除い た 抗原 ( B 抗原 に に 過ぎ な い 。 然 も これ ら の 出血 体腔 液 に よる 

感 作動 物 の 皮膚 反応 (第 12 表 ) の に 比べ て 明らか に 軽度 で ある 。 次 に 貴 虫 B 抗原 を 用 い 
虫 B 抗原 の 内 注射 に より 作 し た 家 体腔 液 に て 作 し た 家 の 体腔 液 にょ よる 皮 反応 は 同 抗 原 に と ょ る 

ょ る 皮膚 反応 は 同 抗 原 に と にょ る 反応 に 比べ て 弱い 。 反応 に 比べ て 弱い 。 以上 の 成績 より みみ て 環 虫 体腔 液 は 

総括 及び 考察 Arthus 現象 の 出現 に 関し て 他 の 寄生 虫 抗原 に 対し て 種 


上 銅 虫 体腔 液 に と よる Arthus 現象 に は 出血 班 が 認め られ 属 特 異性 を 有する が , 他 の 線 虫 類 特 に 釣 虫 抗原 と の 間 に 
る が , 体腔 液 10 倍 稀 液 を 惹起 注射 と し て 用 いた 場合 の 軽度 の 類 属 反 応 が 認め られ る 。 叉 他 の 和 環 虫 体 成分 に 対し 
出血 斑 は 穴 兎 で は 多く の 場合 原液 に 比較 し て 弱く 。 モ ル て 組織 特異 性 を 有する よ ょ うに 思わ れる 。 と これ ら の 関係 は 
モッ ト で は 半 迷 以上 に 出現 せ ず , 出現 する 場合 に も 程度 出血 斑 を Arthus 現象 の 判定 基準 と すれ ば 一 層 明 ら か に 
が 弱い 。 即 ち 体 腔 に よる Arthus 現 人 の 出血 は 
注射 に 原液 を 用 いた 場合 に は 強く , 10 倍 稀釈 液 を 用 いた 体腔 液 に より 感 作 され た 動物 血清 の 沈降 反応 は 体腔 液 
場合 は 弱い 。 に 対し て は 高い 抗原 価 , 抗体 価 を 示し て いる が 条 虫 , 糸 

体腔 液 加熱 上 清 は 熱 に より 凝固 する 蛋白 質 を 除い た も 状 虫 アメ リカ 多 虫 の 抗原 及び 体腔 液 を 除い た 遇 虫 抗原 
の で 体腔 液 の 多糖 類 は この 中 に 合 ま れ て いる と 考え られ に 対し て は 陰性 で あり , 肝 蜂 及び ジン ビ = 多 虫 抗 原 , 環 虫 
る 。 こ と の 液 と よる 反応 は 浮腫 を 示す 点 で は 体腔 液 と 殆ど 全 抗 原 に 対し て は 極め て 弱い 抗原 価 を 示し , 稀 閑 血清 で 
同様 で ある が 出血 斑 は 全然 認め られ な い 。 故 に 本 現象 に は 現われ な い 。 即ち 体腔 液 は 沈降 反応 に 就 て も Arthus 
於 て は 多糖 類 は 少く と も 体腔 液 に 含有 され て いる 濃度 で ・・ 現象 と 同様 に 種 属 特異 性 及び 組織 特異 性 を 有する 。 既 に 
は 主因 子 と は 考え 難い 。 体腔 液 の 沈降 反応 に 於 ける 組織 特異 性 に 就 て は Oliver- 
之 に 反し 体腔 液 の 蛋白 質 を 硫酸 安 門 を 用 いて 沈没 させ Gonza’lez (1948) が 豚 遇 虫 体腔 液 に 対す る 抗 血 清 は 該 
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液 に 対し 高い 抗原 価 を 示す が 上 映 虫 全 抗原 に 対し て は 造 に 


弱く 他 の 組織 抗原 と は 全く 作用 し な いと 述べ て 之 を 認め 
て いる 。 
結 論 

A) 体腔 液 に よる Arthus 現象 の 出血 原液 
びそ の 蛋白 分 割 の 惹起 注射 と より 明瞭 に 現れ る が , 10 倍 
稀釈 体腔 液 で は 軽度 に 現れ , 体腔 液 加熱 上 清 で は 認め ら 
れ な い 。 本 現象 を 発現 する 主因 子 は 体腔 液 の 蛋白 分 割 に 
ある と 考え られ る 。 

B) 体腔 液 の Arthus 及び 沈降 反応 に ける 
特異 性 を 検討 し た 結果 は 次 の 通り で ある 。 : 


1) 体腔 液 は 他 の 種々 な る 類 に 対し て 種 属 特 


抗原 を 有する 。 

2) 映 虫 体腔 液 及び 他 の 線 虫 類 抗 原 問 に 弱い 類 属 反応 
が みみ られ る 。 

8) 体腔 液 は 他 の 体 成 対す る 組織 特異 性 
を 有する も の と 推察 され る 。 


本 論文 の 要旨 は 昭和 29 年 日 本 寄生 虫 学会 第 28 回 総会 及 
びび 昭和 380 年 第 24 回 総会 と 於 て 発表 し た 。 


終 に 臨み 御 懇 切な 御 指導 と 御 校 関 を 賜 わ つ た 恩師 森 
下 授 に 深く 謝意 を 表す る 
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Summary 


A) Arthus phenomenon with hemorrhagic area 
due to' Ascaris body fluid appears by the injection 
with protein fraction so distinctly as with origi- 
nal body fluid, while it occurs only slightly with 
10% body fluid solution and never with the 
supernant of the original material after heating. 
Hence, the main corponent producing this pheno- 
menon may exist in protein fraction. 

B) Having studied on the specificity of the 
body fluid of Ascaris lumbricoides as antigen for 
Arthus phenomenon and the precipitation reac- 
tion, the following results were obtained : ) 

(1) The species-specificity against different 
helminths such as Toxocara canis, Ancylostoma 
duodenale, Necator americanus, Fasciola hepatica, 
and Moniezia benedeni is recognized, although the 
Cross reaction in low degree is observed between 
body fluid and other nematode antigens. 

(2) Tissue specificity for antigenicity may 
exist against various portions of the body of A. 
lumbricoides. 
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第 7 報 


浜 田 


T. vaginalis が Donné (1887) に ょ っ つて 発見 され て 
以来 , この 原虫 に つい て は 各 方 面 の 研究 が 行わ れ , 特に 
その 形態 的 考察 は 極め て 多岐 に わた つて 報告 され て い 
る 。 騰 分 泌 液 及び 培養 液 内 の て . vaginalis (以下 略号 
.».) を 光学 顕微 鏡 下 で 生鮮 標本 や 染色 ( 鉄 ヘ マト キシ 
リン 等 ) と に ょ つて 観察 する 試み で は , 分 裂 時 の 核 と か ブ 
レフ ァ ロ プラ スト の 微細 構造 に まで 仔細 に 考察 が 加え ら 
れ て いる 。 し か し これら の 報告 を 検討 し て みる と , 各 観 
察 者 に よ ょ つて 所 見 が 必ず し も 一 定 し て いな いし レ し, 同 倍率 
の 顕微 鏡 で 且つ 同一 の 方 法 で 染色 し て て も その 形態 は 
明瞭 さ を 欠 く こ と が 多い こと か ら , これら の 考察 は ある 
程度 想像 の 域 に 立入 つて いる と と が 考え られ る 。 少く と 
も 単純 な 手技 で これ ら の 記録 を 常に 得る こと は か な り 困 
難 と いわ ね ば な ら な い 。 

さき に 著者 は トリ コモ ナス 性 腔 炎 患 者 の 勝 か ら 分 離 培 
養 し た 7.v. を マツ ウス の 腹腔 内 に 接種 し て みる と , そ の 中 
肝 お ょ よび 他 の 臓器 に つく る も の 他 に 腹腔 中 に 
満 す る 増殖 原虫 が 認め られ , 特異 的 な 病原 性 と 抗原 抗体 
反応 で 原 株 と は 閉 し く 変 っ た も の と し て あら われ る も の 
が ある と こと と を 指摘 し て きた 。 著者 は これ ら の 原虫 を 顕 懲 
鏡 で 観察 し , これ は 形態 上 で ぁ 原 株 と は 変っ た も の で あ 
る と と を 証明 し 得 た 。 

既に .v. の 前 鞭毛 が 4 条 で ある こと と は 古く か らし られ 
て いる が , と これ ら の 正常 型 と は 別に 8 条 , また は 5 条 の 
も の が ある こと と は 打越 1946), Wenrich (1944), Hees 
(1988) ら に ょ つて 証明 され て いる 。 著 者 の マウ ス 感 染 
型 中 , 第 工 型 に 属す る 原虫 は 4 条 型 より 単 個 培 養 し た 原 
虫 を 用 い , これ より 得 た も の で あぁ る の で , 上 述 の 諸 報 告 に 
対す る 同 方 向 の 資料 と し て , また . foetus と の 関連 性 
に つい て 極め て 興味 深い 問題 を 示し た も の と 云え よう 。 
Yoshio Hamada : Biological studies of Trichomo- 
nas Vaginalis. 7. Morphological observation of 
the mice passed T. vaginalis. (Department of 
Parasitology, Research Institute for Microbial 
Diseases, Osaka University.) 
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実験 材料 及び 方 法 

実験 に 供し た 原虫 は て .v. 感染 患者 膝 分 泌 液 より 分 離 
培養 し た 原 株 (大 久保 , 西山 , 松本 ,。 2856 株 ) と それ ら 
を 用 いて マ ャ ウス の 腹腔 内 に 第 1 型 感染 を 起 さ せ , 明らか 
に 病原 性 と 血清 反応 で 変異 し た と 考え られ る 1099, 1395 
株 で 夫々 V-bouillon 又は F-bouillon に 200~ 600 代 
の 純 培養 が 続け られ て いる 。 ま た マウ ス 腹 腔 内 原虫 も 材 
料 と し た 。 こ と これ ら の 原虫 は 増殖 極 期 に 次 に 掲げ る 方 法 で 
固定 され , 実験 に 供 さ れ た 。 

標本 は 凌 毛 , 波動 膜 縁 糸 の 数 。 長 さ , また 体 径 の 計測 
に は 10% フ オル マ ャ リン, また は 22% オ スミ ウム 酸 蒸気 固 
定石 炭酸 フク シン 単 染色 , また メタ ノー ルル 固 定 後 に ハイ 
デン ハイ ン 氏 鉄 ヘ マト キシ リン 染色 を 用 いた が , 後者 の 
方 法 で は その 操作 中 に 凌 毛 ゃ 特に 軸 索 突起 の 脱落 が 多く 
み ら れ る 。 シ ヤ ウ デ ィ ン 昇 永 ア ルコ ー ル 固定 は 殆 ん ど 用 
いら れ な か つた 。 貝 体内 核酸 分 布 を みる た め に , と き に 
ナル ノア 固定 後 メ チー ル グ リ ー ン ・ ピ ロニ = ン 二 重 染 色 を - 
行い 核 お よび 細胞 質 の DKN, RNA に つい て その 人 分布 
を 観察 し た 。 

電子 線 が 104 以上 の 細胞 体 で ある 原虫 を 通過 し な いた 
め , 電子 顕微 鏡 で は 凌 毛 , 軸 素 突起 , 遊離 波動 膜 の 所 見 
し か 得 ら れ な い が , 10% フ オル マリ ン や 2% オ スミ ウム 
酸 液 で 10 分 間 固 定 後 , 食塩 水 了 また は 1 % 過 酸化 水素 で 
洗 浴 遠 心 を 重ね , 蒸溜 水 に 浮 海 後 コ = コロ ヂ オォ ン 膜 その 他 で 
支持 され た 単 乳 台 又 は シー トメ ッシュ 上 に お いた 。 試 料 
は レプ リカ 又は クロ ー ム の メタ リッ ク ・ シ ヤ ド ー キ ヤス え . 
ト 法 で 50KV, 日 立 耳 U 型 電子 顕微 鏡 で 鏡 検 し た 。 

超 薄 切片 は 虫 体 を 2 % オ スミ ウム 酸 食 塩水 (pH 5.8》 
で 10 分 間 固 定 , 溜 水洗 浴 後 80 一 702% 酒 精 中 で 各 20 分 間 脱 


. 水 , 硬質 ガラ スミ クロ 遠心 管 双 は 空 ア ンプ ル ( 2 cc う を 利 


用 し 遠心 , 虫 体 集積 後 約 2 m 巾 に 切断 , 70 一 純 ア ルコ ー 
ル 系 列 で 脱水 後 メ チー ル メ タク リレー ト に 三菱 レー ヨン 》 
と NN バー ブチ ル メ タク リレー ト (応研 〕 モノ マー を 適量 比 
に 混合 する か , Kp85~86C, 50mm の 減圧 下 で 再 
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た NNー プ チル メタ クリ レー ト ・ モ ノ マ ー (収量 380 純度 
99.8%) に 2.2-Dichlorobenzoyl peroxide 0.2%, 
は 0-chlorobenzoyl peroxide (和光 純 薬 ) 2.5% を 重 
合 剤 と し , Lilly 製 00 又 は 0O 型 ゼラ チン ・ カ プ セ ムル 内 
で 38"C, 8 時間 後 4 で C, 6 一 8 時間 重合 させ た 。 

ミク ロト ー ム は Spencer rotary No. 821.(American 
Optical co.) また は 日 本 ミク ロト ー ム 製 , 刀 は 日 本 ミク 
ロト ー ム 替 刃 , また は 破砕 ガラ ス 片 を 用 いた 。 試料 は 
0.1~ 0.2g の 切片 と し , ポリ ビニ =ー ル ・ フ ォ ル マー ル 
又は コロ ヂ デオ ン 等 の 支持 膜 の シー トメ ッシュ 上 に 採取 , 
乾燥 後 柳 酸 アミ ル 又 は 昇華 法 で 包 埋 剤 を 除去 , 鏡 検 し た 。 

観 

原型 (V. vt.) は フク シン 単 染色 で 遊離 前 毛 
が 4 条 で ある こと と が 明瞭 に み ら れ る 。 ほ ゞ 同 長 の 4 条 の 
前 寺 毛 は か な り 活 発 な 虫 体 運動 に 役立つ て いる と と が わ 
か る 。 

分 離 培養 し た . (V. vt.) は デン ハイ ン 氏 鉄 
へ マト キシ リン 染色 で は Wenrich の 附図 に み ら れ る よ ょ 
うに 多数 の クロ マチ ン 和 題 粒 と いわ れる 黒褐色 に 染まる も 
の が 細胞 質 肉 に あり , 4 条 の 前 縮 毛 と ブレ フ ア ロ プラ ス 
ト か ら 基 条 の 後 端 を 結ぶ 波動 膜 と で 推進 運動 を する と と 
が わか る 。 軸 索 突 起 は ふつ う 媒 常 型 や 分 列 時 期 以 外 で は 
み ら れ る が , 前 凌 毛 と 比較 する と か な り 外 的 刺 載 で 失わ 
れ や すい 。 と これ を 位相 差 顕 微 鏡 下 で 観察 する と , 運動 品 
ょ り 軸 索 の 太 さ が 膨 編 し , これ に ょ っ つて 突起 が 伸縮 する 
の が みみ られ る 。 

核 に つい て の 記載 は か な りあ る が , その 殆 ん ど が 径 長 
を 計測 し た も の に すぎ な い 。 メ チー ル グ リ ー ン ・ ピ ロニ = 
ン 二 重 染色 で は 全般 に 淡い 赤 桃 色 に 染まる 細胞 質 中 に 核 
を 包む 核 膜 が 強く 赤 桃 色 に 染まり , RNA の 存在 が 明か 
で あり , その 中 に 緑色 に 濃 染 する DNA に 富む 楼 が みみ ら 
れる 。 
著者 は さき に マウ ス の 腹腔 内 に V. vt. を 接種 し て み 
る と , 時 に 非常 に 増殖 し た 第 1 型 感染 型 原 虫 (V. vv.) 
が あぁ あら われ た と と を 報告 し た 。 そ し て V. vv. は 免疫 血 
清 反 応 で 原 株 の V. vt. と 性 質 が 異 つ て お ぉ り , むき しろ 
T. foetus と の 関連 性 で 興味 が ある と 考え た 。 と と こと ろ で 
V. vv. を 顕微鏡 下 に お く と 簡単 な 観察 で 既に 形態 的 に 
も 非常 な 変化 が ある こと が わか る 。 す な わ ち ハイ デン へ ハ 
イン 氏 鉄 ヘマ トキ シリ ン , 中 性 ギ ム ザ , 石炭 酸 フ クシ ン 
染色 で 遊離 前 鞭毛 が 8 条 と な り , 波動 膜 を 包む 後 凌 毛 は 
基 条 に 終る こと な く 更 に 延伸 し て その 後 縁 は 遊離 し レ て お 
り ,。 また 軸 索 突起 は 概ね 短 か く な つて いる 。 し か し 第 I 
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型 感染 で 初代 感染 の と き , 感染 死 前 に マウ ス の 腹腔 中 か 
ら 時 に 長い 軸 索 突起 を も つ 中 間 型 を みる とこ と が で きた が 
固定 性 は な い 。 長 い 波 動 膜 緩 糸 を も つと 共に 前 凌 毛 を 4 
条 も つた 型 も あら われ る こと と が ある 。 こ と これら の 発現 率 は 
塗 抹 標 本 で 算定 する と 約 2 % で ある が , と これら を 培地 に 
還元 する と 殆 ん ど み られ な く な る 。 核 た に つい て は カル ノ 
ア 固 定 後 の メ チー ル グ リ ー ン ・ ピ ロニ = ン 二 重 染色 で RN 
A を 示す 赤 桃 色 核 膜 部 が 淡 薄 に 染まる こと が わか る と 共 
に DNA 染 色 部 が 7.w. より も 濃 染 する 。 こ と これ ら の 中 で 
最も その 変化 が 著 明 で あぁ ある の は 前 凌 毛 の 8 条 化 で あつ て 
と れ は 位相 差 頭 徴 鏡 や 電子 微 鏡 で 更に 明確 に され た 。 
Wenrich は 軸 索 の 径 が V.vt. で は . foetus に 比 し 
て 繊細 で ある と こと と を 特徴 と し て いる が , 生鮮 標本 を 位相 
差 顕 微 鏡 で 観察 する と , 原虫 は 運動 に よ つ て その 太 さ を 
拡張 お よび 収縮 し て お り , また 死 減 固 定 原 虫 で も 特記 に 
価 い する 性 質 と は 云い 得 な い 。 し た が つて V. vv. と の 
差別 で も 軸 索 の 径 を と りあ ぁ あげる に は 有意 の 差 に 逐 し い 。 
し か し , と こう し た 内 部 構造 と は 別に 原虫 各個 体 の 計測 で 
か な り は つき り し た 変化 を うか ゞ うこ と こと が で きる 。 終 利 
横 径 等 の 第 1 表 か ら 第 4 表 まで の 計測 値 は 同 培 地 一 V- 
bouillon ( 放 1 ) 一 に 同時 培養 を 行 つ た と き の 比 較 で あ 
る が , 有意 差 が 認め られ よう 。 と こと これら の 表 か ら 了 . ヵ . の 
感染 型 (V. vv) は 原型 (V. vt.) と 鞭毛 数 , 縦 径 , 横 径 
鞭毛 よび 波動 膜 ( 後 毛 ) の 長き 共 に 変っ て いる 
と と が わか る 。 そ し て V. wv. は 対照 て . foetus (F.vt., 
F. vv.) と 極め て 近似 し て いる が , 横 径 で いく ぶん の 差 
が み ら れ る 。 

von Albrecht Kleinschmidt お よび Fritz Schleich 
(1951) は Tryhanosoma lewisi と brusei を 電子 
顕微 鏡 で 観察 し , オス ミウ ム 酸 固定 の 原虫 の 皮膜 が 繊 雑 
性 の 構造 で , その 役 細 な 細胞 は お そら く 6 角形 で あり , 
細胞 の 表面 は 中 性 若しくは アル カリ 性 液 中 で の み に 認 め 
られ , また の 毛 (波動 緑 ) は いく つか 
の 繊維 性 の 集合 で あつ て , 東 燥 に 耐え る こと を 観察 し 
た 。 細 胞体 を 包 繊 維 性 の 皮膜 に つい て は 我国 で も 朝倉 
(1954) が て .gambiense に つい て ほ く 同 様 の 所 見 を 得 
て いる 。 

それ に ょ る と 細胞 体 表面 に は 約 20mxz の 径 を 有 つ 60 一 
80 本 の 細 繊 維 が あり , 貝 体長 軸 に 併走 し , また 凌 毛 は 約 


( 1) ふっ ら .foetus の 培養 に は F-bouillon を 用 
い , また V. vv. も 才 酸 チ ス ティ ュ ン を 含ま な い 同 境地 に 
増殖 す る が , と で は 同一 条件 下 で の 比較 の た あめ 全 株 を 


V-bouillon に 継 代 し た と き の 計 測 値 を だ し た . 
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Table 1. F. vv. 
long length short length Number of length of length of 
anterior posterior 
of cell (mg) of cell free flagella flagella(mp) flagella (mge) 
1 15.6 3.6 § 24.0 27.6 
2 14:4 3.6 5 18.0 26.4 
3 14.4 4.8 3 15.6 26.4 
4 12.0 6.0 3 14.4 24.0 
5 15.6 6.0 3 14.4 26.4 
6 13:2 6,0 3 20.4 2 
7 8.4 3.6 $ 20.4 32.4 
8 15.6 3.6 3 18.0 33.6 
9 19.2 3.6 3 20.4 33.4 
10 14.4 3.6 3 14.4 28.8 
total 148.8 43,2 180.0 319.2 
ave. (14.88) (4.32) (18.0) (31.92) 
Table 2. V. vv. ' 
1 12.0 4.8 3 14.4 25.2 
2 14.4 4.8 $ 20.4 32.4. 
3 16.8 6.0 3 16.8 36.0 
4 16.8 6.0 § 19.2 32.4 
5 15.6 4.8 3 18.0 33.6 
6 7.4 3.9 3 18.0 33.6 
7 8.4 72 21.6 34.8 
8 12.0 6.0 $ 20.4 30.0 
9 16.8 4.8 3 20.4 31.2 
10 10.8 4.8 3 8.4 10.8 
total 148.8 52.8 177.6 300.0 
ave. (14.88) (5.28) (17.76) (30.00) 
Tuble 3. V. vt. 
1 8.4 13.2 4 12.0 6.0 
2 8.4 7.3 4 18.0 6.0 
3 9.6 8.4 4 24.0 6.0 
oo 9.6 8.4 4 15.6 3.6 
5 10.8 9.6 4 30.0 4.8 
6 9.6 8.4 4 12.0 4.8 
i 8.0 12.0 4 15.6 8.4 
8 12.0 9.6 4 18.0 10.8 
9 10.8 7.2 4 9.6 10.8 
9.6 4 6.0 9.6 
total 106.4 81.6 160.8 70.8 
ave. (10.64) (8.16) (16.08) (7.08) 
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Table 4. F .vt. 
long length short length Number of length of length of 
anterior posterior 
of cell (me) of cell (mga) free flagella flagella (mga) flagella (mgz) 
1 12.0 3.6 8 19.2 27.6 
2 8.4 6.0 3 18.0 15.6 
3 14.4 3.6 3 18.0 30.0 
4 14.4 4.8 3 15.6 32.4 
5 14.4 3.6 3 18.0 30.6 
6 14.4 3.6 3 26.4 28.8 
7 14.4 3.6 3 18.0 24.0 
8 14.4 6.0 3 20.4 34.8 
9 18.0 3.6 3 15.6 39.6 
10 15.6 4.8 3 19.2 26.4 
total 140.4 43.2 188.4 289.2 
ave. (14.04) (4.32) (18.84) (28.92) 


8 本 の 細 繊 維 か ら な つて いる な ど を 報告 し た 。 

86~48 時 間 培 養 の V.vt. は V.vv. や T. foetus と 
同様 に 10 xm 以上 の 径 を も つ 細 胞体 で ある た め 50KV の 
電子 線 を 通過 させ ず , 黒い 映像 し か 得 ら れ な い 。 も つと 
も 電子 線 通 過 性 は オス ミウ ム 酸 固定 後 1 % 過 酸化 水素 水 
の 処理 で いく ら か 増加 する が その 微細 構造 は 不明 で あ 
る 。 双 フォ ル マ リ ン 固 定 で は 固定 時 間 の 不足 と より し ば 
し ば 貝 体 の 崩壊 や 軸 索 突起 の 切 離 が られ る 。 し か し ど 
の 固定 で も 遊離 の 前 凌 毛 は 容易 に 観察 する こと が で き 
る 。V. vt. は 光学 顕微 錯 で ご み ら れ る の と 同様 に 4 条 の 前 
縮 毛 を も ち , 貝 体 の 同一 場所 (ブレ ファ ロロ プラスト) よ 
り 人 分岐 し て いる と と が 明 腔 で ある 。 前 凌 毛 の 構造 は 繊 雑 
性 で な く , むし ろ 無 構造 で ある る と こと が シヤ ドウ キヤ スト 
法 で 想像 され る 。 V.vt. と V.vv. の 凌 毛 は その 先端 で 
差異 が み ら れ , V.vt. は くびれ を も つ 乳 首 状 で ある の に 
対し て V.vv. は 球形 と な つて いる 。 し か し 共に 細菌 の 
縮 毛 と は 性 質 が か な り 変 っ て いる と こと が わか る 。 

また V.vt. と 生体 内 で み ら れ る 8 条 前 凌 毛 長 軸 索 型 
原虫 の 軸 索 突起 は 共に 特徴 を も つて お り , 円 く 隆 起 し た 
先端 は 凝 塊 反 応 の 共 こ の 部 で 互い に 接着 する 。 V. vv. 
の 軸 索 突起 は て . foetus と 全 ぐ 同様 で 細 短 な 隷 針 状 の 先 
端 を も つ 短 い 部 分 で ある 。 凝 塊 反 応 は ぉ しろ 膨 隆 し て 殆 
ん ど 球 数 を 示す 波動 膜 縁 糸 の 先端 で 互い に 接着 する 。 
V.vt. は V.vv. より も 細胞 質 皮 膜 が 柔軟 と 考え られ 
る 。V. vt. は 加速 電圧 50K V の 電子 線 で と も する と 形態 
が 崩れ る の に , 同様 の 条件 で V.vv. は か な り 電子 線 に 
叶え る 。 すべ て こと れ ら の 原虫 に は 固定 法 と 固定 時 間 が 電 


顕 映像 に 大 き な 影 響 を 与え る 。 そ の 中 2 % オ スミ ウム 酸 
食塩 水 ( 0.72, 丁 5.8), 10 分 間 固 定 で か な り 良 好 な 
結果 が 恒常 的 に 得 ら れ た 。 
近年 電子 線 が 不 透 過 な た め 試 料 を 超 薄 切片 と し て 電子 
顕微 鏡 で みる 試み が 行わ れ て きた 。 騙 国 で と の 種 の 研究 
中 , 原虫 に 応用 し た も の は 堀井 (1958) の Trypanoso- 
ma gambiense と 中 西 (1954) の Leishmania donovani 
の 観察 が あり , また 辻田 (1952) ら は Paramecium cau- 
datum の 観察 を し た 。 著者 の V.vt., V. wv. の 切片 で 
は 内 部 微細 構造 は まだ 不明 確 で ある が , 核 の 状態 は か な 
り 鮮明 で あり , クロ マチ ン と よ ば れる 電子 線 不 
部 が 細胞 質 内 に 多く み ら れ る 。 多 く の 観 察 で 培養 時 間 の 
長い 虫 体 を 材料 と し た と き に は 細胞 質 網 状 構造 中 空 胞 の 
数 及び その 大 さ が 増 し て 核 や 電子 線 不 過 が 
と な や すい 。 これ は お そら く 死 又は 退化 し た 原虫 
と 思わ れる 。 新 旧 原 虫 の 区 別 は レプ リカ 法 で は 明確 で な 
い が (生々 遂 過 性 あり う , 切片 を 作 つ て みる と 明らか に 
その 変化 を 観察 で きる 。 
著者 は 本 法 を 用 いて 更に 抗原 体 反 応 で の 貝 体 構 造 , 軸 
索 突 起 等 を あき ら か に し ょ うと し て いる が , これら に つ 
いて は 別に 詳細 に 報告 する こと ゝ したい 。 
考 

Tv. の 遊離 前 凌 毛 が 4 条 で ある と と は 既に 古く か らし 
られ て いた が Hees (1988) や 打越 (1986〉) に ょ っ つて 媒 
( 許 2) V.vv. を マウ ス に 継 代 し て いる と き , ある 種 


の 薬物 を V.vv. が 完全 治療 し な い 量 に 投与 する と , 
長い 軸 索 突起 を も ゃ も つ 型 が あら われ る と と が ある . 
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型 と み ら れ る 8 条 型 や 5 条 型 の ある こと が わか り , Sch- 
mid お よび Kamniker (1926) も 8 条 型 を 報 じ た 。 
Wenrich (1944) も 正常 型 は 4 条 で ある と と を 認め て い 
る が , 8 条 型 を 分 離し た と 彼 の 報告 で ふれ て いる し , ま 
た 彼 の 経験 か ら そ の 出現 率 は 1 ~ 8 に 達する と いつ て 
いる 。 と の よう に . と わ れ , 泌 液 より 分 離さ 
れ た も の > 中 で 4 条 の 他 に 8 条 型 が 時 に 自然 の 状態 で も 
交 っ つっ て いる と と は 考え 得 ら れる 。 も つと も 騰 よ り 分 離さ 
れ た トリ コモ ナス の すべ て が ZZ.?. か どう か と いう こと と 
を 決定 する の は か な り 困 難 で ご あつ て , 夫 れ に 関す る 同定 
基準 の 根拠 は 極め て 逐 し い 。 

一 方 本 原虫 の 病原 性 を 考え て みる と , 臨床 的 に は 白 帯 
下 症 , 若しくは 膝 炎 以外 に は 左 程 重視 され て いな いし , 
文 実験 動物 も 猿 CM. rhesus) 以外 に は 病原 性 (感染 
性 ) を も た な いと いう 理由 で 病理 学 の 方 面 か ら も 殆 ん ど 
探究 され て いな か つた 。 と こと ろ で Morgan (1942) の 分 
類 と に と ょ る 82 種 の トリ コモ ナス 中 , 膝 内 寄生 , 子宮 侵入 と 
いう 点 で .v. と . foetus は 大 き な 興味 を も た し め 
る 。 し か も こと の 二 者 に つい て は 流産 を 起す と か , 又 妊 媒 
を 遅らせ た りす る 症状 を 示す こと も あつ て 関連 性 を 疑わ 
れ , 季節 的 な 影響 や 流行 地 の 上 か ら る も 興味 ある 考察 を 加 
えた 人 が あつ た 。 (Hees, Hoare) 

さき に 4 条 型 培養 原 虫 よ り 単 個 培 養 し , これ を マウ ス 
に 注射 し て 病原 性 の 強い 変異 型 が で きる と と を 報告 し た 
が , と の 所 調 変 異型 7.w. CV. vv.) は 抗原 抗体 反応 で も 
原型 と は 著しく つ た 反応 を 示し きしろ TT. foetus と 
極め て 近似 し た 成績 を 示す こと が わか つた 。 と こと の よう な 
原虫 を 形態 的 に 確 め て みる と その 殆 ん ど が 38 条 型 と な り 
また 波動 膜 縁 糸 や 軸 索 突起 も 明か に て . foetus 型 を 示し 
て いる 。 

以上 の 事実 か ら 考 えら れる こと と は , マウ ス の 体内 で 増 
殖 し た 3 条 型 が Wenrich の いう よう に 人 の 膝 分 泌 液 内 
に も 認め られ る も の と 同じ 型 の 原虫 で ある と すれ ば , 3 
条 型 人 上勝 分 離 培養 原虫 で マウ ス 感染 実 験 を 行う こと で か 
な り 解 明 で きる 。 と すれ ば 4 条 .v. は 3 条 型 に 変り や 
すい も で あつ て マウ ス 体 内 通過 と 他 の 適当 な 条件 (前 処 
置 ) 等 に ょ よ つて 比較 的 容易 に その 殆 必 ん ど が 病原 性 の 8 条 
型 と な つた も の と 考え る とこ と が で きる 。 特 に 腹腔 内 で 4 
条 型 で 波動 膜 縁 糸 の 長い 原虫 や 8 条 長 軸 索 型 を 観察 し た 
と と は 本 原虫 が 列 変 異 し ゃ すい と と を 裏付け て いる 。 

超 薄 切片 で 内 部 構造 を 観察 する と 空 胞 に みち た 死 減 原 
虫 が 時 間 の 経過 に 伴 つ て 多く みみ られ る 。 と うし た 塔 地内 
で の 原虫 の 変性 を 放置 し て お ぉ お く と 遂に と は 自己 融解 に まで 
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すゝ むず 。 原 虫 が 液体 培地 の み に 良 好 な 発育 を する た め に 
視野 が よど れ や すい が , 自己 融解 , 細胞 変性 等 の 本 原虫 
の 特徴 は 更に 写真 像 に 障 如 を 与え や すい 。 超 薄 切 片 は 培 
養 基 , 培養 時 間 , 集 虫 法 , 固定 , 包 埋 剤 及び その 硬度 や 
刀 の 諸 条 件 が 最良 の 状態 を 必要 と する 上 試料 と よ つ て 必 
ず し も 規定 され た 方 法 で 処理 ご き な い こと と で 技術 的 な 困 
難 さ を 伴う 。 し た が つて 増殖 対 迷 期 を 延長 せしめ る 培地 
や 所 主 syncronized culture と か の 条件 に つい て も 検 
討 す る 必要 が あろ うし , また 固定 液 や 中 に つい て も 更に 
考 究 を 必要 と し ょ う 。 

本 報告 で は V.vv. が V. vt. と 形態 的 に 特に 大 き な 
差 を も つて いる と と に 代目 的 を お い を 。 し た が つて 貝 体 
内 精査 に つい て は 更に 多く の 試料 を 得 た 上 で 行う こと 
し , 次 の 機会 に 譲る こと ゝ し た 。 以 上 観察 し た 特徴 ある 
種々 の 事実 を 以 て し て も .v. マウ ス 通 過 型 と T. foetus 
は 一 元 的 で ある と は 未だ 云い 得 な い が , 二 種 の 原虫 は 形 
態 的 に も 極め て 近似 性 に 富ん だ も の で ある と と は 疑い 得 
な い 事 実 で ある 。 

結 論 

顕微 鏡 , 特に 電子 願 徴 鏡 及 び 位 相差 顕微鏡 を 使 つ て 7. 
り . の マウ ス 通 過 型 と 原型 と を 比較 し , 遊離 前 凌 毛 は 4 条 
っ 3 条 , 軸 索 突起 は 長 っ > 短 と な り , 且つ 軸 索 突起 部 は 先 
端 膨 隆 部 が 消失 し , 反 つ て 波動 膜 を 包む 後 縮 毛 が 短 一 長 
く な り , 北 塊 反応 に 役立つ 膨 隆 部 が で き て いる と と が 認 
め ら れ た 。 

稿 を 終る た にあたり, 御 指導 , 枚 関 を 賜っ つた を 森下 教授 , 
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Summary 


A number of carefully conducted studies of the 
morphology of T. vaginalis are available. It is 
not practical to give full recognition to all but it 
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is observed that an effort was made to cover the 
subject fairly well. The reports of Lynch, Reul- 
ing, Hegner, Westphal, Powell, Wenrich, and 
Kupferberg were particularly complete. 

Uchikoshi (1936) noted four anterior flagella 
are as the usual number but claimed that five 
can occur. Wenrich reported that most modern 
authors agree that four is the characteristic 
number of anterior free flagella for T. vaginalis. 
These flagella may be equal or unequal in length 
and approximately as long as the body in medium 
sized specimens. But recently isolated individuals 
may show only three flagella, and greater varia- 
tion in length. 

The author reported attempts to infect experi- 
mental animals. Especially it was successful 
with mice. In the experiments, mice were con- 
sistently inoculated with pure culture of T. vagi- 
nalis (four flagella have been) by the intraabdo- 
minal route. Some of them showed severe 
infections with swelling of abdomen and reach 
death in 4 to 40 day (Type I). And these Type 
I protozoa may show variation to immunological 
reactions, as previously reported. 

Moreover, it is to be noted that the morphology 
of the pased parasites had assumed that of T. 
foetus growing in the medium, namely, the passed 
T. vaginaiis had changed to show three anterior 
flagella instead of four, elongated undulating 
membrane, and a free posterior flagellum, which 
had never been observed in the original T. vagi- 
nalis. Csmparative observations have been made 
on other organelles of these trichomonads accord- 
ing to Wenrich’s report. These findings were 
also ascertained by phase contrast microscope 
and electron microscope. 


図 褒 明 


1. 4 条 型 (前 ) お マウ ス 通 過 に にょ つて 5 条 型 
な つた (マウ スネ 体内 で は 4 条 前 入 毛 短 軸 索 突 起 型 , 3 条 
前 鞭毛 長 軸 索 突起 型 等 の 中 間 型 も ふみ られ る ) 

2. T.v. 原 型 (電子 顕 徴 鏡 ) x5,000 大 久保 株 。 

3. TT.v. 原 型 ( 超 薄 切片 電子 ) X10,000 大 
久保 株 。 

4. マウ スネ 体内 た に た # ける マウ スネ 通過 型 の 中 間 型 。 上 部 
の 2 原虫 は 前 鞭毛 4 本 で ある 。( 位 相差 頭 微 鏡 ) x1,200 
T.v.yar. 1099 株 

5. 6. TT.v.var. 1099 株 (電子 顕微 鏡 ) x3,000 
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昭和 31 年 9 月 (1956 365 

Trichomonas vaginalis の 生物 学 的 試験 | 

第 8 報 実験 動物 接種 試験 (2 J 

病理 組 学 的 考 

= =¢ 

大 阪 大 学 微生物 病 研 所 原虫 学部 (部 長 森下 教授 指導 

(昭和 31 年 1 月 30 日 受領 ) 


. vaginalis の 化学 療法 で 常に 問題 と な る の は 再発 或 
い は 再 感 染 の 生 因 で ある 。 完全 に 再 感 染 の 機会 が 除 か れ 
た 場合 で も 治療 後 か な り の 比率 に 原虫 が 再発 見 され る と 
と ろか ら , その 多く は 矢 張 り 再 発 と みる べき で は な い だ 
ろう か 。 現 在 の と と ころ アア . vaginalis の 電子 型 は 一 般 に 
認め られ て いな い の で , 再発 と 感染 径 攻 の 探究 は 共に 化 
学 療法 上 の 重要 な 基礎 問題 と し て 課題 され て いる 。 そ し 
て その 解決 の 緒 の 一 つと し て 病理 組織 検索 が ある と と を 
忘れ る こと は で き な い 。 

vaginalis (以下 . .) 性 炎 患者 の 組織 学 的 検 
索 に つい て は 1955 年 及び 1940 年 に Kessel 及び Gafford 
に ょ つて か な り 精 査 さ れ て いる 。 彼 ら に ょ る と 膝 粘 膜 中 
間 上 皮 層 の 潰瘍 に は 時 に て て.v. を 認め る と こと が で き , ま 
た その た め に 漬 瘍 が 著 明 に 発達 する こと が み ら れ る と 指 
摘 し て いる が , その 組織 的 変化 は 単に 了 . vw. の みな ら ず 
歌 素 ま た は 細菌 の 影響 が ある と 考え て お つて , ..?. そ 
の も の ゝ ^ 病原 性 に は 尚 疑 問 を も つて お つた 。 

近年 Schnitzer (1950) ら に よ ょ つて 肝 瘍 を 伴う 感染 マ 
ウス の 発現 に つい て 興味 ある 報告 が 行わ れ た が , 組織 学 
的 観察 は 行わ も て お ら ず , これ ら の 文献 より みて も TT. ゃ 
障 炎 の 組織 内 機 作 の 考察 は 全く 記載 に 逐 し い 。 最近 猪木 
浜田 (1952, 1954) は 純 培養 の て .foetus を マウ ス の 腹 
腔 内 に 接種 感染 させ , 多 洞 中 馬 , 岡村 , 藤原 の 協力 を 
得 て そ の 病理 組織 学 的 考察 が 行わ れ , 落花 生 油 前 処置 で 
体内 の 網 内 系 細胞 が 封 装 され て 大 喰 細胞 の 原虫 喰 作用 が 
陽 止 され , ひい て は 抗体 形成 が 不能 に な つて 高い 致死 感 
染 率 を 示し , 叉 nitrogen mustard で は 大 喰 細胞 の 不 出 
Yoshio Hamada: Biological studies of Tricho- 
monas vaginalis. 8. Animal transmissions with 
pure culture of T. vaginalis. (2) Microscopic 
observation of histo-pathology. (Department of 


Parasitology, Research Institute for Microbial 
Diseases, Osaka University) 
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現 よ り 喰 細胞 の 生成 過程 が 障 融 を うけ , foetusC 以 下 
略号 . ナ .) の 容易 な 感染 が み ら れ た と 考え た が 。 A 感染 
生 因 を 組織 学 的 と 考察 し た も の と し て 新しい も の で あつ 
た 。 さ き に 著者 は 了 .v. を マウス の 腹腔 に 接種 し て 2 型 
の 感染 型 の ある と と を 認め , と これ を 実験 動物 と し て 抗 ト 
リコ モナ ス 剤 の in vivo 試験 に 応用 する 試み も な され 
て いる が , 無菌 培養 原 虫 と に よる 感染 実験 は 組織 学 的 検索 
に ょ つて 再発 また は 再 感 染 に 関す る 機 作 の 解決 と 共に 化 
学 療法 に お ける 薬物 投与 の 応用 方 式 に ある 指針 を 与え る 
も の と 考え る 。・ 
実験 材料 及び 方 法 

実験 に た 供し た マウ ス は 若 家 きま た は 他 の 方 
法 で 前 処置 し た マウ ス か , 無 処置 ve マウス に .v.* を 接 
種 し て 感染 し た も の (第 1 型 第 型 ) で 特に 性 
別に 考慮 され て いな い が 18~15 g の も の を 最も 多く 用 い 
た 。 実験 マウ ス 160 走 中 無 処置 接種 で は 6 例 が 型 感染 
に より 和敬 死 し た 。 と これら の 原虫 は 先 に 報告 し た ょ うに 抗 
原 抗 体 反 応 で も , 形態 的 に とも 原型 と 異 つ た も の で ある と こと 
と が 証明 され た 。 ま た で 例 は 肝 主 と し , その 他 腸 
間 膜 等 に 小 臓 瘍 が 認め られ , 且つ 腹壁 の 著 明 な 肥厚 が 
られ た 。 を し て こと れ ら は 第 I 型 感染 と 名 付け られ た 。 第 
I 型 感染 マウ ス か ら 腹 腔 液 を 採取 し て 他 の 健康 マウ ス に 
接種 する と 原虫 迷 に 比例 し た 経過 で 致死 感染 する こと が 
認め られ た 。 

本 実験 に と 用 いた 動物 は 以上 の 初代 第 1 型 感染 マウ ス えと 
その 継 代 マ ウス , 及び 第 感染 マウ ス で 直後 は 
直前 に 誠 検 の 上 固定 , 了 LE 染 色 を 主として 切片 を 作製 , 
鏡 検 た と 供 さ れ た 。 


* 西山 , 泉田 , 大 久保 (北野 病院 ) 田 中, 松本 (大 阪 
大 学 附 属 病院 江口 , 橋本 , 厳 (国立 京都 病院 
を 用 いた 。 | 

** dd 系 マウ ゥ ウス え は 感染 率 が わる い 。 


| 
: 
| 
| 


病理 組織 学 的 所 見 

1. 第 工 型 感染 マウ ス 

実験 に 用 いた も の は 12 下 で あつ て , その 内 6 走 が 無 処 
置 若 し く は 幼 若 家 鶏 洗 浴 血 球 そ の 他 で 前 処置 し て 初代 に 
感染 し た 群 で , 他 の 6 下 は これ ら の 初代 感染 マウ ス ょ り 
健康 マウ ス に 継 代 し た 群 で ある 。 こ と ゝ > で は 前 者 を A 群 , 
後者 を B 群 と し て 類別 する こと ゝ し た 。A 和 群 で は 負 死 に 
至る 日 数 が 長く , まれ に 4 日 目 に 感染 死 し た 例 が ある が 
他 は こと ご ど と く 人 原虫 接種 後 4 乃至 5 週間 を 要 し た 。 息 死 
直後 又は 直前 に 処分 し た マウ ス の 誠 検 所 見 は 肺 に 充血 が 
一 様 に み ら れ , また 大 量 の 灰白色 に 濁 つ た 腹水 が られ 
る と と で , 開腹 と 共に それ が 溢 出 する 。 肝 及び 他 の 臓器 
に は 特に 変化 を みな い が , 腹壁 の 肥厚 を 認め る と こと が 
多い 。 

腹壁 : 皮膚 と 節 肉 層 の 間 質 に は 肝 汁 まで に は 発達 し て 
いな い が 腰 瘍 が いた る と ころ に み ら れ る 。 と これ は 多数 の 
原虫 の 侵入 と , それ と 混同 し や ゃ すい 単 核 球 に よる も の と 
思わ れる 。 ア メー バ 寄 生 に よる 障 万 も る も そう で ある が 細胞 
当 潤 像 は 強く , 筋肉 の ひど く 侵 され て いる と こと ころ で は そ 
の た め に 横 班 が 消失 し て いる と と さえ み ら れ る 。 多 の 
単 核 球 と 泊 巴 球 が 原虫 の 侵入 と 共に み ら れ , 好 中 球 の 少 
いこ と と が 特異 的 で ある (No. 886 う 。 こ の ょ うに 筋肉 間 
質 に を 作り , これ が 原虫 と 単 を 主として 形 
成 され て いる と と は 殆 ん ど 全 例 に み ら れ (No. 84, ? 
06, "76 等 )) その 程度 は 症状 に よ ょ つて 軽重 が ある が , 
慢性 の 経過 を と る も の (A 和 群 ) ほど 腹壁 内 面 に 形質 細胞 
の 出現 が 多く , 且つ 鮭 明 で ある 。 急 性 経過 を と つた も の 
(B 群 ) は 大 喰 細胞 と 思わ れる も の が 多く み ら れ た 。 と こと 
の 群 で は 形質 細胞 が み ら れ な い 。 

肺 : 軽度 の 充血 と 肺 胞 隔 炎 が み ら れ る が , 重 息 症 候 を 
示し た 例 で は 一 種 の 肺炎 に まで 発達 し , 気管 及び 気管 枝 
の 浸潤 が お こつ て いる 。 と こと これら の 間 質 性 肺炎 を 旦 し て い 
な いも の で も 充血 は 例外 な くみ られ る 。 

肝 : 各所 に 血管 の 充血 と 実質 の 変性 壊 元 が み ら れ , 細 
胞 の 核 が 強い 感 作 の た め に 死 汰 し て いる が こと れ は 外面 に 
お いて し い 。 に よる 感 作 像 と 同様 の 変化 が 
られ , と これ は BB 群 に 強く あら われ て いる 。 し か し 肝 に は 
著 明 な 変化 は み ら れ な い 。 

肝 : A 群 で は 筆 血 の 像 と し て あり , 形質 細胞 が 非常 に 
多く 抗体 形 法 の 像 が 非常 に 鮮明 で ある が , BB 群 で は 反対 
に 充血 有 つて, 巨大 細胞 が 大 いよ うに みえ る 。 
濾胞 で は 核 の 崩壊 が み ら れ , これ も 抗体 形成 像 の 特異 的 
な 相 を 示し て いる 。 
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: に 充血 が られ , 円 形 細胞 浸潤 が 軽度 に み 
られ る が 他 に は 著 変 が な い 。 

腸 及 び 腸 間 膜 : 粘膜 の 中 間 ま で 原虫 の 侵入 は な い が , 
笛 膜 に 著 明 な 炎症 が ある 時 は そこ と に 原虫 が 認め られ る 。 
そし て か ら 筋 肉 層 の に 沿 つ た 中 症 が 及 ん で 
いる と と が ある 。 外 部 脂肪 組織 に 沿 つ た 炎症 で は 外部 筋 
層 と 間 に 細胞 あり , それ ら を 形成 する 単 球 
と 共に 大 き な 特 徴 あ る 細胞 が み ら れ る 。 こ と これ は 原虫 で あ 
る が 筋肉 間 質 に は 原虫 の 侵入 は 左 程 多 く な い 。 と こと これら の 
変化 は A 群 で は 著 明 に み ら れ る が , B 群 で は 不明 瞭 な とこ 
と が あつ て 原虫 の み ら れ な いこ と と も ある が , 多核 細胞 , 
好 中 球 は 多く み ら れ る 。 

I. 第 型 感染 マウ ス 

前 述 し た ょ うに? 例 の 誠 で は 主として 肝 に 形成 
が られ る 。 重 症例 の 肝 瘍 は 肝 実 質 に 広く わた り , その 
一 部 は 崩壊 し て も ろく , 肝 周 囲 の 骨 , 横隔膜 , 騰 に 遊離 
膜 瘍 が み ら れ る 。 こ と の た め 有 臓器 は 互い に 癒着 し , 腹膜 の 
肥厚 もみ ら れる 。 腫 大 し , は こ > ま で 及ぶ こと と 
が ある 。 と こと の よう な 例 で は その 一 部 が 崩壊 し 白色 を 帯び 
て いる 。 (No. 1219) 

肝 : 了 L 互 染色 で その 病理 組織 を みる と 強い 変化 を 現 わ 
し て いる の は 肝 で , 症状 の 軽度 の も の は 腹腔 内 に 一 次 的 
に 形成 し た 臓 導 が 更に 肝 表 面 に 波及 し て いる に すぎ な い 
が , 重症 な る も の で は 肝 の 方 は すべ て し て 静脈 
拡 く な つて いる 。 実質 の 肝 瘍 部 と 健康 組織 の 境界 は 不明 
腔 な こと も ある が , エ オ ジン で 従 ま つた 肝 瘍 部 と 毅 疎 結 
締 織 の 間 に は 破壊 され た 細胞 と 多く の 単 核 球 が み ら れ 
る 。 単 核 球 と 共に 夫 よ り 生 々 大 きく エ ェ オ ジン に 従 る 細胞 
質 と ヘマ トキ シリ ン に 濃 従 する 小 核 を も つ 原 虫 と 思わ れ 
る 細胞 が 多い 。 切片 を 鉄 ヘ マト キシ リン で 従 色 す る と 遊 
離 原 虫 と 同様 に 核 は 黒 礼 色 に 強 染 する が , 縮 毛 , 軸 索 突 
起 等 は 把握 し に く ゝ 不鮮明 な こと が 多い 。 重 症例 で は 臓 
瘍 の 広範 性 と 変性 壊死 が 著 明 で あぁ る 。 そ し て 肝 瘍 に 囲ま 
れ た 肝 細 胞 は 壮 縮 し て 粗雑 な 配列 と な り 腺 房 が 撤 大 し て 
いる 。 時 に は 表面 より 膝 瘍 が 脱落 し て お つて 一 これ は 肝 
より で きた も の と は 思わ れ な い ー む きしろ 腹腔 内 の 膜 間 が 
肝 表 面 に 波及 し た と 考え られ る 像 を 示し て いる も の が あ 
る 。 (No. 184)。 ま た 肝 と 隣接 する 騰 に まで 化 臓 性 炎症 
が 発展 し て 騰 の 外層 が 膜 韻 化 する 感 作 像 も みる こと こと が で 
きる が (No. 1219), この ょ うな 像 は 少く 膝 に 影響 を 与 
える こと と は 稀 で ある 。 (No. 1986, 184, 251)。 膜 瘍 
部 を 生理 的 食塩 水 で よく 洗 浴 し た 果 , 10* 濃度 の マー ゾ 
= ン 液 中 に 約 3 ~ 5 分 間 浸 積 し て 更に 食塩 水 で 洗 浴 , 肝 
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表面 より 8 ~ 5 m 内 層 部 を と り 鏡 検 す る と 運動 性 の 強い 
原虫 が か な りみ られ , 又 こ の 一 片 を 培地 に 投入 し て 原虫 
の 増殖 する の を し り 得 た 。 

: 横隔膜 下 の 時 に は の 周辺 は 囲ま れ , 
と の 症状 が 進む と 中 心 ま で 炎症 が 及 ん で 更に 腺 房 が 犯さ 
れ て いる こと と が られ る 。 

: 胞 が 縮 し , その 境界 が 不明 で ある が 充 
血 は 左 程 著 明 で な い 。 巨大 細胞 が み ら れ , 細胞 の 核分裂 
が あつ て 臓器 機能 が 高 ま つ て いる 像 と 思わ れる 。 

腹壁 : 皮下 か ら 筋 層 に か け て 肝 瘍 が 多く , とこ ゝ で も 単 
核 細胞 と それ と 混在 する 原虫 が み ら れ る 。 内 面 の 形質 細 
胞 出 現 は 著 明 で ある 。 

腸管 の 変化 は 第 工 型 A 群 と 同様 化 臓 性 炎症 が 強い 。 心 
肺 , 堅 , 脳 に は 特記 に 価 い する 変化 は えら れ な い 。 

総括 考 接 

.v. の マウ ス 接 種 と よ つ て お きた 本 型 及び 1 型 感 従 弄 
の 病理 組織 切片 を 作製 し て みる と , と の 両者 の 差異 の 大 
きい と こと ろ は 肝 肛 瘍 形 法 で て ある こと が わか る 。 す な ね わ ち 
[ 型 肝 で は 殆 ん ど 無 産 で あつ て 変化 が あら われ な い の に 
I 型 で は 一 部 の 例外 を 除い て 強い 肝 の 肝 瘍 形 法 像 が み ら 
れる 。 こ と この 騰 瘍 は 肝 実 質 よ り そ の 周辺 ( 騰 の 腺 房 に まで 
及ぶ こと が あつ た ) に まで 影響 を 及ぼ すこ と が ある 。 そ 
し て こと の 騰 瘍 形成 は 1 型 で は 全く み ら れ な い 。 し か し 1 
型 A 群 で は 腸管 壁 , 腹膜 壁 に 多数 の 小 肝 瘍 形 法 が ある こと 
と , 械 型 A 群 ごみ られ る 腹壁 の 単 核 球 と 原虫 に よる 腰 瘍 
形成 が 型 で 同様 に み ら れ , 形質 細胞 の 出現 も 同 
様 に み ら れ る こと と >, 肝 の 所 見 で 1 型 B 群 と I 型 群 が 巨 
大 細胞 の 出現 , 臓器 機能 の 誠 進 性 で 近似 し た 感 作 像 を 示 
し て いる こと と が 特徴 づけ られ た 。 

I 型 A 群 で 大 喰 細胞 の 存在 し な いと と や ゃ 形質 細胞 の 出 
現 が 腹壁 や 有 で み ら れ る と と , また 肝 で 実質 の 細胞 変性 
像 が み ら れ る こと と な ど は 功 若 家 凌 血球 等 の 前 処置 に よ つ 
て 大 喰 細胞 の 生 法 過程 が 封 曽 され た と と を 意味 する と 思 
われ た 。 

緒言 で も 触れ た よう に . 了 ナ . の マウ ス 感 染 で は 前 処置 
成 に ょ り 感 従 機 作 が 異 り 夫々 病理 組織 像 に 影響 を 与え 
た 。 .?. の 初代 感染 で 1 型 A 群 の 且 に 大 喰 細胞 が 出現 
し て いな いこ と と は . 了 . の 初代 感染 に nitrogen mus- 
tard で 前 処置 し た 像 と 共通 し た も の と いえ よう 。 原虫 
接種 果 感 染 , 腹腔 内 増殖 まで に 長期 日 を 要 し た こと は 肝 
腹壁 内 面 等 の 形質 細胞 の 増加 と な つて あら われ , 又 同 時 
に 抗体 形成 像 を 示し て いる と こと は . 了 . と 異 つ て 本 原 
虫 に よる 感染 が 甚だ 困難 で ある こと と を 示し て いる 。 
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I 型 . ヵ . 初 代 感 染 例 や 第 I 型 感 染 群 の 腹壁 像 で 筋肉 
中 間 層 まで 原虫 が 侵入 し て いる と と を し つた が , 婦人 科 
に お ける 本 原虫 の 感染 も ある 程度 の 粘膜 炎症 を 伴う と い 
う 点 か ら 究 えば 原虫 の 棲息 部 位 も 可 成 り 明 白 と な る し , 
また と いう 特異 な 状態 中 で 侵 た 本 虫 が 10* 濃 
度 の マー ゾ = ン 液 の 侵 積 より 保護 され た こと と は , 化学 療 
法 に お ける 乃至 応用 方 式 に 再考 の 余地 を 
える も の と し て 興味 ある と ころ で ある 。 

結 論 

症状 か ら 2 型 に 分 けら れる .v. の マウ ス 感 染 は 病理 
組織 的 に 1 型 A 群 , 1 型 B 群 及び 』 型 に 区 別して 夫々 考 
察し た 。 即ち 

1) I 型 の 初代 感染 マウ ス は A 和 群 と し , 肝 の 形質 細胞 
増加 , 大 喰 細胞 の 不 出現 , 血 像 : 肝 の 変性 壊死 : の 
充血 : 腸 間 膜 の 細胞 , 炎症 を 特徴 と し た 。 

2) 継 代 マウ ス は B 群 と し た が , 巨 細胞 
胞 の 核 充血 像 : の 変性 壊死 : の 細胞 浸潤 : 
間 膜 の 細胞 浸潤 が み ら れ た 。 

38) 型 で は 肝 の 著 明 で 単 球 と 原虫 の 混在 が 
巡ら れる と 共に 肝 細 胞 の 壮 縮 や 腺 房 の 拡大 が み ら れ た 。 
巨 細 胞 と の 体 み ら れ た 。 

4 ) 病害 性 に 富み , 継 代 し 得 ら れる 型 (I 型 ) に 初代 
感染 し た マウ ス は 大 喰 細胞 が 存在 せ ず , 形質 細胞 の 出現 
の 多い と こと ころ から, 大 喰 細胞 の 生成 過程 が 封 雷 され た た 
め に 感染 し た も の と 思わ れ た 。 

5) 筋肉 中 間 層 ま で 原虫 が 侵入 し て いる と と が 認め ら 
れ た 。 と これ は 人 に お ける 再発 の 原因 を な す も の か も し れ 
な い 。 


稿 を 終る に 臨み , 本 研究 に 終始 御 指導 御 鞭 探 を 賜 つ た 
森下 , 猪木 教授 並 に 病理 組織 所 見 に 御 意見 , 御 校閲 を 賜 
つた と を 感染 病理 学部 釜 洞 教 授 に 深謝 し ます 。 また 本 研究 の 
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Summary 


Several papers have been reported describing 
microscopic findings of human vaginitis caused by 
Trichomonas vaginalis. For example, Kessel and 
Gafford described in 1935, and 1940 as follows : 

Biopsy specimens from the women with Tri- 
chomonas vaginitis reveal 人 fat the surface of the 
vaginal mucosa is covered in areas with coagula- 
ted material, in which trichomonads, leukocytes, 
and erythrocytes are commonly found. The 
surface edithelium is usually intact, but certain 
areas show erosion with the flagellates migrating 
between the surface cells. Kessel and Gafford 
believe that the histopathology of this type of 
vaginitis is not caused solely by invasion of the 
flageliates from the lumen of the vagina, but 
there is .some additional -mechanism, either toxic 
or bacterial in nature, which is responsible for 
the primary tissue changes, or that the flagellate 
is conveyed by the blood stream in some unre- 


cognizable stage to the areas of infiltration and 


ultimate necrosis. 

Previously, the author reported an experi- 
mental infection of T. vaginalis (pure culture) 
into mice by the intraabdominal route. Some 
animals show severe abdominal lesion, the fla- 
gellates multiplying in their intraperitoneal cavi- 
ties, and died within 4 to 40 days (Type I). In 
another cases, liver abscesses were found, usually 
accompany with small abscesses in adherent or- 
gans (Type II). During the serial passages of 
ihe flagellates through mice, the toxicity of the 
trichomonas was increased apparently, because 
animals survived more than one month at the 
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early stage of transfer, but they died within a2 
week after second transfer. 

The present report describes microscopic his- 
tological observations on the mice to analyse the 
implication of the increased pathogenicity of the 
flagellates. The histological changes by type I 
were classified into groups; A and B. 

Type I-A.; Which is characterised by the im- 
migration of plasma cells in spleen as well as 
peritoneal wall, and — 

Type I-B.; In which few plasma cell infiltrates, 
but remarkable macrophage invades into spleen 
and abdominal wall. 

These histological differences among the two 
groups correspond with those of survival days, 
and could be discussed from the point of view of 
antibody formation in connection with plasma 
cells. It is noteworthy that the pre-treatment 
of mice with chick-erythrocytes or nitrogen- 
mustard and others could favour the susceptibility 
of the animals to the trichomonas infection. 

It is interesting that the flagellates were found 
not only among the cellular infiltrates in the 
peritoneal serous membrane, it also in the inter- 
stition of muscular tissue ; they sometimes con- 
form to small abscesses, and muscle striatiation 
around the adscesses usually disappeared. The 
later finding may suggest the mechanism of re- 
lapse in human trichomoniasis. 


図版 説明 


1. 矢印 は 原虫 , I-A 群 の 腹壁 , 細胞 浸潤 が ひど い . 
(No. 84) 

2. 矢印 は 原虫 , I-B 群 の 腹壁 , に 原虫 が られ 
る 。 (No. 886- 大 ) 

3. 矢印 は 互 細 胞 , I-A 群 の 腸 間 膜 臓 瘍 と 互 細胞 。(No. 
84- 拡大 ) 

4. I-A 群 の 腸 , ょ り 筋 (左下 ) に 至る 炎症 
が 著 明 で ある 。 て (No. 84- 弱 拡大 ) 

5. II 型 の , は 広範 で 肝 細 胞 は し て 
いる 。(No. 1935- 拡大 ) 

6. 1I 型 の 肝 , 5 の 大 

(へ マト キシ リン ・ そ テオ ジン 染色 ) 
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論 

肺 吸虫 症 は 本 邦 に 広く 分 布 し , な か で も 岡山 , 山口 , 
四国 , 九州 , 岐阜 , 静岡 , 新潟 な ど は 以前 か ら 濃 厚 浸 淫 
地 と し て 知ら れ て いた 。 そ の 他国 内 殆 ん ど 到 る 処 に 本 症 
患者 が 分 布 し て いる と いわ れる 。 新潟 県 と に お いて は , 古 
く は 既に 信濃 川上 流 で 中 蒲原 郡 七 谷村 (相馬 , 二階 堂 , 
1892), 大 蒲原 村 (沢田, 1911), 中 魚沼 郡 千 手 町 C 川 
崎 。1917) 上 野村 , 橋村 , 古志 郡山 箇 村 お ょ び 姫 川下 流 
の 西 郡 今井 村 (川村 , 1918) の 山間 仙 に お いて 渓 
流 に 生 棲 する サワ ガニ = Potamon dehaani に よる 本 症 流 
行 の 報告 が ある 。 

直江 津 地 方 に お いて は 脳 星 場 の 疑 で 死亡 し た 一 児童 の 
脳 内 より 本 貝 卵 を : 証 明 し た こと と が 森 , 花沢 (1950) に よ 
り 報 告 さ れ て いる の みみ で , 殆 ん ど そ の 流行 は 知ら れ て い 
な か つた 。 著 者 あら は 1953 年 頃 よ り 当 地方 に 本 症 の 流行 が 
ある と と を 知り , 各種 の 疫学 的 調査 を 行 つ た と こと ろ , 意 
外 に も 広く 墓 延 し て いる と こと を 知り 得 た 。 ま た その 第 二 
中 間 宿 主 は 従来 本 県 の 報告 に よれ ば , すべ て サワ ガニ = の 
生食 また は 半 焦 り が 主因 と し て 挙げ られ て いる が , 本 流 
行 は それ と 異 り 当地 方 で 広く 好 ん で 食用 に 供 さ れ て いる 
モク ズ ガ ニ Eriocheir japonicus て ある こと を 明らか に 

> に その 流行 の 概況 を 報告 し , 諸 穴 の 参考 に 供し た 


調査 方 法 な ら び に 成績 

1. 患者 の 分 布 

検査 方 法 集団 検査 の 方 法 と し て は , 公衆 衛生 院 寄生 
虫 研究 室 作製 の 肺 吸虫 体 抽出 抗原 を 用 いて 肺 吸虫 症 皮 内 
反応 を 実施 し , 同 研究 室 の 判定 規準 に 従 つ て 陽性 者 を 選 
別 し た 。 陽 性 者 に 対し て は , 路 療 , 便 の 検査 , 胸部 文 

線 検 査 な ど を 実施 し て 確実 た 患者 の 把握 に 努め た 。 貝 卵 
Akiko Nakagawa, Tamon Hirano: An Epidemio- 
logic survey of paragonimiasis in Naoetsu City 
and its vicinity, Niigata Prefecture. (Department 


of Parasitology, School of Medicine, Niigata 
University.) 


新潟 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 (主任 
(昭和 31 年 1 月 13 日 受領 ) 
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新潟 県 直江 津 地 方 に お けり る 2 肺 吸 虫 症 の 流行 基 況 


野 多 
大 稚 教 授 ) 新潟 県 直江 津 保健 所 


検出 方 法 と し て は , 早朝 起床 時 また は 運動 後 の 叶 療 を シ 
ヤー レ に と ら せ ,。 その ま > 僅 検 陰性 の 場合 は 更に 8 

NaOH で 溶解 集 し て 検査 し た 。 は AMS お 
び MGL 法 に ょ り 数 回 の 運 続 検便 を 実施 し た . 調査 対象 
は , 第 一 段階 と し て 小 , 中 学生 を 当て , 調査 地域 は モク 
ズ ガ = の 食用 の さか ん な 荒川 お よび その 支流 の 保 倉 川 流 
域 , 荒川 河口 を 中 心 と し て 約 32 km に わた る 海岸 地帯 , 
すなわち 直江 津 市 , 高田 市 春日 地区 ., 潟 町 村 , 大 漢 村 , 美 
守 村 , 旭 村 , 柿崎 町 な どの 諸 地 域 で ある (第 1 図 参 照 )。 


第 1 図 患者 分 布 の 概況 


検査 成績 な ら び に 患者 の 分 布 央 況 患者 分 布 の 概況 は 
第 1 表 , 第 1 図 の 通り で ある 。 被 検 者 総数 14,645 名 中 肺 
吸虫 症 皮 内 反応 陽性 者 2384 名 て 1.6) 疑 陽性 者 71 名 で 
あつ た 。 し か し それ ら の 中 で 直江 津 市 谷 浜 諏訪, 保 倉 
地区 明治 村 お よび 村 , 柿崎 町 な ど の 生徒 か ら は 内 
反応 陽性 率 0.5% を 得 た が 貝 卵 は 検出 され な か つた 。 こ 
れ に 対し て 荒川 下流 沿岸 お よび 保 倉 川 の 支流 々 域 に 位置 
する 直江 津 市 内 の 小 , 中 学校 生徒 , 大 確 , 潟 町 , 美 守 村 
な どの 生徒 10,784 名 の 検査 で は , 皮 内 反応 陽性 者 218 
名 ( 2.022) 疑 陽性 者 58 名 , 疑 陽性 も 含め る と 2.5% の 
A つた 。 こ の 比較 的 陽性 率 の 高 か つ た 地域 を 更 

bh 区 別に みる と , 小町 川 , 重 川 流 城 の 直江津 市 有田 
HX $.7%, 一 部 荒川 に 接し , 御館 川 , 正 普 寺川 の カニ = 
を 多く 捕 する 高田 市 春日 地区 ( 殊 に 正 寺川 の 
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1 小 , 中 学生 の 皮 内 ょ び 貝 卵 検出 成績 (1954,11,2-1955,3,9) 


皮 内 反応 陽性 , 疑 陽性 両 


皮 内 反応 成績 者 か ら の 検出 成績 
男 2077 59 2.8 4 21 
旧 直 江津 町 小 中 学校 を 1964 17 0.9 7 5 3 
計 4041 ME 26 34.2 3 
513 0 7 
有 田 地 区 女 537 9 4 1 
計 1050 39 3.7 9 11 28.2 1 
千 浦 地区 ヶ 女 561 2 3 
計 1156 4 9g 50.0 
男 795 12 1.5 0 1 
町 821 2 1 
1616 09 2 2 13.3 
648 20 4 
高田 市 春日 地区 女 651 6 
男 632 2 3 6 1 
女 558 5 0.9 2 1 
1190 5 7 1 
男 228 0 3 0 
美 守 村 女 204 0 ¥ 0 1 
計 432 0 4 0 1 
男 5488 162 3.0 23 61 37.6 6 
計 5296 20 39.2 6 
1966 16 9 0 
旭 , 明治 , 柿崎 小 中 1895 5 0:3 4 0 
学校 計 3861 0 
合 計 女 7191 20 6 
計 14645 81 12 


上 流 で 正 善 寺 部 落 の 生徒 に 高 率 ) , 荒川 下流 々 域 の 旧 直 
江津 町 小 , 中 学生 .1.9, 直江 津 市 人 千 浦 地区 , 大 村 
共に 1 .62%, 町 村 0.9 示し た 。 そ を の 中 か ら 卵 を 
検出 し 得 た の は 98 名 で 被 検 者 総 の 0.9% に あたり , 皮 
内 反応 陽性 者 群 よ まり の 虫 卵 検出 は 38.02, 同 反 応 疑 陽性 
群 58 名 か ら も る 12 名 (20.72%) に 貝 卵 を 検出 し た 。 地 域 別 
に みた 貝 卵 の 検出 率 は , 春日 地区 が 46 名 中 26 名 で ご.56.5 


(51 ) 


2%, 次 で 八 千 浦 は 18 名 中 9 名 で 約 半 数 に 検出 され た 。 . レ 


か し その 他 の 地区 は 85% 以 下 の 検 出 素 で あつ た 。 


患者 の 年 令 別 分 布 で は , 小学 生 0.72%, 中 学生 1.2 
で 高学年 に や ゝ 高 率 の よう で ある が , 有意 の 開 は な い 。 


性 別 で は 男子 は 女子 の 約 2.5 倍 を 示し た (第 1 表 う 。 


近く 更に 調査 対象 を 一 般 住 民 に ひろ げ , その 正確 な 分 
布 状況 を 明らか に する つも り で ある 。 
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2. カ = の 食用 な ら び に 接触 調査 

カニ = と の 接触 状況 を 調査 する た め に , 皮 内 反応 実施 と 
併行 し て , 生徒 に 調査 票 を 配り , 記入 方 法 を 詳細 に 説明 
し て 記入 せしめ た 。 ま た 町 内 全般 に も 各 世 帯 一 枚 宛 別 の 
調査 票 を 配布 し て , 調理 方 法 お よび 利用 状況 を 調べ た 。 
虫 卵 陽性 者 に つい て は , 個別 に 面接 し て カー ド に 記入 し 
た 。1844 世 帯 の 解答 の 中 で 淡水 産 の カ = を 食べ て いる 家 
庭 は 857 (46.5%) で , その カ = の 種類 も 95.8 巡 まで は 
モク ズ ガ = で あつ た (第 2 表 )。 


第 2 表 ヵ r= 食用 世帯 857 に つい て の 


種類 別 調査 成績 
食用 カー= の 種類 食用 世帯 数 食 用 率 
= 827 95.8 
31 3.6 
アメ リカ ザリガニ = 5 0.6 


虫 卵 陽性 の 生徒 の ヵ カ = の 食用 な ら び に 接触 調査 は 第 8 
表 の 通り で ある 。 


第 3 表 虫 卵 陽性 者 と 皮 内 反応 陰性 者 と の 
“モク ズ ガ = ” の 食用 な らち びに 接触 状況 


皮 内 反応 陰性 者 


食べ た を 59 20 79(85.8) 98 52 150(30.5) 
7 6 13(14.2) 144 197 341(69.5) 
計 66 26 92 242 249 491 


卵 陽性 者 


食用 の 有 
無 


皮 内 反応 陰性 者 


8 64(69.6) 120 25 145(29.4) 
122 224 349(70.6) 
242 249 491 


虫 卵 陽性 者 


接触 し た 56 
し な 10 18 28(30.4) 
計 66 26 92 


備考 : 虫 卵 陽性 者 92 名 皮 内 反応 陰性 者 491 名 
に つい て の 調査 


虫 卵 陽性 者 92 名 に つい て の 調査 成績 で は , 85.52% が モ 
クズ ガニ = を 食べ て お り , また 69.62 (男子 56 名 , 女子 8 
名 ) は カカ = 釣り,。 カニ = の も て あそび ぴな どの 経験 を 有 す 
る 。 そ の 中 で 食べ た こと は な い が が 接触 の みあ つた と いう 
も の が 【 名 で , 92 名 中 86 名 まで は 伺 ら か の 方 法 で カ = に 
接し て いる と こと に な る (接し た カ = の 種類 は 全部 モク ズ 
ガ =)。 し か し 6 名 は 食用 も 接触 の 記 科 も 全 く な か つ 
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た 。 対 周 と し て , 同一 年 令 層 か ら 無 作 意 に 抽出 し た 皮 内 
反応 陰性 の 生徒 491 名 に つい て , その 食用 な ら び に 接触 
状況 を みる と , カ = を 食べ て いる も の は 30.52%, 接触 の 
あつ た も の は 29.4% で , 貝 卵 陽性 者 群 に 比べ て 明らか に 
食用 な ら び に 接触 の 頻度 が 少 い 。 し か し 何れ の 場合 に も 
男子 が 女子 より も カ = 釣 り 。 カ = の も て あそび ぴな どの 機 
会 が 多い と と を 示し て いた 。 

調理 法 調 査 (第 4 表 ) 一 般 家庭 配布 調査 票 に ょ よる と 
生食 する も の は な く ( 酢 漬け 1 例 )〉, 76.8 茹で 
た の を 食べ て お り , その 中 の 22% は 店 舗 ま た は 市 場 か ら 
既に 茹で た の を 購入 し て いた 。 家 訪 で 茹で る 場合 は 生き 
た ま ゝ を 熱湯 と 入れ る の と , 刺し 殺し て か ら 茹 で る 場合 
と が ある 。 次 に 多い 食用 法 は , 小形 の も の は その きま >, 
また は 甲 ら , 肢 を 取り 去り , 切っ つて 汁 に 入れ る “ カ = 
汁 " で 18.9%, 横川 ら が 危険 で ある と 指摘 し て いる “お 
ば ろ 汁 ” は 『.0% で あつ た 。 貝 卵 陽性 者 世帯 の 食用 調査 
も 一 般 の も の と 大 差 な く ,。 た さく 生 食 が 2 例 あ つた 。 


第 4 表 一 般 き クズ ガー 食用 世帯 827, 虫 卵 陽 
性 者 世帯 90 に つい て の モク ご ズ ガ = の 


調理 法 調査 
食 用 状 況 
調 理 一 般 家庭 配布 卵 陽性 者 
調査 よ り 調査 上 より 
生 きた まく /258 (%) (%) 
ゅ で く (16.8) 86 (77.5) 
刺し 殺し て 528 
(20.9) 15 3.5) 
れる ほる 汗 
7 
生 の まく 酢 又は 1 2 
に る 
油 で あぜ る 7 1 
そ の 他 10 
計 1028 111 


詩 : 虫 卵 陽性 者 の 調査 に は 生徒 の 外 に 一 般 
患者 11 名 を 含む 


食用 以外 の カ ヵ カ = の 利用 は , 鶏 の 餌 , 釣 飾 な ど で あ る 
が , これ は むし ろ 当 地 に も 人 繁 区 レ し つ ゝ > ある アメ リカ ザ リ 
ガ = が 好 ん で 使用 され て いる 。 一 部 に は ,。 か ぶれ の 共布 
薬 , 熱さ まし と 称し て 用 いて いる 地方 も ある が , と これ も 
主として サワ ガニ = が 利用 され て いる よう で ある 。 

8. モク ズ ガ = の 寄生 状況 


C52 ) 


- 
< 
接触 の 有 
無 
| 
3 
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1954 年 10 月 より 本 年 5 月 上 旬 の 間 に 各 河川 の を クズ ガ 

= を 採集 し , その 被 実 幼虫 寄生 状況 を 調べ た と と ろ 高 度 
に 寄生 し て いる と と を 知 つ た 。 錦 部 の み の 検 査 成績 は 第 
5 表 の 通り で ある 。 寄生 率 の 高い 重 川 川 小 困 の 
カニ = は 主として 10 月 , 11 月 頃 多 く 捕 獲 え され , 釣り と 手綱 
に ょ る も の で , 荒川 河口 で は 2 月 か ら 5 月 の 期間 に 投網 
に よる も の が 多 か つ た 。 


373 


お 経過 観察 中 で ある が , それ ら の 中 に は 横川 ら が 述べ て 
いる よ ょ うに 感染 初期 で 虫 卵 産出 に 至ら な いも の , 媒 所 寄 
生 。 更に か つて 肺 吸 虫 症 の 既往 が あり 現在 は 治癒 し て い 
る も の も 含ま れ て いる と 考え られ る 。 モ クズ ガ = は 非 流 
行 地 区 で も 広く 賞味 され て いる が , 主として 荒川 お よび 
その 支流 々 域 の 住民 に 濃厚 に 分 布 し て いる の は , や は り 
食用 お は び 接 触 の 頻度 , モク ズ ガ = の 被 電 幼 虫 の 寄生 率 


第 5 表 直江 津 地方 各 河 川 の を クズ ガ = の 朴 枚 幼 虫 寄生 状況 


中 の 被 


採集 河川 - 名 検査 年 月 日 検査 寄生 寄生 生 カ = 1 当り 

1 砲 当 り 数 最 大 数 
174 127 71.2 1868 15.0 134 
’54,10.14 33 6 18.1 13 2.1 7 
重 川 ’54,11, 3 34 24 77.4 662 26.5 161 
37 29 78.4 316 10.9 68 
御 館 川 ’54,11, 4 60 20 33.3 104 5.0 38 
184 43.9 2791 124 
中 * 4,13 66 29 42.4 748 25.7” 357 

正 ‘55, 7, 5 13 0 

計 46 49.7 6502 15.6 357 


: * は 直江 津 より 約 50100m 沖の 海中 ょ り 採 集 の も の 


第 一 中 間 宿 主 の カワ = ナ は 御館 川 の 分 流 。 小町 川 に 注 
ぐ 用 水 な どか ら 採取 し た も の 2000 余 匹 に つき 検査 し た 
が ,。 セル カリ ア は 検出 され な か つた 。 

総括 な ら び に 者 接 

1. 従来 の 県 下 の 流行 は 山間 の 渓流 地 に 多く , 平坦 な 
海岸 地 方 に は 流行 が な か つた 。 最近 日 本 海 に 臨む を 直江 津 
地方 に 本 症 の 流行 の ある と と を 知 つ た の で , その 分 布 状 
況 を 明らか に する た め に 先ず 小 , 中 学生 を 対 祭 に 肺 吸虫 
症 皮 内 反応 を 試み た 。 そ の 結果 平均 1.6 の 皮 内 反応 陽 
性 率 を 得 , 患者 の 分 布 は 荒川 お よび その 支流 々 域 に 濃厚 
で あつ て , 中 で も 高度 の 陽性 率 を 示し た 所 は , 直江 津 
市 有田 地区 の 8.7 , 高田 市 春日 地区 の 8.5 % で あつ 

皮 内 反応 陽性 者 の 療 お よび 選 便 中 か ら の 貝 卵 検出 率 
は 88.0% で , 皮 内 反応 疑 陽性 者 か ら も 20.7 の 割合 で 虫 
卵 を 見 出し た 。 と の 陽性 者 か ら の 貝 鑑 検 出 率 は , 前 回 閉 
者 らち が 発表 し た 成績 40.9% に 比較 する と や 、 ゝ 低 率 で ある 
が , その 後 調査 範 暑 を 広げ た た め に 活 染 濃度 の 比較 的 衝 
薄 な 土地 が 含ま れれ る よう に な つた こと と が 一 因 と 考え ら 
れる 。 友 内 反応 陽性 者 中 の 虫 卵 未 検出 者 に つい て は , な 


が 高い こと な ど が 影響 し て いる た めで あろ 3 う 。 

2. 性 別 , 年 令 別 分 布 は 小宮 , 横川 ら が 静岡 県 の 流行 
地 で 調査 し た 成績 (1952) に よ ょ る と , 10 歳 か ら 11 歳 が 最 
も る 選 患 率 高く , また 例年 令 層 を 通じ て 男女 の 差 は 認め ら 
れ な か つた 。 崎 は 高知 県 仁 定 川 の 調査 (tf985 
で 満 20 歳 未満 の も の が 542 を 占め , 小児 期 の 発病 の 多い 
と と を 指摘 し , 殊 に 20 歳 未満 で は 男子 は 女子 の 38 倍 を 越 
える が , と これ は 男子 は 女子 より カ = 獲 り , 川遊び を 好む 
た めで ある と 述べ て いる 。 本 流行 に お いて も 男子 は 女子 
の 約 2.5 倍 の 感染 率 ( 皮 内 反応 陽性 率 か ら み た 場合 は 3 
倍 ) で , 他方 男子 は 女子 より も カ = を 釣 つ た り ,。 も て あ 
そん だ りす る 機会 が 明らか に 多い とこ と を 示し た 。 ま た カ 
= 釣り の 際 に 鑑 様 の も の で カ = を 刺し 殺し て いる の を 見 
か ける が , この 際 肢 脚 の 脱落 面 に を みる と こと が 
ある 。 本 人 も 家族 も 食用 の 経験 が 全く な い 児 童 に 奄 患 し 
て いる 例 が ある と と を みる と , か > る 操作 に ょ る 感 決 の 
修 険 性 を も 充分 考慮 し て お く 必要 が ある (山岡 ら も 指 
摘 , 1952) 。 な お 虫 卵 陽性 者 群 は 皮 内 反応 陰性 者 群 より 
も カ = の 食用 な ら び に 接触 率 が 高度 で あつ た 。 

3. カ = の 食用 に ょ る 感染 は 生食 が 最も 危険 た こと は 


( 53:) 
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- 
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勿論 で ある が , 横川 ( 宗 ) (1950) は 実験 的 と に カ = を 漬 
し て 。 ざる で こと し て 汁 に 入れ る “ カ = お ば ろ ”" が 相当 危 
険 で ある と と を 指摘 し た 。 当 地方 に お ける カ = の 調理 状 
況 調査 で は , 生食 は 患者 に 僅か 2 例 ( 絡 油 づけ ) あぁ つた 
の み で , 一 般 調査 で は "6.82%, 患者 調査 で も 77.5 ま で 
は 茹で て 食べ て いる 。 “お ほろ 汁 ”" お よび 同様 に 危険 で 
ある と 思わ れる “カニ = 汁 ” は 一 般 家 庭 調査 で 20.9, 患 
者 で は 18.5% で あつ た 。 焼 く 場 合 も 少数 あつ た が 半 焼 け 
の と と が 多い の で 甚だ 危険 て あり, 既に 茹で て 店 舗 な ど 
で 売っ つて いる の も 茹で 方 が 不 売 分 と 考え られ る の で 危険 
性 が 大 きい 。 患 者 の 中 に は 全く カ = の 食用 , 接触 を 否定 
する も の が 6 例 あ っ た 。 ) 

4. 従来 の 新潟 県 下 の 報 告 で は , 第 二 中 間 宿 主として 
サワ ガニ = が 主として 挙げ られ た 。 す な わ ち 小村 (1917) 
は 中 蒲原 郡 大 村 の サワ ガ = に 20~40% の 被 虫 を 
川村 (1918) は 西 鍵 城 郡 今井 村 の サワ ガ = に 84.6 %, 
同じ く 中 魚沼 郡 千 手 町 8.8,。 橘 村木 落 20 の 寄生 率 を 
得 た 。 な お 川村 は , 今井 村 よ り 皇 獲 し た 毛 魚 (モク ズ ガ 
=) に も 被 概 幼虫 を 発見 し た と 記載 し て いる が 寄生 率 は 
不明 で ある 。 そ の 後 伊藤 (1982) は 同じ く 今井 村 の サワ 
ガ = を 再 調査 し て 10% の 寄生 率 を 報じ た 。 ま た 森 , 花沢 
(1949) は 直江 津 地 方 の アメ リカ ザリガニ =1,000 余 匹 を 
検索 し た が , 被 楼 幼虫 を 検出 し な か つた 。 
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4. カ = の 調理 法 は 大 部 分 は 茹で て お り , 感染 の 危険 
が 多い と いわ れる “カニ = お ば ろ ” や “カニ = 汁 ” は 比較 的 
少な か つた 。 

稿 を 終る に 臨み 多大 の 御 接 助 と 御 指導 を 賜 つ た 国立 
公衆 衛生 院 横川 博士 , 大 島 氏 な ら び に 本 研究 に 
便宜 を 与 えて 下さ つた 本 県 衛生 部 長 須川 ょ び 御 
校 賜っ を 大 教 授 に 深 基 な る 謝意 を 捧げ る 。 


参考 文献 


1) 石崎 秀俊 (1955) : 宇部 附近 肺 ヂ デス トマ 症 の 臨床 
的 観察 , 臨床 内 科 小 児 科 , 10 (5), 319-324. 一 2) 

伊藤 辰 治 (1932) : 新潟 医学 雑誌 (2974), 18-24. 一 
3) 岩崎 基 (1955) : 肺 吸 虫 症 の 臨床 , 臨床 内 科 小 児 科 
10 (C4), 207-218. —4) Hunter, G. W. III et al. 
(1948): Studies on Schistosomiasis, Bull. U. 8S. 
Army Med. Dept. Vol. VII, No. 2. —5) 川村 鹿 
也 , 石原 重 成 他 (1918) : 新潟 県 下 た に け る 二 
症 の 一 新 発 生 地 た に た ついて, 北越 医学 会 雑誌 , 33 (1), 
1-9.。 一 6) 川村 麟 也 , 石原 重 成 他 (1918) : 新潟 県 下 
に 3 ぉ ける 肺 二 口 虫 症 の 研究 (第 2 報 一 第 3 報 ). 北越 
医学 会 雑誌 , 33C3), 191, 33 (6), 547. 一 7) 小宮 
義孝 , 横川 宗雄 (1952) : Studies on Paragonimiasis 
in Shizuoka Prefecture. J. J. of Medical Science 
and Biology, Vol. V. No. 5, 341-350, No. 6, 433- 
445. 一 8) 小宮 義孝 横川 宗雄 (1953): 肺 患 


の 便 か ら の 貝 卵 検出 つい て , 公衆 


本 流行 に お ける 第 二 中 間 宿 主 は 明らか に モク ズ ガ = で 
ある が , その 被 虫 寄生 状況 は 49.7 , 1 り 最 
大 寄生 数 は 857 個 で あつ た 。 最 も 寄生 率 の 高かっ つた の は 
潟 川 。 重 川 , 小町 川 (平均 76.2%%) で あつ た 。 寄生 モク 
ズ ガ = の 分 布 る 比較 的 中 , 下流 に 多く 上 流 に 行く に 従 つ 
て 寄生 率 が 一 般 に 低下 し た 。 避 者 の 多い 正 普 寺川 の 上 流 
地区 の モク ズ ガ = か ら は , まだ 被 概 幼虫 を 検出 し て いな 
い が , 検査 匹 炒 が 少な い の で 不 確 実 で ある 。 

結 論 

1. 新潟 県 直江 津 地 方 に 肺 吸 虫 症 の 流行 を 発見 し , そ 
の 分 布 状態 を 把握 する た め に 主として 小 , 中 学生 を 対象 
に 濃厚 で ある こと と を 知 つ た 。 

2. 同 川 流域 に 棲息 する モク ズ ガ = の 被 有 幼 虫 寄生 率 
は 平均 49.7% で , 患者 の 多い 中 , 下流 の も の に 高 率 で あ 
た 

光 男子 の 患者 数 は 女子 の それ の 約 2.5 倍 を 示し た 。 
と の と と は カ = 釣 りや カニ = を も て あそぶ 際 に 感染 の 機会 
が 多い と と を 示 史 し て お り , 今後 の 予防 対策 上 重視 すべ 
き で ある 。 
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Summary 


We have newly found the incidence of para- 
gonimiasis in Naoetsu area, Niigata Prefecture, 
and have been investigating on its infection 
epidemiologically since 1953. 

The results obtained up to now are summarized 
as follows : 

1) The endemic foci are locally along the 
banks of Arakawa River and its branches, and 
the greater part of patients have previously cat- 
ched or eaten crabs, Eriocheir japonicus, of the 
river. 

2) According to the researches of this inter- 
mediate host, almost half 49.7% on the average 


) 
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of them were infected with encysted metacer- 
cariae of Paragonimus westermani, and their in- 
fection rates were found higher in the middle 
and lower reaches, along which many patients 
were found as well, than the upper. The 
maximum number of metacercariae discovered 
in one crab was 357. 

3) Infected schoolchildren came more fre- 
quently in contact with crabs than the healthy 
ones, and the infection rate of boys was 3.0% on 
the average, which was twice and half as many 
as that of girls. This difference is probably due 
to the fact that boys prefer to catch crabs and 
play with them, when their hands and fingers 
may be smeared with metacercariae. This is 
the most important matter at the prevention of 
the disease in this destrict, we think. 

4) According to the investigation on the coo- 
kery of crabs, most of them were boiled to eat, 
and the few ate so-called Kani-oboro (crab-soup) , 

wh ich is said to be most liable for this infection. 
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放射 線 の 上 銅 虫 生態 に 及ば す 影 響 に 関す る 研究 


1) X の 生存 力 及 び 能 並 びに その 子宮 内 
発育 に 及ぼ す つい て 


. 門 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 貝原 虫 学部 (部 長 森下 教授 ) 
(昭和 31 年 1 月 30 日 受領 ) 


I. 言 


上 銅 虫 に 関す る 文 線 の 研究 と し て は , 既に Holthusen, 
Seide, Zuppinger 等 に より 馬 に 生体 外 で 文 線 を 


照射 し , その 影響 を 系 統 的 に 記述 し た 放射 生物 学 的 研究 
業績 が ある 。 併 し 遇 虫 の 生態 に つい て 。 その 病 源 機 序 を 
知る 上 に 重要 な 基礎 的 知見 を 与え る と 思わ れる 虫 体 に 
及ば ほす 文 線 の 影響 に 関す る 報告 は 未だ 内 外 に 見 る べき も 
の は な い 。 

著者 は の 生態 に 関す る 研究 の 一 と し て , 
に 生体 外 で 文 線 を 照射 し その 影響 を 観察 し た 。 生 体外 に 
於 ける か ゝ る 実験 的 究明 に ょ り ,。 生体 内 に 於 ける 影響 も 
或 る 程度 推測 され 臨床 上 或 は 疫学 的 に 種々 重要 な 関連 を 
も つて 来る も の と 思わ れる 。 実験 の 基本 的 事項 と し て 著 
者 は 先 づ 生体 外 に 於 て 上 銅 虫 に 文 線 を 央 射 し た 場合 。 そ の 
生存 放 及 び 産 卵 能 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し た が , 同時 に 文 
線 照 射 後 その 子宮 内 卵 に 対 け る 発育 能 及び 仔 虫 包 蔵 卵 に 
発育 し た 場合 。 その 動物 感染 能 た つい て 系 統 的 観察 を 試 
必 た の で その 結 某 を 報告 する 。 

II. 実験 材料 及び 方 法 

実験 材料 と し て は , 層 殺 場 で 採取 し た 生鮮 豚 虫 の う 
ち 概 ね 25~80cm の で 虫 体 に 異常 を 認め ず 活 運 
動 す る も の を 用 いた 。 環 虫 は 水道 水 で よく 洗 浴 し た 後 5 


乃至 10 隻 を 一 群 に と り , 直径 12cm の 大 型 シ ヤー レ に 入れ ・ 


文 線 の 一 時 照射 を 行う 。 以 下 実験 は の 飼育 , 
の 培養 及び 動物 感染 試験 の ニ つ に 別け て 試み た 。 

1. 飼育 試験 

射 後 は 直ちに 同型 シャ ヤー レ に 一 隻 宛 入 れ , 
Kai Kadota;: Studies on the influence of radia- 
tions upon the behaviour of Ascaris lumbricoides. 
(1) Influence of X-ray upon the length of sur- 
vival, egg-laying capacity of the worms and the 
devolopment of eggs from their uteri. (De- 
partment of Parasitology, Research Institute for 
Microbial Diseases, Osaka University.) 


各 シ ヤー レ 毎 に 88°C に 予め 調節 し た 1 食塩 水 100cc 完 
入れ た 後 同 温度 に 調節 し た 野 卵 器 内 に 置く , 飼育 液 の 交 
換 は 毎日 行い , 予め 88°C に し た 新しい 液 に 映 虫 を うつ し 
か え , 生死 を 観察 する と 共に その 都度 旧 液 中 の 虫 卵 数 を 
計測 する 。 貝 卵 数 測定 に は Stoll 法 の 変 法 た る 土橋 の 方 
法 に 則り 又 銅 虫 の 死 の 判定 は 60°C 温 水 に つけ て 運動 を 全 

く 認 め な く な る の を 目標 と し た 。 

2. 卵 培養 及び 動物 感染 試験 

文 線 照 射 後 の 筒 虫 を と り 直 ち に 貝 体 の 子宮 角 上 部 約 1 
cm に 責 り 存 ずる 受精 卵 を 採取 し , 夫々 一 隻 毎 に 小型 シヤ 
ー レ に と り 2.5% フ ォ ル マリ ン 水 を 水深 約 0.5cm に 加え 
た 後 28~80C の 映 卵 器 内 で 培養 し た 。 貝 卵 発育 の 観察 は 
培養 開始 後 8, 6, 8, 10, 15 及 び 380 日 目 と し て 培養 成 
績 の 表現 は Brown 及び 伏見 に つた 。 即 の 
育 段階 を 単細胞 期 CM), 初期 実 期 後期 実 
期 (LM), (CT), 運動 仔 虫 期 (ME) の 5 期 に 
分 ち 之 に 変性 卵 CD) を 加え 夫々 の 百分率 を 示し , 更に 
夫々 の 順に 0, 1,。 2,。 8, 4, 0 の を 与え 各 期 
の 百分率 に 夫々 の 指数 を 乗 じ た も の の 和 即 ち 発 育 指 炒 
Total index value of development (I. V. D.) に つ 
いて る も 比較 し た 。 全 卵 が 仔 虫 に な つた 場合 の 発育 指数 は 
400 と な る 。 

叉 動物 感染 試験 は マウ ス を 用 い , 上 記 培 養 40 日 後 の 仔 
虫 包 蔵 卵 約 5000 箇 を 各 頭 毎 に 経口 投与 し た 後 7 日 目 に そ 
の 肝臓 及び 肺 臓 を 塗 抹 し 幼虫 の 有無 を 検索 し た 。 

沿 文 線 装 置 は 大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 附属 病院 の 島 
津 , 博愛 号 ( 定 電圧 ) を 使用 し , 文 線量 は 3,000 Y, 5, 
500 Y 及び 11,000 y の 三種 に つい て 適宜 撰 択 し 試み 
た 。 照 射 条件 は 管 電 圧 164KVP, 管 電流 6 mA, 管 焦点 
距離 15cm で 前 者 は 板 4 mAl, 毎 分 線量 128.5 
Y, 後 二 者 は 無 潤 過 板 , 毎 分 文 線量 226 Yy で ある 。 

III. 実験 成績 

1. 飼育 試験 


C56 ) 


; 
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1) 生存 力 に 及ぼ ばす 影響 

3,000 Y 照射 時 は 実験 4 , 例 数 32 隻 , 5,500 
射 時 は 4 群 , 84 隻 , 11,000 Y 照射 時 は 7 群 , 47 隻 で あ 
り , 照射 後 1 食塩 水中 88C 飼 育 を 行 つ た 結果 を まとめ 
る と 第 1 表 の 様 に と な る 。 即ち その 平均 生存 日 数 は 表示 
の 如く 8,000 Y, 5,500 Yy で は 夫々 7.7 日 。 5.9 日 と 
な り 対 照 ( 非 照 射 例 ) に 比べ て その 差異 は 認め 難い が , 
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11,000 Y で は 4. 4 日 を 示し 生 短 縮 す る 傾向 を 認め 
2) 産卵 能 に 及ぼ ばす 影響 
上 記 実 験 の 場合 同時 に 産卵 状況 を 観察 し た 結果 , 照射 
別に 1 日 の 産卵 数 1 隻 の 産卵 総数 平均 産卵 
数 , 無産 卵 例 (観察 期間 中 全く 産卵 の 無 か つ た 例 ) , 平 
均 産 卵 持 続 日 数 (飼育 開始 日 : か ら 最終 産卵 日 まで の 日 


筑 1 表 
(34) 
4.4H 
非 7.7 日 
第 2 表 
3,000r 5,5007 11,000r 対 非 ) 
500~1496,000 500~ 929,000 500~ 806, 000 500~ 663,000 
1 500~2360,000 1,500-2259,000 500~1302,000 8,000~1525,000 
611,783 314, 498 472,464 
汰 均 数 全 例 に つい て 648,154 539,809 267,657 440,967 
無 産 例 4/32(12.5%) 4/34(11. 8%) 7/47(14.9%) 1/15(6.7%) 
6.2 日 (28 例 ) 5.0 日 (30 例 ) 3.3 日 (40 例 ) 5.6 日 (14 例 ) 


平均 産卵 持続 “日 数 


( 57 ) 


| 
1 
5 
みみ 
. 
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第 3 
5,500 7 系 例 
対 1 2 3 
培養 日 数 
10 日 15 日 30 日 10 日 15 日 30 日 10 日 15 昌 30 晶 10 晶 15 晶 30 日 
発育 状態 
1 
3 
32 4 2 2 衝 100 1 
11 2 96 
67 100 100 91 93 2 99 100 99 100 
22 1 2 
311 400 400 259 379 382 300 398 400 200 398 400 
5,500 7 系 例 
4 5 6 7 
培養 日 数 
10 日 15 日 30 日 10 日 15 晶 30 日 10 日 15 晶 30 晶 10 日 15 晶 30 日 
発育 状態 
1 2 
2 1 1 
7 3 11 
・ 30 88 40 
60 83 84 100 100 100 1 100 100 59 100 100 
346 339 337 400 400 400 290 400 400 359 400 400 
5,500 7 例 
8 9 10 11 
培養 日 数 
10 日 15 晶 30 日 10 日 15 日 30 晶 10 日 15 日 30 晶 10 日 15 晶 30 日 
発育 状態 
55 52 95 92 
45 100 100 48 99 99 4 100 100 8 100 100: 
1 £ 
345 400 400 348 396 396 303 400 400 308 400 400 


許 : 対照 は 5 例 の 平均 を 示す 各 期 の 数 字 は 必 を 示す 


数 ) を 一 括 す る と 第 2 表 に 示す 様 に な る 。 即ち 1 日 の 産 
卵 数 , 1 隻 の 産卵 総数 は 何れ も 動揺 閉 る し く , 平均 産卵 
数 は 83,000 Y, 5,500 y で は 対照 と 差異 を 認め 難い が , 
11,000 Y で は 生 減 少 値 を 示す 。 和 平均 産卵 持続 日 数 は 前 
二 者 の 場合 , 夫々 6.2 日 ,。 5.0 日 を 示す に 比べ 後者 は 


) 


8.8 日 と な り 相 当 に 短縮 し , 無産 例 は 夫々 12. 5 
26, 11.8 2%, 14.9 示し に 比べ て 僅か に 増大 す 
る 傾向 を 認め た 。 
尚 個 々 の 例 に 於 て 虫 体 の 体重 , 体長 の 産出 卵 散 に 及ぼ" 
す 影響 は 明瞭 に は 認め られ ず 又 未 受精 卵 の 産出 例 は 


s 
3 
3 
と 
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3,000 y で は 10 例 (82 例 中 う 5,500 y で は 6 例 <$4 例 中 ) 試み た 。 実験 例 数 は 前 者 11 例 , 後者 16 例 で あり ,。 その 成 
の { 11,000 Y で は 10 例 C47 例 中 ) に 於 て 見 られ た が 何れ も 績 を まとめ る と 第 8 及び 第 4 表 の 様 に な る 。 尚 虫 卵 は 夫 
wt 相当 の 産卵 数 を 示し て お り , 子宮 内 卵 の 受精 の 有無 と 産 々 100 箇 に つい て 発育 状態 を 観察 し た が , 培養 83, 6 及 
卵 機 能 と の 相関 性 は 色 い 難 か つ た 。 び 8 日 目 の 成 績 は 割 変 し た 。 表 示 の 如く 培養 30 日 目 の 各 
2. 培養 及び 動物 感染 試験 発育 段階 の 百分率 及び I. V.D. は 対照 ( 非 照射 例 に 
1) 培養 試験 比べ て 殆ど 差異 が 見 られ ず 。 文 線 照 射 に よる 発育 能 の 障 
卵 培養 は 5,500 及 び 11,000 の 二 種 に つい て 害 は 認め か つ た 。 
第 4 表 
対照 2 3 
培養 日 数 
sy 10 日 15 日 30 日 10 日 15 晶 30 日 10 日 15 晶 30 日 10 日 15 日 30 日 
発育 状態 
M 
A EM 2 1 
a LM 14 33 3 2 
T 63 3 67 3 95 98 
ME 23 97 100 97 100 99 100 100 100 
D 
先代 309 397 400 267 397 400 293 397 400 298 400 400 
11,000 7 系 例 
0 4 5 6 7 
培養 日 数 
ea 10 日 15 日 30 日 10 日 15 晶 30 晶 10 日 15 日 30 日 10 日 15 昌 30 日 
状態 
M 
= EM 1 2 
LM 5 2 1 
9 T 94 95 79 38 
| ME 100 100 1 100 100 20 100 100 62 100 100 
D 
LD 293 400 400 205 400 400 319 400 400 362 400 400 
11,000 7 例 
8 9 10 11 
数 
10 30 日 10 15 30 10 日 15 日 30 日 10 15 30 
発育 状態 
M 
EM 
0 LM 1 33 3 5 5 5 
11 95 5 18 12 3 
ME 88 100 100 5 100 100 83. 
及 D 1 2 1 
仙 は LV.D 387 400 400 305 400 400 290 370 383 372 378 383 
( 59 ) 
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11,000 7 例 
13 14 15 19 
10 15 日 30 10 日 15 日 30 10 15 30 10 日 15 晶 30 
状態 
EM 4 1 
LH 41 6 3 1 20 3 
42 20 6 4 1 79 97 
ME 12 72 90 96 98 98 97 97 i 99 100 99 100 
D 
I.V.D 260 360 384 396 396 397 325 391 392 281 399 400 297 399 400 
対 7 例 の 平均 を 示す 各 期 の 数 字 は を 示す 
2) 動物 感染 試験 温 飼育 に 於 て 記述 し た と 同様 。 1 日 産卵 数 , 1 集 産 卵 総 


感染 試験 は 11,000 Y 照射 後 の 培 養 卵 に つい て 試み た 
即ち マウ ス 5 頭 に 夫々 培養 40 日 目 の 仔 虫 包 蔵 卵 約 5000 
箇 を 経口 投与 し , 4 一 "日 目 に 夫々 の 肝臓 及び 肺 臓 を 傘 
抹 鏡 検 し た 結果 , 肝臓 に 1 例 , 肺 臓 に 2 例 の 幼虫 を 検出 
し 得 た 。 

IV. 者 

貞 虫 の 生体 外 飼 育 な に つい て は 既に 内 外 に 多く の 報告 が 
ある が , 外部 より 物理 的 刺 埋 を 与え て その 生存 力 並 に 産 
卵 能 に 及ぼす 影響 を 観察 し た も の は 少 い 。 た だ 温度 条件 
の 変化 する 場合 と し て , 低温 に 於 て は 竹山 が サン ト = ン , 
ヘキシル ・ ク ロロ レゾ ビル シ ノ ー ル 及び マク = ニン 駄 虫 後 
の 人 上 銅 虫 に つい て 記述 し , 高温 飼育 の 系 統 的 観察 と し て 
は 先 に 著者 が 生体 外 で 豚 遇 虫 に つい て 報告 し た 。 既 に 晒 
虫 に つい て は Holthusen が 馬 遇 を 用 い , 文 線 , 
外線 及び 高温 に 対す る 貝 卵 の 障害 状態 を 比較 し , その 異 
同 を 報告 し た が , 虫 体 の 場合 に 於 て も 文 線 , 高温 の 両者 
を 対比 し て その 影響 を 論ずる の は 成績 の 検討 上 必要 と 過 
われ る の で , 以下 著者 は 主として 両者 を 比較 し レ つ ゝ 考察 
を 試み る とこ と に し た 。 

豚 銅 虫 を 文 線 一 時 照射 後 1 食塩 水中 に 飼育 し た 結果 
は 前 述 の 如き 成績 を 得 た が , 先ず 生存 力 に 及ぼ す 影 響 を 
見 る に , 8,000 Y, 5,500 Y で は 平均 生存 日 数 夫々 7. マ 
日 。 5.9 日 を 示し 対 照 に 比べ て 何れ も 差異 を 認め 難い 
が が, 11,000 y で は 4.4 日 を 示し 生 短 縮 す る 傾向 を 認め 
た 。 高温 の 場合 89C で は 7.0 日 を 示し 88'C と 差異 を 認 
め ぬ が , 40C に 上 昇 す る と 4.6 日 に な り 征 短縮 し た 成績 
と は 両者 の 間 に 相 当 の 相似 性 が 見 出さ れる 。 

叉 産卵 能 に 関し て は 第 2 表 に 示す 様 に , 従来 諸 察 が 常 


( 60 ) 


数 は 文 線 照 射 の 何れ の 場合 と 於 て も 著 る し く 動 援 し て い 
る 。 平均 産卵 は 8,000 Y, 5,500 に 比べ て 11,000 
y で は 生 究 数 を 示し た が , 高温 の 場合 40C で は 89?C よ り 
生 増 加 し 41'C で は 再び 89°C と 蜂 同 程度 に 減少 を 示し た 様 
に , 産卵 能 の 著 る し い 動 揺 性 を 考慮 すれ ば その 数 値 は 生 
理 的 変動 の 範囲 と 入る も の と 思わ れる 。 平均 産卵 持続 晶 
数 は 8,000 y, 5,500 y で は 夫々 6.2 日 。 5.0 日 を 示 
し , 対照 の 5.6 日 に 比べ て 何れ も 余り 差異 は 認め らち ら れず 
前 者 は 反 つ て 生 増 延 を 示し た が , 11,000 Y で は 83.3 日 
と な り 相 当 に 短縮 する の を 認め た 。 か ゝ る 短縮 度 は 高温 
89C の 6.0 日 に 対し て 40C の 8."7 日 に 短縮 し た 成績 に 極 
め て 近似 し て いる が , 41°C, 48C の 夫々 2.8 日 , 1.4 
日 を 示し た の に 比べ て は 相当 距 り が ある も の と 見 な され 
る 。 又 無産 卵 例 は 線 照 射 時 僅か に 増大 の 傾向 を 認め た 
が , 何れ も 10 数 を 出 な いも の で 高温 40 で の 9.42 と 接 
近 し て いる 。 即 ち 竹 山 の 低温 で 得 た 75 一 100% の 高 率 
に は か に 及ば ず , 高 温 41C の 85.1 %, 48°C の 26.1 
2% に 比べ て も 明瞭 な 差異 を 示し た と は 言い 難い も の で あ 
る 

5 日 目 各 の 飼育 日 別 産 状 況 は 第 5 表 に 示す 様 に , 産 
卵 総 数 及び 平均 産卵 3,000 Y, 5,500 y で は 第 日 
以後 再び 増加 を 見 た が , 11,000 Y で は 第 1 一 8 日 目 の 
産卵 比べ て 第 4 5 日 か な り 低 下 を 示し た 。 
し レ 御 ら 高温 40 一 41C で は 第 4 日 目 以 後 著 減 し た の に 比べ 
て 比較 的 軽度 に と ど ま つ て いる 。 尚 産卵 筒 虫 数 の 生存 遇 
虫 迷 に 対す る 割合 は , 10 日 目 迄 の 観察 と よれ ば (第 1 図 
参照 ) 8,000 Y, 5,500 y で は 同期 間 中 20 一 100 前 後 
を 動揺 し , その 間 第 8 , 6 , 9 一 10 日 目 に 増加 し て 波状 
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平均 産卵 数 
総 産卵 数 
1 5490,000 171,563 249,546 
3,000 2 1127,800 36,381 59,390 
2778,000 102,889 146,211 
射 4 1282,000 53,417 85,467 
5 2750,000 119,565 196,429 
1 4117,000 121,088 187,136 
5,500 2 3030,000 89,118 126,250 
T 3 2918,000 88,424 116,720 
射 4 4056,500 122,924 184,382 
5 1634,000 54,467 90,235 
1 5113,500 108,798 151,924 
11,000 2 [ss 1705,500 37,900 63,167 
3046,400 84,040 132,452 
射 4 1191,500 44,130 91,652 
5 428,000 19,455 61,143 
1367,000 91.183 97,643 
2 895,000 59,667 74,583 
3 793,000 56,643 66,083 
4 734,500 56,500 73,450 
5 1416,500 118,042 141,650 


形 を 描い た が , 11,000 y で は 第 8 日 目 を 頂点 と し て 減 
少し , その 後 第 7 日 目 に 再び 上 昇 し た が 以後 は 下降 し 尽 
復 を 認め な か つた 。 高 温 の 場合 , 39 で で は 前 者 と 略 同形 
の 曲線 を 示し て いる が , 40 一 41© で は 第 2 日 目 を 最高 と 
し て 急 降 し その 後 上 昇 を 認め て いな いと と は 上 述 の 飼育 
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第 1 図 産卵 例 ’ 数 の 生存 映 虫 数 に 対す る 百分率 


Sw 
! 
8 


に 
一 訓 日 数 
第 4 日 目 以後 産卵 総数 及び 平均 産卵 数 の 著 減 を 見 た と と 

と 共に , 産卵 能 に 対し て は 40 一 41'C の 高温 の 方 が 11,000 
y ッ より も むし ろ 征 強度 に 抑制 作用 を 及ぼ し た と 解す べき 
で は ある まい か 。 

次 に 卵 培養 は 5,500 及 び 11,000 射 の 二 種 
に つい て 試み 々 た が , その 成績 は 第 8 及び 第 4 表 に 示す 様 
に , 第 8 表 第 4 例 の み は 培 養 80 日 目 に 変性 卵 CD) が 15 
6 を 示し 生 増 大 を 示し た が その 他 は 何れ も 培養 80 日 目 の 
各 発 育 段 階 の 百分率 及び I. V. D. は 対照 に 比べ る と 
殆ど 差異 を 認め ず , 又 培 養 8, 6, 8, 10, 15 及 び 30 日 
目 の 発育 過程 に 於 て も 認 む べき 遅 速 を 示さ な か つた 。 相 
飼育 試験 の る 無産 卵 例 に っ つい て は その 和 
後 直 ち に 子宮 内 卵 を 採取 し , 受精 卵 を 見 た 例 (5,500 Y 
は 38 例 , 11,000 Y は 1 例 ) の 卵 培養 を 試み た 聞 , その 
発育 状態 は 第 6 表 に 示す 様 に 前 記 同 様 非 照 射 例 と の 差異 
を 認め な か つた 。 と これ ら の 事実 は 本 試験 の 如き 線量 と 線 


第 表 
X 線 量 5,5007 11,0007 
例 数 1 2 3 1 
日 
発育 状態 
M 1 
EM 


| 

た 
\ 
\ 
» 
20 \ 
10 \ 

LM 35 80 
ME 90 98 99 94 100 100 98 -.98 
D 2 2 
390 398 396 394 400 400 265 395 392 220 394 392 
C 61 ) 


質 で 遇 虫 と 文 線 を 一 時 照射 し た 場合 , 卵 の 発育 能 は 何等 
影響 を 受け と 見 な し て 良い も の と 思わ れる 。 

既往 の 報告 に よる と , Zuppinger は 同一 の 外 的 条件 に 
ある 各種 動物 の 卵 を 同じ 文 線量 で 照射 し た 場合 , 時 卵 器 
内 に 4 日 保温 後 の 障 害 度 は 全く 同一 に は 現われ ず 著 る し 
く 広 い 範囲 内 で 変動 する と 述べ た 。 又 新鮮 な 馬 遇 虫 卵 に 
つい て は , 非常 に 数 多く 同一 線 質 , 同一 線量 で 実験 し た 
結果 , 既に 600R で 障害 出現 を 見 て を り そ の 障害 度 は 最 
高 592% 最 低 10 平均 20 を 示し , の 個体 差 と よる 
文 線 抵抗 性 の 閉 る し い 動 揺 を 指摘 し て いる 。 併 し 年 ら 著 
者 の 得 た 成績 と の 閉 る し い 差 異 は 極め て 注目 すべ きこ と と 
で あり , 判然 解明 し 難い が , 考え られ る 要因 と し て は XX 
線 の 線 質 差 , 直接 虫 卵 照 射 と 間接 虫 卵 照 射 に よる 方 法 差 
馬 箇 と 豚 と の 異種 類 差 , の 個体 差 等 が 主 な も 
の で あろ る う 。 と これら は 何れ も 現在 直 に 検討 し 得 な い 難 点 
で ある が , 著者 は 豚 映 虫 卵 に つい て 引続き 試験 を 実施 レ 
て いる の で 向後 か ゝ る 点 の 追究 に 資 し た い 。 

又 動 物 感 染 実 験 の 結果 , 少数 征 ら マウ ス に 11,000 Y 
照射 後 の り えた 仔 虫 包 蔵 を 経口 投与 し 数 日 後 
に 肝 及 び 肺 臓 に 幼虫 を 検出 し た の で , か ゝ る 文 線量 と 線 
質 で は 感染 能 が 正常 に 保 た を れ た か 否 か は 明確 で は な い 
が , 少く と も 李 く が 著 る し い 障 害 を 受け な か つた も の と 
推測 出来 る 。 

V. 結 

1. 豚 虫 を 文 線 大 量 照 射 後 1 食塩 水中 に 飼育 し た 
結果 , 8,000 Y (382 例 ) 及び 5,500 (34 例 ) で は 
虫 体 の 生存 力 並 びに 産卵 能 に 及ば ば す 影 響 は 認め られ な か 
つた 。 

2. 11,000 y (47 例 ) 照射 で は , 咽 虫 の 平均 生存 日 
数 4.4 日 , 平均 産卵 持続 日 数 8.8 日 に 短縮 し , 産卵 総数 
及び 平均 産 九 迷 と つい て も 飼育 4 日 目 以 後 か な り 減 少 を 
示し , 又 無 産卵 例 は 増加 の 傾向 を 見 た 。 以 上 の 結果 より 
見 て , 虫 体 は 生存 力 衰 退 と 共に 或 る 程度 産 九 能 の 抑制 を 
来 し た も の と 思わ れる 。 又 その 成績 は 高温 40 で の 影響 と 
・ 多 く の 相 似 点 を 認め た 。 

8. 5,500 (11 例 ) 及び 11,000 Y (16 例 ) 照射 後 
, の 虫 体 より 採取 し た 卵 を 培養 し た 結果 , その 発育 は 対照 
に 比べ て 殆ど 差異 が 見 られ ず , 文 線 照 射 に よる 発育 能 の 
障害 は 認め 難 か つ た 。 

4. 11,000。Y 照 射 後 の 培養 卵 に つい て 動物 感染 試験 
を 試み た 結果 , マウ ス に 感染 を 認め た 。 従 つて 卵 の 感染 
能 は 少く と も 林 く が 著 る し い 障 害 を 受け な か つた も の と 
見 な され る 。 
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終り に . 終始 御 指導 と 御 校 を 賜っ つた 森下 攻 授 
に 厚く 感謝 する と 共に , の 御 を 与え て 
を 大 阪 大 学 役 生 物 病 研究 所 附属 病院 長山 口 寿 教授 並 び 
に 絶え ず X 線 妥 射 の 労 を と ょ と られ を な 同 病 院 放 射線 科 遠 藤 
俊夫 氏 に 議 謝 する , 本 論文 の 要 引 は 昭和 29 年 9 月 第 10 回 
月 本 寄生 虫 学 会 西日本 支部 会 及び 昭和 30 年 4 月 第 24 回 
本 寄生 学会 総会 に て 発表 し た . 
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Summary 


Being reared in 1% saline solution after seve- 
ral dosis of X-ray radiation, it was observed that 
at 11,000r radiation (47 cases) the average 
length of survival and the average egg-laying 
duration of the worms are shortened, being 4.4 
days and 3.3 days respectively, the total as well 
as average number of eggs to be laid decrease 
considerably after the fourth day of rearing, and 
the non-egg-laying cases show a tendency to in- 
crease in number, while no such influence was 
observed in the cases of 3,000 r and 5,500 + radia- 
tion. It is interesting to note that there is a 
closs similarity between the results at 11,000r 
radiation as mentioned above and those obtained 
at high temperature such as 40°C. 

As to the developmental ability of the eggs, 


383 


there is little difference between those collected 
from the uteri of the worms exposed to 5,500r 
(11 cases) or 11,000r (16 cases) radiation and 
those from non-irradiated ones, when cultured 
under same condition. And furtheremore, the 
emdryos formed inside the eggs from worms 
which received 11,000r radiation has shown 
ordinary infectivity to the mice. 

From these results it can be resumed that 
very large dosis of X-ray radiation such as 
11,000r can cause a notable shortening of the 
length of survival of adult worms and a consi- 
derable repression of egglaying capacity, whereas 
there is found practically no influence upon the 
developmental ability of and the infectivity of 
the embryos formed in the eggs collected from 
the worms exposed to the same dosis of X-ray 
as above. 
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養 赤 の 白 感染 試験 に 及ぼ ば す 
三 の 薬剤 置 の 影 


高 


大 阪 大学 微 生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


(部 長 森下 教授 


指導 猪木 正三 教授 ) 


(昭和 31 年 1 月 30 日 受領 ) 


赤痢 アメ ー バ の 実験 動物 と し て は 従来 , 犬 , 猿 , 猫 , 
白 削 , モル モッ ト 等 «種々 の 動物 を 使用 し て いる が , 各 
長 一 り 優 っ つけ 難い 。 

Tobie (1949) 等 は 彼 等 の 実験 及び , 従来 の 報告 を 総 
括 し て 赤痢 ア メー バ の 動物 感染 試験 に は , a) 動物 の 費 
用 の 点 , b) 動物 の 取扱 の 難易 。 ec) 動物 に 依る 感染 率 
の 不定 な 点 , dd 感染 持続 期間 の 問題 , e) 病変 形成 の 
難易 。 等 々 を 常に 考 上 員 せ ね ば な ら ぬ 事 を 指摘 し て いる 。 

私 の 行っ た 二 , 三 の 実 験 及 観察 か ら も ,。 以上 の 諸点 を 
考慮 する 必要 性 は 充分 認め られ る が , 種々 の 動物 の 内 , 
と くに 白 削 は , 比較 的 以上 の 条件 に 。 かなう も の で あら 
うと 考え , 実験 動物 と し て 幼 弱 白 潮 を 選び , 更に 之 に 色 
々 な 処理 を ほど こす 事 に 依り , 其 の 感染 率 を 高め , 人 間 の 

合 と 近似 の 感染 状況 を 得 , も つて 種々 な 某 剤 の 効力 検 
定 へ の 応用 を 意図 し て 本 実験 を 行っ つた 。 即ち 細胞 環 で あ 
る Nitrogen mustard-B (methyl bis (8-chloroethyl) 
amino hydrochloride) 叉 細菌 , ウイ ー ル ス の 感染 性 を 高 
め る ぁゃ の と され て いる Mucin 及び 組織 拡散 剤 Hyalur- 
onidase 等 を 用 い , 之 等 の 前 処置 又は 同時 処置 が , どの 
様 に 効果 を 及ぼ ば すか を 観察 し た 。 

実験 材料 及び 実験 方 法 

赤 ー バ : 主として 山神 株 (YY を 用 い 。 一 
部 藤田 株 (CF 株 を 使用 し た 。 前 者 は 有 症 状 馴 者 より 分 
離し た も の で あり ,。 後者 は , 枝 子 保有 者 の チ ス テ ょ より 得 
た も の で あぁ る 。 

共に W, B, 工 培 地 に 分 離 培養 一 年 以上 に 及び , 使用 
に 際 し て は , W, B, 2 培地 に 48 時 間 培 養 後 , 下層 部 の 
アメ ー バ を 米粉 と 共に 集め 接種 材料 と し た 。 接種 材料 1 


Suehisa Takgda: The influence of some che.- 
micals on the experimental infection of rats with 
Entamoeba histolytica. (Department of Parasito- 
logy, Research Institute for Microbial Diseases, 
Osaka University.) 


cc 中 に アメ ー バ は 約 10 万 前 後 存 在 し て いた 。 

以上 2 株 の 各 株 の 共 棲 菌 は , 山神 株 : グラ ム 陽 性 連 
鎖 状 木 菌 1 種 , 同 塊状 球菌 1 種 , 同 小 球 菌 1 種 , グラ ム 
陰性 大 及び 小型 各 1 種 , 計 5 種 で あり , 藤田 株 : 
グラ ム 陽 性 連鎖 状 杏 菌 1 種 , 同 連 鎖 状 球菌 2 種 , グラ ム 
陰性 1 種 , 計 4 種 で あつ た 。 

使用 白 削 : 大小 に 依る 感染 率 の 変化 を 避け る 為 , 50 
g 以 上 80g 以下 の 幼 弱 白 削 を 雌雄 を 選ば ず 用 いた 。 な お 
白 は , 'EEntamoeba maris の 自然 感染 が 多く と E. 
stolytica と の 鑑別 が 困難 で ある 故に , 出来 る だ け 白 削 
の 頻 回 検便 を 行い , 叉 時 に は , 1 和 群 の 白 削 中 より 試験 的 
に 数 頭 を 層 殺 し 腸 内 容 の 検査 を 行い 互 . mxris 自然 感染 
白 を 除外 し た 。 等 の 飼料 と し て は , 専ら 
及び 新鮮 野菜 を 用 いた 。 

試供 薬剤 : Nitrogen mustard-B は 日 本 薬 化学 株 式 
会 社 製 白色 粉 未 状 結晶 を 用 い , 中 性 生理 的 食塩 水 に 溶解 
各 白 削 に アメ ー ペ 接種 の 前 日 , 前 処置 と し て "70Y 乃至 80 
y を , 腹腔 内 に 注入 し た 。Mucin は アメ リカ Willson 
Laboratory 製 の 灰白色 小粒 を 粉 粋 し , 之 を 中 性 生理 的 
食塩 水 に た 10 の 溶液 と し て 用 い , 叉 Hyaluronidase は 
武田 薬品 工業 株 式 会 社 試供 品 を 同じ く 生 理 的 食塩 水 に 深 
解 し 1 cc 中 に 2000 T.R.U (Turbidity Reducing Unit) 
を 含む 溶液 と し て 使用 し た 。 

アメ ー ペ 接種 方 法 : 先ず 白 削 を 固定 し , 麻酔 する 事 な 
く , 無菌 的 に 開腹 , 盲腸 部 を 赴 出 し , 先端 を 軽く 保定 す 
る 。 次いで, Nitrogen mustard-B 前 処置 済み る の 白 煎 で 
は , 前 記 ア メー バ 浮 海 液 0.5cc の み を 盲腸 内 に 注入 す 
る 。 又 。 Mucin 或 は Hyaluronidase の 場合 に こ に は , 各 
溶液 0.5cc と アメ ー ペ 浮 浴 液 0.5cc と を 事前 に 混合 し , 
それ を 注射 器 に より 注入 する 。 基 の 後 は 腹膜 腹壁 を 縫合 
し , 且 500 至 1000 単 位 の シリ ン 及 び ス トレ プ ト マ 
イシ ン を 上 腹腔 注射 する 事 に 依り , 稚 後 の 腹膜 炎 其 の 他 の 
誘発 を 予防 し た 。 
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以上 の 各 場 合 常に 無 処置 依る 対照 実験 を 並行 
し た 事 は 云う まで も な い 。 

接種 後 は , 検便 を 行い つつ 4 乃至 20 日 の 観察 
の 後 , 層 殺 開腹 し , 腸 内 容 及 び 腸 壁 の 変化 を 精査 し た 。 
腸 内 容 の 検査 は , 生鮮 標本 , 1 % ェ オデ ヂ デン , ルル ゴール 


・ 験 の 場合 と ほ ゞ く 同様 の 感染 率 を 示し た が , 


如く (第 2 表 ) 無 処置 の 対照 白 煎 群 で は , 前 人 述 の 予備 実 
Nitrogen 
Maustard-B (NM-B) 前 処置 白 で は 84.62 の 高 素 を 
示し た 。 併 し な が ら 腸 壁 に は 定型 的 の 病変 は 認め られ ず 
僅か に 10 日 目 に 層 し た 白 2 頭 の に 軽い 


染色 標本 及び 培養 に 依り 検査 し , 上 且 腸 壁 に 変化 の 認め ら 炉 部 を 発見 し た の で あっ つた 。 
れ た 場合 は , 組織 標本 に 依り 判定 し た 。 向田 氏 (1950) Mt 
に ば . maris は 普通 つて は 2 日 目 で 見 ら 
れ な く な る と 報告 し て いる 。 此 の 点 培養 試験 は ; 両 ア メ 
ー の 混合 感染 の 場合 の 判定 に 役立つ わけ で ある 。 実験 (感染 量 別 ) 
予備 実験 処 6 10 7 23( 5) 85.2 
第 1 表 に 示し た 成績 は , 接種 し た 赤痢 アメ ー パ が , 若 16( 
し 感染 し な か つた 場合 何 日 間 白 腸 内 で 生存 する か 形成 
感染 し た 場合 腸 壁 の 病変 の 形成 が 何 日 目 位 で 行わ れる か . 1 視野 ) 
、 の 大 略 を 推定 さん と し て 行っ た 実験 成績 で あり, 先ず 健 
常 無 処置 白 削 に 株 を 接種 し , 其 の 後 4 日 目 よ り 13 日 目 次 に Y 株 を 用 いた 場合 は , (第 8 表 ) F 株 の 場合 程 対 
2 に か け て , 少数 づつ を 必殺 し 基 の 感染 状況 を 見 た 。 。 央 と の 差 は 大 きく は な い が , し か し 処置 白骨 群 の 方 が , 
_ 第 1 表 無 処置 白 展 に 依る 感染 実験 (F- 株 に 依る ) 
実験 白 恨 数 2 3 0 4 2 5 3 5 0 5 29 
( : 腸 病変 を 有 し た も ゃ の 11 日 目 に 1 例 13 日 目 た に 2 ) 
i 表示 し た 如く , 4 日 目 に は , 2 例 で は ある が 既に アメ ずっ つと 感染 率 が 高い 様 で ある 。 そ の 上 に , 表示 し た 様 に 
0 ー バ の 見 られ な く な つた 白 潮 を 認め て いる 。 之 は 若 レ ア 盲腸 内 に 発見 し た アメ ー バ の 量 も 対照 に 比較 し て , は る 
メー バ が 感染 し な けれ ば , 4 日 以内 に 排 溢 され る か 又は , か に 多 か つ た 。 
) 死 減 し , 感染 の 成立 し た も の の み が 基 の 後 長く 腸 内 に 生 腸 壁 に 病変 を 形成 し た 例 は , 下 株 に 比較 し て 明確 で 上 
存する も の で あら ろう と 解釈 され る 。 な お の 成績 は , 多く , で 2 例 , 処置 で 5 例 を 認め た が , 
病原 性 の 弱い と 考え られ る 『 株 を 使用 し た 為 か , 感染 率 。 身 は 割合 に 小さ く , すべ て 謀 腸 部 に 限局 され て お り , 他 
) が 割合 に 低く , 且 大 き な アメ ー パ 性 の 病変 は 認め られ の 腸 壁 に は 見 られ な か つた 。 
ず , た だ アァ アメーバ 注入 後 11 日 目 及 び 18 日 目 に 各 1 例 及び 以上 の 成績 と 依っ つて も 明らか な 様 に Y 株 と FF 株 と は 病 
: 2 例 の 白 潮 の 腸 壁 に 鹿 炉 性 充血 炎症 部 を 認め た に 過ぎ な 原 性 に か な り の 差 が 見 られ る 様 で あり , 感染 率 感染 量 及 
: か つっ た s び 病 変 を 起 さ せる 度合 は , YY 株 が は る か に 強い 様 で あ 
、 I Nitrogen mustard-B, 前 処置 に よる 場合 る 。 此 の 様 な 赤痢 ア メー ペ バ 株 間 の 病原 性 の 相違 に っ つい て 
赤 少 アメ ー ペ バ 『『 株 を 使用 し て 実験 を 行 つ た 場合 は 表 の “= は , 松林 氏 等 (1951) も 之 を 認め , 強調 し て いる 様 で あ 
表 Nitrogen mustard 処置 白 に 依る 実験 る 
(F- 株 ) 以上 の 各 場 合 は すべ て NM-B を も つて 白 煎 に 前 処置 
を 行っ た の で ある が , 逆 に 今度 は , NM-B を も つて 処 
置 し た アメ ー バ を 無 処置 白 削 に 接種 し た 。 (第 4 表 う 
) 処 置 白 必 26 = 84.6 即ち W, B, 2 培地 の 液体 部 1 cc に 対し て 約 50Y の N 
対 30 14 46.6 
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M-B を 加え 6 代 以 上 継 代 培養 を 行 つ た Y 株 アメ ー バ を 
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第 4 表 Nitrogen mutard 処置 アメ ー バ 
に 依る 実験 CY- 株 ) 


感染 (感染 量 別 ) 感染 
実験 
数 


処置 アメ 


用 いた 。 

此 の 場合 アメ ー バ は 培養 24 時 間 目 に は 著しく 増殖 が 抑 
制 さ れ , 形 も 非常 に 小さ く 成 る が , 時 間 と 共に 再び 増殖 
も 盛 と 成り , 大 き さ も 旧 に 復 す る 。 此 の 様 に 旧 に 復 し た 
状態 の アメ ー バ を 使用 し た が , 感染 率 は 対照 と 比較 し て 
大 差 を 示さ な か つた 。 之 は NM-B は アメ ー バ に 対し て 
で は 無く 白 削 に 作用 し て アメ ー バ の 感染 率 を 高め る 事 を 
示し て いる の で は な か ろう か 。 

H』 Mucin を を 使用 し た 場合 

赤痢 アメ ー バ の 感染 実験 に 初め て Mucin を 用 い 其 の 
効果 を 認め た の は , Jones and Stewert (1946) 等 で あ 
る が , 本 実験 は 彼 等 と ほ ゞ く 同様 の 手技 を 用 いて 実験 を 行 
つた の で ある が , 不思議 な 事 に 約 半 年 程 の 間 を 置い て 行 


第 5 表 Mucin アメ ー ペ 同時 接種 に 依る 実験 


(第 1 回 ) 
感染 アメ 盲腸 部 の 性 状 と 
番号 ー そ の 数 
大 及 米 粒 大 2 
神 3 (下部 死 
"株 4 米粒 大 2 
用 小指 頭 大 部 1 
群 7 粒 大 
大 及 亜 鈴 型 2 
+ 小 出 血 部 
用 7 + 
8 


( : 十 の 標準 は 第 3 表 の 同じ ) 
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つた 前 後 2 回 の 実験 成績 が 全く 異な つた 結果 を 得 た の で 
一 応 別個 と 分け て 記載 する 事 と する 。 

第 1 回 の 実験 : 1951 年 1 月 より 3 月 に か け て 行っ た 
も の で ある が , (第 5 表 ) 先ず Y 株 を 使用 し た 場合 8 匹 
中 1 例 を 除い て 全 例 に アメ ー ペ 性 の 病変 が 盲腸 壁 に 認め 
られ , 上 且 全 例 だ に アメ ー バ の 感染 を 見 た 。 之 は Jones 
(1946) 等 と 同様 , 非常 に 良い 成績 で あつ た が , 例 白 骨 
を 1 週間 後に 必殺 し た 為 か , 他 の 腸 壁 に は あま り 変 化 を 
見 な か つた 。 

対照 の 意味 に お いて , 健常 白 削 4 匹 に Mucin の み を 
注入 し た 場合 , 腸 壁 に 何等 の 変化 も 認め られ ず , 又 E. 
muris, 自然 感染 白 削 3 匹 に と Mucin の みみ を 接種 し た が , 
此 の 場 も 叉 , 何等 の 病変 も 示さ な か つた 。 

形成 白 病理 組織 所 見 

附図 1, 2 は ムチ ン 処 置 に 依り 病変 を 起 し た 白 削 の 盲 
腸 部 の 組織 標本 で ある が , 第 5 表 中 の G, 8 白 削 よ り 得 
た も の で ある 。 固定 は ホル マリ ン で 行い パラ マイ ン 包 理 
切片 と し , へ マト キシ リン ・ エ オデ ヂ デン 染 色 を 行 つ た 。 

潰瘍 部 の 組織 所 見 : 残存 する 粘膜 上 皮 は 生々 増生 の 
傾向 が あり , その 外面 に 接し て 壊死 性 の 剥離 上 皮 ・ 多 述 
白血球 及び フィ ブリ ン 等 に 混 じ て , 核 小 体 の 明らか な , 
大 き な 核 を 持つ た アメ ー バ の 点 在 す る 苦 被 が 附 着 し て い 
る 。 所 に より , 粘膜 上 皮 は , 殆 ん ど 剥 離し 魔 粒 性 , 或 
は , 潰瘍 性 と 成っ つて いる 。 

固有 層 (unica propria) に 円 形 細胞 , 多核 白血球 が 
浸潤 し , 毛細 血管 の 新生 を 伴 つ た 肉芽 を 作 つ て いる が , 
小 出 血 巣 も 可 成 り 多 く 見 られ , 其 の 他 は 形質 細胞 , 多 述 
白血球 , 球 等 が 比較 的 性 に 浸潤 し 浮腫 が 著 明 な 
病巣 も あり , 之 等 は , 粘膜 下層 に まで 及び , 其 の 他 毛 細 
血管 の 新生 の み の 多 い 場 所 も ある 。 ア メー バ は 上 人 述 の 商 
芽 の 直下 に 数 ヶ 集 合 し , 更に 粘膜 下層 の 肉 式 組 織 の 周辺 
部 に も , 二 , 三 集 合 し た も の が , 所 々 に 見 られ る 。 

筋肉 層 は , 間 質 に が あぁ あり, 其 の 間隙 に 白血球 の 
潤 が あぁ あり, それ 等 の 聞 に も や ゃ や はり アメ ー バ が ー ケ 又は 数 
ヶ ケ 浸 入 し て いる の が 見 られ る 。 凝 膜 層 に も 洲 巴 球 , 白 血 
球 , 毛細 管 の 他 に 形質 細胞 , 繊維 細胞 等 の 増殖 と 浸潤 
ょ り る 肉芽 組織 が あり , 上 も 肥 , 炎症 は 此 
の 部 に も 及 ん で いる 事 が 判る 。 

癒着 部 : 〔 アメ ー 注入 局所 の と と の 
癒着 部 分 の 組織 像 〕] 表皮 に 異常 な く 皮 下 に 組織 球 が 少 
数 遊走 し 筋肉 層 は 著 変 が な い 。 冷 着 部 の 系 膜 下層 に 繊維 
母 細 の 増殖 , 組織 球 の , 形質 細胞 , 球 , 肥 
細 了 胞 の 浸潤 増殖 が 著 明 で あり , 毛細 管 の 発達 も 見 られ る 
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系 1 
部 の 組織 標本 , 第 5 表 G. 8 白 (x100) 


第 2 図 
第 1 図 の 張 拡 大 , 中 央 部 た アメ ー ペ を 認 あ る (x400) 


が , アメ ー バ は 見 られ な い 。 

: 組織 の 軽度 の 増生 と 間 質 の 増殖 性 炎症 
が ある の み で , アメ ー ペ パ バ 性 の 特殊 な 変化 を 見 な い 。 

有 及び 肝臓 : 共に 性 の 変化 が 見 られ , 球 
及び 形質 細胞 の 浸潤 が 見 られ る が , 特殊 な 所 見 は な い 。 
以上 の 様 に Y 株 に 於 て は 優秀 な 結果 を 得 た が , 下 株 を 
用 いた 成績 は や や YY 株 と は 時 な り , 第 5 表 の 様 に , 8 例 
中 7 例 に アメ ー パ の 感染 が 見 られ , 基 の 内 2 例 に 潰瘍 形 
成 例 を 見 た の み で ある 。 此 の 場合 に も 両 株 間 の 病原 性 の 
差異 が 認め られ る 様 で あぁ る 。 

第 2 回 目 の 実験 :. 1951 年 6 月 より 同 12 月 迄 の 間 に 行 
つた 。 実験 方 法 基 の 他 は 全く 前 回 の 方 法 と 同様 に 行っ つた 
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の で は あつ た が , 第 6 表 に 示し た 様 に , 基 の 感染 率 は , 
対 比較 し て 大 差 な く , た 形成 度 が 生 増強 さ 
れる 様 で あつ た 。 と れ は , 第 5 表 に 示し た 第 1 回 目 の 成 


第 6 表 Mucin 及 Hyaluronidase に 依る 実験 
(Y- 株 ) 


ムチ ン 注 入 
40 


25(62.5%) 9(22.5%) 
12(52.2%) 1( 4.3%) 
5(55.6%) 1(11.1%) 


ヒア ル ニ ニダ 
ー で 注入 折 


9 


績 と は 全く 相反 し , 且 , Jones 等 の 云う 様 な 好 結 果 を 得 
な か つた 。 勿論 第 1 回 目 に 行っ た 例 数 が 少な い 故 に 直 ち 
に は 確 言 出来 な い が , 一 応 Mucin の 効果 は 必ず し も 常 
に 期待 する 程 で は 無い と 想像 され る 。 

IV Hyaluronidase 使用 の 場合 

前 述 の Mucin 第 2 回 目 の 実験 と 並行 し て , 1951 年 6 
月 より 12 月 の 間 に 行 い , 赤 アメ ー バ は 株 の を 
いた 。 

Hyaluronidase (HYD) 1000T, R, U, を アメ ー 
バ と 同時 に 注入 し た 白骨 28 例 中 12 例 た 感染 が 見 られ , 其 
の 1 例 の 盲腸 壁 に 潰瘍 形成 を 認め た の み で あり , (6 表 > 
対照 と 比較 し て 特に 良い と は 思わ れず , 上 且 感 染 量 も 反 つ ・ 
て て 居 た 。 

な お アメ ー バ 株 は , W, B, 2 培地 液体 部 1 cc 中 に 

500T, RR, U, の HYD を 含む 条件 下 で も 何等 の 悪 影 - 
響 を る 受け る 事 な く 増殖 し た 。 
総括 及び 考案 

Nitrogen mustard (NM) 及び 其 の 他 の Mustard-- 
gas 等 は 従来 臨床 方 面 に 於 て , 其 の 細胞 召 性 及び , 主 と 
し て 拍 血 球 系 の 血球 を 減少 せしめ る 作用 を 利用 し , 悪性 
腫瘍 及び 白血病 等 の 治療 に 用 いら れ て いた が , 先 に Tal- 
iaferro (1948) 等 は , Plasmodium gallinaceum を 
感染 せしめ る 場合 , 本 剤 を 用 いる 事 と よっ つて , 基 の 感染 率 
が 高め られ る 事 を 認め , 其 の 作用 機 作 は , 動物 の 免疫 性 . 
を 低下 さす の で は な いか と 推定 し た 。 又 Philips (1950). 
も 在 来 の 多く の 研究 を 総括 し て , NM は 一 般 に 動物 の 白 
血球 特に 泊 巴 球 を 著 明 に 減少 させ る 他 に 明らか に 免 療 : 
性 を 低下 させ る と 結論 し て いる 。 又 , 先 に 教室 の 猪木 
等 (1952, 1953) は NM-B を 以 て マウ ス を 前 処置 し 
Trichomonas foetus の 致死 的 な 感染 率 を 高め る 事 に 成 . 
功 し 当該 原虫 の 各種 研究 を 容易 な らし め , 更に 病理 組織 


C 67 ) 


を 
得 
理 
; 
数 
此 
少 
| 


学 的 に 検討 を 加え た 結果 , 其 の 原因 を , 宿主 マッ ス に 於 
ける 大 喰 菌 細胞 産生 過程 の 障 三 に 関 叉 し て 解説 し て い 

今回 私 の 行っ た NM-B を 用 いて の 実験 は , 以上 の 諸 
点 を 考慮 し て 行 つ っ た の で ある が , 実験 『 に 示し た 様 に 赤 
痢 アメ ー バ の 感染 を 相当 高め る 事 が 出来 た 。 此 の 様 な 高 
率 な 感染 は , 白 削 を 用 いて の 実験 で は , あま り 基 の 報告 
を 見 な い 様 で ある 。 た さく 漬 瘍 形成 の 点 に 於 て は 全く 期待 
を 裏切っ た 成績 を 得 た が , し か し レ し, 感染 と 発症 を 全く 別 
個 に 考え ね ば ら な ぬ ア メー バ 症 に 対し て 一 つの 有益 な 事 
実 を 与え る も の と 思う 。 

実験 『 の 内 , アメ ー バ 自体 に NM-B を 作用 させ た 場 
合 。 基 の 感染 率 に 何等 の 変化 を も 来 た さ な か つた の は , 
NM-B は , 原虫 自体 へ で は な く 宿 主 で ある 白 削 に 何等 
か の 作用 を 与え , 感染 を 容易 な らし め る も の と 考え られ 
る 。 

Philips (1950) は NM を 動物 に 連日 注入 し た 場合 白 
血球 の 減少 は 8 ~5 日 目 に 最高 と 成る と 述べ て いる 。 此 
の 事 か ら 考 える と , 今回 様 の に た く 1 回 だ け の 前 処置 の 
みみ で は な く 白 煎 の NM-B に 対す る 抵抗 が 許す 範囲 と 於 
て 多数 回 の 前 処置 を 行う 事 と , アメ ー パ 注入 の 時 期 を 前 
処置 後 8 ~ 5 日 目 位 と すれ ば , 更に 好成績 を 得 ら れ た の 
で は な いか と 思え る 。 し か し 白 煎 は 70~80Y の NM-B 
を 連日 注入 すれ ば 基 の 多く が , 毒性 に こと ょ り 死 亡 し , 実験 
を 行い 得 な か つた 。 

続い て 行 つ た Mucin に 就 て は 従来 細菌 等 の 動物 感染 
実験 に と 用 いら れ , 好成績 を 得 て い る の は 周知 の 事実 で あ 
り , 其 の 作用 機 作 に 就 て も 種々 の 追求 が 進め られ て い 
る 。 Olitziki (1948) (1948) は 色々 な 実験 例 を 挙げ , 
其 の 作用 に 就 て 可 成 り 入念 な 検討 を 加え , 白血球 に 対す 
る 作用 , ア グレ ッ シ ン 様 作用 補 体 作用 の 抑制 , 及 び 抗 体 作 
用 の 抑制 等 «の 作用 の 在 る 事 を 認め て は いる が , し か し 
結論 と し て は 不明 の 様 で ある 。 と こと ろ で 赤痢 アメ ー バ の 
動物 感染 実験 に は 既に Jones (1946 一 1948) 等 が 使用 し 
拍 削 に 対し て 902% 以 上 の 感染 率 を 得る 事 に 成功 し , 種々 
の 抗 ア メー バ 薬 剤 の 検定 に も 応用 し て いる 。 併 し な が ら 
今回 行っ た 私 の 実験 で は, 残念 な が ら , 彼 等 の 報告 の 様 
な 良い 成績 は 得 ら れ な か つた 。 た さく 濱 瘍 形成 性 が 増強 さ 
れる 事 と , 感染 量 が 可 成 り 多 いと いう 事 は 未だ 検討 すべ 
き 余 地 が ある 様 で ある 。 又 時 期 を 分 け て 行 つ た 成績 の 内 
第 1 回 の 実験 で は , 例 数 は 少な か つた が , し か し 人 冬期 の 
実験 で あつ た に 拘わら ず , 第 2 回目 の 主として 温暖 の 時 
期 の 成績 より も ずつ と 良 か つ た の は "従来 の 定説 で ある 
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“人 冬期 より も 夏期 の 方 が , 実験 感染 率 が 高い ” と 云う 考 
え に 相 反し 基 の 説明 に 苦し な も の で ある が , し か し , ア 
メー パ バ の 感染 及び 発症 に は , た ゞ 季節 的 な 要因 の みな ら 


ず 他 の 種々 な 条件 が 関与 する も の と 考え られ る 砂 に , た 


ゞ 以上 の 成績 の み で は 軽々 し く 判 断 は 出来 な いと 思う 3 。 

次 に 互 YD は , 近 来 臨床 方 面 は 勿論 , 各 分 野 に 利用 さ 
れつ っ つ あり , 上 且 叉 生物 の 各種 組織 及び 臓器 中 より 発見 さ 
れ て いる が , 此 の 物質 の 発見 に 依り 赤痢 アメ ー バ が 腸管 
壁 に 浸 入 す る の も HYD の 助け に 依る の で は な いか と 考 
えら れる 様 に 成っ つて 来 た ( 覆 原 , 1950) 。 即ち 赤痢 アメ 
ー バ の 分 泌 す る 組織 融解 物質 が , 了 LYD の 作用 に 依っ て 
組織 中 の 防 信 物 質 HIyaluronic acid を 分 解 し 組織 中 に 
拡散 せしめ られ 且 , アメ ー パ 自体 の 温 入 を も 助長 する の 
で は な い だ ら うか 。 以 上 の 様 な 考え の も と に 本 実験 を 進 
め た の で ある が , 使用 し た 了 互 YD の 使用 単位 等 に 未だ 不 
充分 な 点 が あつ た た めか , 予期 する 様 な 結果 を 得 な か つ 
た 。 此 の 点 を 再考 の 余地 は ある 様 で ある が , し か し 実験 
経過 を 観察 し た 結果 より 考え , 也 YD の み を 用 いて , 赤 
痢 アメ ー バ の 感染 率 又 は 発症 率 を 高め ある の は 一 応 難 か し 
の で は な いか と 考え られ る 。 

結 語 

1) 赤痢 アメ ー バ は 幼 弱 白 削 に 可 成 り 感 染 し , 基 の 感 
染 率 及び 潰瘍 形成 は , 健康 保有 者 より 得 た 株 より も , 有 
症状 患者 より の 株 の 方 が 高 率 で ある 。 

2) 適量 の Nitrogen mustard-B の 腹腔 内 前 処置 に 
ょ より 百 削 た 対す る 赤痢 アメ ー バ の 感染 率 を 高め 得 た 。 し レ 
か し 漬 瘍 形成 は 増強 し 得 な か つた 。 

8) Nitrogen mustard-B を 以 て 赤痢 アメ ー バ を 処置 
し て も , 其 の 白 削 え の 感 染 率 及び 発症 率 に 認 婦 べき 変化 
を 見 な か つた 。 

4) ア メー バ を 102% Mucin と 同時 に 内 
に 注入 する 事 に 依り , 盲腸 壁 に 於 ける アメ ー ペ 性 の 潰瘍 
形成 が 増強 され る 。 し か し 感染 率 は 特に 高め られ な か つ 
た 。 

5) Hyaluronidase 1000 T, R, U を 赤痢 アメ ー バ 
と 同時 に 白 潮 の 盲腸 内 に 接種 する 事 に 依っ つて も , 感染 率 
及び 潰瘍 形成 を 高め 得 な か つた 。 


に 当り , 御 指導 と 御 校 を 賜 わ つ た 森下 教授 
並び に 猪木 教授 に 深く 感謝 し ます 。 佑 病 理 組織 検査 に つ 
いて , 種々 御 助力 下さ っ を 本学 医学 部 第 二 病 理 岡 野 助 教 
授 た に 対し て 心から 感謝 の 意 を 表し ます 。 

本 研究 は 本 部 省 科 学研 究 紅 にょ っ て 行わ れ た 。 記し て 


C 68 ) 


| 
. 


uh 


昭和 31 年 9 月 (1956)]〕 


感 意 を 表す ( 木 正三 ) 


(本 論文 要 第 20 回 寄生 学会 及び 昭和 26 年 


省 科 学研 完成 果報 告 会 席 上 に て 報告 し た ) 


1) Inoki, S., Nagai, A., Kitaura, T., Takada, S. 
and Nakabayashi, T.,(1950): Studies on the new- 
culture methods of Endamoeba histolytica. Med. J. 
Osaka Univ., 2, 53-72;. —2) Inoki, S., Takada, 
S., and Nakabayashi, T. (1953): New culture 
mediums for Endamoeba histolytica. Americ. J. 
Clin. Path., 23, 197-199. —3) 猫 木 正三 , 永井 光 , 高 
田 季 久 , 北浦 敏行 (1950) : 赤痢 アメ ー バ の 培養 に 関 
する 研究 , 第 一 報 , 余 等 の 所 調 全 血 加 境地 に 就 て , 阪 
大 医 誌 , 2(2) う , 71-84. 一 4) 猪木 正三 , 浜田 義雄 , 中 
馬 英 二 , 藤原 二郎 (1952) : Trichomonas foetus の 小 
動物 に # け る 感染 に 関す る 研究 (第 一 報 ). 純 培 養 を 
以 て する マウ スー へ の 感染 試験 , 阪 大 医 誌 , 4 (5) (6), 
1-10. 一 5) 正三 , 浜田 義雄 , 洞 郎 , 岡村 
(1954) Trichomonas foetus の 小動物 に け る 感染 
に 関す る 研究 (第 2 報 ).。 マッ ゥ ス え へ の 継 代 感 染 試 験 , 阪 
大 医 誌 , 6 (3), 211-218. 一 6) Jones, W. R. (1947) : 
The experimental infection of rats with Endamo- 
eba histolytica with a method for evoluting the 
antiamoebic properties of new compounds. Trop. 
Dis. Bull., 44, 313. 一 7) 向田 利男 (1950) : 赤痢 ア 
メー の 白 染 試 験 , 1. 実験 的 感染 率 , 慶応 誌 
27 (1), 11-14. 一 8) 松林 久吉 (1951) : アメ ー ペ 赤 
痢 発症 機転 , 慶応 医 誌 , 28 (3 ), 89-98. 一 9) Olit- 
ziki, L. (1948): Mucin as a resistence-lowing 
substance. Bact. Rev., 12, 158-163. —10) Philips, 
F. S. (1950): Recent contributions to the phar- 
macology of bis (2-Haloethyl) amines and sulfi- 
des. J. Pharm. & Exp. Therap., 99, 281-323. — 
11) Stewert, G. T., and Jones, W. R.,(1948) : The 
pathology of an experimental amoebic infection 
in rats. Trop. Dis. Bull., 45, 1001-1002. —12) 
任 (1950) : ヒア ル = ゲー ゼ と 臨床 , 医学 書院 , 
37 頁 . 一 13) Tobie, J. E. (1949) : Experimental 
infection of the rabbits with Endamoeba hstoly- 
tica. Am. J. Trop. Med., 27, 859-870. —14) 
Taliaferro, W. H., and Taliaferro, L. G. (1948) : 
Reduction in immunity in chickin malaria follo- 
wing treatment with Nitrogen mustard. J. Infect. 
Dis., 82, 5-30. 


Summary 


Many investigators have made several trials to 
produce the typical infections in rats with the 
mixed cultures of Entamoeba histolytica, however 
no satisfactory results have ever been achieved. 

The author inoculated few strains of E. histoly- 
tica kept in our whole blood mediums into the 
coecums of the young rats which had preparatorily . 
treated with some chemicals at the same time 
or prior to the inoculation, by which it was exa- 
mined how would be changed the rates of both 
infection and ulcer formation in those inoculated 
rats. 

The chemicals used for this treatment were 
Nitrogen-mustard B, Granular mucin and Hyalu- 
ronidase. The results obtained are summarized 
as follows : 

1. The considerable number of untreated young 
rats could be infected with E. histolytica by ex- 
perimental inoculations, and these infection were 
established in higher percentages with the strains 
from acute patients than with those from contact 
carriers. 

2. The infection rate of E. histolytica in rats 
was raised up by intraperitoneal treatment with 
proper quantity of nitrogen mustard B. a day 
before inoculation. 

3. The pathogenicity of E. histolytica was not 
increased by treating with uitrogen mustard B 
before intracaecal inoculation. 

4. The rate of ulcer formation in rats was 
raised up by inoculating simultaneously with both 
E. histolytica and 10% mucin solution into the 
coecums of rats. 

5. The both rates of infection and ulcer for- 
mation in rats were not increased by. simul- 

taneously inoculating with E. histolytica and 1000 
T.R. U. of hyaluronidasé in the coecums of rats. 
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鍋 存 虫 の 鑑別 及び 分 離 に 関す る 二 ・ 三 の 方 法 に 就 て 


西 村 


大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 (主任 森下 教授 ) 
(昭和 31 年 1 月 30 日 受領 う 


釣 虫 の 感染 経路 に つい て は 近 来 その 研究 が 急速 に 進み 
種々 な 知見 が 報告 され つつ ある が ,。 その 感染 予防 上 の 其 
礎 と な る 感染 形態 と し て の 釣 仔 虫 の 生態 に つい て の 研究 
は 技術 的 な 面 で 幾多 の 困難 を と も な うた め 余 り 進 ん で い 
な い 様 で ある 。 私 は 釣 虫 症 の 疫学 的 な 研究 を は ぢ め る に 
当っ て 等 の 困難 を 少な くす る 必要 に せま られ 先ず 仔 虫 
の 生 熊 観察 上 に 必要 な 二 , 三 の 方 法 を 考案 し 試み た 。 

1. 釣 仔 虫 と 自由 生活 性 線 虫 と の 鑑別 及び 劉 鉛 の 染色 

Baermann (1917) が 土壌 内 の 仔 虫 を 分 離す る 装置 

(Isolation apparatus) を 考案 し て 以来 れ を 使用 し て 
の 研究 は 著しい 進展 を な し , 其 後 之 れ に 種々 な 改良 が 加 
えら れ て きた が , Baermann 装置 で 仔 虫 を 集め た 場合 
度々 自由 生活 性 線 虫 (Free living Nematoda) が 多数 
に 温 じ 釣 仔 虫 と の 鑑別 に 多大 の 労力 を 要する こと は ょ よく 
経験 する 処 で ある 。 

と の 点 に 関し Baermann(1917) は 7.522 ダ 
Cort (1925) は 5 フォル マリ ン を 夫々 使用 し て 多 仔 虫 
と 自由 生活 性 線 虫 (以下 『N と 略称 ) の 薬剤 に 対す る 抵抗 
性 の 差 に と に ょ よっ つ て 之 れ を 鑑別 し 得る と いつ た 。 即ち Baer- 
mann 装置 を 以 て 集め た 釣 仔 虫 と FN の 混合 する 水中 


へ 之 等 の 薬剤 を 作用 さ し め る と , 一 定時 間 内 に 於 て は 抵 


抗 性 の 強い 釣 仔 虫 の み が 生 存 し FN は 向 死 する か ら 拭 
別 が 容易 と な る と する も の で ある 。 其 後 こ の 方 法 を Van 
Thiel & Wolff (1981) が 追試 し 両者 の 鑑別 法 を 比較 し 
て いる が 何等 の 新 し い 方 法 を 考案 する に 至 つ て いな い 。 
Behrenz (1955) は 般 光 色素 Acridinorange を 用 い 
て 犬 多 虫 の 一 種 Uncinaria stencephala の 仔 虫 の 被 靖 
を 染め , 之 れ に よ ょ り FN と の 鑑別 を 容易 と する こと と が 
出来 る と 述べ た 。 即ち Uncinaria と FN の 混合 する 水 
中 に 乃至 の 割合 で 溶解 する 様 に Acridino- 
range を 入れ 鏡 ょ っ つて 観察 する と , Uncinaria 
仔 虫 の 被 靖 は 第 一 乃至 第 二 期 生 虫 で は 緑色 に 第 三 期 仔 虫 


Takeshi Nishimura: On some methods for diffe- 
rentiation and isolation of hookworm larvae. 
(Department of Parasitology, Research Institute 
for Microbial Diseases, Osaka University.) 


は 赤銅 色 に 染 り , 一 方 FN は 向 死 すれ ば 体 細 胞 が 染 り 
生存 する 場合 に は 染 ら な いか ら 和 鑑別 が 容易 だ と 述べ て い 

私 は 1958 年 外用 殺菌 剤 と し て 広く 用 いら れ て いる マー 
ゾ ニ = ニン (エチ ル メ ルク リ チ オ サル チル 酸 ナ トリ ウム 100 
倍 等 張 水溶 液 ) を 使用 し , 抵抗 性 の 差 に より 釣 仔 虫 と F 
N と の 鑑別 を 試み た 共 : 之 れ に 色素 を 併用 する か 又は 色素 
性 消 如 剤 の 単独 使用 に ょ っ つて 鑑別 を より 容易 と する と と 
が 出来 る こと を 知っ つた 。 尚 此 の 際 使 用 する 色素 に よっ つて 
は 仔 虫 の 被 輔 の み を 染色 し て 何等 生体 に 障害 を 与え な い 
ぁゃ の が ある と と を 知り 併せ さる て 之 れ を 追究 し た 。 

実験 方 法 

Baermann 装 置 に よ つ て 土壌 内 より 集め た FN 又は 
か 採取 し た より 換水 法 に よっ つて 集め た FN 
を , の 培 に と よ つ て 得 た 均等 に 発育 し た 仔 
と 混 じ 人 失 旗 試験 管 に 集め た 後 ホ ー ル スラ イド グラ ス に 移 
し て 演 紙 に より 可 及 的 に 水 を 吸い 取り 。 素 め 作成 し て お 
いた 各種 濃度 の 薬剤 を 作用 を せしめ た 。 此 の 他 色 素 を 使用 
し た 場合 こ に は 之 れ を 水洗 する と 一 層 判 定 が 容易 と な る の 
で 一 定時 間接 触 後 失 底 試験 管 に 移 レ 水 を 加え て 色素 を 薄 
め 達 心して 上 水 を 捨て る 方 法 で 水洗 を 行っ つた 。 

尚 観 察 が 数 時 間 に 及 ぶ 場 合 に は ホー ルス ライ ドグラ メス 
に カバ ー グ ラス を か け 周 囲 を パラ フラ イン で 封じ て 蒸発 を 
防ぎ 28°C 一 器 内 に 保つ た 。 

実験 に 使用 し た 人 釣 虫 は 全て マツ ビニ = 釣 虫 (Ancylosto- 
ma duodenale) (以下 Ad と 略称 ) で 同一 人 の 華人 便 内 卵 
を 培養 し て 得 た も の で あり 他 に 犬 釣 虫 Ancylostoma 
caninum (以下 Ac と 略称 ) を 使用 し た 。 

成 

先ず ザマ ャ ー ゾ = ン に 対す る Ad と FN の 抵抗 性 の 差 に つ 
いて みる と 第 1 表 に 示す 通り で あつ て ee 濃度 
で は 30 分 の 接触 で FN は 不動 と な り Ad も 又 不 動 と な る 
か 活動 不 活 と な る が 濃度 で は 830 分 後に 
N が 不動 と な る に 反し Ad は 2 時 間 後 まで 殆ど 変化 な く 
で は 逆 FN に いて 2 乃至 4 時 間 後 
まで 不動 と な ら ぬ も の が 認め られ る 。 即ち 之 等 の と こと か 


| 
. 
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ら 考え て 両者 の 鑑別 の 目的 に は soo。 乃至 リリ sooe 濃度 の 
液 を 80 分 間 作 用 せしめ る と と が 有効 で ある と こと が 判る 。 
次 に 之 れ に ピク リン 酸 , 赤 イ ンク 。 デラ フィ ルド ヘ へ マ 
トキ シリ ン ,。 メチ レン 青 ,。 マー キロ クロ ローム, ギ ム ザ 氏 
液 を 併せ 用 いた 処 , 前 2 者 の 色素 で は Ad, Ac, FN を 問 
わ ず 不 動 と な つた も の は 被 輔 を 除い た 体 細 胞 が 着色 し 動 
くも の は 着色 し な か つた が , 後 の 4 者 で は 不動 の る の は 
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ー ム の 併用 で は 接触 30 分 後に , Ad, Ac は 被 靖 が 着色 し 
た まき で 運動 能 に は 変化 が な く , 60 分 乃至 5 時 間 の 接触 
で は 運動 不 活 洪 又 は 不動 と な る も の が 痢 次 増加 し 不動 と 
な つた ぁゃ の は 被 輔 と 同様 に 体 細胞 も 着色 する に 至る も ゃ の 
で あぁ ある 。 

マー キロ クビ ローム の 単独 使用 で は 380 分 乃至 3 時 間 
の 接触 で は 被 靖 の 着色 が みみ られ る の みみ で 運動 能 は 変化 が 


前 2 者 同様 に 体 細胞 が 着色 する が , 動く も の も Ad, Ac な く 5 時間 以 上 の 接触 で 運動 不 活 浴 又 は 不動 と な る も の 
で は 被 珍 のみ が 瞬間 的 に 着色 する こと と を 知 つ た 。 即ち 第 が 薄 次 増加 する 。 赤 イン ク で は 最小 限 接触 5 時 間 ま で は 
2 表 に 示す 様 に リリ sooo マー ゾ ニ = ン と リ po マー キロ クロ 運動 能 に 変化 が な く 被 閑 も 着色 し な い が 21 時 間 以 上 で は 


第 1 表 各種 濃度 の マー ジニ = ン に 対す る 抵抗 性 


30 分 1 時間 2 
; 種別 


1/1000 
| 1/3000 
1/5000 
1/8000 
1/10000 


1/20000 
Control 


動 一 部 不動 大 部 分 が 動 人 殆 ど が 不 活 な 運動 運 動 活 


= 


obeeeee 
oo0000b®e 
Obeeeee 3 

©) 

obbbeee 
Oeeeeee 
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第 2 表 色素 に ょ る 状 


1/100 マー キョ ロク 
SH S せ 


8S …・ 被 の み 色 …・ 体 細胞 着色 腔 , 肛門 の 一 部 が 色 
厚 に 着色 着 色 を ず 


3 
| 
} 
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活動 不 活 深 双 は 不動 と な る も の が られ る 。 

リリ oo マー ジニ = ニン と Jco ピク リン 酸 の 併用 で は 80 分 後 
に Ad, Ac 共に 運動 不 活 浴 な も の が みみ られ 8 乃至 5 時 
間 で は 不動 と な る も の が 潤 次 増加 し , 21 時 間 以 上 で は 全 
て が 不動 と な る 。 沿 此 の こと は マー ゾ = ン を 併用 し な い 
場合 で も 略 々 同様 で あつ た 。 

以上 の 様 に 色素 に ょ よっ つて は 被 輔 を 着色 さ し め る も の と 
そう で な いも の と が ある が , 虫 体 が 不動 ( 氏 死 と 見 仔 し 得 
る が 明らか で は な い ) と な っ た 場合 に は , Ad, Ac, FN 
の 例外 な く 体 細胞 が 速 か に 着色 する も の で , 之 等 の 点 を 
利用 し て Ad, Ac, FN の 第 別に は 大 別して 第 8 表 に 
示す 二 つ の 方 法 が 考え られ る 。 


第 3 表 色素 に ょ る 着 色 の 差異 


ーー 動 不動 動 不動 動 不 重 


色素 
マー キロ クロ ー ム 
S++ S+ 
ヘ へ マト キシ リン — 
ギ ム 
+ 


即ち 第 1 の 方 法 は マー キロ クロ ー ム , メチ レン 青 , デラ 
フィ ルド へ ヘ へ マト キシ リン 等 の 被 輔 の 着色 する 色素 を 用 い 
る も の で , 之 れ に 短 時 間接 触 せ しめる 場合 に は FN は 生 
存 に 影響 が な く 着色 し な い が Ad, Ac は 被 靖 が 桃色 又は 
緑色 に 着色 し 明らか に 区 別 し 得る こと と な る 。 此 の 結果 


は Behrenz が Acridinorange を 用 いて 行っ つた 鑑別 法 


と 極め て 近似 し て 居 り , 本 方 法 で は リ oo マー キロ クロ 
ー ム が 色調 其他 の 点 か ら 最 も 有効 で ある と 思わ れ た 。 
第 2 の 方 法 は Ad, Ac 仔 虫 の 被 靖 を 染め な い ピ クリ 
ン 酸 , 赤 イ ィ イン ク を 用 いる も の で ,。 ピク リン 酸 は マー ゾ = 
ン を 併用 し な く て も 単独 で 相当 の 吉 性 を 放す る 点 か ら こ と 
の Ji 溶液 を 30 分 間 作 用 そし め る と FN は 不動 と な り 従 
つて 体 細 胞 が 黄色 に 着色 する に 至る が , Ad, Ac は 梁 ら 
な いで 運動 し て いる の で 鑑別 する とこ と が 出来 る 。 尚 赤 イ 
ンク 乃至 sooo マー ゾ = ン を 併用 すれ 目的 を 
達する と こと が 出来 る が ピク リン 酸 の 方 が 鑑別 に は ょ より 簡 
単 だ だ いえ る 。 

以上 何れ の 方 いて も ゃ その は 極め て 容易 と な 
り 短 時 間 で 目的 を 達する こと が 出来 る こと と な つた が , 
本 方 法 は Baermann, Cort 等 が 用 いた 様 な 仔 虫 の 薬剤 に 
対す る 抵抗 性 の 差 の み に 信 i 存する の で は な いか ら Ad,Ac 
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が 不動 と な る 様 な 低温 下 に 於 いて も 充分 れ を 鑑別 し 得 
る も の で ある 。 億 し 遼一 方 Ad と Ac と の 間 に は 薬剤 
に 対す る 抵抗 性 の 差 が 認め られ ず 鑑 別 が 不可 能 で あり , 
な い 仔 虫 は 性 が 弱く 且つ 着色 も し な いか ら 
等 に つい て の 角 列 が 不可 能 で ある 点 は 本 法 の 欠点 で あ 


る 。 沿 此 の 他 FN の 種類 は 極め て 多い た め 本 実験 に 供し レー 


た 以外 に 之 等 の 薬剤 に 特別 に 強い 抵抗 性 を 有する 種類 が 
無い と は 言え な い 不 安 も な いで は な い 。 

以上 は Ad, Ac と FN の 鑑別 に つい て 述べ た が Ad, 
Ac は 共に マー キロ クロ ー ム , メチ レン 
ド ヘ へ マト キシ リン に よ つ て 被 商 を 容易 に 着色 する こと が 
出来 , し か も その 仔 虫 の 運動 能 に 外見 的 に 何等 の 障害 を 
与え な いこ と こと を 知 つ た の で , 着色 仔 虫 の 生存 日 数 と 感染 
能力 と に っ いて 知る た め 実 験 を 行っ た 。 即ち 先ず 仔 虫 の 生 
存 日 数 を リリ ico マー キロ クロ ー ム 並び と リリ デラ フィ ル 
ド ヘ へ マト キシ リン に よ ょ つて 着色 し た 仔 虫 に つい て 観察 し 
た 処 第 4 表 に 示す 通り で あつ て , 80 分 乃至 1 時 間 の 接触 
で は 正常 な 仔 虫 と 比較 し て 生存 力 に 何等 の 差異 も な いこ 
と を 知 つ た 。 


第 4 表 着色 仔 虫 の 生存 日 数 


色 
の の 
正常 
マー キョ ク 90 分 15 12~16 16 以上 
” 1 時 間 15 日 10 日 以上 10 日 以上 


へ マト キシ リン 30 分 5 日 15 日 以 上 15 日 以上 


ク 、 1 時 間 6 昌 15 日 以上 15 日 以上 


次 に 感染 能力 と つい て は リ pp マ ー キ ロク ロー ム 及 びび J 
デラ フィ ルド ヘマ トキ シリ ン で 夫 え 着色 し た Ad 仔 虫 を 
マウ ス に 経口 的 経 置 的 に と 与え, 一定 期間 後 肺 臓 内 の 仔 虫 
の 有無 を 検索 し た 処 第 5 表 に 示す 通り で あっ つて, 経口 , 
経 問わ ず の 正常 仔 と にょ る 感染 実験 と 同様 に 全 


・ に 於 て 5 万 至 6 日 後 肺 臓 内 に 仔 虫 を 認め 感染 能力 に ゃ 変 


化 の な いこ と こと を 知 つ た 。 

こと の 様 に 被 靖 を 着色 し た 仔 虫 は 正常 の 仔 虫 と 生存 力 , 
感染 能力 に 於 いて 何等 変る 処 が な いと と を 知 つ た が , マ 
ー キ ロク ロー ム で は 桃色 に ぇ チレ ン 青 , デラ フィ ルド へ 
マト キシ リン で は 緑色 に 夫々 着色 する と と が 可能 で ある 
と と は 此 後 種々 な 方 面 に 利用 価値 を 有する も の と 思っ て 


} 
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第 5 表 着色 仔 虫 の 感染 能力 


培養 後 の 投与 より 
仔 虫 の 経 まで 


_ 過 数 。 の 日 数 


いる 。. と これ に 関連 し て 着色 仔 虫 を シヤ ー レ ー 内 に 
起 つ た 土壌 内 に 放ち 4 時 間 後 Baermann 装置 に よっ つて 
集め た が , 此 の 実験 に 於 いて は 集 ま つ た 仔 虫 は 脱 上 反し た 
も の が 多く 着色 仔 虫 は 少数 を 認め た の 用 で あつ た か ら 此 
の 様 な 方 面 へ の 利用 は 一 考 を 要する の で は な いか と 思っ 

2. 水中 又は 土 境内 の 釣 仔 虫 の 生態 観察 に つい て の 家 

釣 仔 虫 の 水中 又は 土壌 内 に 於 ける 経 膚 感染 に 関連 し た 
生態 は 今 だ 詳らか で は な く ,。 た だ 経 目 的 に 侵入 する 場合 
に 組織 双 は 血清 に 対し て 陽性 の 向 化 性 で CChemo-Tropi- 
sn) を 発現 する こと が 分 島 (1988) 北山 (1985) 等 の 
詳細 な 研究 と ょ っ て 知ら れ て いる 。 私 は 之 等 の 向 化 性 を 
利用 し て 経 膚 感染 時 の 状態 と 最も 近似 し た 条件 に 於 いて 
虫 の 経 的 侵入 の 態度 を 観察 する 目的 を 以 て 家 
膜 の 使用 を 試み た 。 即ち 勝 腕 膜 で は 分 島 が 使用 し た 寒天 
ょ り も 一 層 感 染 時 の 実体 を 捉え る こと と が 出来 る る の と 考 
えら れ , 之 れ に 血清 を 入れ る と と に より 仔 虫 の 侵入 を 確 
認 す る と と が 出来 た 。 釣 仔 虫 が 血清 又は 組織 に 対し て 陽 
性 の 向 化 性 を 有する と は いえ 経 膚 的 に 侵入 する に は 先ず 
仔 虫 の 運動 を 可能 と する 翼 境 条件 が 必要 で ある こと と は 当 
然 で , 例え ば 土壌 内 に 於 いて は 適当 な 温度 と 湿度 が 保 た 
れれ ば 侵入 可能 で ある が 水中 の 仔 虫 は どの 様 な 接触 に よ 
っ つて 組織 内 に 侵入 する も の で あろ うか 。 私 は 之 等 の 点 に 
っ つい て 観察 する た め に 勝 腕 膜 を 利用 し た も の で あぁ る が , 
と こと で は 此 の 使用 に と ょ つて 観察 され た 仔 虫 の 向 化 性 と に つ 
いて の 検討 は 行わ ず に お く 。 
実験 方 法 

血清 入 家 と は し た 家 直ちに 解剖 し て 
勝 腕 膜 を 摘出 レ マ ー ゾ = ン 液 で 洗 浴 し た 後 之 れ に 血清 
(人 , , 家 を 入れ 縫合 で 縛っ つた も の で ある 。 
水中 に 於 ける 観察 は 表面 積 56.71 cm? 高 さ る 12cm の ビ 
ー カ ー 又 は 表面 積 59.41cm* 高 さ 2.5cm の シヤ ー レ 内 に 
一 定 温度 の 水道 水 を 入れ 水深 0.4cm 乃 至 8.8cm と し て 選 
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れ に 予め 算定 し た 感染 型 釣 仔 虫 を 入れ , 此 の 水中 に 夫々 
の 位置 に 家 膜 を し て 仔 の 侵入 の 有無 を 検 レ 
た 。 実験 は 全て ビ = 虫 を 用 い 器 内 で 行い 
ー87"C の 水温 下 で 2 一 5 時 間 又 は 24 時 間接 触 そ を し め た 。 
使用 し た ツマ ビー= 多 仔 虫 は 葵 便 を 濾紙 培養 し て 得 た も の 
で , 実験 に 際 し て 之 等 仔 虫 を 失 旗 試験 管 に と 集め た 後 , 水 
量 を 一 定 と し て その 0.1cce を 探り 数 を 正しく 算 え る と と 
を 数 回 繰返し その 総和 を 平均 し て 一 定量 の 水中 に 於 ける 
仔 虫 推定 数 を 出し 使用 し た 。 血清 内 侵入 の 仔 虫 は 実数 を 
算 え た が 組織 内 の 仔 虫 は 実数 を 算 え る こと と が 不可 能 で あ 
つた の で , 実験 後 水 中 に 残存 し た 仔 虫 を 前 述 と 同様 方 法 
で 算 え 血清 内 侵入 の 仔 虫 数 を 之 れ か ら 除 し レ し た も の を 組織 
内 虫 推定 数 
成 

水中 に 於 ける 実験 は 第 1 図 に 示す 様 な A, B, C, D 
の 方 法 で 行っ つた 。 即ち A は 勝 腕 膜 を 水 表 面 に と, B は 水中 
の 中 間 部 に , C は 管 底部 に 勝 腕 膜 が 触れ る 程度 に , D は 
水深 を 洪 く し て 管 底部 に 充分 接触 する 様 に 夫々 位置 せ し 
め た も の で , 水中 に 於 ける 仔 虫 は 通常 静 置 すれ ば 水族 に 
数 個 乃 至 は 十 数 個 の 集 塊 を な し て いる も の で ある 。 


第 1 図 勝 腔 膜 の 位置 


之 等 の 実験 結果 は 第 6 表 に 示す 通り で あぁ つて, A, B 
の 場合 に は 血清 入 勝 腕 膜 へ の 仔 虫 の 侵入 は 認 め あら れず 
C, D の 場合 即ち 勝 腕 膜 が 水底 に 接触 し た 位置 に ある 場 
合 の み 仔 虫 の 侵入 が 認め られ た 。 企 虫 の 侵入 を 認め な か 
つた A, B の 場合 と は 仔 虫 は 水底 に 塊 を な す の み で 何等 
の 反応 も 示さ ず , 又 水 を 振 て が 水中 に する 
状態 と し て も 侵入 は 全然 認め られ な か つた 。 実験 は 概ね 
水温 80 で と 87°C で 行っ つた が 仔 虫 の 侵入 は 両者 の 場合 共 認 
め ら れ , 水温 80C で D の 状態 に 置い た も の が 比較 的 公 入 
率 が 高い 様 で あつ た 。 仔 虫 と の 接触 時 間 は 2 一 24 時 間 で 
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第 6 表 各位 置 於 ける 虫 の 家 兎 勝 膜 数 
内 容 (cc) 温 間 の 経過 (com) ( ) 実 推定 数 推定 数 
人 血清 4 29 24 A 120 3.8 11625 0 0 11625 100 
2 5 / 2 B 120 3.8 11625 0 0 11625 100 
* 0 9500 100 
7 8 2 2 C 116 $9 4000 0 0 4000 100 
37 5 115 2250 2 0.008 648 28.8 
7 4 V2 2 C 116 1.9 18400 3600 19.6 10640 57.8 4160 22.6 
30 5 D 115 0.7 2750 787 28.6 1363 49.6 600 26.8 
- D 145 5100 50 0.9 3450 67.6 1600 31.4 
24 D 145 0.7 5100 0 3380 66.3 1820 
2 / 37 5 D 114 0.4 25000 42 0.04 488 19.6 24500 98.0 4 
馬 血 清 37 5 D 120 0.4 20600 40 0.19 6760 32.8 13800 67.0 ; 
{ 
* 振 し て を 水中 に 浮 せ し あ て 接触 させ る 
セロ ファ ン 紙 で 24 間 
ある が 接触 30 分 後に は 盛ん に 勝 腕 膜 組織 内 に 頭 部 を 挿入 、 め る と と が 出来 た 。 侵入 率 の 最高 は 7.426 で C の 状態 に 
し て いる 状態 が 観察 され る 。 沿 長 時 間 の 接触 で は 血清 の 保つ た 水温 87°C で 接触 2 時 間 の 場合 で あつ た 。 血清 は 人 
腐敗 が 起 る こと も あり , 2 時間 の 接触 で 充分 の 侵入 を 認 血清 を 主として 使用 し た が 馬 , 家 麹 の 血清 に 於 いて る 記 
様 の 侵入 が 認め られ る と と を 知っ つた 。 沿 とこ で 重要 な 処 
見 は 勝 腕 膜 に 侵入 し た 仔 虫 が 組織 を 宰 通 し て 内 部 の 血清 i 
" 内 へ 侵入 し た も の より も ぁ も 勝 腔 膜 組織 内 に 止ま つて いる も 
の が 多く 認め られ た 事実 で , 錠 等 の 仔 虫 は 組 織 内 に 個々 ] 
に 見 られ る と と も ある が 多く は 数 カ所 に 多数 が 塊 集 (第 
2 図 ) し て いる こと と が 観察 され た 。 等 の 膜 内 に 
頒 入 し た 仔 虫 を 集め の 之 れ を マウ ツウ ス に 経口 的 に 投与 し 48 時 
間 後 し た 処 肺 内 か ら 虫 を 検出 し 得 た の で 
能力 を も つ 仔 虫 が 勝 腕 膜 に 侵入 し た も の で ある と と を 確 ・ 1 
め 得 た 。 ; 
以上 の 様 に ツ ビ = 虫 は 血清 入 家 膜 に 侵入 す 
る こと と を 知っ つた が 勝 腕 膜 に 血清 を 入れ ず 水 又は 生理 的 食 : 
第 7 表 勝 肛 容 に ょ る 侵入 数 の 差異 
数 
50 0.7 3450 50.7 
7 . 80°C 85 6800 3287 48.3 
水 0 0.2 3 
清 2 0.09 648 28.8 
7 37°C 5 時 間 C 15 1.3 2250 1600 71.1 . 
生理 的 食塩 水 3 


: 
3 


or (= 


tr 
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塩水 を 入れ た 場合 に は 殆ど の 実験 例 に 於 いて 仔 虫 の 侵入 
を 認め な か つた 。 怒 ち 第 7 表 に 示す 様 に 同一 の どー カー 
内 に 血清 を 入れ た も の と 相 接 し て 位置 せしめ て も 仔 虫 の 
侵入 は 殆ど 認め られ ず , 血清 入 勝 腕 膜 内 の み に 多 数 の 仔 
虫 の 侵入 が 認め られ た こと と は 興味 が 深 か つ た 。 

沿 膜 は れ を 適時 に 得る こと が 困難 な の で セ 
ロフ ァ ン 紙 , Fish skin 等 で 代用 可能 で は な いか と 考 
え 試 みた が , 実験 の 全 例 に 於 いて 仔 虫 の 侵入 を 認め な か 

水中 に 於 ける 之 等 の 実験 と 共に 土壌 内 に 血清 入 勝 腔 肛 
を 埋め 仔 虫 の 侵入 を 観察 し た が 水中 に 於 サ る と 同様 に 多 
数 の 仔 虫 の 侵入 する こと と を 認め た 。 

考 接 及び 総括 

釣 虫 症 の 疫学 的 な 研究 は 感染 形態 と し て の 多 仔 虫 の 生 
態 を 追及 する こと が その 基礎 を な す も の と 信 ぜ られ る 。 

私 は 之 等 の 研究 を 行う に 当り 先ず 釣 仔 虫 の 生態 を 観察 

する 上 に 便宜 な る 方 法 を 考案 する 必要 に せま られ た の で 
種々 の 試 2 み を な し た 処 , 此 の 内 の 二 ・ 三 が 之 れ に 役立つ 
も の と 思わ れ た 。 即ち (1) Baermann 装置 に よ つ て 
土壌 内 より 集め られ た 釣 仔 貝 と 自由 生活 性 線 虫 と の 鑑別 
方 法 て 2 の 被 の 染色 (8) 血清 入 家 有 
に ょ る 水中 又は 土壌 内 の 釣 仔 虫 の 経 膚 感染 時 の 態度 の 観 
察 が それ で ある 。 

(1 う に 就 い て は その 鑑別 は 従来 より 形態 的 な 差 に よ 

つて な され る か , 又は 薬剤 に 対す る 両者 の 抵抗 性 の 差 に 
ょ っ つて な され て 来 た が 前 者 に いて 
を i 後者 に 於 いて は 低温 下 で は その 穫 別 が 困難 と 

で あつ た 。 私 は 此 の 点 に つい て Picrin 酸 を pe 
る て 有効 で あり , 又 (2 に いて 述べ る 色 
素 と マー ゾ = ン を 併用 し て も 第 別に は 司 様 に 有効 で ある 
こと こと を っ な た 

Behrenz は Acridinorange を 用 いて 略 々 同様 の 効果 
が ある と 述べ て いる が 均 光 顕 微 鏡 を 使用 し て 居り , 本 法 
は 之 れ を 必要 と し な い 。 併 し 年 本 方 法 に ょ よ つ て も ツン ツ ビ = 


釣 虫 と 犬 釣 仔 虫 と の 鑑別 は 不可 能 で あり , 被 ざる 


之 等 仔 虫 る 抵抗 性 が 弱い た め 鑑 別 不可 能 で ある と と が 欠 


と され る 。 


(2 う に 就 い て は マー キロ クロ ー ム , メチレン 青 等 の 
色素 を 使用 し 仔 虫 に 一 定時 間接 触 せ し レ め る と , 仔 虫 は 運 


動 能 , 感染 能力 に 何等 の 変化 が な く 被 寅 の み が 着 色 す る 


も の で 前 者 で は 桃色 に 後者 で は 青色 に 着色 する 。 大 浜 信 
(1941) は マビ = 釣 虫 , アメ リカ 鋼 虫 の 感染 仔 虫 の 化 
薬品 に 対す る 抵抗 性 の 実験 に 於 いて , 之 等 の 色素 に は 
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抵抗 性 が 強い と は 述べ て いる が 被 靖 が 着色 する こと は 言 
及 し て いな い 。 

叉 小西 政雄 (1952) も 感光 色素 の 釣 虫 に 及ぼ さす 影響 を 
シア = ン 系 感光 色素 Pos IVr に ょ っ て 調べ て いる が , 
被 輔 が 黄色 に 染 着 する も の が みみ られ る と 述べ て いる の 巡 
で ある 。 以 上 要する に 仔 虫 の 運動 能 に 変化 を 与え ず 被 靖 
の み が 着 色 出 来る こと は 等 着色 仔 虫 に よっ つて 自然 界 に 
於 ける 仔 虫 の 行動 を 調べ る 等 種々 の 利用 価値 が ぁ る も の 
と 思わ れる 。 

(8 に 就 い て は 釣 仔 虫 の 血清 に 対す る 陽性 の 向 化 性 
を 利用 し て 家 以 て 経 感染 時 の 状態 に 近い 条 
件 に 於 いて 仔 虫 の 代入 の 態度 の 観察 を 行 つ た 。 既 ち 家 移 
膜 内 に 血清 を 入れ て 水中 に 存在 する マビ 
と 接触 せしめ る と 接触 の 方 法 に よっ て は 仔 虫 は 勝 腔 肛 内 
に 侵入 する も の で ある こと と を 知っ つた 。 此 の 方 法 に ょ る 水 
中 の 仔 虫 の 侵入 に 就 い て の 観察 で は , 仔 虫 は 水中 を 注 泳 
し て 侵入 する こと こと は な く 管 を し て の 侵入 が 可能 
も の で あろ うと 推定 する こと が 出 Ce 勿論 本 法 は 箇 
清 叉 は 組織 の 温度 を 人 体 に 於 ける と 同様 と し な いか ら 此 
の 点 に 於 いて 不備 な る こと こと は 免れ 得 な い が , 山口 (19830) 
其他 の 諸氏 に ょ つて 討議 され た 水中 に 於 ける 釣 虫 の 経 膚 
感染 の 有無 に 関す る 問題 に つい て か の 示 史 を 与え る も 
の と 思う 。 

以上 本 報告 は た だ 釣 仔 虫 の 生態 を 調べ る 上 に 役立つ 方 
法 の 二 ・ 三 を 述べ た に 過ぎ な い が , 此 後 之 等 の 方 法 を 利 
用 し て 種々 な 方 面 の 研究 を 進め た いと 思っ つっ て いる 。 

終り に 臨み 種々 御 な 御 指 導 と 御 校 を 賜 つ た 
任 森 下 教授 た に 深 甚 な 感謝 の 意 を 表し ます 。 
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Summary 


For differentiating and isolating the hookworm 
larvae from free-living nematodes, the author 
has attempted several methods and come to the 
conclusions that the following ones are practically 
useful. 

1) By adding 1/100 solution of picric acid to 
the mixture of larval nematodes put in the hole 
glass, free-living nematodes may die out within 
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30 minutes, while the hookworm larvae (Ancy- 
lostoma duodenale) may persist. Yellowish 
colouring may occur in the former with the death, 
while the latter remained unstained and alive 
still after 5 hours. 

2) A 1/100 solution of mercury chrome will 
stain the sheath of hookworm larvae pinkish 
from the moment of contact to it, while solutions 
of Delafield hematoxylin and methylene blue will 
stain it greenish. Within 30-60 minutes these 
solutions did not cause any change of motility, 
infectivity and longevity of life. Thus by stain- 
ing the sheath of hookworm larvae with these 
dyes it is possible to distinguish them from free- 
living nematodes which are unstained. 

3) When the fresh rabbit bladder filled with 
serum (human or horse or rabbit) is put in the 
water or earth containing hookworm larvae, the 
latter penetrate into the bladder in which the 
larvae remained mostly in the tissue and were 
found to agglomerate in some groups, while the 
rest were found free in the serum. Without 
serum, however, the bladder was not penetrated 
by the larvae. This method is thought quite 
useful for isolating hookworm larvae in certain 


conditions. 
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簡易 な 感 予 防 法 の 研究 
一 野菜 , 漬物 類 の 熱湯 処理 の 普及 効果 に つい て 一 


九州 大 学 医学 部 第 三 内 科 教 宣 
新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
九州 大 学 医学 部 内 科 教 
(昭和 31 年 1 月 30 日 受領) 


前 言 
戦後 曽 有 の 延 を 来 し た は , 今日 と し . て 
国民 保健 上 の 大 き な 問 題 と な つて いる 。 そ の 防 過 に は 根 
本 的 , 積極 的 な 公衆 衛生 上 の 施策 が 必要 で ある こと と は 論 
を また な い が , 他 面 簡易 で 普及 きれ 易い , し か も 効果 的 
な 予防 法 も 大 い に 研 究 さ れん れ ね ば な ら な いと 思う 。 と の 意 
味 で 経口 感染 の 一 歩 手 前 で 感染 源 の 撲滅 を 図る 方 法 と し 


察 は 主として 農村 に 於 て 集団 調査 の 形 で 開始 され た 。 本 
調査 の 意図 する と ころ は , この 種 の いわ ば 個人 衛生 的 な 
予防 法 が 大 衆 の 支持 を うけ て どの 程度 実行 され る か , ま 
た 野菜 , 漬物 類 が 環 虫 感染 源 の 仲介 者 と し て どの 程度 の 
役割 を ぁ も つて いる か 等 , 公衆 衛生 上 の 諸 問 題 に 対し て 判 
過 の 資料 を 提供 する こと に ある 。 な お これら の 集団 的 な 
観察 と 並行 し て , 熱湯 処理 の 効果 判断 に 必要 な 2, 8 の 


て 野菜 , 潰 物 類 の 熱湯 処理 を と り 上 げ て た 。 効果 の 観 基礎 的 実験 も 行 つ た 。 


第 1 各部 落 に # け る 駆虫 と 熱湯 処理 の 経過 


, 原田 部 落 


熊 畑 


昭 ーー 27 28 セー 昭 29 


Toichiro Sawada*, Masamitsu Otsuru**, Ichibe 

Ohba* and Yoshio Mori*: A simple prophylactic 

measure against ascaris infection.— The pro- 

phylactic effect of an extensive practice of boil- 

ing water treatment of fresh and pickled vegeta- 

bles against infection with ascaris. — 

(* The 3 rd Clinic of Internal Medicine, Faculty 
of Medicine, Kyushu University. 

** Department of Medical Zoology, Faculty of 
Medicine, Niigata University.) 


I. 調査 の 概要 

本 調査 は 福岡 県 郡 町 大 字 馬 見 足 白村 , 以 
下 足 白 う , 山田 市 大 字 態 畑 (以下 態 畑 〕 の 2 個所 で 行わ 
れ た 。 足 白 は 戸数 267 戸 , 人 口 1762 名 , 米 麦 を 主 と す る 
純 農 村 で ご で, 人 戻 を 重要 な 肥料 と する が , その 腐 熟 使用 は 
不 売 分 で , 厚生 省 式 改良 便所 は 存在 し な い 。 態 畑 は 農家 
95 戸 て 642 名 ), 大 部 分 自家 菜園 を 持っ 旋 鉱 々 員 149 戸 
( 498 名 ), その 他 を 加え て 276 戸 (1278 名 ) で , 何れ も 人 
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戻 を 重要 な 肥料 と する 。 最初 に 各部 落 の 検便 と 駆虫 を 反 
復 実 施し て 出来 る だ け 駆 虫 し , 同時 に 各 家 庭 に 対し て は 
野菜 , 漬物 類 の 熱湯 処理 を 大 蒙 指導 し て その 励行 を 求め 
た 。 そし て 最終 駆虫 後 の 検便 成績 を 起点 と し て , その 後 
各部 落 の 感染 率 と 感染 度 の 推移 か ら 本 予防 法 の 効果 を 判 
断 し た 。 足 白 で は 昭和 26 年 10 月 開始 し , 駆虫 後 の 27 年 1 
月 を 起点 と し て 5 月, 10 月 の 各 期 に 検便 を 実施 (第 1 年 
目 う , 第 2 年 目 は 再 駆虫 後 の 28 年 5 月 を 起点 と し て 10 月 , 
29 年 2 月 及び "月 の 各 期 に 検便 を 実施 し た 。 感染 度 を も 
併 観察 し た 足 白 の 1 部落 (鎌田 部 落 は 後 の 27 
8 月 を 起点 と し て 5 月 10 月 の 各 期 (第 1 年 目 う , 第 2 年 
月 は 全部 落と 同時 に 行 つ た 。 態 畑 は 28 年 1 月 開始 し , 駆 
虫 後 の 8 月 を 起点 と し て 29 年 1 月 (第 1 年 目 う , 再 駆虫 後 
の 4 月 を 起点 と し て 10 月 に 検便 を 実施 し た (第 2 年 目 う 。 
その 経過 の 概要 を 図示 する と 第 1 図 の 通り で ある 。 
検便 方 法 

検便 は 全員 に マッ チ 杯 の を 提出 させ た 。 足 白 
15 部 落 の 中 で 14 部 落 は 第 1, -2 年 を 通じ て 直接 塗 抹 法 に 
ょ り , 鎌田 部 落 ( 第 2 年 目 に は 原田 部 落 を 加 う う は Stoll 
法 を 用 いて 感染 度 ( 尿 便 1 g 中 の 卵 数 , Eggs per Gram, 
EPG) も 求め た 。 各 期 の 平均 感染 度 は 検便 陽性 者 に つい 
て の 平均 を 算出 し た 。 態 は 全て 直接 抹 法 に つ 
た 。 な お 双 虫 に 続く 後 検 便 は すべ て 8 週 後に 実施 し た 。 
直接 法 : 18X18mm の 抹 標 本 2 枚 を 作り 十字 
可動 装置 に より 全 視 野 を 鏡 検 し た 。 
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目盛 に 達せ しめ , 次 で 小 ガ ラス 球 10 個 を 入れ て 振 湯 溶解 
, その 0.15 cc を メス ピペット で 載 物 ガラ ス に 滴下 し 
て , 22X50mm の 被 工 ガラ ス で お お い , 十字 可動 装置 で 全 
視野 の 鏡 下 に 数 えた 。 同 100 倍 が 上 記 の 
数 (EPG) を 示す こと に な る 。 

駆虫 方 法 

は ヘ フ ポ 油 製剤 (アス カリ ドー ル 「 ナ ガ , 
1 球 中 0.15 含 有 ) を 用 いた 。 , 虫 の 陽性 者 は 
員 参 集 を 求め , 当事者 の 眼 の 前 で 駆虫 薬 を 年 齢 に 応じ て 


. 服用 ささ た (大 人 量 , 畑 虫 は 8 ~ 4 球 を 頓 用 , 釣 虫 は 6 


球 を 1 時 間々 隔 で 2 回 に 分 服 〉 。 服薬 に 共 し て は 前 日 の 
夕食 を ひか え 目 に し , 当日 は を 摂ら ちず に 参集 すし 
め , 駆虫 薬 服用 1 時 間 後に ミレ バー ル 2 ~38 錠 (日 本 薬 
局 方 ビ サ チ ン 錠 , 1 錠 5 me) を 服用 させ た 。 

野菜 , 漬物 類 の 熱湯 処理 方 法 

野菜 , 漬物 類 の 替 湯 処理 に は , 食前 また は 野菜 を 漬け 
る 前 に 低く と も "0"C 以 上 の 熱湯 中 に 約 10 秒 間 浸 潰す る とこ 
と を 実行 て し め た 。 食前 処理 の 場合 は 水 を 良く 切っ つて 熱 
湯 と に つけ る か , 止む を 得 な い 場 合 に は まな 板 の 上 に 漬物 
を 載せ 良く も みほ ぐし な が ら 熱 湯 を か ける 。 処理 後 , 准 
水 に 投入 する 。 70'C の 温度 を 知る 方 法 と し て は , 熱湯 中 
に 指先 を っ けた 場合 あっ つっ く て 直ぐ 拳 げ ね ば なら ぬ 程度 と 
指導 し た 。 

II. 調査 

(1) 野菜 , 漬物 類 の 熱湯 処理 の 実態 (第 1 表 う 

当地 方 で は 野菜 の 生食 は ほとん ど 行 われ も ない の で , 当 


Stoll 法 : 選 便 8 g を 45cc の こと ろ に 目盛 を っ けた 
大 試験 管 に 入れ 。 リリ 規定 藻 性 ノー ダ 液 を 注い で 前 記 の 然 漬物 類 に 重点 が 向け られ た 。 漬物 類 (普通 の 漬物 と 浅 
第 1 表 各部 落 に # け る 雪 湯 処理 実行 の 状況 (家庭 単位 ) 
第 1 年 目 a 2 年 目 
A B c D A B c D 
(%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) 
を 部 秋 20 54 55 35 164 90 53 36 19 195 
田 , 田 
(12.2) (32.9) (33.5) (21.3) (46.2) 27.2) (18.5) (8.2) 
4 5 7 1 3 3 2 9 
鐘 田 部 落 (23.5) (29.4) 4.2) (5.9) (17.6) (17.6) (11.8) (52.9) 
| 3 6 7 3 G 13 2 3 1 ご 
原田 部落 (15.8) (31.6) (36.8) (15.8) (68.4) (10.5) (15.8) (5.3) 
(13.5) (32.5) (34.5) (19.5) (45.9) (25.1) (17.8) (11.3) 
56 16 31 22 70 17 9 11 


但し A,B,C,D の 符号 は 熱湯 処理 実行 の 程度 を し あす 


] 

に 


昭和 31 年 9 月 (1956)〕 


第 2 図 足 白 の 感染 の 推移 


0 1 5 
26 27 


28 29 
潰 , 主として 薄葉 ) は 漬け る 前 また は 食前 に 熱湯 処理 す 
る 2 方 法 が ある が , 一 般 に 行わ も て いる の は ほとん ど 後 
者 で ある 。 そ の 方 法 は 洗い 槽 ( 約 6 7 入り ) に 凡そ 70~ 
90C の 熱湯 を 約 半 量 入 れ 。 それ に 漬物 の 水 を よく 切っ て 
入れ , 熱湯 中 に 充分 浸 潰 し て 約 10 秒 間 よ くも 乏 ほ ぐし て 
や る 。 丁寧 な 主婦 は 出来 る だ け 葉 を 一 枚 一 枚 は が し て 熱 
湯 中 に つけ る 。 ま た 板 の 上 に 漬物 を の せ て 熱湯 を 注ぎ か 
ける 方 法 , 洗い 槽 に 漬物 を 入れ , それ に 熱湯 を 注ぎ か ける 
方 法 , 漬物 に と する 前 に 野菜 を 水洗 し て 熱湯 中 に つけ る 方 
法 等 は 第 1 年 目 に は 一 部 行わ も れ も て いた が , 第 2 年 目 か ら 
は ほとん ど 行 われ な か つた 。 指導 に は 保健 所 の 保健 婦 , 
各部 落 の 係 と 協力 し て 各 家 し , また 婦人 会 
に 強力 に 働き か け て 主婦 の 熱意 を 換気 し た 。 そ を の 実態 に 
つい て は , 各戸 を 訪問 調査 し, 毎回 確実 と 実行 し て いる 家 
庭 (以下 A), 処理 方 法 は 確実 で ある が , 稀 に 忘れ る 家庭 
(以下 B), 実行 と 不実 行 と が 半々 の 家庭 (以下 及び 
殆 ん ど 実 行 し て いな い 家 許 (以下 D) の 4 階級 と 分 け て 
記録 し た 。 足 白 及 び 態 困 に お ける 各 年 の 平均 的 な 処理 状 
況 は 第 1 表 に 示す 通り で ある 。 即 ち 足 白金 部 落 で は 第 1 
年 目 200 戸 中 理想 的 に 行わ れもん て いる 家庭 CA) は 27 戸 
18.522), 殆 ん ど 実 行 し て いな いい 家庭 (D) は 89 戸 (19.5 
2%) で あつ た が , 第 2 年 目 は 281 戸 中 A 106 戸 (45.9 
22), D26 戸 (11.82 う と 好転 し た 。 態 畑 で は 第 1 年 目 125 
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戸 中 A56 戸 (44.822), D22 戸 (17.62%) で あつ た が , 第 
2 年 目 は 107 戸 中 A7O 戸 (65.42%2), D11 戸 (10.8%) と 
な つた 。 

(2) 感染 率 及 び 感 染 度 の 推移 

( イ ) 足 白 (第 2, 第 3 図 ) 

足 白 全部 落 の 環 虫 感染 率 の 推移 は 第 2 図 に 示す 通り で 
ある 。 即ち 第 1 年 目 は 駆虫 に より 68.72 よ り 30.22% に 
少し た 。 熱湯 処理 の 程度 別に みて も , A, B, C 及 び D 
共に 最初 (67 一 722%%) の リ 。 以下 (26 一 842%) に 下降 し 
た 。 駆 虫 後 27 年 1 月, 5 月 及び 10 月 の 各 時 期 に つい て 感 
染 率 の 推移 を 観察 する と , 時 の 経過 と 共に 1 月 80.22%, 
5 月 49.126, 10 月 60.922 と 上 昇 し た 。 こ の 感染 率 の 推移 
を 経過 期間 と 熱湯 処理 程度 の 2 要因 に 分 け て 要因 分 析 を 
試み る と , 推計 学 的 に 期間 CPr.{F>F。32.7} く 0.01], 
処理 CPr.{F >F。 8.1} く 0.01〕 共に 有意 の 差 を 認め た 。 
即ち 駆虫 後 の 1 月 一 10 月 間 に A (前 後 の 差 17.126) が B 
(28.2%), C (36.126),D く 388.22%%) に 比べ て 感染 率 の 上 
昇 が 最も 緩慢 で ある 。 第 1 年 目 終 了 後 再び 駆虫 を 実施 し レ 
た と こと ろ 28 年 5 月 に は その 感染 率 が 82.9% と な り ,。 その 
後 10 月 832.026, 29 年 2 月 88.4%6, 7 月 44.0% と 時 の 経過 
と 共に や は り 上 昇 し て いる が , 第 1 年 目 よ り ゆ る や か で 


A 
B 
| 
* 
\ 
\ 
2 8 — 29 
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ぁ つ た 。 こ と の 感染 率 の 推移 を 前 同様 経過 期間 と 熱湯 処理 
程度 の 2 要因 に 分 け て 要因 分 析 す る と , 期間 CPr.{F > 
F。 12.7} く 0.01〕 処理 [Pr. {F >F。62.0} く 0.01〕 共に 
有意 の 差 を 認め , 28 年 5 月 一 29 年 7 月 間 に A pi ga 
1.1%) は B (14.9%),C (25.92%),D (21.1%) に 

べ て 感染 率 の 上 昇 が 最も 緩慢 で ある 。 次 に とこ a 
を 年 齢 別に 観察 する と , 1 一 6 歳 (乳幼児 期 ) で は 最初 
75.526 の 感染 率 で あつ た が , 駅 虫 後 時 の 経過 と 共に 27 年 
1 月 50.02, 5 月 69.422, 10 月 78.126 と 上 昇 し た 。 この 感 
染 率 の 推移 を 経過 期間 と 熱湯 処理 程度 の 2 要因 に 分 け て 
要因 分 析 す る と , 期間 で は 有意 の 差 を 認め た CPr.{F > 
FF, 8.1} く 0.05〕 が , 処理 で は 有 意 の 差 % 認め な か つた 
CPr. {F>F。 1.7}>0.05〕 。 第 1 年 目 終 了 後 再び 駆虫 


を 実施 し , 第 2 年 目 の 推移 を する と , 28 年 5 月 48.8 


10 月 50.026, 29 年 2 月 53.922。 月 58.026 を 示し 
た 。 こ の 感染 率 の 推移 を 要因 分 析 す る と , 期間 で は 有 
意 の 差 は 認め 難い CPr.{F>F。 9.0}>0.05〕 が , 処理 
で は 有意 の 傾向 が 認め られ た 〔0.10>Pr. {F >Fs 3.4} 
>0.05〕。 即ち 28 年 5 月 一 29 年 Y 月 の 問 に A が BB, C 及 び 


D に 比べ て 感染 率 の 上 昇 が 緩慢 の よう で ある 。 "一 15 歳 ・ 


1% あつ た が , に より 減少 し , 
時 の 経過 と 共に 27 年 1 月 82.422, 5 月 48.922, 10 月 64.8 
26 と 上 昇 し た 。 こ の 感染 率 の 推移 を 要因 分 析 す る と , 期 
問 [Pr.{F >F。21.8}21.8} く 0.01〕 , 処理 (Pr.{F>F。 
9.9} く 0.01〕 共に 有意 の 差 を 認め , 1 月 一 10 月 間 に A 
(前 後 の 21.526) が B (26.022), CC31.92), DC41.0 
26) に 比べ て や は り 緩 慢 で ある 。 第 1 年 目 終了 後 再 び 駆 
虫 を 実施 し , 第 2 年 目 の 推移 を 観察 する と ,28 年 5 月 33.8 
月 37.826, 29 年 2 月 88.126, 月 45.9% と な り , 
第 1 年 目 に と 比べ て 上 昇 が ゆる や か で あつ た 。 こ の 感染 率 
の 推移 を 要因 分 析 す る と , 期 睦 a * 有 意 の 差 は 認め 難い 
CPr.{『F >F。 0.3}>0.05〕 が , 処理 で は 有意 の 差 め を 認 
め 【Pr.{F >F。 8.0} く 0.01〕 , や は り A が B, C 及 び D 
に 比べ て その 上 昇 が 緩慢 で ある 。 16 歳 以上 (労働 年 齢 期 う 
で は 最初 ああ つた が , 時 の 経過 と 共に 27 
年 1 月 24.7%, 5 月 44. 826, 10 月 56.8 巡 と な つた 。 この 感 
素 率 の 推移 を 要因 分 析 す る と , 期間 で は 有意 の 差 を 認め 
に CPr.{F>F。16.4} く 0.01〕 が , 処理 で は 有意 の 葉 を 
認め な か つた 〔Pr.{F>F。 8.6}>0.05〕 。 第 
了 後 再び 駆虫 を 実施 し , その 後 の 推移 を 観察 する と , 
年 5 月 29.126, 10 月 24.526, 29 年 2 月 88.826, 7 dss 
と 漬 次 上 昇 し た 。 こ の 感染 率 の 推移 を 要因 分 析 す る と , 
期間 〔Pr. {F >F。 9.4} く 0.02〕 , 処理 [Pr. {F >F。 
254} く 0.001〕 共に 有意 の 差 を 認め , 28 年 5 月 一 29 年 
"月 の 間 に A( 前 後 の 差 8.42 う が B (12.826),C (21.7 
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26),D (25.026) に 比べ て 上 昇 が 最も 緩慢 で ある 。 
鎌田 部 落 の 感染 度 (平均 卵 数 , EPG) の 推移 は 第 8 
図 の 通り で ある 。 最初 11048 個 ご あつ た が , 駆虫 に より 
く 減 少し て 27 年 8 月 2757 個 , その 後 5 月 5717 個 , 10 
月 5746 個 と と な り , 時 の 経過 と 共に 増加 を 示し た 。27 年 3 
月 一 10 月 間 の 感染 度 の 増加 (前 後 の 差 ) を 熱湯 処理 程度 
別 (CD な し ) に 比較 する と ,。 それ ぞ ざれ A2779 個 , B4241 
個 , C8079 個 と な り ,。 A が 他 に 比べ て 緩慢 の よう で あ 
る 。 第 1 年 目 終了 後 責 び 駆虫 を 実施 し た と ころ 28 年 5 月 
1078 個 と な り 。 その 後 時 の 経過 と 共に 10 月 8198 個 , 29 年 
2 月 4763 個 , て 月 9514 個 と 急激 に 増加 し た 。 駆 虫 後 の 28 
年 5 月 一 29 年 7 月 間 の 感染 度 の 増加 (前 後 の 差 ) を 熱湯 
処理 程度 別に 比較 する と , それ ぞ れ A 678 個 , B 4000 

第 4 図 熊 の 感染 率 の 推移 
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個 , C 10416 個 , D 14689 個 と な り , A が 最も 緩慢 で あ 
る 。 原田 部 落 は 第 2 年 目 (28 年 8 月 ) より Stoll 法 に ょ 
る 検便 を 実施 し た 。 最初 の 感染 度 は 14816 個 で あつ た 
が , 駆虫 に より 著しく 減少 し て 28 年 5 月 1656 個 , その 後 
10 月 1458 個 , 29 年 2 月 1650 個 , 7 月 8611 個 を 示し た 。28 
年 5 月 一 29 年 Y 月 間 の 感染 度 の 増加 を 熱湯 処理 程度 別に 
で 8 の 

(rm) (第 4 図 ) 

最初 の 山 虫 感染 率 は 71.722 で あつ た が 駆虫 に より 82.7 
26 に 減少 し , A, B, C 及 び D 共 に 最初 (68 一 882%2) の 
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リ 。 以 下 (28 一 2626) に 下降 し た 。 駆 虫 後 28 年 8 月 , 29 年 
1 月 の 各 時 期 に つい て 感染 率 の 推移 を 観察 する と , 時 の 
経過 と 共に 3 月 832.726,。 29 年 1 月 56.42% と 上 昇 し た 。 こ とこ 
の 感染 率 の 推移 を 経過 期間 と 熱湯 処理 程度 の 2 要因 に 分 
け て 要因 分 析 す る と , 期間 で は 有意 の 差 を 示し た 〔Pr. 
作 >F,49.1} く 0.001〕 が , 処理 で は 有意 の 傾向 が 認め 
られ た 〔0.01〕 >Pr.{ F>F。10.0}>0.05〕 。 即ち 
後 の 8 月 か ら 翌 年 1 月 の 間 に A (前 後 の 差 19.02%)〉 が B 
(42.2%), C (19.82%),D (27.42%%) に 比べ て 上 昇 が 
慢 の よう で ある 。 第 1 年 目 終了 後 再び 駆虫 を 実施 し た と 
と ろ 29 年 4 月 に は 29.6 に 減少 し た が , その 人 後 10 月 に は 
44.026 に 上 昇 し た 。 こ の 感染 率 の 推移 を 要因 分 析 す る と 
期間 CPr.{F>F。13.0} く 0.001), 処理 [Pr.{F>F。』21.3} 
く ぐ 0.05〕 共に 有意 の 差 を 認め た 。 即ち を 月 一 10 月 間 に A 
(前 後 の 差 14.42%%), B (11.8%),C (19.4%), (30.4 
96) 共に 感染 率 の 上 昇 を 示し た が , A は C,。 D に 比べ て 
緩慢 で ある と いえ る 。 

(8) 野菜 , 漬物 類 に 附 着 し た 対す る 熱湯 処 
理 の 殺 減 効果 

28°C の 里 卵 器 中 で 培養 し , 仔 虫 形成 後 約 2 週間 経過 し レ 
た を 人 工 的 に に 附 着 せしめ , 前 記 熱湯 処理 
方 法 に よる 貝 卵 の 死 減 試験 を 行 つ た 。 即ち 約 6 7 入り = 
ュー ム 製 洗い 槽 に 約 8 の 替 (70~90°C) を 入れ , 
そ 50000 個 の を 附 着 さ せ た 高 ( 300~500 g) 
を 水 を 切っ て 完全 に 熱湯 中 に 浸漬 し , 約 10 秒 間 よ くも 家 


ー ほぐし て や る 。 そ れ を 取り 出し た 後 , 水道 の 流水 で よく 


洗 し , その 液 を 遠心 沈 て を 集め た 。 こ れ を ビ 
= ニ =ー ル 製 管 を 用 いて 2 匹 の マウ ス に 経口 的 と に 与え, 1 日 
経過 後 解剖 し て , 胸 , 腹腔 内 を 生理 的 食塩 水 で 洗 浴 し た 
液 に , 心 , 肺 , 気管 肝 等 を 乳鉢 で よく 磨 砕 し , 生理 的 


第 2 表 漬物 の 処理 た ょ る 卵 の 死 減 率 
葉 の 部 分 


湯 70°C 80°C 90°C 
時 間 10 移 10 10 
例 数 9 株 8 株 11 株 

平均 100% 100% 100% 
芯 の 部 分 

熱 湯 温 
時 間 10 秒 10 10 
例 数 9 株 8 株 11 株 
卵 の 
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第 3 表 駒 湯 処理 た ょ る 野菜 の ビタ ミン 減少 率 
ビタ ミン BB の 減少 率 


湯 温 70°C 80°C 90°C 
時 間 10 10 10 
例 数 10 株 10 株 
16% 2% 30% 
ビタ ミン C の 減少 率 

湯 温 70°C ‘80°C 90°C 
時 間 10 10 秒 10 
例 数 25 株 33 株 47 株 
4% 13% 29% 


食塩 水 で 稀 条 し て 2 枚 の ガー ゼ で 濾過 し た 濾液 を 加え て 
遠心 沈 , 各 器 官 , 組織 に 移行 し た 幼虫 の 検出 を 
行 つ た 。 か くし て 得 た 回 収 幼 虫 と 最初 の 投与 卵 数 と の 比 
率 を 求め , それ と 対 を 比較 し て の 死 率 を 算出 
し た (対照 は 無 処理 の マウ ス に せしめ た ぁ も 
の ) 。 70°C, 80C 及 び 90°C の 各 温 度 で 熱湯 処理 し た 濱 物 
の 葉 部 及び 上 芯 部 に お ける 附 着 虫 卵 の 平均 死 減 率 は 第 2 表 
の 通り で ある 。 即 ち 替 湯 の 直接 及ぶ 葉 部 で は 70°C, 80°C 
90°C の 各 温 度 に 約 10 秒 間 浸 潰す る こと に ょ つて 貝 卵 は 何 
れ も 完 全 に 死 減 す る が , 熱湯 の 及び に くい 走 部 で は 10 秒 
間 浸 で 70°C 6122, 80C 6522, 90°C 712%2 の 平均 死 
率 を 示し た 。 

(4) 野菜 類 の 熱湯 処理 に よる ビタ ミン B: 及び C の 
減少 率 

70~90°C の 各 温 度 に 野菜 を 10 秒 間 浸 漬け た 場合 の ビタ 
ミン B: 及び C の 減少 率 を 調べ て た 。 成績 は 第 3 表 に 
よう に , ビタ ミン は "70°C162, 80°C202%%, 90"C30 
26 の 平均 減少 率 を ,。 ビタミン C は "0°C 4 2%, 80°C13%%, 
90:C292% の 平均 減少 率 を 示し た 。 

II. 総括 及び 考察 

(1) 本 予防 方 法 の 効果 

足 白 で は 第 1 年 目 確実 た 家 許 (A う と 殆 ん ど 実 行 し な 
い 家 に つい て 虫 後 (上 9 月 後 ) の 感染 率 の 
上 昇 を 比較 する と , A (前 後 の 差 17.12%%) は D(38.22%) 
の 有 凡そ リリ, で ある < 第 2 年 目 再 駆虫 後 の 感 染 率 の 推移 ( 凡 
そ 14 月 後 ) を みる と , A は 殆 ん ど 上 昇 な く ,, D は 最初 に 
復 す る 著 明 な 増加 を 示し た 。 鎌 田部 落 の 感染 度 に つい て 
は , 特に 再 駆虫 後 , 第 2 年 目 の 感 染 度 の 増加 を みみ る と , 
駆虫 直後 A, C ほ さく 同 卵 数 で あつ た も の が , 凡そ 14 月 後 
A (前 後 の 差 1978 個 〉 は C て 12217 個 〉) の 凡そ り リ 。 と な つ 


C81 ) 


0 
+ る 
1 
] 
。 


402 


た 。 和 原田 部 落 に つい て も 駅 虫 後 (A 及 そ 14 月 後 ) の 増加 が 
A (前 後 の 差 987 個 〉 は C (7290 個 〉 の 凡そ リ り ; で あつ た 。 
能 栖 ご は 駆虫 後 の 感 染 率 の 上 昇 が 第 1 年 目 A (前 後 の 差 
19.02%) は D(27.4%) の 凡そ 3, 第 2 年 目 に は A (14.4 
26) は D (30.42%) の 凡そ リ 。 で あつ た 。 熱 湯 処 理 効果 を 
年 齢 別に 観察 する と , 第 1 年 目 は 各 年 齢 共に 処理 の 効果 
が 余り あら われ て 来 な か つた が , 第 2 年 目 よ り 認め られ 
る ょ うに な つた 。 特 に て 歳 以 上 で は 熱湯 処理 の 実行 は 
虫 の 再 感 染 を か な り 抑 制す る こと を 示し レ , 乳幼児 期 で も 
処理 を 確実 に 実行 すれ ば 成人 同様 の 効果 が 期 徒 され る ょ よ 
う で ある 。 な お これら の 部 落 の 漬物 と に っ つい て 同時 に 目 虫 
卵 の 附 着 状況 を 調べ た と ころ , 控 の 平均 約 85% に 貝 卵 を 
検出 し , 仔 虫 包 蔵 卵 も 認 ふ られ た 。 以 上 の と と か ら 確 実 
に こ 熱 湯 処 理 を 実行 し て いる 家庭 は ほとん ど 実 行 し な い 家 

に 比べ て , 確か に 再 感 染 の 頻度 と 量 が か な り 抑 制 さ れ 
て いる と いえ る と 思う 。 こ と この と と は 一 面 と お いて 野菜 
清 物 類 が 螺 虫 感染 の 仲介 者 と し て 担 つ て いる 役割 も 示す 
も の で ある が , 人 に 施肥 きれ て いる 限り 。 それ 
ら は 依然 と し て 大 きい も の と 考え られ る わけ で ある 。 も 
と ょ うり 野菜 , 漬物 類 が 帽 虫 感染 と に 当っ つて 担っ て いる 役割 
は , その 地方 の 械 境 や 慣習 に か な うり 影響 され る も の で あ 
る と と る も 考慮 し て お く 必 要 が ある 。 な お 本 作業 で は , 熱 
湯 処理 は 釣 虫 (主として ズ ビ = 釣 虫 が 分 布 ) に 対し て は 
予防 効果 を 認め る こと が 出来 な か つた 。 

(2) 普及 の 可能 性 

足 白 で は 本 作業 の 実施 に 当 つ て 旧 足 白村 長 を 始め 各種 
の 団体 が 終始 協力 的 で , きま た 集団 駆虫 , 検便 等 の 機会 に 
保健 所 主催 の 講演 会 が 開催 され , 一 般 の 哲之 指導 , 殊 に 
家庭 の 主婦 の 関心 を 深 ふ る こと に 勉 め た 。 か く て 始め は 
半信半疑 で あつ た 農村 の 人 達 も 次 第 に その 意図 を 理解 し 
て 事 先 励行 する よう に な り , 第 1 年 目 に は 毎回 確実 に 実 
tr 26 程度 で あつ た の が , 第 2 年 目 に は 一 
45.922 と な り , も 第 1 年 目 44.8% で あつ た の が , 
年 目 に は 65.422 に 上 し た 。 な お その 方 法 が 
ある た め , 一 度 理解 され て て 率先 励行 され る よう に な る 
と , 習性 と な り 充 分 長続き する こと も 事実 て ある 。 ま た 
か ゝ る 熱湯 処理 は 実際 に 漬物 の 味 に 影響 を 与え る も の で 
な く 。 野菜 の ビタ ミン B:, C の 損失 も 大 し た 問題 で は 
な い 。 結局 か か る 予防 法 の 一 般 大 衆 へ の 透 は 決し て 困 
難 で は な く ,, 要 区 その 当事者 と 一 般 の 熱意 と 理解 如何 に 
か か つて いる と いう こと が 出来 る 。 足 白 で は 本 作業 の 普 
及 と 共に 部 落 民 や 部 落 医 の 間 か ら 腹 靖 を 始め 胃 星 病 患者 
の 減少 , 田植 , 刈 入 時 の 疲労 感 の 軽減 , 顔色 が よく な つ 
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た と と , 食欲 増進 等 の 声 を 開き , 部 落 民 の 保健 上 良 結 果 
を 招来 レ つ つ あ る よ ょ う で あり , 他方 飲食 物 に 対す る 衛生 
観念 を . 育 成す る 上 に も 大 い に 役 立つ た 。 以上 の 経験 か 
ら , 本 予防 法 は 一 般 大 衆 に 対し て 指導 ょ ろ し き を 得 ば 充 
分 普及 , 実施 され る 可能 性 が ある と 思う 。 

結 論 
野菜 , 類 は 感 仲介 者 と し て 依然 大 き な 役 割 
を 担っ て お り ,。 その 熱湯 処理 の 実行 を 大 衆 に 普及 する こと 
と は 相当 の 予防 効果 を 収め る こと が 出来 る 。 
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Summary 


Needless to repeat, the unprecedented country- 
wide postwar spread of parasites, ascaris in 
particular, is 2 nonnegligible menace to national 
health. Chief among the causes are the exten- 
sive use of human feces as fertilizer in kitchen 
gardens by towns-folk under stress of the post- 
war foodshortage (towns as well villages made 
infested thereby), the reduced physical resistance 
due to undernourishment, the scarcity of helmin- 
tics, the retarded sanitary activities. 

Today the ascaris among other parasites is 
attracting so much attention as it seldom did 
before. The prophylactic measure the authors 
took was to avert peroral infection by treating 
vegetables, fresh or pickled, with boiling water 
for destruction of ascaris eggs before they were 
used as food. 

The effect of the measure was checked in the 
form of mass investigation mainly in farm-vil- 
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lages by comparing the number of infected per- 
sons in percentage and the number of eggs per 
gram of feces before the enforcement with those 
during or after it. 

The results reached were roughly as follows : 

1) The infection rate was as high among the 
villagers of Umami (formaly Ashijiro), Kaho- 
machi and of Kumagahata, Yamadashi, as among 
those of most other agricultural villages, as exa- 
mined at the beginning of the present investiga- 
tion. 

2) At Ashijiro village the boilingwater treat- 
ment of vegetables was enforced at the authors” 
advice by some 46% of the households, including 
14% which were actually known to be practising 
it, in the first year, and by some 71%, 46% be- 
ing ascertained in the second year; at Kumaga- 
hata by some 58%, including 45% ascertained 
cases in the first year, and by some 8126¢, 65% 
being ascertained in the second. 

3) The effect of the prophylactic measure 
was seen in the fact that tne number of house- 
hold members who had enforced the measure 
tolerably well and yet were reinfected with 
ascaris was about 1/2 to 1/3 of that of those who 
had taken no such prophylactic measure and had 
ascaris reinfection and that the numder of the.: 
eggs detected in the former group was 1/2 to 1/8 
of that of those found in the latter. 

4) Eggs of the ascaris, some containing larvae 
were found attached to vegetables pickled for 
consumption by the villagers in 35% of cases. 

5) Experiment boiling water treatment of 
vegetables, fresh or pickled, with eggs of the 
ascaris artificially attached to them, had this in- 
secticidal effect : 

The eggs were all found dead on the leaves of 
the vegetables kept immersed in water at 70°C, 
80°C or 90°C for some 10 seconds ; in the stems 
kept immersed for 10 seconds 612¢ of the eggs 
were killed at 70°C, 65% at 80°C and 71% at 
90°€E. 

6) The Vitamins contained in those vegetables. 
were affected after 10 seconds’ immersion in this: 
way: On the average, Vitamin B,; was reduced 
16% at 70°C, 20% at 80°C, 30% at 90°C; Vita- 
min C, 4% at 70°C, 13% at 80°C, 29% at 90°C. 

7) The enforcement of the measure ‘resulted. 
in the promotion of the villagers’ health and 
advancement of their sanitary knowledge about: 
food and drink. 

8) Vegetables, fresh and pickled, are still 
playing an important role as conveyers of the 
ascaris eggs. 

9) Theproyhylactic measure described above: 
is practicable by all members of the community 
for its simplicity. 
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まえ が ざ ぎ 
ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 は 現在 知ら れ て いる 6 種類 の 肺 
の 中 で 人 体 に 寄生 する 唯一 の も の で , で 
は 各地 に 分 布 し , 多数 の 感染 者 を 出し て 風土 病 の 重要 な 
も の と な つて いる 。 本 吸虫 は その 名 の 示す 通り , 通常 肺 
に 寄生 し , , 血 レ 線 上 の 陰影 等 肺結核 症 に 酷似 
し た 和義 状 を 量 す る 事 が 多く , 時 に は 肺 以 外 の 臓器 に 寄生 
し た り , 又は 流血 中 に 虫 卵 が 運ば れ て 他 の 臓器 の 毛細 血 
管 を 栓 蜜 し て 思 は 六 重 大 な 障害 を 与え る 事 が ある 。 本 吸 
虫 の 発育 史 , 生態 , 病理 等 に 関し て は 我国 の 多く の 研究 
者 に より 重要 な 知見 が つき まき れ て 今日 に 到 っ つて いる が , な 
ほ 本 吸虫 に 関し 未知 の まき ま 残 され た 重要 な 問題 も 少く な 
い 。 
その 一 つ に 再発 事 の 少 い 良い 治療 別に 関す る 問題 が あ 

る 。 現在 最良 の ェ メ チン サル フ ァ 剤 併用 療法 る 再発 率 は 
高 率 で あり , 治療 を 受け な が ら も 20 年 以上 に わた り 苦 し レ 
むず 人 も 少く な い 。 本 虫 を in vitro で 飼育 する 事 が 出来 
な か つた 事 が 治療 剤 の 研究 の 溢 路 で あり , 多数 の 薬剤 に 
つい て 短 時 間 に 効果 判 定 を 行う 事 は 不可 能 で あつ た 。 莉 
者 は と の in vitro の 飼育 を 試み , 先ず 幼虫 を 飼育 する 
事 に 成功 し た 。 て (横川, 大 島 1955) 

そし て この 幼虫 飼育 の 第 一 段階 は 被 電 幼 虫 を 最も 自然 
に 近い 状態 で 能率 良く 脱 喪 な しめ る 事 で ある 。 従来 の 諸 
大 家 の 報告 を 吟味 し な が ら こ と の 脱 電 試験 を 試み る うち 
に , 脱 厩 に 関し て 新た な 知見 を 得 , 従来 報告 され た も の 
に は 再 検討 を 要する の で ここ に 報告 する 次 第 で ある 。 
と と の 結果 は 既に 応用 され て 長期 に わた る 飼育 (発育 
を 伴 や た ) う と 薬剤 の スク リー シン ン グ テ ス ト に 成 巧 し て い 
る 。 (横川 , 大 島 , 1955, 1956) 又 単に 応用 を 目的 と する 立 
. 場 か ら の で な く , 本 症 の 疲 学 上 の 立場 か ら も , 又 生 物 
学 上 の 問題 と し s て Host-Parasite-Relationship の 立場 
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か ら る 被 虫 が 終 宿 内 で 如何 に し て 脱 体内 に 侵入 
する か は 甚だ 興味 ある 問題 で ある 。 

と こと で 先 人 の 業 跡 の 概略 に 触れ て お く と , まず 安藤 売 
(1915) は 被 虫 成 て 或 る 時 期 が くる と 外界 で 
自ら 包 喰 ひ つて 出る と 報告 し , 松井 氏 (1914) は 
温度 と 圧 の 変化 が を 促す と 云 つ て いる 。 横川 , 
定 氏 <1918) は 詳細 な 実験 を 試み 消化 酸素 が 促進 的 に 竹 
く 事 を 述べ られ て いる 。 

ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 の 最も 近 縁 種 で ある 大 平 肺 吸虫 
に 関し て は 米良 (1951 う ) の 成 積 が ある が , 大 平 肺 吸虫 の 
被 爵 幼虫 は 固有 膜 の 構造 が 閉 く 異 る の で 同日 に 論ずる 事 
は 出来 な い 。 

実験 材料 及び 実験 方 法 


1) 被 虫 の 採取 

現在 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の 第 二 中 間 和 宿主 と し て 坊 国 
で 認め られ て いる の は , Potamon dehaani White サワ 
ガニ =, Eriocheir japonicus de Haan モク ズ ガ = 及び 最 
近 追 加 さ れ た (横川 , 1951, 横川 , 大 鳥 1958) Procambarus 
clarkii (Girad) アメ リカ ザ = = の 38 種 で ある が , 
被 概 幼虫 の 採取 の 点 か ら は 流行 地 の 河 川 で 捕獲 し た モク 
ズ ガ = が 最良 て あつ た 。 モ クズ ガ = は 静岡 県 狩野 川 , 妥 
憂 県 吉野 生 , 高知 県 吉野 川 及 び 新 潟 県 直江 津 市 対 近 で 採 
取 さ れ た も の で , 送 附 を 受け て 後 野外 の 飼育 槽 又は 実験 
室内 で 大 型 ガ サガ ラス シリ ンダ ー 中 に 飼育 し て 赴 う お き 被 乾 


1) 
Paragonimus westermanii Kerbert, 1877. 
Paragonimaus kellicotti Ward, 1908. 
Paragonimus ohirai Miyazaki, 1939. 
Paragonimus iloktsuenensis Chen, 1940. 
Paragonimus compactus Cobbold, 1858. 
Paragonimus rudis Diesing, 1850. _ 

許 2) 学名 は 上 野 益 三 教授 の 御 指 示 に 従 つ を 。 旧 学 名 
Cambaroides clarkii (Girad) 

水 を 交換 し , 適当 な 人 の ょ うな も の ) を 
え , 管理 を よく すれ ば 6 ヵ月 位 は 充分 生き る 。 


he 
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・ 幼 虫 は 生き た 角 よ り 分 離す る よう に 勉 め た 。 


虫 は 主 に 血管 中 より 採集 し た が , 寄生 


: 数 の 多い 場合 は 大 型 肉 ひ き 各 で 全体 を 粉 粋 し , 水 を 加 


え , 細目 の 金網 で ふる つた 沈 湾 より 更に 採集 し た 。 被 電 
幼虫 は 解剖 顕 鏡 下 に 附 着 物 を と り , 固有 膜 の 不 完全 な も 
の , 内 容 の 未成 競 な も の 等 を 除き , 完全 な 成 競 し た 形態 
を 量 す る も の の み 実 験 に 使用 し た 。 

2) 脱 の 観察 法 

被 概 幼虫 は 約 2 cc の 液 と 小 試験 管 中 に いれ , 反射 鏡 と 
低 倍 率 の 解剖 顕微 鏡 を 用 いて 底部 より 観察 し た 。 ブ ロッ 
クシ ヤー レ は 液 の 蒸発 , 其 の 他 の 点 で 不適 当 で あつ た 。 
周囲 の 条件 が 適当 で ある と , 先ず 包 有 井内 で 幼虫 の 運動 が 
活 人 と な り , つい で 激しい 回 転 運 動 を 試み る うち に 固有 
膜 の 一 部 が 宰 孔 され て 幼虫 の 頭 部 が 突出 し , 激しい 映 動 
て , 遂に 完全 に 離脱 する 。 幼 虫 体 の 一 部 が 包 有 井 外 に 出 " 
間 毎 に 観察 する は , 多く の 被 の 種々 な 脱 態 
を 同時 に 見 る わけ だ が , 脱 概 を 開始 し た も の か ら 完 全 に 
脱 雪 し た も の まで その 状態 を 区 分 する 事 な く , 集計 し て 
脱 も の と の 区 別 を 重視 し た 。 

8) 脱 用 いた 基礎 的 溶液 

種々 の 比較 実験 を する に は 先ず Control と し て 
可 き 最も 基礎 的 な ales eto 


述 の 実験 結果 西 8.0~8.5 の Tyrode 氏 液 が 最も 適当 ・ 


で あつ た 。 圧 の 低い も の は 脱 又は 脱 た だ 
ち に 幼虫 が 死亡 する の で 不適 当 で ある 。 

Tyrode 氏 液 の 作り 方 は Perker. 許 1) に 準じ 西 の 
指示 薬 と し て Phenol red. を 0.0022% の 割 に 加え , 注 
2) 本 は 重 彰 と ょ つて 調節 し , 変動 を 防ぐ た め に ゴム 栓 


1) Tyrode 液 ( 1 り の 製法 

NaCl, 8.00gr. KCI 0.20gr Call:2H,0 0.25gr MgCl, 
0,1gr. NaH, PO,2H;,0, 0.05gr Glucose 1.0gr. を 順 
次 950cc の 恭 溜 水 た 溶かし Phenol red を 加え , 別 
に NaHCO;。 0.70gr. を 150cc の 水 た た 溶かし , 
両者 を 別々 に 滅菌 (15 Ibs..30 分 ), 冷却 後 重曹 を 加 
えな が ら 適 当 な pH に 製 す る .。 脱 用 た に は 重 
1.0gr に する , Glucose を 4gr と する 場合 は 食塩 を 
7.70gr と する 。 総量 は 必 し も ゃ 11 と な らち なく て 良い . 
許 2) Phenol red 0.4gr を N/10 NaOH 11,4cc に 
溶かし 一 昼夜 に 放置 , 蒸溜 水 を 加え て 100cc 
と し 0.4% の Stock solution と する 。 こ と これ を 1000cc 
に 対し 5cc 加え れ ば 0.002 必 溶液 た に た なる. 
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を も つて 密栓 し た 。 可 の 影響 を 見 る 場合 は ベロ ナー ル , 
酢酸 曹達 塩酸 に こよ ょ る 等 圧 緩衝 液 を 用 いた 。 

4) 恒温 装置 

と り た て て 云 *< す る 事 も な い が , 原則 と し て 小 試験 管 
は 恒温 水槽 中 に 当 し た 。 等 者 の 用 いた も の は 温度 の 動揺 
範囲 土 0.05*C 以 内 で ある 。 は 正確 な 温度 条件 を 検 
討 す る に は 不適 当 で ある が , 単に 脱 電 幼 虫 を 得る た め だ 
け で ある な ら 差 支え な い 。 

5) 一 実験 の 標本 数 並び に 結果 の 検定 法 。 

脱 電 現 祭 は 時 系 列 で ある か ら 全 体 で n 個 の 測定 を 行え 
ば nn 次元 の ベク トル を 作 つ て 各 系 列 間 の 比較 を 行え ば 差 
の 判定 に つい て も 誤る 危険 は 少 い が , 便宜 的 に は 適当 な 
時 間断 面 で 比較 し て も 大 過 は な く , 経験 的 に 脱 吉 の 最も 
盛ん と な る 4 時 間 前 後 を も つて 一 応 の 判定 を 行 つ た 。 甚 
し く 不 規則 な 経過 を と る も の は 一 応 全 経 過 を 見 た 。 一 実 
験 の 標本 数 は , 材料 の 入手 , 実験 の 死 率 , 結果 の 精度 等 
を 見 合せ て 1 シリ ー ス に 20 個 づつ , 若しくは それ 以上 を 
用 いた 。 と これ 以下 の 場合 は 著しく 精度 が 落ち て 使 ひ も の 
に な ら な い 。 

差 の 有意 性 の 検定 は 第 二 種 の 過誤 に は 触れ ず に 行っ 
た 。 と これ は 本 実験 の 性 質 上 余り 必要 が な い 。 

実験 成績 

1) 脱 乾 に 及ぼ す 温 度 の 影響 (予備 実験 ) 

温度 と し て 10'C, 20°C, 32°C 及 び 40°C (32°C は 30°C の 
調節 の 誤り ) の 4 段階 を 選び , 深 液 と し て と りあ ぁ あえ ず 燕 
留 水 , 生食 水 及 び 0.522 重 水 を 用 い , 67 時 間 察 レ 
た 。 0°C, 20°C の 場合 は 全く 脱 概 が 見 られ な か つた 。 (第 
一 表 参 照 〉 82C で 20 時 間 前 後 で 菩 く 若干 の 脱 奏 が 見 られ 
る 。40°C で は 1 時 間 目 か ら 盛 ん な 脱 井 が 認め られ た 。 カ 
ッ コ ご 内 は 脱 厩 し た が 死亡 し た 幼虫 数 で , 蒸留 水 は 甚 だ 死 
し ゃ すく, 前 節 と に 述べ た よう に 脱 は 等 圧 で あ 
る の が 望ま し い 。 

生食 水 の み で あら た め て 87°C, 40°C, 48°C 及 び 50°C に 
つい て 再 検討 し て 見 る と 第 1 図 の 如く に な つた 。 と これ に 
ょ 87°C, か ら 40°C に 温度 が 上 昇 す る と 飛躍 的 に 脱 
促進 され る 事 が 分 つた 。50°C で は 脱 喪 も 早い が 直ちに 死 
し た 。483°C で は 40C ょ りか な り 脱 が 良い が , 後述 
の 実験 で 判明 し た も ら 一 つの 重要 な 因子 で ある 本 に つい 

は まだ 考慮 され て いな い の で , これ だ け で 連 断 は 出来 
な い 。 と これ 等 一 連 の 予備 実験 より, 脱 は 40°C 前 後 
が 最も 適当 で あり , 32°C 以 下 で は 殆ど 脱 雪 し な い 事 が 判 
明 し た 。 
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Tab. 1 Thermal points of excystation of fresh metacercriae in dist. water, saline 
and 0.5% NaHCO; solution 


Number of excysted metacercariae 


Aqua dest. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
10°C. Salin 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0.5% NaHCO; 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 村 0 
Aqua dest. 0 0 0 0 0 0 0 0 人 0 0 0 0 0 
20°C. Salin 0 0 0 0 0 0 0 0 壮 0 0 0 9 0 
0.5% NaHCO;, 0 0 0 0 0 0 0 QD 0 0 0  < 0 
Aqua dest. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
32°C8 Salin 0 0 0 0 0 0 0 5 (7) 
0,5% NaHCO; 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 0 
Aqua desti. 14 (13) 18 (17) (20) 
40°C. Salin 6 8 9 9 9 9 9 9 8 (10) 
5% NaHCO; 1 1 2 3 3 (4) 
Number examined: 20 metacercariae by each experiment Number in ( ):dead larvae 
Fig. 1. 
Effect of temperature on excystation of fresh Effect of pH. on excystation of fresh metacer- 
metacercariae in saline. Number examined : 20 cariae in veronal-isotonic buffer solution at 
metacercarie for each experiment 8 37°C. 
の 
る 
5 
hours h 
上 記 の 実験 よ き 温度 し て 87 40 及 温 で も 極 脱 の 低い 事 が 目立つ て いる 。 pH 8.0 
43 の 8 つ を レ 8.0, 8.5, 以上 に な る と 著 レ く 脱 易く な Co の 合 に 


1.00 5 を 見 た 。 溶液 は 比べ て 及び の 合 に 著 明 に 脱 の 上 昇 が が 見 
の 広い 範囲 と わた つて 緩衝 能力 が あり 生物 学 的 実験 に れ に よっ て 
用 され る ペロ ナー ル , 酸 塩酸 こよ る 等 圧 結果 が 不定 と な つて 意味 を な さ 事 が 多い 事 が 分 る 。 


衝 液 を 使用 観 は 6 時 ある る 時 間 に ょ る る とれ 等 を 8.0 か ら 9. 0 の 間 で 相互 ある か どう 


を 温度 別に 示す と 第 2。 8。 4 図 の 如く に な か, 8.0 と 7.5 の 間 に が ある か どう か , 8.0 ! 
る 。 の 場合 に 各 温 度 で 差 が ある か どう か を 2 検定 法 で 検討 
と の 8 つの グラ フン を 通じ て 先ず 西 Y。5 以 下 が い づれ の じ て 見 た 4 
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Fig. 3. Tabl. 2 Comparison of excystation rate of 
Effect of pH. on excystation of fresh metacer- fresh metacercariae in media of different 
cariae in veronal-isotonic buffer solution at40°C. pH at different temperatures for 4 


hour observation 


§ Medium ; Veronal-isotonic-buffer solution 
8 pH: 7.0, 7.5, 8.0, 8.5 and 9.0 
§ Temperatures : 37°C., 40°C. and 43°C. 
る の oo Number of Number of Number of 
に | 37°C. pH examined excysted not excysted 
9.0 20 9 11 
ミ 8.5 20 10 10 
8 8.0 20 8 12 
% 7.5 20 2 18 
§ 7.0 20 0 20 
pH 9.0-pH 8.5-pH 8.0: %=0.07 p=0.79 
- pH 8.0-pH 7.5 : n=3.3 p=0,07 
40°C H Number of Number of Number of 
examined excysted not excysted 
Fig. 4. 9.0 20 13 V4 
Effect of pH. on excystation of fresh metacerca- 8.0 20 16 4 
riae in veronal-isotonic buffer solution at 43°C. 7.5 20 2 18 . 
% 20 10 20 
pH 9.0-8.0 : X=0.50 p=0.47 
pH 8.0-pH 7.5: x=17.2 p=0.001 
43°C HH Number of Number of Number of 
examin. excysted not excysted 
8.5 20 14 6 
8.0 20 15 5 
7.5 20 る 18 
7.0 20 0 20 
pH 8.5-pH 8.0 : x=0.13 p=0.72 
pH 8.0-pH 7.5 : x:=11.0 p=0.001 
pH Tempe- Number of Number of Number of 
_ 8.0 rature examin. excysted not excysted 
6 ” 40°C 20 16 4 


43°C 20 15 5 
x=0.03 p=0.86 


結果 は 第 二 表 に 示し て ある 。 観 察 法 で 述べ た よう に 時 
間 は 4 時 間 の 断面 を と つて ある 。 株 8.0~ 9.0 間 は 87C 48?C の 場合 に 著しい 。 李 8.0 の 脱 厩 率 を 比較 し て 見 て 
40°C, 48°C 各 々 p は 0.79, 0.47, 0.72 で 差 が ある と は ぁ 87°C に 比べ 40°C, の 場合 が か に 高く , 二 
え ぬ よう で ある 。 それ に 較べ 本 7.5 と 想 8.0 の 場合 は 者 は 相互 に 差 が 認め られ な い 。 以 上 を 要約 する と 脱 費 に 
は Pp 各々 0.07, 0.01, 0.001 で ある か ら , 本 質 的 に 著 は 相 が 支配 的 な 影響 を 持ち 本 7.5 以 下 で は 温度 の 上 昇 に 
し い 差 が あぁ る も の と 見 て 差し レ つ かえ ない 。 但し 温度 の 低 ょ る 促進 作用 も 認め られ ず , 析 8.0 以 上 に な り 始 め て 温 
い 場 合 は その 差 も 著 明 に 現 は れず , 87°C の 場合 より 40°C 度 の 脱 要 促 進 作用 も 著 明 に 現れ , 最も 脱 概 の 盛ん な の は 
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8.0~ 9.0, 温度 40 で ~48'°C, で ある 。 但し この 範囲 
内 で は 大 差 は な く , 高温 , 高 ア ルカ リ は 脱 厩 幼虫 死亡 し 
や すい の で , 至 適 条件 と し て は 丁 8.0~ 8.5, 温度 40°C 
を 選ん だ 。 

以上 は ベロ ナー ム 緩 衝 液 に 於 ける 所 見 で ある が と れ が 
一 般 的 な 条件 と し て 妥当 で あら うか 。 こ の 事 を 検討 する 
旋 ア ルカ リ 性 の Tyrode 氏 液 を 用 いて 比較 し た 。 又 更に 
標本 数 を 100 個 近く の 大 標本 と し て 詳し く 両 者 の 結果 を 


Fig. 5. 
Excystation of fresh metacercariae in the media 
of optimum pH and optimum temperature 
(40°C) 


8 100 

8 

8 

nl 

§ {60F 

pH 8.5 Veronal-isotonic- 

3 4of buffer Number examined 

58 metacercariae 

30F : 
pH 8.0 Tyrode solution 
8 20F aA—A Number examined. 96 
metacercariae 
123456788910 15 20 

hours 
Fig. 6. 


Statistical analysis ofexcystation curve of Fig. 
5. (Protted on probability paper in log. scale) 


percent of excystation of metace- 


hours (logarithmic scale) 
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追っ つて 見 た 。 結果 は 第 5 図 並 びに 第 6 図 に 示し た 。 実験 
条件 は 必 し も 同一 で な く , 片方 は 西 8.5 の ベロ ナー 和久 緩 
衝 液 で 58 個 の 被 概 幼虫 を 2 分 し , 片方 は 西 8.1 の Tyro- 
de 氏 液 で 96 個 の 被 概 幼虫 を 10 本 の 小 試験 管 に 約 10 個 づ 
つ 分 け て 観察 し て いる 。 後述 の 集合 効果 の 問題 も 考慮 さ 
ね ば な ら ぬ が , 第 5 図 に ニニ っ つの 経過 を 比較 し て 見 て ほ ゞ 
同じ 傾向 の あぁ る 事 は 認め て 差し 支え な か ら う 。 

但し これ を 対数 確率 紙 に とり 直し て 見 る と 第 6 図 の 如 
くに Tyrode 氏 液 の 例 の 方 が 直線 性 の あて は め が 可 能 で 
あり , こと の 方 が 実験 条件 が 正確 で ご あり 集合 効果 も 著しく 
な い の で , 最適 条件 に 於 ける 脱 電 現象 は 本 質 的 に は 時 間 
対数 正規 分 布 を な する も の と 推察 され る 。 然 し 図 を 見 て 判 
明 す る よう に 10 時 間 前 後 で 80% 脱 喪 に 達する が , それ 以 
後 脱 の 上 昇 は 緩慢 に となり 1002 は 遂 と 達し な 
い 。 上 記 の ある 程度 の 規則 性 も 80 脱 乾 知 の 部 分 的 現 
人 象 で ある 。 この 現象 に つい て は 後述 の 考察 中 に 再 述 す 

実際 問題 と し て は 至 適 条件 の Tyrode 氏 液 中 に 被 楼 幼 
虫 を 侵 潰 し て お け ば 10 時 間 後 に 約 8 割 を 最も 自然 条 態 に 
近く 脱 概 せしめ 得る 事 に な る 。 横川 (1918 う は 種々 な 塩類 
溶液 で 肺 吸虫 の 脱 試み た 結果 , 0.5% 重 
水 が 最 適 で あつ た と 報じ て いる が , と これ は 恐らく 今回 の 
実験 て 明か に な つた アル カリ 側 に 偏っ つた 脱 至 適 
ら 説 明 さ れる 現 あら う 。 但し 単なる 0.52% 重 は 
容器 の 条 態 (密栓 し て ある か 否 か ), 温 度 条 件 等 に より 極 
め て 変動 し 易く 。17°C, 及び 45°C で 測定 する と 同じ 0.5 
重 水 で 西 は 8.1 よ り 9.8 化す る の で , 重曹 の 濃 
度 だ け を 指定 し た の で は 脱 裏 状態 る も 一定 で な く 再 現 性 に 
乏しい 結果 に な る 。 

1) 及び 2) に 得 た 結果 の 小 括 


新鮮 な ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 被 虫 の 脱 に 及 


メ ヂ ウム の 透 圧 , 温度 及び 西 を 検討 し 次 の 結果 を 得 た 。 

i) は 等 で ある 事 が 望ま し い 。 

て 7.5 温 度 87C 以 下 で は 殆ど 脱 し ない 

本 7.5 よ り 8.0 に , 温 度 が よ り 40°C に 上 昇 
する と テ 飛躍 的 に 脱 喪 が 促進 され る 。 

iv) 脱 適 及び 温度 は 8.0 一 8.5 温度 40 で で 
ある 。 

v) 一 8.5, 温 度 40C に 於 て の は 
8 時 間 内 至 4 時 間 で , 802% は 約 10 時 間 で 脱 夫 す る が 100 
26 脱 は 達し 難い 。 

vi) こと の 条件 で 802% 脱 電 迄 は 時 間 を 対数 に と つて 確 
率 紙 に と と れ ば ほ さ く 直 線 を な し 脱 井 傾 過 に 規則 性 の ある も 
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の と 思 は れる 。 

vii) 以前 に 脱 好適 で ある と 称せ られ た 0.52 
水 は , その 進 作 用 は 西 が た また ま 脱 適 西 附 
近 に あつ た た め と 思 は れる 。 

8) 脱 及ば どす 抗生 物質 の 影響 

肺 吸虫 の 脱 に , 使用 する メ ヂ ウム に 抗 
生物 質 を 加え 細菌 の 増殖 を 抑制 し た 場合 に 何等 か の 影響 
が ある か どう か を 検討 し て 見 た 。 即ち 蒸留 水 , 生食 水 , 
Ringer 氏 液 , 及び 0.52 重 曹 水 に と それぞれ 1 cc に 対し 
ペ = シ リン 100U. と スト レプ トマ イシ ン 50Y を 加え , 
と れ を 加え な いも の と 対 照 と し て 84'C, 387°C, 40C 及 び 
48°C の 4 段階 に つい て その 脱 電 状況 を 比較 し て 見 た 。 各 
々 20 個 づつ 用 ひ , 10 時 間 迄 観察 を し た 。 そ の 各々 の 差 を 
検討 する た め , 10 時 間 の 観察 中 最も 差 を 生じ た 5 時 間断 
面 を と つて 検討 し た 。 結 果 は 第 8 表 の 如く で ある 。 二 元 
Tab. 3 Effect of antibiotics on excystation of 


metacercariae in several types of medium 
at various temperatures 


Momh. ot 

metacercariae 

Ringer 

0.5%NaHCO, 20 4 4 1 6 5 13 13 15 
*....added Penicillin 700 U. & Streptomycin 


507 per ml. 

配置 法 に つて 計算 すれ ば 全体 を 通じ て 1 下 の 
率 で 両者 に は 差 が 認め られ な い 。 又 別に 数 の 大 小関 係 だ 
け に 着目 し て 集計 する と , 抗生 物質 を 加え た 方 が や や ゃ や 脱 
が 少く な る 傾向 すら 認め られ る 。 と これ 抗生 物質 そ 
の も の の 影響 が , 二 次 的 に 細菌 増殖 が 抑制 され た た め に 
起 っ た の が 明か で は な い が , と も か く 脱 概 を 促進 させ る 
意味 で は 抗生 物質 を 加え る 必要 は 無く , 又 難 菌 が 混在 し 
て も 脱 影響 され な いよ うに 思 は れる 。 と れ は 本 
の 被 埋 幼虫 は 終 宿主 の 陽 管 内 で 腸 内 細菌 数 の 中 で 脱 電 す 
る と 云う 事実 を 考慮 すれ ば 当然 の 事 で あら うぅ 。 

4) 脱 井 に 及ぼ す 消 化 酵 素 の 影響 

被 概 幼虫 は 終 宿 主 に 経口 的 に 摂取 を られ て 後 胃 を 経て 
小腸 至っ つて 始め て 脱 する 。 つて 本 被 軽 に は 胃 
液 及 び 腸 液 の 消化 作用 が 重要 な 役割 を な し て いる と 考え 
る 人 が 多い 。 然し この 点 に 関し て も 詳し い 納 得する に 足 
る 実験 が な され て いる わけ で は な い の で , 果して そう で 


ある か 否 か を 改め て 検討 し て 見 た 。 消化 酸素 と し て は 
Pepsin 及び Trypsin を 用 い , それぞれ の 至 適 西 に 於 
いて 脱 及ぼ すそ れ ぞ れ の 単独 の 作用 及び 両者 の 
作用 に つい て 観察 し た 。 . 

i) Pepsin 単独 の 影響 

先 づ 人 工 胃 液 ( 燕 留 水 100ce.。 Pepsin 0.5gr. HCI 
0.3ccpH 3.6) 中 で の 脱 況 を , 10°C, 20°C, 80°C, 
85C 及 び 40°C の 各 温 度 に つい て 観察 し た 。 と の 結果 は 何 
れ の 温度 で も 脱 者 し た も の は 一 つも 認め られ ず , $8 時間 
以上 に 及ぶ と 多く の 被 概 幼虫 の な か に は 内 容 潤 濁 し て 変 
性 死滅 す る も の が 現れ て くる 。 

40°C の 場合 10 時 間 後 に な る と 虫 が 変性 死亡 す 
る が , 85°C 以下 で は 死亡 する 率 は や や ゃ や 少 い 。 以上 の 実 
験 成績 か ら Pepsin に は 例え 被 楼 幼虫 の 固 膜 を 或 る 程 
度 消化 する 作用 が ある と し て も , その 至 適 直 が 低い た め 
に 脱 雷 を 促進 する に いた ら ず , きしろ と れ を 抑制 し , 8 
時 間 以 上 に 及 べ ば か えつ て 被 概 幼虫 に 有害 で あつ た 。 

Trypsin 単独 の 影響 

前 頂 の 実験 で Pepsin は 脱 吉 に むし ろ 有 害 な で ある が 
これ は 一 応 Pepsin の 適 閉 し く 低 く 脱 適 
中 8.0~ 8.5 か ら か け 確 れ て いる た め と も 思 は れる 。 と こと 
れ に 反し て Trypsin は その 至 適 下 が 8.0 前後 で あり , 
吊 の み に ょ る 脱 電 抑 制作 用 は 考え ら な い 。 と の 点 か ら 
Pepsin の 場合 と 異 り Trypsin に は 脱 雪 を 促進 する 作 
用 が ある か も 知れ ぬ と 期待 し て 実験 を 行 つ た 。 

Trypsin は 製品 に より 著しく 活性 を 異 に する の で , 持 
田 製 薬 製 品 の 結晶 性 Trypsin (商品 名 Trypsilin MO- 
CHIDA), Merk 社 製 品 の Trypsin 及び Difico 製品 
の Trypsin (1 : 250) の 38 種 を 用 いた 。 持 田 の 結晶 性 
Trypsin は 10,000 Haemoglobin Unit, を 20~80cc に 
溶解 し , 西 は 指定 の 至 適 下 7.1 の も の と , 別に 想 8.0 
の も の と を 作 つ た 。・ Merk 及び Difico の Trypsin は 
いづ れる も 0.2 %, 析 8.0! と し た 。 深 解 し た 液 は すべ て 
Tyrode 氏 液 で ある 。 被 枚 幼 虫 は 大 量 に 入手 出来 た の で 
各々 100 個 近く 宛 用 いて 40°C で 6 時 間 観 察し た 。 そ の 結 
果 は 第 4 表 に 示し た 。 結晶 性 Trypsin の み が Control 
と 差 が な か つた ほか 他 の Trypsin は Pepsin の 場合 と 
同様 に と むし ろ 脱 吉 を 抑制 する 傾向 が 見 られ る 。 

その 中 で も Merk 製 の も の が 最も 脱 概 率 が 少な か つ 
た 

iii) Pepsin 及び Trypsin の 作用 

Pepsin に より ポリ ペプチド 様 に 迄 分 解 さ れ た 破 白 は 
Trypsin に よっ つて 消化 され 易く な る 事実 か ら 。 そ を それぞれ 
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Tab. 4 Comparison of the effect of trypsins on excystation of metacericariae 
inTyrode’s solution at 40°C. 


Number of Number of excysted metacericariae 
metacericariae 
pH (specimens) 1 » 3 4 5 6 hour 
Crystalline Trypsin 
(MOCHIDA Co. Japan) 8.0 100 4 4 7 31 40 44 
7.0 97 5 7 15 23 23 
Trypein (Merk) 8.0 96 1 1 2 9 
Trypsin (Difico) 8.0 95 0 5 0 
Comtrol (pH 8.0 
Tyrode’s solution) 8.0 85 0 6 16 30 38 40 


単独 に 作用 し た 場合 脱 井 促 進 作 用 が 認 な られ な く と る も 両 
者 が 遂 次 に 作用 すれ ば 共同 し て 脱 厩 促進 作用 が 現れ る か 
・ も 知れ な い 。 と この 事 を 確か め る 為 に 次 の 4 通り の 実験 を 
行っ た 。 いづ れ も 最 初 の A 液 に 8 時 間 浸 潰 後 , B 液 に 温 
潰し た 。 海 為 は 40°C, 一 系 列 に 用 いた 被 楼 幼 虫 は 20 個 で 
ある 。 
A B 

① 塩酸 酸性 西 3.6 の 液 っ 西 8.0 Tyrode 氏 液 

@ 十 結 性 Trypsin. 

人 工 胃 液 ( 8.6) っ 8.0Tyrode 氏 液 

十 結晶 性 Trypsin 
・ 結晶 性 Trypsin. の 濃度 は 実験 jD に 同じ 。 結果 は 
第 5 表 に 示し た 。 


少 Trypsin を 加え る と 良い よう で ある が p 三 0.157 と 
な つて 有意 差 に は な ら な い 。 

結局 前 処置 に Pepsin を 加え よう が 加え きい が , 後に 
Trypsin を 加え て も 加え な く て も とこ と の 4 通り の 観測 値 は 
余り 差 が 無い よう で あぁ る 。 い づれ の 場合 も 液 を 交換 し て 
後に 脱 が 急 に 行 は も る の は と こと れ 等 の 実験 経過 の 共 
因子 た る 本 8.6 の 液 か ら 西 8.0 の 液 に 交換 する 共 の 西 の 
変動 に よる と 解す る より ほか は 無 か ら うぅ 。 

5) 脱 喪 に 及ぼ す 機 械 的 振 温 の 影響 

ま で は 主として 温度 又は 消化 酵素 等 の 脱 
及ば す 影 響 に つい て 被 電 幼 虫 を 溶液 中 に 静 置 し た 場合 に 
つき 検討 を 加え て きた 。 と と ろ が 虫 内 の ミラ シ 
ウム の 堪 化 機転 に は 機械 的 振 温 の 影響 が 極め て 大 きい 事 


Tab. 5 Comprison of effect of crystalline trypsine on excystation Combined 
with pretreatment by pepsin for 3 hours 


Number of excysted metacercariae 


Pretreament Number of 
(3 hours) mutacercariae 9.1 1.0 2.0 3.0 (hous) 
pH3.6* > pH 8.0** 19 8 8 8 8 
© pH3.6 > Trypin (pH8.0) 20 12 13 3 13 
③⑧ Pepsin (pH 3.6) > pH 8.0 19 14 16 16 16 
@ Pepsin (pH 3.6) > Trypsin (pH 8.0) 20 12 14 14 14 
Control* ・.--0.3% HCI solution Control**. Tyrode’s solutiono 


先ず ⑧ 及 び ④ を 比較 し て 見 よう 。 こ と これ は 前 処置 は 同じ 
く 人 工 胃 液 で B 液 の Trypsin の 有無 の み の 差 が ある 。 
いづ れ の 時 間 を と つて る 危 験 率 を 5 % に と つて 差 は 証 
明 さ れ な い 。 つ まり 例え Pepsin 前 処置 が し て あつ て 
る Trypsin の 脱 電 促 進 作用 は 認め られ な い 事 に な る 。 
次 に の ① 及 び ② に つい て 比較 すれ ば ぽこ と これ は 前 処置 に Pep- 
sin の 加え て な い 場 合 で , 19 個 中 8 個 と 20 個 中 +8 個 で 多 
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が 明か に され て ある 。 そ こと で 虫 の 脱 機転 に も 機 
械 的 振 湯 の 影響 で 関 犬 し て いる か どう か を 検討 し て 見 

機械 的 振 温 は Monod 氏 振 湯 培 養 装置 を 用 ひ , 1 分間 
40 回 5 cc の 液 と と も に 長 さ 25cm の ガラ ス 管 中 を 往復 し 
め た 。 温度 は 40C, 第 6 表 を 見 る と 静 置 し た 対照 より も 
振 温 し た 方 が 良く 脱 雪 す る よう で ある 。 (502% 以 下 の 憩 
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Tab. 6 Shaking effect on excystation of fresh metacercariae at 40°C. 


Treatment・--40 times shaking per min. by Monod’s shaking apparature., 
Medium ・-…・ Veronal-isotonic-buffer of pH 8.0 


Number of excysted metacercariae 


0.5 1.0 1.5 2.0 


2.5 3.0 3.5 14.5 


shaked 1 $ 8 10 
not shake 0 2 2 7 


10 15* 15* 18 (all dead) § 
8* 9* 9 9 (ali alive) 


*. Significant differnce (p<0.05) Numb. examined.---20 metacercariae 


率 で 有 但し こと の 機械 的 刺 は 幼虫 に 有害 で あ 
り , 14 時 間 後 に は 人 金 部 死亡 し た 。 
6) 脱 及ぼす 被 虫 の 集合 効果 
100 個 の 被 放 幼 虫 を 10 本 の 試験 管 に 10 個 づ つ 分 けた 場 
合 と , 50 個 の 被 用 幼 虫 を 5 個 づ っ つ 10 本 に 分 けた 場合 と 20 
個 の 被 概 幼虫 を 1 個 づ っ つ 20 本 に 分 けた 場合 と で 脱 電 状 況 
に 状 が ある か どう を 検討 し て 見 た 。 実験 の 都合 で 標本 数 
が 揃え られ な か つた の で , 母 100 分 率 に 換算 し て 棄却 限 
界 を 考慮 し て 比較 し た 。 第 マ 7 図 が その 結果 で ある 。 8) 
に 述べ る よう に この 実験 だ け 新鮮 な 材料 が 入手 出来 ず に 
死後 8 日 冷蔵 し た モク ズ ガ = より 被 電 幼 虫 を 分 離し た の 
で 全体 と し て 従来 の 新鮮 な 被 虫 の 脱 多少 
Ffg. 7. 


Compison of crowding effect on excystation of 
metacercariae at 40°C. 


8 of 

§ 
§ 50 ト 1 metacer- 
1 carie per tube 

| 2 3 4567890 20 


hours 


Notice : Metacercariae were collected from 
dead crubs and stored for 2 days in refrigirator 
(2°C-4°C). 


つて いる が , 相互 の 比較 と は 差し 支え な か ら う 。 図 を 見 
れ ば 一 個 づ つっ 投入 し た も の の 脱 電 率 が 最も 低く , 5 個 の 


場合 ,。10 個 の 場合 と 小 試験 管 に 収容 し た 個数 が 多く な る 
に つれ て , 脱 電 率 が 上 昇 す る 現象 が 見 られ る 。 

こと れ は 終 宿主 中 に 摂取 され て 脱 細 す る 場合 こ に は この ょ 
うな 現象 は な いと も 云え る が in vitro に 実験 的 と 脱 厩 を 
試み る 時 に は 充分 考慮 し て 然 る 可 き 現 人 象 で あら う 。 仮り 
に と れ を 被 概 幼虫 の 集合 効果 と 呼ん で お く 。 脱 雪 の 比較 
実験 を 行う 時 に 片方 は 5 個 づ つ 小 試験 管 に 入れ , 片方 は 
10 個 づ っ 試験 管 に 入れ た の で は 結果 の 判定 は 困難 と な 
る 。 今 迄 の 実験 は 20 個 づつ 小 試験 管 に 投入 し て ある か ら 
上 上 記 の 意味 の 集合 効果 を 含ん だ 成績 で ある が , 一 試験 管 
内 に 収容 し た 個体 数 は 同じ で ある か ら 結 果 の 判定 に 誤る 
事 は な な いと 思 は れる 。 こ と の 集合 効果 は 被 電 幼虫 が 小 試験 
管 の 底 の よう に 相互 に 密集 する よう な 場合 と 見 られ る 現 
祭 で , 底 の 平 な 小型 シヤ ー レ の よう な も の に 投入 し て も 
被 棒 幼虫 が 集合 出来 ず ザ に とこ の よう な 現象 は 起 ら な い 。 と こと 
れ は 恐らく 脱 概 を 開始 し た 幼虫 は 極め て 活発 に 属 伸 運動 
を 行い 隣接 の 被 虫 に 強い 機械 的 与え て 更に 脱 
喪 を 促進 せしめ る た め と 推察 され る 。 

被 虫 の 乳剤 液 中 に も 特に 脱 促進 する 物質 
は 証明 され れ な いか ら , 1) 被 虫 が 内 に 脱 
促進 物質 を 排出 する と は 考え に くい 。 双 こと の よう な 物質 
が 脱 と も に ぇ ヂ ウム 中 に 出 て 他 の 未 脱 被 
に 影響 を 与え る 事 も 想像 の 域 を 脱し な い 。 

7) 脱 に 及ば す モ クズ ガー= 体 液 の 影 

モク ズ ガ = の 脚 を 切断 する と 一 匹 に つき 約 2 cc の 体液 
を 採取 出来 る 。 28 匹 分 の 体液 を 集め 充分 疑 固 さ せ を た 後 
clot を 除く ( 沈 繰返し て る 比重 に つ て は 分 
し レ し 難い の で 和 毛細管 ピペット に て 液状 部 だ け 華 め る 。 う と 


新鮮 被 虫 30 個 を pH8.0 の Tyrode 氏 液 
6cc と と も に Tissue grinder で 魔 砕 し て 乳剤 と な し 
し て 上 と る 。 と れ を を 1 個 づ っ 投入 
し 加え, 同じ 1 個 づ っ の 同数 の 対照 と 比 
較 て 脱 を 観察 し た 全く 差 を 認 あめ あられ な か 
つた (危険 率 5 
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Haemocyanin を 含ん だ 青 色 の な 液 を 得る 。 とれ 
の は 7.9 で ある 。 これ は ほ 被 の 脱 適 
近い 。 と こと の 液 中 に 被 概 幼虫 を 浸漬 し , 40C に 加 温 し 脱 枝 
状態 を 観察 し た 。 用 いた 被 松 幼虫 は 48 ヶ で 之 を 5 本 の 小 
試験 管 に 分 け て 入れ た 。 温度 及び 西 は 至 適 条 伴 に 近い が 
第 8 図 に 見 られ る よう に 極め て 脱 井 は 低 率 で 6 時 間 後 の 
菩 く 10 に 達し , 12 時 間 観 察する る 19% を 越え な か つた 
同じ く 40C で mH 8.0 の Tyrode 氏 液 の 場合 と 比較 し て 著 
し い 差 が 認め らち られ, モク ズ ガ = 体液 中 で は 和 閲 厩 が 抑制 さ 
れる 傾向 が ある よう に 考え られ る 。 こ と れ は 第 二 中 間 宿 主 
体内 で 被 旨 幼 虫 の 状態 で 発育 が 留 り , 第 二 中 間 宿 主体 外 
に 出 て 始め て 次 の 発育 段階 に 達する 事 が 出来 る 事 の 一 つ 
の 説明 資料 と な り , 極め て 興味 深い 現象 と 思 は れ た 。 
Fig. 8. 
Inhibition effect of the serum of Eriocheir ja- 


ponicus pH 7.9 upon excystation of fresh meta- 
cercariae at (a temperature) 40°C. 


percent of excystation 
of metacercariae 


hours 
numb. examined: 48 metacercariae. 

8) 被 の 鮮度 の 脱 及ば す 影 響 

上 記 の 実験 は , 集合 効果 の 検討 (実験 6 に 用 いた も 
の 以外 すべ て 新鮮 な 被 電 幼 虫 を 使用 し た が , 実験 に と ょ よ つ 
て は 既に 死亡 し た モク ズ ガ = より 分 離せ ね ば な ら ぬ 場合 
や , し た 被 を 使用 さそ ね ば な ら も ある の 
で , 鮮度 の 脱 喪 に 及ぼ す 影 響 を 終り に 記し て お さく 。 横川 
(1912) は 被 虫 を 体内 より 分 離し て 時 日 の 経過 し 
た 場合 , 或いは 死 記 後 時 日 の 経過 し た 角 よ り 分 離し た 場 
合 に は , 脱 厩 が 容易 に な る 事 を 既に 報告 し て いる 。 

6) の 集合 効果 の 検討 に 使用 し た 材料 が 死後 3 日 間 冷 蔵 
され た 角 り 離し , 更に 2 日 冷蔵 され た 被 で あ 
る の で こと の 線 と 新鮮 被 の 脱 と を 比較 

Fig.3 の Tyrode 氏 液 群 と Fig. 6 の 8 本 の 曲線 の 一 
番 上 の 曲線 の 群 が メデ ウム は 同じ く Tyrode 氏 液 で 西 
8.0, 温度 も 40C で 更に 小 試験 管 に 10 個 づつ 約 100 個 の 
被 を 用 いて あり , 被 虫 の 鮮度 以外 は 同じ 条件 
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の 実験 で ある の で と と に 再び 引用 し て 比較 し て 見 た 。 一 
見 し て 陳 旧 な 被 幼虫 の 方 が か に 脱 早い 事 が わか 
る 。50% 脱 喪 時 間 を 見 て る ぁ , 新鮮 な も の は 4 時 間 50 分 で 
ある の に 陣 旧 な も の は 1 時 間 40 分 で ある 。 こ と これ に よっ つて 
生き た り 分 離し た 直後 の 被 虫 に と 比べ て 分 
後 時 日 を 経過 し た も の , 或いは 死亡 後 時 日 を 経過 し た 
ょ り 分 離し た 被 は 著しく 脱 促進 され , 脱 
人 象 は 又 被 概 幼 虫 の 鮮度 と も 深い 関係 ああ る 事 が 判る 。 但 
し 陳 旧 な 被 虫 より た 幼虫 は 生活 力 が 弱く 
時 間 の 間 に 死 亡 す る も の が 多い 。 た と えば 4 日間 冷蔵 さ 
れ た 被 概 幼 虫 を 使用 し た 場合 至 適 条件 で 4 時 間 以 内 に 
殆ど 脱 杏 し て も , 14 時 間 後 に 全部 死亡 し た 。 と の 現象 は 
横川 (1912) も 述べ て いる よう に , らく 被 が 変化 
を 受け て 弱く な り 僅 か な 内 部 より の 力 で 脱 雷 出来 る よう 
に な る た め と 思 は れる が , 脱 辻 促進 因子 と は 生々 性 質 の 
異 る る の で な いか と 思 は れる 。 
考 

1) 実験 結果 の 要約 

以上 in vitro で ウェ ステ ルマン 虫 被 の 脱 
誘発 する 条件 を , 温度 , 抗生 物質 , 消化 酸素 , 
械 的 刺 埋 為 に わた り 検 対し た の で ある が , 結局 西 及 び 温 
度 が 最も 重要 な 因子 で あり , 機械 的 刺 漁 が それ を 助長 せ 
し め る と 云う 簡単 な 事 事 し か 捕え る 事 は 出来 な か つた 。 
以下 この 点 に つき 多少 論議 を 加え て 見 る 。 

2) 脱 井 促進 因子 と し て の 温度 及び 西 の 重 要 性 。 
温度 及 西 は 今回 の 実験 結果 か ら は 最も 支配 的 な 脱 圭 を 
誘発 する 条件 と 云っ つっ て 差し 支え な か ら う 。 こ と これ 等 の 至 適 . 
条件 外 で は 他 の 条件 を 如何 に 調整 し て る 脱 概 は 殆ど 促進 
され な い 。H 8.0~ 9.0 温 度 40C 前 後 と 云う 条件 が 何故 
他 の 考え られ る 多く の 因子 に 勝っ て 著しく 脱 喪 を 促進 す 
る の で あら うか 。 脱 る 一 つの 前 段階 と し て 「 
観察 法 」 の 頂 に 述べ た よう に , 包 に て が 活発 の 
転 運動 を 開始 する 事 が 観察 され る 。 静止 状態 に ある 幼虫 
が 急激 に この ょ よう ぁ うに 活性 化 さ れる 過程 に と , 週 囲 の 温度 及 
密接 な 関係 が ある と 推定 する の が で あら 5 う 。 
幼虫 内 に 温度 が 上 昇 し 40°C 前 後に な り 丁 共 8.0 を 越え 
る と 急 に 活性 化す る ある 系 列 が あり , 運動 を 誘発 する に 
至る も の と 想像 され る 。 と こと れ 以上 は 食 く 想像 の 城 を 脱し 
な い が , 本 8.0, 温度 40 で で 活性 化 さ れる ある 酵素 系 が 
引 金 の よう な 作用 を な し , 次 々 に 連鎖 反応 を 誘発 し て 最 


後に 活発 な 筋肉 運動 を 引き 起す と 思 は れる 。 内 部 か ら . 


Trypsin の よう な 同じ 条件 で 活性 化す る 蛋白 触 解 酵素 の 
作用 で , 固有 膜 が 内 層 か ら 消 化 さ れ て 脱 概 し 易く な る と 
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も 考え られ る が , これ に は 更に 多く の 無理 な 仮説 を 必要 
と し 素 強 附 会 と な る 。 

脱 概 は 決し て 幼虫 が 静止 の 状態 で 起 る も の で な く 。 そ 
の 直接 の 主 な 誘因 は 幼虫 の 活発 な 運動 に ある も の と 著者 
は 考え て いる 。 若 し 固有 膜 が 内 部 か ら 消 化 さ れる と し て 
も それ は 副 次 的 な 促進 因子 に すぎ な い 。 相 及び 温度 の 他 
に 脱 要 を 促進 する 因子 と し て 認め られ た も の は 外部 か ら 
の 機械 的 の み で あつ た 。 

8) 従来 の 消化 本 素 脱 井 促進 読 の 検討 。 今回 の 実験 に 
ょ つて は Trypsin 及び Pepsin に は 全く 脱 電 促進 作用 
は な く つて より も 脱 は 低かっ つた 。 横川 氏 C19 
18 う の 詳細 な 実験 に た ょ よ つ て も , 人工 液 に 処置 し た 後に 人 工 
腸 液 に 浸漬 すれ ば 容易 に 脱 可 す る 事 を 報告 され て あり , 
と の 結果 は 甚だ 意外 で あつ た 。 そ と で も うぅ 一 度 そ の 判断 
され た も と の 成 積 を 検討 し て 見 た と と ころ ,。 一 実験 に 使用 
され た 標本 が 5 個 内 外 で あつ た 。 今 仮 り と 一 部 に 10 個 の 
標本 を 用 い , 実験 郡 が 9 個 脱 , 対照 郡 が 4 個 脱 
た と 云う 成 積 を 得 た と する 。 直観 的 判断 で は こと の 実験 郡 
は 脱 雪 が 促進 され た も の と 取り 易い が , 今 か く 判 断 す る 
危険 幸 を 計算 すれ ば 5.726 で 差 が ある と は 簡単 に 断定 出 
来 な い 。 

従来 行 は くれ て 来 た 実 験 が 5 個 前 後 の 標本 数 で ある 点 か 
ら , その 対照 郡 と 比べ て の 結果 の 判定 に は , 本 来 差 の 証 
明 出 来 過 も の を 差 あ り と 誤る 危険 が 充分 に ある 。 よ つて 
上 記 の 結論 も 消化 酵素 は 和 脱 杖 促進 作 用 が ある と 云う ラー つ 
の 先 入 感 が 大 き な 人 危険 索 の ある 判断 を 敢 て 下さ し め た 結 
果 で ある 様 に 解釈 出来 る 。 上記 の 実験 は 叉 結果 を 判定 し 
た 時 間 が 2 時 間 で ある の で , 逆 に 本 来 差 が ある も の も 未 
だ 充分 な 開き が 現れ ず に 差 が な いと 判定 され る 所 調 第 二 
種 の 過誤 を 犯す 蛋 れ も 充分 に ある 。 と の 点 標本 数 , 判定 
時 間 と 云う よう な 実験 の 基準 の 設定 法 が 如何 に 重要 な も 
の で ある か が よく 判る 。 な ほこ と れ 等 の 統計 学 的 寄 織 は ど ご 
く 近 年 に 発達 し た も の で , 当時 と し て は 病 妙 を 得 ざ る 方 
法論 上 の 誤認 で あつ た 。 消化 管内 で 脱 紹 する か ら 股 ら く 
消化 液 が それ を 助長 する で あら うと 考え る の は 自然 で あ 
る が , 事実 は それ 程 合 目的 的 で は 無い よう で ある 。 

4) 自然 界 に ける 脱 の 考察 

以上 は in vitro の 問題 と し て 脱 零 現象 を 観察 し て 来 
た が , と れ 等 を も ぁ も と に し て 実際 の 自然 現象 中 の 宿主 内 脱 
つい て 考察 し て 見 よう 。 

先ず 第 二 中 間 宿 主体 内 で は 如何 に 長期 に 下 つ て 存在 し 
て も 脱 奏 し な い 事 は , 温度 が 20C 以 下 で ある 事 と , 第 二 
中 間 宿 主 自身 の 体液 中 に 存在 する 脱 吉 を 抑制 する 作用 の 
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ある 事 で 一 つの 説明 と する 事 が 出来 よう 。 こ と これ が 終 宿主 
に 摂 食 され る と , 体内 温度 が 88C~89°C の 場合 , 温度 は 
至 適 範 時 で あつ て る も 胃 中 で は 塩酸 酸性 の た め 折 制 さ きれ て 
幼虫 は 賊 活化 せ ず , 2 ~3 時 間 後 に 小腸 に 送ら れる と 橋 
が アル カリ 側 に 傾き 至 適 範 胃 と な る の で 幼虫 は 固有 膜 中 
に て 賊 活化 され て 活発 に 運動 を 始め , 同時 に 腸 の 映 動 に 

ょ る 機械 的 刺 埋 が 外 か ら 加 は つて , 容易 に 脱 電 を する も 
の と 思 は れる 。 

脱 は 直ちに 腸 壁 に 孔 侵入 する の で 腸 内 容 が 
る 透 圧 で あつ て も その 影響 を 免れ る と 考え られ る 。 こと 
の 消化 酵素 の 関 し な いと 云う 見 解 は 被 の まき まき 
ウッ ウス の 腹腔 内 に 注入 し て も 充分 脱 要 せ し め 得 る 事 か ら 膳 
接 に ゃ 証明 出来 る が 詳細 は 別 報 に ゅ づる 。 今回 の 実験 に . 
於 て 最良 の 条件 下 に を 1002% 脱 吉 せ し め る 事 は 困難 で あ . 
り , 脱 ず に 終る 被 虫 が 若干 残 つ て いた , これ は 更 
に 脱 井 条件 を 検討 改良 すれ ば 解決 出来 る 性 質 の も の か も . 
知れ ぬ が , 或 は 自然 界 と 於 て る 実際 の 感染 が 成立 する 場 
合 に 摂取 され た 被 が すべ て 宿主 の 腸管 内 で 脱 
る も の で なく , 未 脱 概 の まま 排出 され る 場合 の ぁ る 事 の 
ー つ の 説明 に な る か も 知れ 。 従来 の 実験 的 に 被 可 幼 虫 
を 犬 , 痴 に 投与 し て 成虫 を 得る 率 が 平均 8 割 前 後 で ある 
事 は とこ の 事 を 裏書 きす る よう に 患 は れる 。 

5) 実験 的 応用 に つい て 

本 論 区 の ま が き に 記し た ょ うに , 飼育 に 必要 な 最も 自 
然 状 態 に 近い 幼虫 を 得る 方 法 を 見 出す の が と の 実験 の 一 
つの 目的 で ある か ら , 以上 の 結果 か ら そ の 最も 態 素 的 な : 
方 法 を 考え て 見 れ ば 次 の 如く で ある 。① 材 料 は 新鮮 な 被 
を と 用 いる 。 ② 和 密集 させ た 方 が 脱 が 良い か ら 多 
く の 被 を 小 試 験 管 入れ る 。 (10~20 個 位 か 適 
当 。 脱 と し て 8.0~ 8.5 の Tyrode 氏 液 を 用 い 
温度 40 で に 存在 する 。 以 上 に ょ り 10 時 間 後に その 8 割 を 
飼育 に 適する 状態 で 脱 雪 せしめ 得る 。 著 者 等 に 既に 200. 
日 以上 に と の 方 法 に より 被 を 脱 し め わ た り 
育 し 発育 さき せる 事 に 成 巧 し た 。 を 用 いて 
in vitro の 抗 肺 吸虫 性 の 薬剤 の メス クタ クリー= ン グ テ ス ト も 
簡単 に 出来 る ょ うに な つた 。 ツ 

至 適 条 件 に ける 脱 を 観察 し て 被 の 生 : 
死 の 判別 に 資す る 事 も 可能 で ある 。 従来 試験 動物 に 投与 
し て 長 時 間 後に 感染 の 有無 を 調べ て いた が こと この 脱 概 試験 
を 行え ば 短 時 間 内 に 簡単 に 生死 , 感染 カカ の 有無 を 判定 出 
来る で あら う 。 

6) 他 種 寄生 虫 の 脱 又は 脱 と の 比較 。 

ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 の 近 縁 種 で ある 大 平 肺 吸虫 の 被 
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の 脱 つい て 米良 (1951) が 報告 し て いる 。 と こと 
れ は ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 と 異 り 容易 に 脱 雪 する よう で 
ある 。 大平 肺 吸虫 被 概 幼虫 の 固有 膜 が 甚だ 非 薄 で , カバ 
ー グ ラス を 上 に の せ た だ け で る も 容易 に 税 概 する 程 で ある 
と と か ら も 当然 と 思 は れる 。 

肝 虫 は 小宮 (1940) に にょ れ ば 人 工 胃 処理 
後に 精製 し た Trypsin (Gruiber) と 使用 すれ ば 直ちに 
脱 が , こと これ も 恐らく 被 虫 の 構造 の 差 に ょ る 
も の と 思 は れる の で 尚 検討 し て 見 た い 。 銅 虫 卵 の 脱 帝 に 
つい て 古来 種々 討議 され て いる が , 最近 谷口 (1955) 
O'Connor (1951) 等 は 外部 の 理化 学 的 卵 
を 通じ て 仔 虫 を 活性 化し て 脱 殻 を 促す も の らし いと し て 
いる 。 と こと の 場 合 従来 考え られ た 消化 液 の 作用 が 重要 な 要 
因 で な い 事 が 判明 し , 本 実験 の 成績 と 照ら し て 興味 深い 
も の が ある 。 

原虫 類 の の 脱 に つい て は 赤痢 アメ ー バ , ご 
クシ デ ヂ ウ ム 等 に つい て 多く の 考察 が 為 さ れ て いる が 本 実 
験 に 於 いて は 特に 論 及 し な い 。 
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Summary 


The promoteing factors of excystment of the 
metacercariae Paragonimus westermani were stu- 
died. 

The metacercariae were removed from alive 
crabs, Eriocheir japonicus, collected from endemic 
areas of paragonimiasis in Japan. Tyrode’s 
solution or buffered saline was used as the basic 
medium for excystment. In the hypotonic medium 
the excysted metacercariae died soon after ex- 
cystation. Metacercariae were suspended in the 
medium iu small test tube with rubber stopper 
and observed from the bottom of the test tube 
by microscope. Test tubes were immerssed in 
water-bath controlled to maitain the fixed tem- 
perature with the accuracy of 土 0.05°C. The 
minumun number of metacercarae used in each 
experiment was 20 and the results of experiments 
were examined statistically. 

Favorable temperature and pH degree of the 
medium for excystment: No excystment was 
observed below the temperature of 32°C. Most 
of the metacercariae excysted at 40-43°C. Hig- 
her the temperature over 43°C. was harmful to 
excysted larvae. Effect of pH of the medium at 
the temperature of 37°C, 40°C, and 43°C. were 
shown in Fig. 2, 3 and 4 respectively. In the 
medium of pH 7.0 no excystation occured at any 
degree of temperature. Excystment occured 
mostly in the medium of pH 8.0-9.0 at the tem- 
perature of 40°C aud 43°C. Statictical com- 
parisons of excystation rate in these various 
condition studied in Tab. 2. The temperature of 
40°C. and pH degree of 8.0-8.5 were the most 
suitable condition for excystation. More than 
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80% of the metacercariae- excysted within 10 
hours in these optimum enviroments. (Fig. 5) 

Effect of antibiotics for excystment : No special 
advantage was found by using antibiotics such as 
Penicillin and Streptomycin in order to suppress 
the bacterial contamination. It would not neces- 
sara to use aseptic technique in the experiments 
of epcystation. (Tab. 3) 

Effect of digestive enzymes for excystment : 
Trypsin was not effective for excystation i vitro 
even though combined with the pretreatment by 
pepsin, but rather harmful to metacercariae. 
Pepsin was also unable to induce excystment 
because of the active pH of pepsin was much 
lower than the pH of the medium for excyst- 
ment. The writer would like to reject the old 
theory that the digestive enzymes of the host are 
responsible for the excystment of metacercariae. 
(Tab. 4 and 5) 

Effect of the mechanica! stimules for excyst- 
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ment : Mechnical shaking of the test tubes by 
shaking apparatus was rather advantageous for 
excystment, but harmful to excysted larvae. 
(Tab. 6) The wrighter also has observed that 
the crowded metscercariae in the test tube ex- 
cysted easier than the isolated metacercariae 
kept singly in each test tube. This cuorious 
promoteing effect was also probably due to the 
mechanical stimules by the active moverment of 
excysted larvae to encysted metacercariae. (Fig. 
7) 

Effect of the juce of emulsified metacercariae 
for excystment : The writer could not find any 
advantage to use the emulsified juce of fresh 
metacercariae for excystment. 

Excystment in infected crab: Excystment 
never happen in infected crabs which are alive 
or dead. Body fluids of erabs, Eriocheir japonicus, 
has a strong tendency to suppress the excyst- 
ment. (Fig. 8) 
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